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1997年に、量販車として市場に登場したハイブリッド車は、国内主要自動車メーカー

を中心に多くの魅力あるモデルが市場に投入され、急速に普及してきている。その背景に

は、ハイブリッド車両そのものの信頼性の向上に加えて、ハイブリッド化による新たな機

能性や性能の付与のためのきめ細かな制御に関する技術開発が進んだことがある。 

本書は、平成14年度特許流通支援チャート「ハイブリッド電気自動車の制御技術」

（以下､平成14年度テーマ「ハイブリッド電気自動車の制御技術」）に関する追補であり、

平成14年度テーマ「ハイブリッド電気自動車の制御技術」以降の2001年１月～03年12月ま

での３年間に出願されたハイブリッド電気自動車の制御技術に関する特許を対象に解析を

行ったものである。 

なお、平成14年度テーマ「ハイブリッド電気自動車の制御技術」の本文は、工業所有

権情報・研修館のホームページ(http://www.ryutu.ncipi.go.jp/chart/H14/kikai05/)を

参照されたい。 

 

1.1.1 ハイブリッド電気自動車の開発状況の変遷と現状 

平成14年度テーマ「ハイブリッド電気自動車の制御技術」の1.1.1及び1.1.2を参照の

こと。 

なお、表1.1.1-1に、日米欧主要自動車メーカーが2001～05年に発表・発売したパラレ

ルハイブリッド電気自動車の一覧を示す。なお、本表には、各社がプレス発表した2006年

発売予定車も表示してある。なお、2000年以前は、平成14年度テーマ「ハイブリッド電気

自動車の制御技術」を参照のこと。 

 

 

１. 技術の概要 

 

     ハイブリッド電気自動車が、この３年間に急速に普及して 

     きた背景には、車両そのものの信頼性の向上に加えて、 

ハイブリッド化による新たな機能性や性能の付与のための 

     きめ細かな制御に関する技術開発が進んだことがある。 

 

1.1 ハイブリッド電気自動車の制御技術

特許流通 

支援チャート
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表1.1.1-1  日米欧主要メーカーにおけるハイブリッド電気自動車の開発状況 

★発表、●新発売／ﾌﾙﾓﾃﾞﾙﾁｪﾝｼﾞ(fmc)、○ﾏｲﾅｰﾁｪﾝｼﾞ(mc)、▲予定 

メーカー 2001 2002 2003 2004 2005 2006 
いすゞ         

スズキ           

ダイハツ工業 
            

     

 

トヨタ自動車 

       

         

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

      

 

 

       

 

 

 

        

             

           

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      

 

      

      

日産自動車 
                      

日産ディーゼ
ル工業 

           

日野自動車 

           

 

 

        

           

 

 

 

 

    

  

富士重工業 
        

      

 

 

本田技研工業 
                     

           

 

 

           

          

           

マツダ 
              

      

 

三菱自動車 
    

 

  

 

三菱ふそう 
トラック・バ

ス 

      

ゼネラル・
モーターズ 
(米国) 

              

      

 

           

 

 

 

      

 

 

 

    

 

        

フォード・
モーター 
(米国) 

     

     

 

 

      

ダイムラー・
クライスラー 
(ドイツ) 

       

          

     

 

フォルクス
ワーゲン 
(ドイツ) 

 

 

     

  

 

 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

 

●ﾊｲｾﾞｯﾄｶｰｺﾞ HEV 

★AHS2(DC 共同)

★AHS2(GM 共同)

▲ｴｽﾃｨﾏ HEV(fmc)

●ﾂｲﾝ HEV

●ｴｽﾃｨﾏ HEV 

●ｸﾗｳﾝｾﾀﾞﾝﾏｲﾙﾄﾞ HEV 

○ﾌﾟﾘｳｽ(mc) ●ﾌﾟﾘｳｽ(fmc) 

●ｱﾙﾌｧｰﾄﾞ HEV

●ﾀﾞｲﾅ/ﾄﾖｴｰｽ HEV 

(小型) 
●ﾊﾘｱｰ HEV 

米ｶﾑﾘｰ HEV▲  

米ﾚｸｻｽ(ﾊﾘﾔｰ)HEV▲ 

米ｱﾙﾃｨﾏ HEV▲ 

ﾚｸｻｽ GS450h▲  

●ｼﾋﾞｯｸ HEV ●ｼﾋﾞｯｸ HEV(fmc)

●米ｱｺｰﾄﾞ HEV 

 
●ﾏｰﾁ e-4WD

●ｷｬﾊﾟｼﾀﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾄﾗｯｸ(中型) 

●ﾃﾞｭﾄﾛﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾄﾗｯｸ(小型) 
●HIMR ﾜﾝｽﾃｯﾌﾟﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾞｽ 

 

●ｴｱﾛﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽ HEV 

●ｴﾙﾌ HEV(中型) 

●ﾚﾝｼﾞｬｰﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ(中型) 

○ｼﾋﾞｯｸ HEV(mc)
○ｲﾝｻｲﾄ(mc) 

●ｸﾗｳﾝﾏｲﾙﾄ 

HEV 

★ｺﾞﾙﾌ TDI HEV 

●ｸﾙｰｶﾞｰ HEV 

●ｴｽｹｰﾌﾟ HEV 

●ﾏｰｷｭﾘｰﾏﾘﾅｰ HEV 
ﾌｨｴｽﾀ HEV▲ 

★ｽﾌﾟﾘﾝﾀｰ HEV 

●ｼﾎﾞﾚｰｼﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ 

●ﾀﾞｯｼﾞﾗﾑ HEV 

★TPH ﾕﾆｯﾄ 

★HVS 

ﾌﾟﾚﾏｼｰ HRE HEV★ 

★UFE-Ⅲ 

米ﾄﾘﾋﾞｭｰﾄ HEV▲ 

★ｴｸﾘﾌﾟｽｺﾝｾﾌﾟﾄ-E

★B5-TPH 

●GMC ｼｴﾗﾄﾗｯｸ 

ｺﾝｾﾌﾟﾄ CT MIEV ★ 

ｻﾀｰﾝ VUE ｸﾞﾘｰｰﾗｲﾝ▲

★GMC ｸﾞﾗﾌｧｲﾄｺﾝｾﾌﾟﾄ(DC 共同)

★ｵﾍﾟﾙｱｽﾄﾗﾃﾞｨｰｾﾞﾙｺﾝｾﾌﾟﾄ
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ハイブリッド車の実用化開発は、我が国の自動車メーカー及びその関連企業グループ

を中心に推進されてきた。 

1997年以降2000年までは、限定販売も含めて市販化された乗用車モデルは、わずか４

車種であったが、2001年以降2005年に至る間で、トヨタ自動車だけでフルモデルチェンジ

も含めて、８車種の量産車を市場に投入してきた。さらに、本田技研工業も、パワーアシ

スト型ハイブリッドの３車種を市場投入し、スズキ､ダイハツ工業もハイブリッド軽乗用

車を相次いで市場投入してきている。 

一方、トラック・バス専業メーカーも､2001年以降､日野自動車を先頭に、超低公害

ディーゼル車という位置付けで相次いで､パラレル型ハイブリッド中小型トラックや市街

地用シリーズあるいはパラレル型ハイブリッドバスで量販車の販売を開始した。2005年現

在で、バスと中小型トラック合わせて６車種が市販されている。 

このように、日本では、2001年以降、多岐に亘る市販車種が急増し、いよいよ、ハイ

ブリッド電気自動車普及期に入ってきた感が強い。一方で、最近までのハイブリッド車実

用化に対する欧米主要メーカーの動きは鈍かった。 

2001年に、トヨタ自動車は、ハイブリッド技術を21世紀の環境対応のキーテクノロ

ジーと位置付け、世界的規模でハイブリッド車を普及させていくための戦略的開発実用構

想を打ち立て、多様な車種を市場に提供し､その普及を加速化した。 

図1.1.1-1に、トヨタ自動車が発表したトヨタハイブリッド車の国内外における1997～

2005年10月までの販売実績を示したが、2005年には、年間20万台を越す勢いで伸びてきて

おり､特に、北米地域での販売の伸びが著しい。これには、世界的規模での原油価格高騰

や米国カリフォルニア州のゼロエミッション規制強化等の経済･環境要因の変化も影響し

ているが、近年のハイブリッドシステム技術の成熟化とシステム自体が有する走行性能向

上等に対する新たな技術的魅力が、ハイブリッド車に対するユーザー層の認識を変えてき

ており、車両価格差とそのコストパフォーマンス性との比較で、ユーザーの購入意欲を刺

激し始めてきたためと考えられる。 

 

図1.1.1-1 トヨタ自動車ハイブリッド車の販売台数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：トヨタ自動車のホームページ http://www.toyota.co.jp/jp/news/05/Nov/nt05_1115.html) 
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最近になり、欧米主要メーカーも、これらの動きを無視できなくなりハイブリッド車

開発戦略を見直し、その遅れを取り戻すべく､共同開発体制を整え、開発に本腰を入れて

きている。 

米国のゼネラル・モーターズ(ＧＭ)、フォード・モーター(フォード)、ドイツのダイ

ムラー・クライスラーは、ここ２年の間に相次いで市販モデルを投入し始めたが、未だ量

販までには至っていない状況にある。これらメーカーはトヨタハイブリッドシステムを

ベースに、それに独自の技術を盛り込んだハイブリッドシステムを開発中であり、2007年

頃にはそれらを搭載したハイブリッド車を投入する計画となっている。 

さらに、ここに来て日米欧主要自動車メーカーのハイブリッドシステムははっきり色

分けされてきている。 

トヨタ自動車は、エンジン、２モーターと遊星歯車を組み合わせた動力合成機構を

ベースにリダクションギアを組み込むことにより、モーターの小型化と高出力化を両立さ

せたフルハイブリッドシステム「ＴＨＳⅡ」を完成させている。トヨタ自動車は、本シス

テムを日産自動車、フォード､ＧＭなど主要メーカーに供給し始めており、本システムの

普及化を図り製造コスト低減等に結び付けていく戦略のようである。 

一方､本田技研工業は、１モーターアシスト方式の簡易型ハイブリッドシステムをベー

スに、それに、エンジン気筒休止システム、アイドルストップやモーター単独走行機能を

取り込んだ「ＩＭＡ」システムを完成させている。 

一方、フォードは、アイシン・エィ・ダブリュが開発した「ＨＤ-10」ハイブリッドシ

ステムを採用している。本システムは遊星歯車を用いた２モーター動力合成機構において

平行軸による動力出力方式を採用している点が、トヨタ「ＴＨＳ-Ⅱ」と異なっている。

その結果、動力合成変速機の小型化が可能になり、既存モデルへの搭載が比較的容易なシ

ステムになったとしている。 

ＧＭとダイムラー・クライスラーは、２モードフルハイブリッドシステム「ＡＨＳ2」

を共同開発している。遊星歯車をダブル配置し、低速及び高速時に内部クラッチを切替え

て２モーターと遊星歯車の連結モードを切替えることにより、低速(市街地走行)と高速の

広い走行領域で総合燃費の改善を図ることを意図したものであり、2007年には､本システ

ムを搭載した大型ＳＵＶ車が販売される予定となっている。 

  

 

1.1.2 ハイブリッド電気自動車の技術体系と制御技術 

平成14年度テーマ「ハイブリッド電気自動車の制御技術」を参照のこと。 

 

 

1.1.3 ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素 

ハイブリッド電気自動車の制御技術を構成する技術要素は、平成14年度テーマ「ハイ

ブリッド電気自動車の制御技術」と同じであり、表1.1.3-1に示す。 

ハイブリッド電気自動車の制御技術を構成する技術要素は、エンジン、モーター、発

電機、駆動力合成変速機、バッテリー等電力蓄積装置、電力制御装置、車輪駆動方式、補

助装置（補機）である。ハイブリッド電気自動車の制御技術には、これら構成技術要素を
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組み合わせたシステム制御（システムマネジメント制御や協調制御など）と構成技術要素

の個別制御がある。ハイブリッド電気自動車の制御技術では、複数の構成要素を組み合わ

せたシステム制御に関わる出願も多いが、本チャートでは、解析結果の重複を避けるため

に、システム制御を支配する代表的構成要素のみを１つ取り上げ、制御主体の技術要素と

している。なお、平成14年度テーマ調査では、関連する技術要素の組合せからなるシステ

ム制御の実態を明らかにするため、関連する技術要素を複数取り上げて解析を行っている。 

 

 

表1.1.3-1 ハイブリッド電気自動車の制御技術の主要構成技術要素 

技術要素Ⅰ 技術要素Ⅱ 具体例 

ガソリンエンジン リーンバーン、直噴、気筒休止エンジン等 

ディーゼルエンジン 直噴エンジン等 

エンジン(を主体と

した制御) 

その他のエンジン ガソリン、軽油以外の液体燃料エンジン、Ｌ

ＰＧ,ＬＮＧエンジン等 

同期モーター 

誘導モーター 

スイッチドリラクタンス

モーター 

直流モーター（ブラシ付

き） 

モーター(を主体と

した制御) 

その他のモーター 

エンジンで駆動される発電

機 

エンジンスターター機能を有する物、有さな

いもの含む 

その他の発電機 

発電機(を主体とし

た制御) 

発電機なし 

平行軸 ＣＶＴ無段変速機、クラッチ付手動変速機等

同軸 遊星歯車利用パワートレイン(例：ﾄﾖﾀTHSⅡ

等）、ＴＣＳ付き自動変速機等 

その他の動力合成方式 

駆動力合成変速機

(を主体とした制

御) 

動力合成なし 

バッテリ リチウム電池、ニッケル水素電池、鉛酸電

池、ニッカド電池、ナトリウム電池等 

電気二重層キャパシタ 電力一時蓄積用コンデンサー等を含む 

その他のデバイス 

バッテリー等電力

蓄積装置(を主体と

した制御) 

電力蓄積デバイスなし 

抵抗器制御 インバーター 

サイリスタチョッパー制御 インバーター 

IGBT制御 インバーター、パワー半導体利用 

電力制御 

その他 コンバーター 

デフギア使用 駆動方式(を主体と

した制御) デフギアレス インホイール式モーター駆動等 

エアコン ヒーター、コンプレッサー等 

照明 

補助装置(を主体と

した制御) 

その他 ブレーキ、冷却系、ＴＭ用オイルポンプ、制

御・表示装置、センサー等 
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1.1.4 ハイブリッド電気自動車の制御技術の開発動向 

ハイブリッド電気自動車の制御技術について、平成14年度テーマにおける解析結果を

併せて、その技術開発の流れを展望する。 

1997年末、国内で世界初の量産型ハイブリッド電気自動車プリウスが発売されてから

丸８年を経た。この間複数メーカーから乗用車の新型車、マイナーチェンジ車、フルモデ

ルチェンジ車などが発売され、輸出拡大も含めて内外に大きな普及をもたらしつつあり、

また商用車・バスの量産新型車についても販売され始めた。技術的視点では、これらの発

売タイミングを捉えて多様な形式の開発や技術改良が行われると同時に、個別車両のコン

セプトに適した動力伝達構造、新機能の追加・削減などが織り込まれ、四輪駆動式ハイブ

リッド車、簡易式ハイブリッド車、高性能式ハイブリッド車などが発売されるようになっ

た。今回は、平成14年度テーマで実施した2000年までの調査結果をベースとして新たに

2001年から2003年までの間に出願された特許を調査し、総合的なハイブリッド車の制御技

術に関する進展を検証した。新たに調査した３年間においても、技術進歩の中心となる動

力伝達形式はシリーズ・パラレル式を含むパラレル式ハイブリッド車であり、この傾向に

ついては特に変化はなかった。 

ハイブリッド車の第一義的な課題は燃料消費量を飛躍的に向上することであり、この

ために駆動や走行に関わる基本的な対応として、①低速走行時には出力効率の低いエンジ

ンによる駆動を停止しモーターで駆動する、②高負荷走行時にはエンジン駆動をモーター

でアシスト駆動する、③エンジン、変速装置、クラッチなどを効果的に組み合わせて燃料

消費効率の高い動力伝達を行う、④運動エネルギーを電力に変換する回生制動を行い駆動

力に活用するとかバッテリーに蓄積する、などについて前回の調査時点以上に進化させる

ことが必要であった。さらにエンジン、モーター（電動機、発電機など）、動力伝達装置

（動力分割合成機構、手動変速機、自動変速機、無段変速機、減速機、クラッチなど）、

蓄電池、電力制御装置（インバーター、コンバーターなど）、補機（エアコン、潤滑系、

冷却系、パワーステアリングなど）など個別要素の性能向上や機能付加だけでなく、さら

に個別要素を複合的にシステム制御する技術の改良も一層要求されて来た。 

ハイブリッド固有技術の進歩と同時に、普及に伴う販売競争の激化に伴って、低燃費

化に限らない商品価値としての一般的性能、例えばスペース・ユーティリティ、運転性能、

排気性能、騒音振動抑制、フェイルセーフ、耐久性・信頼性、コスト低減など、従来エン

ジン搭載車において長期間にわたり改良されて来た技術分野においても、それに劣らない、

またはそれ以上のレベルに改良することが不可欠の課題になって来た。 

商品化を急ぐメーカー各社が出願したハイブリッドシステムの特許については、シ

リーズ式、パラレル式、さらにパラレル式においてはシリーズ・パラレル式、パワースプ

リット式、モーターアシスト式など様々な形式に分類されるが、市販された車によると、

中型バスのシリーズ式とモーターアシスト式、中小型トラックのモーターアシスト式、乗

用車のパワースプリット式とモーターアシスト式など、自動車メーカー別または車種系別

に中核となる形式が絞り込まれつつある。そしてそれらの形式をベースにして、四輪駆動

式、高性能式、簡易式など商品コンセプトに適合した機構を付加または削減して付与して

いる。これに伴いメーカーの出願は、開発車の特徴を生かしながら多様な課題を緻密な制

御手段で解決するものに変化してきている。一方で、現在独自技術のみによる量産車を販
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売していないにもかかわらず、多様な形式の制御技術特許を数多く保有するメーカーもあ

る。 

制御技術に関しては、個別要素の改良特許に力を注ぎながら、複数要素を複合的に制

御するシステム制御の出願件数が増加する傾向を示しており、よりきめ細かな課題と共に

複数要素のより複雑な制御が必要になっている。ここでは、要素をエンジン関連、モー

ター関連、駆動力合成変速装置関連、電源関連の４つに大別し、さらにそれらをシステム

制御と個別制御に分けて主要制御項目の進展状況を概説する。 

各要素の主な制御項目は、「駆動力制御」、「アイドルストップ制御」、「エネル

ギー回生制御」、「エンジン燃焼制御」、「モーター個別制御(騒音・振動制御、モー

ター性能制御)」、「システム制御（小型化・簡易化）」、「変速・クラッチ係合制御」、

「電源システム制御」、「蓄電池充放電制御」に分類した。 

 

(1) エンジンおよびモーター関連システム制御技術 

動力源であるエンジンとモーターに関連する課題と制御手段は多様である。 

 a. 駆動力制御： 

車両駆動力制御は、走行状態に応じた要求駆動力をエンジン、モーターおよびモー

ターアシストから選択して最適な走行性能とエネルギー効率を得るための制御である。特

にエンジンとモーターでそれぞれ前後輪を駆動する四輪駆動車の駆動力を適切に配分する

システム制御特許が増えている。補機駆動制御は、エンジンを停止させたとき同時にエア

コンなど通常エンジンにより駆動される補機が停止するため、必要に応じてモーター駆動

に切替える、または停止エンジンをモーター駆動して補機を駆動させるなどの制御を行う。

燃費向上制御はエンジン、モーターを効果的に選択または組み合わせて低燃費やエネル

ギー効率の向上を図る制御であり、エンジンをできるだけ高効率回転領域で運転させて発

電電力で駆動や充電を行う制御、減速時に回生エネルギーを回収して駆動に有効活用する

ための制御、外部情報（ナビゲータ）を活用して移動経路の地形・交通状況に適した走行

モードの制御、などがある。また運転性能向上制御は、運転者が多様な走行条件の中で要

求する加速性能、減速性能に対し、ヘジテーションやスリップなどの違和感が無くスムー

ズに駆動を実行させるための制御である。 

 b. アイドルストップ制御 

エンジン停止・始動・車両発進性向上制御は、運転効率が高いモーターの駆動頻度を

高めるため、必要に応じてエンジン駆動力をクラッチで分離するとかアイドルストップを

行うものであるが、その場合、エンジンの停止・再始動、車両発進のプロセスにおいて迅

速、確実かつ違和感なく制御する必要があり、トルク変動により発生するショックの吸収

抑制などの制御が重要である。排気性能向上制御は、エンジン停止により触媒が低温のま

ま始動して排気性能に悪影響を及ぼすのを防ぐため、ヒーターによる始動前の触媒活性化

や暖機運転などを制御するもの、さらには停止時にエンジン系に残留する未燃ガスや排気

ガスの処置などをきめ細かく制御する技術が出願されている。 

 c. エネルギー回生制御 

回生制動に関しては、バッテリーへの充電効果を高めるため、エンジンの切離しや停

止によるフリクション低減だけでなく、バッテリー満充電状態における回生エネルギーの
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消費手段、回生制動力と摩擦制動力の協調、四輪駆動走行時の前後輪制動力配分などの制

御が重要である。 

 

(2) エンジン、モーターの個別制御技術 

高効率回転範囲だけで稼動されるシリーズ式に対し、パラレル式はモーターアシスト

がある点で異なるとしても、従来のエンジン車に近い性能改善とハイブリッド車固有の課

題を共に解決する制御が要求され、エンジン及びモーター制御の技術開発に力が注がれて

いる。 

 a. エンジン燃焼制御 

エンジンの燃焼方式制御、燃料噴射制御、排気ガス制御など多様な燃焼形態の制御に

より燃焼効率向上、燃費向上、排気性能向上、振動抑制などを行う特許が多く出願されて

いる。燃焼方式制御はメーカーにより特徴がある。燃費向上のため高膨張比サイクル（ア

トキンソンサイクル）制御の採用、一部気筒または全筒の休止と解除による制御の採用な

どがある。さらに振動抑制のために走行中に４サイクルと２サイクルの燃焼切替えを行う

もの、高効率で安定した運転を得るため火花着火燃焼の後に圧縮着火燃焼に切替えるもの

もある。 

 b. モーター個別制御 

車両普及に伴い燃費向上や走行性能だけでなくユーザーが直接体感する静粛性や振動

防止が重要な制御課題になり関連する特許が多く出願されている。 

・騒音・振動制御 

動力源・運転モード・燃焼方式・変速ギアの切替えやクラッチ接断、エンジン停止・

始動や回生制動、補機駆動・発電機駆動などの駆動力切替えで生ずるトルク変動や車両振

動をモーター制御によって防止・抑制する出願やエンジン停止で顕在化するモーター電磁

騒音やモーター起振による車両振動を抑制する出願が増加している。 

・モーター性能制御 

電動機の効率向上や発電機としてエネルギー回生やバッテリー充電を車両性能に影響

なく効率的に制御することが必要である。 

 

(3) 駆動力合成変速機関連制御技術 

 a. システム制御－小型化・簡易化 

車両普及に伴い、２つの駆動系を有することに伴うシステム構成の大型化を抑制する

ことにより、スペース・ユーティリティ、コスト低減を図るのが市場競争の中でますます

必須になり、システム構成全体を小型化、簡易化、効率化する制御に関する出願が多く

なっている。モーター、駆動力分配合成機構、自動変速機（有段、無段）、減速機、駆動

力係合機構（クラッチ等）、蓄電装置、電力制御装置の多種多様な組み合わせと、高効率

のシステム制御の特許が出願されている。そのなかで特に駆動変速機構は小型化を図るた

めの基本的な構成要素として益々重要となってきている。 

 b. 個別制御技術－変速・クラッチ係合制御 

変速機の変速比選択やクラッチ接断により、最適な駆動力伝達経路の制御、燃費効率

の向上、駆動トルク変動によって発生する駆動力伝達系や車両の振動抑制、効率的な回生
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などを制御する。 

 

(4) 電源関連制御技術 

 a. 電源システム制御 

二次電池からの直流電圧を昇圧させる昇圧コンバーター、直流電圧を交流電圧に変換

しモーターへ供給するインバーター、二次電池の直流電圧を降圧して補機電池を充電する

DC/DCコンバーターなどで形成される電力変換システムの制御により、システム電圧の高

電圧化、モーターや蓄電池の小型化、高出力化、長寿命化を図る特許が増加していると共

に、電力変換システムの異常防止または異常時処理などフェイルセーフの制御に関しても

多くの特許が出願された。 

 b. 電源個別制御技術－蓄電池充放電制御 

蓄電池は過充電、過放電を繰り返すことによる寿命低下や、所定の温度状態にない場

合に出力低下を招き、効率が低下して小型化を妨げることになる。このため充放電によっ

て蓄電池の充電状態(SOC)や電池温度を所定範囲内に維持する制御と共に、充電状態(SOC)

の管理精度を向上させる制御が重要である。 

 

 

1.1.5 特許から見た技術の進展 

ハイブリッド電気自動車の主要制御技術に関して、出願された特許の中から、基本特

許や制御技術の高度化や実用化に寄与したと思われるものを抽出し、主要制御技術別に時

系列的に整理してその技術進展状況をまとめる。調査対象特許は、ハイブリッド電気自動

車開発の黎明期から実用期に至る1990～2003年に出願された3,998件であり、本解析によ

り、特許から見たハイブリッド電気自動車の制御技術の技術開発動向を総合的に理解する

ことが可能となる。 

なお、本進展図には、遡及調査等で抽出した1980年代に出願された特許等についても、

可能な範囲で技術的に重要なものを取り上げて記載した。（遡及調査で抽出したものであ

り、関連する全ての特許を調査対象としたものではないことに留意） 

 

(1) エンジンおよびモーター関連システム制御技術 

エンジン及びモーター関連システム制御技術の進展を、駆動力制御、アイドルストッ

プ制御、エネルギー回生制御に分け、図1.1.5-1に示す。 
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特許3285638 

93.02.01 

ﾏﾂﾀﾞ 

ｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ変化をﾓｰﾀｰ

ﾄﾙｸ変化より小さく

なるように制御し､ﾄ

ﾙｸ急変防止と排気ｶﾞ

ｽ有害成分の低減を

図る｡ 

特許3092492 

95.08.09 

ﾄﾖﾀ自動車 

GM より得られた動

力を高効率に伝達ま

たは利用して､GM 出

力軸の回転方向と同

方向のｱｼｽﾄﾓｰﾀｰﾄﾙｸ

を出力する｡ 

特許3388446 

97.08.29 

ﾀﾞｲﾑﾗ-･ｸﾗｲｽﾗ- 

(ﾄﾞｲﾂ) 
三相ﾓｰﾀｰが要求駆動ﾄﾙｸ

とｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸの差を発生

するようにｴﾝｼﾞﾝおよび

三相ﾓｰﾀｰの出力を制御

し､簡単な手段でｴﾝｼﾞﾝ

有害放出物が少ない運

転を保証する｡ 

特開2000-253512

98.12.28 

ﾄﾖﾀ自動車 

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀｰで各前

後輪を駆動する 4 駆

車で､ﾓｰﾀｰ駆動が不

要な時はﾘﾚｰで開放

し発電機として機能

させるかさせないか

で消費するｴﾈﾙｷﾞｰを

低減する｡ 

特表平05-503050 

89.12.05 

ｱｳﾃﾞｨ(ﾄﾞｲﾂ) 
前輪駆動にｴﾝｼﾞﾝ､後輪

駆動にﾓｰﾀｰを用い､ｴﾝｼﾞ

ﾝ運転時には､ｴﾝｼﾞﾝ部に

設置した第二の GM によ

り発電･充電させ､ｴﾝｼﾞﾝ

停止時には油圧ﾓｰﾀｰ補

機を運転するﾓｰﾀｰとし

て作用させる｡ 

特許2893262 

95.04.28 

ｴｸｫｽ･ﾘｻ-ﾁ 

ｴﾝｼﾞﾝの非駆動状態

で発電機の回転数を

制御してｴﾝｼﾞﾝ出力

軸を常時回転させ､

補機の稼動を確保す

る｡ 

特許3386044 

97.03.05 

ﾄﾖﾀ自動車 
停車中に冷房能力が確

保されていればｴﾝｼﾞﾝを

始動せず､確保できなく

なると始動させて､以後

は確保されてもｴﾝｼﾞﾝを

再停止せずに燃費悪化

や始動･停止繰返しによ

る不快感を防止する｡ 

特許2665221 

87.03.19 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ､

新産業開発 
走行車両の現在位置が

予め指定した地域内か

否かに応じて変換ﾃ-ﾌﾞﾙ

を選択し,選択した変換

ﾃ-ﾌﾞﾙに基づいてｴﾝｼﾞﾝ

と電動機とを駆動制御

する 

特許3169100 

92.12.18 

ｴｸｫｽ･ﾘｻ-ﾁ 

外部情報利用により

走行している道路上

の位置に応じて要求

される環境適合ﾓｰﾄﾞ

走行を可能にする｡

特許3291871 

93.11.10 

ｴｸｫｽ･ﾘｻ-ﾁ 

発進時､ｴﾝｼﾞﾝで第 1

ﾓｰﾀｰを発電機として

使用してｴﾈﾙｷﾞｰ伝達

効率を高め､走行状

態が変化してもｴﾝｼﾞ

ﾝを最大効率点で駆

動する｡ 

特許3132372 

95.10.14 

ｴｸｫｽ･ﾘｻ-ﾁ 
ｴﾝｼﾞﾝが最高効率領域で

駆動するように回転数

制御し､発電機を走行状

態に応じて電力蓄積又

はモーター駆動による

電力消費を行い､ﾊﾞｯﾃﾘｰ

過充電や充電不足を解

消させる｡ 

特許2664674 

87.02.18 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

前後輪の一方をｴﾝｼﾞ

ﾝで,他方をﾓｰﾀｰで駆

動するに際して､変

速中のｴﾝｼﾞﾝ駆動側ﾄ

ﾙｸ変動をﾓｰﾀｰ駆動側

で補償し変速ｼｮｯｸを

低減する｡ 

特許2579828 

90.05.18 

日野自動車 

ｴﾝｼﾞﾝ主軸にかご形

誘導機を直結し､回

転磁界のすべり量を

制御して発電機とし

て車輪に制動力を与

え､低μ路面での制

動時のｽﾘﾂﾌﾟを防止

する｡  

特許3291916 

94.06.06 

ｴｸｫｽ･ﾘｻ-ﾁ 

低速走行中の急加速

で大ﾄﾙｸが要求され

る時､発電を停止し

てｴﾝｼﾞﾝ回転数を高

めて出力軸ﾄﾙｸを増

加させる｡ 

特許3173372 

96.04.25 

日産自動車 

ｴﾝｼﾞﾝ駆動軸とﾓｰﾀｰ

駆動軸を備える 4 駆

車において､加速･減

速に対し適正なモー

タ ー 駆 動 と 回 生 を

行って低速時の安定

性を確保する｡ 

特許3354074 

97.04.25 

ｼﾞﾔﾄｺ 

ｴﾝｼﾞﾝ回転数と GM 回

転数が一致したとき

に直結 ｸ ﾗ ｯ ﾁを 締結

し､発進時の締結ｼｮｯ

ｸ防止と加速性能を

向上させる｡ 

図 1.1.5-1 エンジンおよびモーター関連システム制御技術(1/4) 

(1) 駆動力制御 (1/2) 
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特開2002-095101

00.09.14 

ｳﾞｧﾚｵ･ｻｰﾏﾙｼｽﾃﾑｽﾞ
ｴﾝｼﾞﾝ走行中は駆動用ﾓｰﾀｰ

とｺﾝﾌﾟﾚｯｻ用ﾓｰﾀｰを共に駆

動させ､減速時は共に発電

機とすることにより加速

時にｴﾝｼﾞﾝ負荷を低減し､

減速時には回生発電とｴﾝ

ｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷを確保する｡ 

特許3699404 

02.02.07 

日野自動車 

減速時にｴﾝｼﾞﾝの供

給燃料を遮断し発電

機を電動機としｴﾝｼﾞ

ﾝを駆動し､連結され

た補機を駆動する｡

特開2001-169404 

99.12.06 

ﾄﾖﾀ自動車 

減速時の回生ｴﾈﾙｷﾞ

を有効利用してｴﾈﾙ

ｷﾞ効率を向上させ､

それだけで不足する

場合はｴﾈﾙｷﾞｰ貯留装

置から出力されたｴﾈ

ﾙｷﾞを活用する｡ 

特許3601508 

01.11.12 

日産自動車 

駆動力増大要求に対

して変速ｼﾌﾄﾀﾞｳﾝと

ﾓ ｰ ﾀ ｰ ｱ ｼ ｽ ﾄを使い分

け､加速性と燃費低

減を両立させる｡ 

特許3537810 

02.03.28 

本田技研工業 

ｴﾝｼﾞﾝ､ﾓｰﾀｰ､ﾓｰﾀｰｱｼｽ

ﾄのうち実質的に燃

料消費量が小さい動

力源を選択する｡ 

特開2004-169582

02.11.18 

ﾄﾖﾀ自動車 

要求追加ﾄﾙｸをｴﾝｼﾞﾝ

とﾓｰﾀｰの燃費効率に

より分担させ､燃費

効率の高いﾄﾙｸｱｼｽﾄ

制御を行う｡ 

特許3714210 

01.08.03 

日産自動車 

ｴﾝｼﾞﾝによる前輪駆

動ﾄﾙｸが要求ﾄﾙｸより

小さい場合､発電に

より後輪をﾓｰﾀｰ駆動

し加速性を最適化す

る｡ 

特開2004-017919 

02.06.20 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

車両の蓄電量､負荷

状況に応じてﾓｰﾀｰの

みの発進可否を判断

し 円 滑 な 発 進 を 行

う｡ 

特開2005-161933

03.12.01 

日産自動車 

ﾓｰﾀｰ駆動力でｴﾝｼﾞﾝ

回転数を増大し急勾

配凍結路などで発進

性を向上する｡ 

特許3627664 

01.03.30 

日産自動車 

4 駆走行時に加速要

求があると､2 駆に

切替えて意図する加

速性能を得る｡ 

特開2005-170086

03.12.08 

ﾄﾖﾀ自動車 

前輪がｽﾘｯﾌﾟした時

に路面勾配に拘わら

ず適切に前後輪にﾄﾙ

ｸを分配して動力を

出力する｡ 

特許3746644 

99.09.16 

本田技研工業 

ｴﾝｼﾞﾝ始動時に所定

回転数以上になった

場合､運転者の要求

に対してﾓｰﾀｰにより

ｴﾝｼﾞﾝ出力をｱｼｽﾄ駆

動する｡ 

特許3646643 

99.10.08 

ﾄﾖﾀ自動車 

第 2GM により車両状

態等の変化に対応し

た駆動力配分比で前

後輪を駆動し､4 駆

車の走向性能を向上

する｡ 

図 1.1.5-1 エンジンおよびモーター関連システム制御技術(2/4) 

(1) 駆動力制御 (2/2) 
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特許2794272 

95.02.28 

ｴｸｫｽ･ﾘｻ-ﾁ､ｱｲｼﾝ･

ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

駆動ﾓｰﾀｰで速やか

に発進させ､ｴﾝｼﾞﾝ

始動時の発電機のﾄ

ﾙｸ変動を駆動ﾓｰﾀｰ

で吸収して走行ﾌｨｰ

ﾘﾝｸﾞの悪化を防止

する｡

特許3219006 

97.01.29 

ﾄﾖﾀ自動車 

ﾓｰﾀｰによるｴﾝｼﾞﾝ始

動や停止に伴って

駆動軸に生じるﾄﾙｸ

ｼｮｯｸを打消すよう

にﾓｰﾀｰを制御する｡ 

特許3216144 

91.02.28 

三菱自動車工業 

ﾋｰﾀｰ付き触媒が活

性化するまでﾓｰﾀｰ

で車両を駆動し､活

性化後にｴﾝｼﾞﾝを始

動して車両を駆さ

せ実用性と排気ｶﾞｽ

浄化を両立する｡  

特許3047621 

92.05.25 

ﾄﾖﾀ自動車 

ｴﾝｼﾞﾝ出力と発電機

界磁電流を制御し

て所定の出力と回

転数で暖機運転を

行い､有害物質の排

出量を低減する｡ 

特許3296162 

95.11.06 

日産自動車 

回生制動時､燃料供

給を停止してｴﾝｼﾞﾝ

ﾌﾞﾚｰｷ制動ﾄﾙｸを減

少させ､ﾎﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞで

消費されるｴﾈﾙｷﾞｰ

を電気ｴﾈﾙｷﾞｰとし

て回収する｡ 

特開平09-298802

96.05.02 

ﾄﾖﾀ自動車 
走行中にｴﾝｼﾞﾝｱｲﾄﾞﾘﾝ

ｸ ﾞ状態で制動が要求

された場合､制動力を

GM 回生制動力として

吸収させることによ

り車速上昇が抑制し､

ﾌﾞﾚｰｷ操作やその頻度

を減少させる｡ 

特開2001-268704

00.03.16 

ﾏﾂﾀﾞ 
要求制動力が所定値

より小さい時は回生

制動させ､所定値より

大きい時は液圧制動

させて制動時の車輪ｽ

ﾘｯ ﾌ ﾟを抑制しつつ回

生ｴﾈﾙｷ ﾞｰの回収効率

を高める｡ 

図 1.1.5-1 エンジンおよびモーター関連システム制御技術(3/4) 

(2) アイドルストップ制御およびエネルギー回生制御 (1/2) 
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特許2896951 

92.07.02 

ｴｸｫｽ･ﾘｻ-ﾁ 

ﾓｰﾀｰ走行中にｴﾝｼﾞﾝ

を始動する際に､始

動回転数やｸﾗｯﾁ係

合に合わせﾓｰﾀｰﾄﾙｸ

を制御しｼｮｯｸを抑

制する｡ 

1995 2000 
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特許3653028 

01.10.17 

本田技研工業

ﾓｰﾀｰがｴﾝｼﾞﾝ出力軸

を駆動し発進ｸﾗｯﾁ

が係合開始した時

点でｴﾝｼﾞﾝ始動させ

ｽ ﾑ ｰ ｽ ﾞな発進を行

う｡ 

特開2004-068789

02.08.09 

ﾄﾖﾀ自動車 

ﾓｰﾀｰ走行中の始動

要求に先立って蓄

熱装置で暖機し始

動性を高める｡ 

特開2004-239111 

03.02.04 

ﾄﾖﾀ自動車 

ｴﾝｼﾞﾝ停止時にｸﾗﾝｸ

角度が所定範囲内

か否かでｴﾝｼﾞﾝ始動

のためのﾓｰﾀｰ駆動ﾄ

ﾙｸを変え再始動を

迅速に行う｡ 

特許3721088 

01.03.01 

日立製作所､日立

ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ｴﾝｼﾞﾝ系内の残留排

ｶﾞｽを浄化し､ｱｲﾄﾞﾙ

ｽﾄｯﾌﾟ時の排気悪化

を改善する｡ 

特開2003-343319

02.05.21 

ﾄﾖﾀ自動車 

ｴﾝｼﾞﾝ停止時に 1 つ

の気筒に燃料供給

し､再始動時に燃焼

させず触媒へ排出

して NOx 還元効率

を高める｡ 

特開2004-245116 

03.02.13 

ﾄﾖﾀ自動車 

ｷｰｵﾌ停止時に圧縮･

膨張気筒内の燃料

を封入･点火して未

燃燃料の排出を防

止する｡ 

特開2003-250202 

01.12.19 

ﾄﾖﾀ自動車 

減速時､直前の加速

度に応じた回生ﾄﾙｸ

を設定し､走行状態

やﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの意図を

反映した回生を行

う｡ 

特開2003-264904

02.03.08 

日野自動車､ﾄﾖﾀ

自動車 

電池が充電状態の

時､回生電力でｴﾝｼﾞ

ﾝをﾓｰﾀｰ回転させて

機械的抵抗で ｴ ﾈ ﾙ

ｷﾞｰを消耗させる｡

特開2005-151633 

03.11.12 

本田技研工業 

目標減速ﾄﾙｸを前後

輪のﾓｰﾀｰ制動ﾄﾙｸで

回生し､不足分を摩

擦ﾌﾞﾚｰｷで分担吸収

する｡ 

図 1.1.5-1 エンジンおよびモーター関連システム制御技術(4/4) 

(2) アイドルストップ制御およびエネルギー回生制御 (2/2) 

出願年 
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エンジン始動・発進性向上 

エネルギー回生制御 

排気性能向上 

2002 2003 
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a. 駆動力制御 

車両駆動関連の代表例を、図1.1.5-2に示す。 

運転者が操作するアクセル開度と車速から求められた目標駆動力（目標駆動トルク）

を前輪および後輪より出力させるため、車両状態（後輪荷重分担比）、車両運転状態（前

後輪回転速度差、前後Gセンサ）、道路状態（路面摩擦係数および道路勾配）に基づいて

それぞれの駆動力が制御される四輪駆動車の制御装置である。 

 

図 1.1.5-2 四輪駆動ハイブリッド車の駆動力制御装置例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、燃費向上関連の代表例を､図1.1.5-3に示す。 

減速時に発生させた回生エネルギーを、エネルギー貯蔵装置を介さず、可及的にその

まま直接モーターで消費することによりエネルギーロスを回避するように構成したもので

あり、それだけでは駆動力が不足する場合にはエネルギー貯蔵装置から出力されたエネル

ギーを活用するシステムである。 

 

図 1.1.5-3 燃費性能向上のためのハイブリッド車駆動力制御例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運転性能向上関連の代表例を、図1.1.5-4に示す。 

エンジンで前輪を駆動しモーターで後輪を駆動する四輪駆動車で、前輪の路面伝達ト

ルク（路面反力トルク）が運転者の要求トルクより小さい場合に、その差分が発電負荷ト

ルクとなるように発電機を制御し、またトラクション・コントロール・システム (発進・

加速時のタイヤ空転防止装置:略称TCS) 制御が作動する場合はその制御操作量を上記発電

(出典：特許 3646643：トヨタ自動車) 

(出典：特開 2001-169404：トヨタ自動車) 
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負荷トルクに応じた分だけ小さくすることで、車両の加速性を最適化している。 

 

図1.1.5-4 加速性向上のためのハイブリッド車駆動力制御例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  b. アイドルストップ制御 

エンジン停止・始動性・発進性向上のためのアイドルストップ技術の代表例を､図

1.1.5-5に示す。 

エンジン出力を車輪に伝達する無段変速機(CVT)、発進クラッチ、エンジン駆動をアシ

ストするモーター、エンジン出力軸とつながる油圧ポンプを備えた動力伝達制御装置にお

いて、停止した車両のエンジンをアイドル停止状態から発進させる際に、燃料供給停止状

態でエンジン出力軸をモーター駆動させて油圧ポンプを駆動し、油圧ポンプから供給され

た油圧で発進クラッチが係合作動を開始したときにエンジン始動を行う制御により、エン

ジン回転の吹き上がりなくスムーズかつ滑らかな発進を図る技術である。 

 

図 1.1.5-5 アイドルストップ制御時の駆動力複合制御例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 c. エネルギー回生制御 

エネルギー回生制御の代表例を、図1.1.5-6に示す。 

車両減速時に目標減速トルク、および第１発電電動機から車輪に付与する制動トルク

の許容最大値を設定し、その許容最大値と目標減速トルクのうち小さい方を第２発電電動

機から付与する目標制動トルクとする。さらに目標減速トルクの残余分のトルクを上限と

して、第１発電電動機から車輪に付与する目標制動トルクを決定し、両目標制動トルクの

(出典：特許 3714210：日産自動車) 

(出典：特許 3653028：本田技研工業） 
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総和の目標減速トルクに対する不足分を摩擦式ブレーキ機構で分担させ、回生エネルギー

の利用効率を高める技術である。 

 

図 1.1.5-6 ハイブリッド車におけるエネルギー回生制御例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) エンジン、モーターの個別制御技術 

エンジン、モーターの個別制御技術の進展を、エンジン燃焼技術、モーターの騒音･振

動制御技術、モーター性能向上制御技術に分け、図1.1.5-7に示す。 

 

(出典：特開 2005-151633：本田技研工業) 
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特許3171073 

95.10.20 

ｴｸｫｽ･ﾘｻ-ﾁ 
発電機の電動機動作

によりｴﾝｼﾞﾝがｱｲﾄﾞﾘﾝ

ｸ ﾞ回転数に達した後

に､燃料供給と点火を

開始し､その後に電動

動作を解除し始動時

のｶﾞﾀﾂｷ音や振動を抑

制する｡ 

特許3631036 

99.03.09 

本田技研工業

燃料ｶｯﾄによりｴﾝｼﾞ

ﾝ回転数が所定回転

数以下になり車体

振動が生じようと

する時点で､発電機

を動作させ振動発

生を防止する｡ 

特開2002-152916

00.11.14 

豊田中央研究所､

ﾄﾖﾀ自動車 

電動機と駆動輪の

回転数に基づいて

電動機のﾄﾙｸ指令を

補正することによ

り車両振動を抑制

する｡ 

特許2800451 

91.04.19 

ﾄﾖﾀ自動車 

電池電圧が所定以

上の場合､燃料供給

を停止したｴﾝｼﾞﾝを

負荷として発電機

を動作させ回生ｴﾈﾙ

ｷﾞｰを吸収する｡ 

 

特許3094745 

93.09.24 

ﾄﾖﾀ自動車 
電池電圧が所定以下

の 場 合 は 充 電 状 態

(SOC)により発電機の

ﾓｰﾀ ｰ出力制御や発電

制御を､所定以上の場

合はｴﾝｼﾞﾝｱｲﾄﾞﾙ制御

を行い過充電を防止

する｡ 

特許3391691 

98.03.31 

本田技研工業
ｱｸｾﾙ操作の解除からｴ

ﾝｼﾞﾝｽﾛｯﾄ弁が全閉状

態になるまでの間､ｴﾝ

ｼﾞﾝ運転状態に応じた

回生発電を電動機に

行わせ､減速時のなめ

らかな回生発電を可

能にする｡ 

特許3230438 

96.06.10 

ﾄﾖﾀ自動車 

燃料ｶｯﾄ制御時に､

排気ｶﾞｽを給気管に

還流させて触媒の

冷却防止と効率の

良い暖機で排気ｶﾞｽ

浄化率を上げる｡

 

図1.1.5-7 エンジン、モーターの個別制御技術の進展(1/2) 
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特許3701567 

01.02.20 

本田技研工業 

ｴﾝｼﾞﾝの全気筒休止

制御と休筒解除制

御により燃費の向

上を図る｡ 

特許3614128 

01.10.26 

ﾄﾖﾀ自動車 

走行ﾓｰﾄﾞに応じて

運転ｻｲｸﾙを変更しｴ

ﾝｼﾞﾝ振動を軽減す

る｡ 

特開2003-328757

02.05.14 

富士重工業 

点火式燃焼で始動

したあと圧縮着火

式に切替えて失火

やｴﾝｽﾄのない安定

した運転を行う｡

特開2005-163718 

03.12.04 

日産自動車 

停車中など低要求

負荷時に一部気筒

を休止し､残りの気

筒を低出力･高効率

運転を行って効率

向上を図る｡ 

特開2003-284207

02.03.25 

本田技研工業

急激なﾓｰﾀｰﾄﾙｸ変動

を､逆位相の補正ﾄﾙ

ｸにより速やかに収

束させて車体振動

を抑制する｡ 

特開2002-213592

01.01.12 

ﾄﾖﾀ自動車､ﾃﾞﾝｿｰ

低ｵｸﾀﾝ価ｶﾞｿﾘﾝを使

用した場合でも発

電機でﾓｰﾀｰ駆動力

を高め､ﾊﾞｯﾃﾘｰ状態

に影響なくﾄﾞﾗｲﾊﾞ

ﾋﾞﾘﾃｨの悪化とﾊﾞｯﾃ

ﾘｰの使用制限を防

止する｡ 

特開2005-124283 

03.10.15 

日産自動車 

4 駆での変速ｼﾌﾄで

ｴﾝｼﾞﾝ回転数が急変

しても､ﾓｰﾀｰ磁界電

流の増減で出力を

安定化する｡ 

特許3508742 

01.06.18 

日産自動車 

停止又は減速状態

のｱｸｾﾙ踏み込み時､

ｷﾞｱのｶﾞﾀ等のﾊﾝﾁﾝ

ｸﾞをﾓｰﾀｰで抑制す

る｡ 

図 1.1.5-7 エンジン、モーターの個別制御技術の進展(2/2) 
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a. エンジン個別制御技術－エンジン燃焼制御 

エンジン個別制御技術中のエンジン燃焼制御の代表例を、図1.1.5-8に示す。 

運転開始時に火花点火燃焼方式の運転制御によって暖機及び要求負荷に応じた運転を

行った後で、圧縮自着火燃焼方式の運転制御へ切り替え、さらに圧縮自着火燃焼方式によ

るエンジンの定点運転制御を終了する際に、定点にて圧縮自着火燃焼方式から火花点火燃

焼方式へ切り替えてから運転点をアイドルへ移行させた後でエンジンを停止させる。これ

により、圧縮自着火燃焼によってエンジン負荷装置を定点運転する際の運転開始時や運転

終了時においても良好な燃焼状態を実現することができる。 

 

図1.1.5-8 ハイブリッド車におけるエンジン燃焼制御例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. モーター個別制御技術－騒音振動制御 

モーター個別制御技術の中で、騒音振動制御の代表例を､図1.1.5-9に示す。 

車両を駆動する駆動軸に回転トルクを与えるモーターと、このモーターをトルク指令

値に基づいて制御するモーター制御コントローラと、駆動軸またはモーターの回転軸の回

転速度を検出する回転速度センサーを備えるトルク変動制御装置であり、回転速度の変化

に基づいて車両に発生するトルク変動を検出するトルク変動検出手段と、トルク変動に対

して逆位相の補正トルク指令値を設定する補正トルク指令値設定手段を備えることにより、

急激なトルク変動が生じた場合に速やかに収束させることで車体の前後振動を抑制する技

術である。 

 

図1.1.5-9 ハイブリッド車における騒音・振動抑制のためのモータｰ制御例 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：特開 2003-328757：富士重工業) 

(出典：特開 2003-284207：本田技研工業) 
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特許2961920 

91.03.26 

ﾄﾖﾀ自動車 

ﾓｰﾀｰの高回転側の

回生制動ﾄﾙｸ不足を

ｴﾝｼﾞﾝﾌﾘｸｼｮﾝと発電

機制動ﾄﾙｸとの合成

で補い､低速回転か

ら高速回転まで一

定の回生制動ﾄﾙｸを

得る｡ 

特許2973920 

95.05.24 

ﾄﾖﾀ自動車 
ｴﾝｼﾞﾝ動力を駆動輪と

第 1 ﾓｰﾀｰへの分配ﾓｰ

ﾄﾞから第 1 ﾓｰﾀのみへ

の分配 ﾓｰ ﾄ ﾞへ移行さ

せる切替手段を備え

ることで､停止中の充

電と停止時及び低速

走行時に駆動力供給

を可能とする｡ 

特許3646962 

98.01.12 

富士重工業 
比較的低出力の 2 つ

の小型 ﾓｰ ﾀ ｰで駆動力

を確保し動力ｴﾈﾙｷ ﾞ ｰ

の回収効率を向上さ

せ､ｸﾗｯﾁ連結と CVT ｷﾞ

ｱ比の適切制御により

ｴﾝｼﾞﾝと 2 つのﾓｰﾀ間

の最適協調制御を行

う｡ 

特開2001-001779

99.06.22 

本田技研工業 

前輪をｴﾝｼﾞﾝで､後

輪をﾄﾞｸﾞｸﾗｯﾁを介

してﾓｰﾀｰで駆動す

る四駆車で､特別の

ﾓｰﾀｰ回転数ｾﾝｻｰを

必要とせずにﾄﾞｸﾞｸ

ﾗｯﾁのｽﾑｰｽﾞな係合

を可能にする｡ 

(3) 駆動力合成変速機関連制御技術 

駆動力合成変速機を主体とする制御技術の進展を、システム制御と個別制御別に纏め

て、図1.1.5-10に示す。 

 

図 1.1.5-10 駆動力合成変速機関連制御技術の進展 (1/2) 
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特開2002-281607

01.03.21 

ｽｽﾞｷ 

連結した 2 つの遊

星歯車を ｴﾝ ｼ ﾞ ﾝ ､ 2

つのﾓｰﾀｰ､出力部に

接続して機械損失

の低減と小型化を

図る｡ 

特許3578451 

01.07.23 

日産自動車､ﾙﾉｰ

4 要素 2 自由度の

遊星歯車機構のﾓｰ

ﾀｰとｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰが負

担するﾄﾙｸを小型化

しｴﾈﾙｷﾞｰ効率を向

上する｡ 

特開2005-132365

02.08.02 

ﾄﾖﾀ自動車､ｱｲｼﾝ･

ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

動力分配用ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｰ

ｷﾞｱと 2 段自動変速

機を備えて要求駆

動力が大きい場合

でも駆動装置の大

型化を防ぐ｡ 

特開2005-006406 

03.06.11 

ﾄﾖﾀ自動車 

2 動力分配統合機

構と 3 ﾓｰﾀｰを備え､

通常と高速で組合

せを変えてｴﾈﾙｷﾞｰ

効率の向上と装置

の簡易化を図る｡ 

特許3580257 

01.02.05 

ﾄﾖﾀ自動車 
3 要素遊星歯車に､第

2GM の回転速度をﾛｰ､ﾊ

ｲ状態に変更可能な ﾊ

ﾌﾞｽﾘｰﾌﾞからなる変速

機構を設け､変速比切

替時にｴﾝｼﾞﾝ出力を一

時的に増加させて駆

動力の抜けを抑制す

る｡ 

特開2003-220841

02.01.28 

日立製作所 

後輪駆動ﾓｰﾀｰ回転

数が閾値を超える

と接合ｸﾗｯﾁを切離

して消費ｴﾈﾙｷﾞｰの

増大を防ぐ｡ 

特開2005-067559 

03.08.28 

ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 

四駆車の補助駆動

用変速機の変速比

を変更可能とし､広

い速度領域で走行

性を改善する｡ 

 

図 1.1.5-10 駆動力合成変速機関連制御技術の進展 (2/2) 
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 a. システム制御－小型化・簡易化 

システム制御の中で小型化／簡易化を指向した代表例を図1.1.5-11に示す。 

内燃エンジンの出力を、制御用モーターを制御することにより動力分配用プラネタリ

ギヤで無段変速して出力軸に伝達する。駆動用モーターの出力は、自動変速装置により２

段の減速回転に変速して出力軸に入力する。変速装置は、低車速時大きく減速して所望ト

ルクを得、高車速時に小さく減速して所望回転数を得る。これにより要求駆動力が大きい

場合でも装置の大型化を防止することができる。 

 

図1.1.5-11 ハイブリッド車における駆動力合成変速機関連システム制御例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 b. 駆動力合成変速機個別制御技術－変速・クラッチ係合制御 

駆動力合成変速機個別制御技術の中で、変速・クラッチ係合制御の代表例を､図1.1.5-

12に示す。 

複数の駆動力源の動力を車輪に伝達する経路の少なくとも一部が共通化されていると

ともに、所定の駆動力源から出力された動力を車輪に伝達する経路に、動力伝達状態を変

更する制御装置を設け、他の駆動力源の動力を車輪に伝達する経路以外の経路に配置する。

その結果、所定の駆動力源から出力された動力の伝達状態を変更する場合に、車両の駆動

力変化および走行性能の低下を抑制することができる。 

 

図1.1.5-12 ハイブリッド車における変速・クラッチ係合制御例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：特開 2005-132365：トヨタ自動車) 

(出典：特許 3580257：トヨタ自動車)



25 

特開昭59-063901 

82.10.05 

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 
制御手段に異常が

発生したとき操作

手段と燃料調整機

構とを機械的に連

結することにより,

内燃機関が無制御

となるのを防止す

る｡ 

特許3049980 

92.12.21 

ﾄﾖﾀ自動車 
車両走行環境にか

かわらず電池充電

による走行距離の

延長を安定的に実

施し､電池の過度の

放電を防止し寿命

延長を図る 

特許3447433 

95.05.18 

ｴｸｫｽ･ﾘｻ-ﾁ､ｱｲｼﾝ･

ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 
減速中､ﾊﾞｯﾃﾘｰ残量

が所定以上の場合

には燃料ｶｯﾄとｴﾝｼﾞ

ﾝ停止､以下の場合

にはｴﾝｼﾞﾝ効率の高

い領域で充電を行

う｡ 

特許3375010 

93.09.02 

ﾃﾞﾝｿｰ 
蓄電手段の過充電

や容量不足を防止

可能な発電電動機

の制御装置｡ 

特許3336777 

94.10.25 

ｴｸｫｽ･ﾘｻ-ﾁ 
予め走行経路が分

かっている場合に､

ﾊﾞｯﾃﾘ充電量を目標

値に近づくように

ﾓｰﾀｰとｴﾝｼﾞﾝ出力を

調整して効率の良

い回生充電を行う｡

特許3379444 

98.09.07 

ﾄﾖﾀ自動車 
電池温度が所定温

度より低い時､発電

量を増して強制充

電するか又は電力

を消費して所定温

度に迅速かつ容易

に昇温させる｡ 

特開2002-017051

00.06.30 

岡村研究所､ﾊﾟﾜｰ

ｼｽﾃﾑ 
ｷｬﾊﾟｼﾀｰ蓄電能力を

有効利用するため

に､満充電時点で充

電ｵﾌにせずに所定

時間電圧を維持す

る緩和充電を行な

う｡ 

(4) 電源関連制御技術 

電源関連制御技術の進展を、電源システム制御と電源個別制御に分け、図1.1.5-13に

示す。 

 

図 1.1.5-13 電源関連制御技術の進展 (1/2) 
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特開2004-048913

02.07.12 

新神戸電機 
補助電池の昇圧電

圧による主電池の

充電など､効率よく

二次電池に充電可

能な電源ｼｽﾃﾑを構

成する｡ 

特開2005-033984 

03.07.04 

現代自動車､浦項

工科大学校(韓

国) 
2 つのｲﾝﾊﾞｰﾀｰｼｽﾃﾑに､

誘導電動機の逆起電

力補償と無効電力補

償を行わせることに

より､無効電力補償に

よる電動機出力減少

を防止する｡

特開2003-009408

01.06.20 

松下電器産業､ﾄﾖ

ﾀ自動車 
走行中でも二次電

池のﾒﾓﾘ-効果の発

生を容易かつ精度

良く検出し解消で

きる｡ 

特開2004-215459 

03.01.08 

日立製作所 
充電時間の短縮化

や放電電流値に対

する容量低減を図

り､かつ異常が生じ

ないように充電又

は放電制御を行う｡ 

特許3582523 

02.09.17 

ﾄﾖﾀ自動車 
昇圧用 DC/DC ｺ ﾝ

ﾊﾞｰﾀまたは 1 つのｲ
ﾝﾊﾞｰﾀが異常停止し

たとき、 2 つ又は
1 つのｲﾝﾊﾞｰﾀを強
制停止させ、異常

に対処可能な電気

負荷装置とする。

図 1.1.5-13 電源関連制御技術の進展 (2/2) 
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(出典：特許 3582523：トヨタ自動車) 

 a. 電源システム制御 

電源関連システム制御の代表例を、図1.1.5-14に示す。 

直流電圧を昇圧した昇圧電圧によって駆動される２つの交流モーターを備え、制御装

置はDC/DCコンバーターが異常停止したとき、複数のインバーターを強制停止する。また

DC/DCコンバーターが正常である場合に複数インバーターのいずれか一方が異常停止した

とき、他方のインバーターも強制停止させ、復帰条件が成立したら復帰させることにより、

異常に対処可能な電気負荷装置とする。 

 

図1.1.5-14 ハイブリッド車における電源システム制御例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 b. 電源個別制御技術－蓄電池充放電制御 

電源個別制御技術の中の蓄電池充放電制御の代表例を、図1.1.5-15に示す。 

二次電池に流れる電流に所定の充電効率を乗じて、少なくとも電流積算により所定期

間における残存容量変化量を演算する。そして電流と二次電池温度および演算している

SOCに応じた内部抵抗に基づいて、所定期間における無負荷電圧変化量と残存容量変化量

に対する無負荷電圧の変化量比率を算出し、変化量比率値によりSOC制御の実施を判定す

る。これにより車両走行中でも二次電池のメモリー効果の発生を容易かつ精度良く検出し

解消することが可能になる。 

 

図1.1.5-15 ハイブリッド車における電源個別制御例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：特開 2003-009408：松下電器産業、トヨタ自動車) 
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1.1.6 ハイブリッド電気自動車の市場動向 

(1) 主要自動車メーカーの技術開発の動きと市場との係わり 

1997年に､トヨタ自動車が、世界に先駆けて４人乗り乗用セダン「プリウス」を市場投

入して以来、トヨタ自動車と本田技研工業は相次いで、ハイブリッド車を世界的規模で販

売してきている。2005年時点では、トヨタ自動車が６車種、本田技研工業が３車種の乗用

車を市場投入しており、2004年末には世界で17万台を超える販売実績をあげるまでになっ

てきた。 

ハイブリッド車については、今後も次々と新型モデルの投入計画が目白押しになって

おり、多様な一般ユーザーのニーズにフィットしたハイブリッド車の供給体制の拡充が進

められつつあり、いよいよ、ハイブリッド車市場の本格的な拡大時期を迎えている。 

現在のところ、ハイブリッド車市場は、上記２社を主体とする日本の自動車メーカー

の独壇場となっている感があるが、最近になって、欧米主要メーカーもハイブリッド車の

開発･実用化に本腰を入れ始めてきた。 

 

(2) 欧米主要メーカーの動向 

フォードは、トヨタ自動車が開発したハイブリッドシステム特許のライセンス供与を

受け、ハイブリッドＳＵＶ車「エスケープ」および「マリナー」を2004年より市場投入し、

2005年には米国内で24,000台を販売する計画であり、さらに、今後新たなモデルの投入を

進めることにより、中国市場も含めて、2010年には、25万台/年規模に拡大する計画であ

ると発表している。その一方で、フォードは2005年に、次世代車両に搭載する新しいハイ

ブリッドシステムの開発計画も発表している。 

さらに、フォード、ＧＭ、ダイムラー・クライスラーの３社は、共同で、ガソリン燃

料より燃費の良いディーゼル・ハイブリッド車の開発をハイペースで進めている。元々、

ディーゼルエンジン車は、同等クラスのガソリン車より1リットルあたりの走行距離が25

～30％長いといわれており、欧州では、ディーゼル車が全体の50%程度を占める規模で普

及している。 

ディーゼルとハイブリッド技術との融合による相乗効果が期待できるのは、重量物の

運搬や高速道路における一定速度での走行に適したディーゼルエンジンにハイブリッドシ

ステムを導入することにより、アイドリング中や渋滞での小刻みな加速にモーターアシス

トを行うことによる更なる燃料消費量の軽減と、より厳しさを増す排ガス規制への対応が

期待できるからといわれている。米国環境保護局(ＥＰＡ)は各自動車メーカーに対し、

2007年型モデル車では有害な排出物を大幅に減らすよう求めており、窒素酸化物(ＮＯx)

排出に対しても厳しい規制がかかる状況にある。 

そのような背景を受けて、ＧＭは2005年に、セダン型コンセプトカーの「オペル・ア

ストラ・ディーゼル・ハイブリッド」を発表し、25km/lの走行燃費実績をあげている。 

ダイムラー・クライスラーもＧＭとハイブリッド車用モーターの共同開発を進めると

共に、2004年にはモーターとディーゼルエンジンを搭載したピックアップトラック「ダッ

ジ・ラム」を限定製造販売している。ダイムラー・クライスラーによれば、ＧＭとの共同

開発によるハイブリッド技術をベースにして、2007～08年にかけてディーゼルハイブリッ

ド車を発売する予定であるという。同社は、2005年の「北米国際オートショー」に「メル
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セデス・ベンツＳクラス・ハイブリッド」を出展しており、フォードも、2005年の

「ニューヨーク国際オートショー」で、クロスオーバー・ワゴンのディーゼル・ハイブ

リッド・コンセプトカー「マーキュリー・メタ・ワン」を発表している。 

このように、欧米自動車メーカー各社のディーゼルハイブリッド車開発の動きは活発

であり、ディーゼル燃料費の高い欧州地域での販売を先行させる計画を持っているようで

あるが、製造コストの削減が普及化のキーポイントになると予測する向きもある。 

一方で、欧州地域の主要メーカーの動きは今一つはっきりしないが、仏大手自動車

メーカーのプジョー・シトロエングループがディーゼルハイブリッド車開発に着手してお

り、独自開発したディーゼルハイブリッド車の事業化調査を進めて具体的な投入時期を

探っている段階のようである。 また、欧州最大の自動車メーカーであるフォルクスワー

ゲングループは、アウディ「Ｑ７ハイブリッド」を2005年に発表し、2008年の市販開始を

目指したパワートレーン技術をポルシェも交えて共同研究開発する計画が公表されており、

また、中国企業の上海汽車集団股フン有限公司（上汽股フン）とハイブリッド車の共同開

発を進める基本計画も発表している。同ハイブリッド車は燃料使用量、排ガス排出量を大

幅に減らすことができるダブル・クラッチ・トランスミッション(Double Clutch 

Transmission)、ニッケル水素電池などを含むシステムを搭載し、将来的には上海フォル

クスワーゲンが生産する他のモデルにも搭載される可能性があるといわれている。 

欧州地域では、道路網の整備により渋滞が少ない恵まれた交通環境の中で、ディーゼ

ル車の普及が進んでおり、今一つ、ハイブリッド車のニーズが弱いところがあるが、大都

市環境対策上の課題から、ディーゼル車に対する風当たりも強まりつつある状況にあり、

バイオディーゼル燃料の開発の動きと相まって、ディーゼルハイブリッド車の開発にも追

い風が吹きつつあるようである。 

2005年10月には、ＢＭＷグループ、ダイムラー・クライスラー、ＧＭの３社は、ハイ

ブリッド自動車の駆動システムの共同開発に関し、３社対等で戦略的に協力し、車両性能

を損なうことなく燃費を低減する２モード式ハイブリッド駆動システムを共同で開発する

覚え書きに調印した。共同開発センターで多様な自動車のコンセプト及びブランドのニー

ズに適応できる高い汎用性を備えたアーキテクチャーシステムを開発する事により、当該

分野で日本に圧倒的につけられた技術競争力差の回復と量産経済効果による関連コストの

削減に繋げ、ハイブリッド車の普及に弾みをつけようとの意図が伺える。 

（出典：Car Sensorのホームページ http://www.carsensor.net/E_csnews/index.xml 等） 

 

 

(3) 市場規模と今後の動向 

2005年以降の、ハイブリッド電気自動車の市場規模については、様々な予測モデルが

提案されているが、ここでは、その１つを紹介する。 

次世代環境対応車として脚光を浴びている燃料電池車は、肝心の燃料電池実用化の目

処がたたない一方で、ハイブリッド車の環境性能や走行性能の向上のための技術開発が急

速に進み、ハイブリッド車の｢次世代環境対応車」の主役としての立場は当面はゆるぎな

いものと考えられている。 

このような背景をベースに、① 需要サイド要因：ユーザーの環境意識の高まり、ハイ
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ブリッド車走行性能性の向上、量販化、製造プロセス改善による製造コスト低減による低

価格化、燃料価格の高騰、② 供給サイド要因：新車投入や設備投資による供給制約の解

消、各自動車メーカーのハイブリッド車に対する認識差と需要変化、③ 技術要因：ハイ

ブリッド車のコストダウン度と既存のガソリン車やディーゼル車の更なる燃費向上技術開

発による燃費差の縮小化、④ 環境規制要因：ＣＯ2規制や排気ガス規制は長期シナリオに

従って強化、などの要因を組み合せて様々な予測シナリオが描ける。 

図1.1.6-1に、民間調査会社が行ったハイブリッド電気自動車の中長期需要予測の一例

を示す。 

ベースシナリオによると、現状のメーカー供給制約が継続する中で、主要メーカー各

社のハイブリッド車市場投入計画を積み上げた結果、2008年までハイブリッド車の需要は

堅調に増加し、その時点で年間100万台を突破する。主要自動車メーカーの供給体制が整

備される2008年以降には市場は急拡大する。さらに、2010年には250万台を超える。 

 

 

図1.1.6-1 ハイブリッド電気自動車の需要予測の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：みずほコーポレイト銀行のホームページ 

http://www.mizuhocbk.co.jp/pdf/industry/mif_38.pdf) 

 

 

＊その他、インターネット上で公表されている同種の需要予測資料としては、下記のものがある。 

         (1) enplanetのホームページ  http://www.enplanet.com/Ja/Market/Data/y01701.html 

         (2) 北陸先端科学技術大学院大学のホームページ 

http://www.jaist.ac.jp/ks/labs/toyama/2005_E_Final.pdf 
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1.2 ハイブリッド電気自動車の制御技術の特許情報へのアクセス 

 

1.2.1 特許情報全般へのアクセス 

特許情報へのアクセスは、ＩＰＣ(国際特許分類)、ＦＩ(ファイルインデックス)などの

特許分類と、Ｆタームにより行われる。ＩＰＣは、発明の技術内容を示す国際的に統一さ

れた特許分類であり、2006年１月に改正されて第８版が使用開始されている。ＦＩは、特

許庁内で審査官のサーチファイルを編成するために作成された分類であり、ＩＰＣを細展

開したものである。Ｆタームは、審査官の審査資料検索を効率化するために開発された

ツールであり、用途、構造､材料等の発明を特徴付けるさまざまな技術的観点を組み合わ

せてＦＩを再展開したものである。この他に、キーワードによる検索も用いられている。 

本書で取り上げたハイブリッド電気自動車の制御技術は、ハイブリッド電気自動車を構

成するエンジン、モーター・発電機、駆動力合成変速機、バッテリー等の電力蓄積装置と

電力変換装置、補助装置などの個別構成要素の制御技術とシステム（複合）制御技術で構

成されており、それぞれ、関連するＩＰＣ、ＦＩ、Ｆタームあるいはそれらとキーワード

を組み合わせることによりアクセスすることができる。 

ハイブリッド電気自動車の制御技術については、特許庁がインターネットで公開してい

る特許電子図書館・公報テキスト検索やＦＩ・Ｆターム検索画面でアクセス可能である。 

(特許電子図書館のホームページ  http://www.ipdl.ncipi.go.jp/Tokujitu/tokujitu.htm) 

 

(1) ハイブリッド電気自動車の制御技術に関連するIPC 

2006年１月に改正された第８版では、ハイブリッド電気自動車のシステム及び個別制御

技術に関する技術分類が整備され、表1.2.1-1に示すように、ＩＰＣで直接アクセスする

ことができるようになった。第７版までのＩＰＣでは、直接的にアクセスすることは出来

ないため、キーワードとして､例えば「ハイブリッド自動車」と｢制御｣とＩＰＣとを組み

合わせて検索する必要がある。 

 

表1.2.1-1 ハイブリッド電気自動車の制御技術に関連するＩＰＣ(7,8版) 

ＩＰＣ版 制御方式 制御対象要素 ＩＰＣ 内容 

B60K6/02 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

B60K41/00 駆動ｻﾌﾞﾕﾆｯﾄ間の関連制御 

 

７版 

 

  － 

 

   － 

B60L11/12 

B60L11/14 

ｴﾝｼﾞﾝ、ﾊﾞｯﾃﾘｰを有する電気推進車両 

B60W10/00@ ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車のｻﾌﾞﾕﾆｯﾄ間の関連

制御 

システム

制御 

個別要素間の複合・

協調制御 

B60W20/00 

 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車に特に適合した制御

ｼｽﾃﾑ(個別､複合制御全て） 

エンジン制御 B60W10/06 ｴﾝｼﾞﾝを含むｻﾌﾞﾕﾆｯﾄ関連制御 

モーター､発電機制御 B60W10/08 ﾓｰﾀｰ､発電機を含む関連制御 

B60W10/10 変速伝動装置の制御を含む関連制御 

B60W10/12 差動装置の制御を含む関連制御 

駆動力合成変速機制

御 

B60W10/18 制動装置の制御を含む関連制御 

電力蓄積装置、電力

変換系の制御 

B60W10/26 電気ｴﾈﾙｷﾞｰ貯蔵手段の制御を含む関連制

御 

 

 

８版 

個別制御 

補助装置制御 B60W10/30 付属装置の制御を含む関連制御 
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(2) ハイブリッド電気自動車の制御技術に関連するＦＩ 

2002年７月に関連ＦＩが改正され、B60K6/00～B60K6/12およびB60K17/02～B60K17/356

の分類が新設・整備され、表1.2.1-2に示すようなＦＩでハイブリッド電気自動車の制御

技術に直接アクセスすることが可能となった。 

 

表1.2.1-2 ハイブリッド電気自動車の制御技術に関連するFI 

制御方式 制御対象要素 ＦＩ 内容 注 

B60K6/04,400 

 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車に特に適用される

制御方法及び異なる要素の複合制御方

法･装置 

 システム

制御 

個別要素間の複

合・協調制御 

B60K41/00 車道駆動装置の関連制御  

B60K6/04,310 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のエンジン制御  

F02D29/02D ﾊﾟﾗﾚﾙ式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車におけるｴﾝｼﾞﾝ及び

関連機器の制御 

① 

エンジン制御 

F02D29/06D ｼﾘｰｽﾞ式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車における車両駆動ﾓｰ

ﾀｰ用発電機のためのｴﾝｼﾞﾝ制御 

① 

B60K6/04,320 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のﾓｰﾀｰ､発電機の制御  

B60L11/12 ｼﾘｰｽﾞ式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車におけるﾓｰﾀｰ制御 ② 

モーター､発電

機制御 

B60L11/14 ﾊﾟﾗﾚﾙ式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車におけるﾓｰﾀｰ制御 ② 

B60K6/04,350 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動力合成変速機制御  

B60K6/04,360 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動系クラッチの制御  

B60K6/04,370 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車制動装置の回生制動制御  

B60L7/20 ハイブリッド車用回生制動制御 ② 

B60K17/04G ハイブリッド車用動力伝達装置の制御 ③ 

B60K23/00 車両の動力伝達装置用制御装置 ④ 

駆動力合成変速

機制御 

F16H59/00:F16H63/48 車両の変速/逆転伝動装置の制御 ⑤ 

電力蓄積装置、

電力変換系の制

御 

B60K6/04,330+ 

B60L11/12+B60L11/14

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の電気ｴﾈﾙｷﾞｰ貯蔵手段の制

御 

 

個別制御 

補助装置制御 B60K6/04,380 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の補機に関する制御  

注：欄中の①～⑤は、表 1.2.1-3 注欄に示したＦタームが対応する。 

 

 

(3) ハイブリッド電気自動車の制御技術に関連するＦターム 

ＦＩに対して適切なＦタームを掛け合わせることにより、ＦＩ分類をさらに細展開して、

必要な特許情報に効率的にアクセスすることができる。 

ハイブリッド電気自動車の制御技術に関連するＦタームを､表1.2.1-3に示したが、ハイ

ブリッド電気自動車制御技術に直接アクセス可能なのは、エンジン始動出力制御、発電機

制御と駆動力合成変速機制御の一部のみであり、それ以外の要素やシステム制御等に関す

る分野は、ＦＩとの組み合わせによるアクセスが必要となる。 

 

(4) ハイブリッド電気自動車の制御技術に関連するキーワード 

ハイブリッド電気自動車の制御を構成するシステム及び個別制御技術に関連するキー

ワードとしては、表1.2.1-4に示すようなものがある。 
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表1.2.1-3 ハイブリッド電気自動車の制御技術に関連するＦターム 

制御方式 制御対象要素 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ 内容 Ｆターム 内容 注 

エンジン制御 3G093 ｴﾝｼﾞﾝ制御 AA07 

BA19 

BA20 

EA01 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車 

燃費向上 

排気浄化 

ｴﾝｼﾞﾝ出力 

① 

モーター､発電

機制御 

5H115 車両の電気的推進制御 PG04 

PU21 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車 

ﾊ ｲ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ﾄ型

駆動源 

② 

3D039 車両の動力伝達装置の制御 AB27 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 ③ 

3D036 動力伝達制御装置 GJ20 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 ④ 

3J552 変速/逆転伝動装置の制御 NB08 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 ⑤ 

個別制御 

駆 動 力合 成 変

速機制御 

5H115 車両の回生制動制御 PG04 

PU21 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

ﾊ ｲ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ﾄ型

駆動源 

② 

 

表1.2.1-4 ハイブリッド電気自動車の制御技術に関連するキーワード例 

制御方式 制御対象要素 キーワード 

システム制御 個 別 要 素 間 の 複

合・協調制御 

ハイブリッド電気自動車、HEV、システム制御、複合制御、協

調制御、協同制御 

エンジン制御 ハイブリッド電気自動車、エンジン制御､機関制御 

モーター ､発電機

制御 

ハイブリッド電気自動車、HEV、電動機制御、発電機制御、

モーター制御 

駆動力合成変速機

制御 

ハイブリッド電気自動車、HEV、駆動力合成変速制御、クラツ

チ切替制御、回生制動制御 

電力蓄積装置、電

力変換系の制御 

ハイブリッド電気自動車、HEV、バッテリー制御、二次電池制

御、蓄電制御、SOC、電力変換制御、コンバータ制御、イン

バータ制御 

個別制御 

補助装置制御 ハイブリッド電気自動車、HEV、補機制御、補器制御、オイル

ポンプ制御、エアコン制御、コンプレッサ制御 
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1.2.2 個別技術要素へのアクセス 

 ハイブリッド電気自動車の制御技術の個別要素制御や全体システム制御技術に関する特

許情報にアクセスするためのＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム、キーワードの組み合わせ例を表

1.2.2 に示す。 

 

表1.2.2 ハイブリッド電気自動車の制御技術の個別技術要素へのアクセス 

制御方式･対象要素 ＩＰＣ(7,8 版) ＦＩ Ｆターム キーワード

B60W10/00@+B60W2

0/00    (8 版) 

   

 B60K6/04,300@+B60K6/04

,400 

  

システム(複合)制御 

B60K41/00 (7 版) B60K41/00  ﾊ ｲ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ﾄ ﾞ 車

+HEV 

B60W10/06 (8 版)    

 B60K6/04,310    

 F02D29/02D+F02D29/06D   

エンジン制御 

  3G093AA07×(3G093BA

19+3G093BA20+3G093E

A01) 

 

B60W10/08 (8 版)    

 B60K6/04,320+B60L11/12

+B60L11/14 

  

モーター、発電機

制御 

  5H115PG04×5H115PU2

1 

 

B60W10/10+B60W10

/12+B60W10/18  

        (8 版) 

   

 B60K6/04,350+B60K6/04,

360+B60K6/04,370+B60K1

7/04G+B60L7/20 

  

  3D039AB27+3D036GJ20  

駆動力合成変速機

制御 

 F16H59/00:F16H63/48 3J552NB08  

B60W10/26 (8 版)    バッテリー等電力

蓄積装置、電力変

換系の制御  B60K6/04,330   

B60W10/30 (8 版)    

個
別
要
素
制
御 

補助装置制御 

 B60K6/04,380   

ハイブリッド車の制

御技術全体 

B60K6/02+B60L11/

12+B60L11/14   

       (7 版) 

  制御 
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 1.3 技術開発活動の状況 

 

 本節以降、14 年度テーマ「ハイブリッド電気自動車の制御技術」の追補として、2001

～03 年に出願されたハイブリッド電気自動車制御技術の特許を対象とした解析を行う。

14 年度テーマ「ハイブリッド電気自動車の制御技術」では、1990 年１月から 2000 年 12

月までに出願された特許を解析対象としているが、一部、外国からの出願のうち、前回

データ収集以降に公表された特許で、公開基準日が 2000 年であるものが未収集のため、

データの連続性は完全には保たれていない。 

 

1.3.1 ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術開発活動 
2001年～03年までの３年間におけるハイブリッド電気自動車制御技術の出願件数は

2,166件であり、前回調査した1990～2000年の11年間の出願件数1,832件より多い。 

技術開発活動状況の推移を把握するため、14年度に作成した1990～2000年の出願件数推

移と出願人数－出願件数の推移を、参考までに表示する。 

図1.3.1-1に、ハイブリッド電気自動車制御技術の出願件数推移を示す。2001年以降も

出願件数は増加の一途を辿っている。 

 

図1.3.1-1 ハイブリッド電気自動車制御技術の出願件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.3.1-2に、出願人数－出願件数の推移を示したが、2000～01年における第２の技術

拡大期を経て、最近は、寡占化が若干進みつつある状況が示されている。 

表1.3.1-1に、2001～03年の累積出願件数８件以上の主要出願人の年別出願件数推移を

示す。2000年以前の出願上位28社の出願件数推移は、平成14年度テーマ「ハイブリッド電

気自動車の制御技術」を参照されたい。 

世界に先駆けて、市販車を相次いで市場投入してきているトヨタ自動車が、2001年以降

も出願件数を伸ばしている。 

日産自動車は、2002年にトヨタ自動車との間で、トヨタハイブリッドシステム「THS-

Ⅱ」の購入取引契約を締結したが、その関連の改良技術や自社固有技術の開発を目指した
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出願活動を活発化させている。 

独自のパワーアシスト方式を開発し、その搭載車を市場投入している本田技研工業も活

発な出願を行っており、この３社で2001～03年の出願件数の64.4％を占めている（前回調

査した1990～2000年の累積で３社の出願件数比は54.9％である）。 

 

 

図1.3.1-2 ハイブリッド電気自動車制御技術の出願人－出願件数の推移 

 

トヨタ自動車、日産自動車、本田技研工業以外にも、日本の自動車メーカーはすべて上

位30社に入っている。それに加えて、外国自動車メーカーで今回上位30社に入った企業と

しては、ルノー（フランス）以外に、フォード・グローバル・テクノロジーズ、フォード 

モーター、フォードテクノロジーズ・ＬＴＤ・ライアビリテイ（いずれも米国）および、

現代自動車(韓国)がある。中でも、フォードはグループ全体を併せて35件出願しており、

2001年以降に活発な技術開発活動を行っている状況が窺える。 

主要出願人上位20社の中で、前回調査の結果と比較して、今回新たに入った企業は、ル

ノー、アイシン精機、ジェイテクト、三洋電機および三菱ふそうトラック・バスである。

このうち、ルノーと三菱ふそうトラック・バスは、日産自動車との企業合併や三菱自動車

工業の分社化による企業再編によるものであるが、アイシン精機、ジェイテクトは、後述

するハイブリッド電気自動車制御の開発の重点が、駆動力分配変速機に移行してきている

状況を踏まえた出願増を反映したものであるといえる。上記の２社は、いずれも自動変速

機や４輪駆動用変速機を製造している主要部品メーカーである。また、三洋電機は、松下

電器産業と並んでハイブリッド車用バッテリーの主要メーカーである。 

上位20社から外れた企業は、エクォス・リサーチ、日本自動車部品総合研究所である。

これらはいずれもトヨタ系のＲ＆Ｄ会社であり、研究開発の重点が、ハイブリッド自動車

の主要構成技術であるパワートレイン(動力および動力伝達駆動系)の開発から、ＩＴＳ

(高速道路交通システム)や高度ナビシステムとの連動制御システムによる燃費性能の安定

向上を目指した開発に転換しているようである。 
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表1.3.1-1 主要出願人の出願件数の推移 

出願年 
順位 

出願人 
()内は前回順位 

業態 
2001 2002 2003 

件数

1 トヨタ自動車 (1) 総合自動車 154 239 329 722

2 日産自動車 (2) 総合自動車 97 168 210 475

3 本田技研工業 (3) 総合自動車 55 71 71 197

4 日立製作所 (8) 電装部品 37 16 46 99

5 アイシン・エィ・ダブリュ  (9) 機械部品 41 23 26 90

6 デンソ－ (5) 総合部品 24 24 20 68

7 三菱自動車 (4) 総合自動車 12 14 17 43

8 富士重工業 (7) 総合自動車 6 9 19 34

9 マツダ (10) 総合自動車 6 11 16 33

10 日産ディ－ゼル工業 (13) トラック専業 2 18 8 28

10 ルノ－（ﾌﾗﾝｽ）（-） 総合自動車 4 24 0 28

12 日野自動車(11) トラック専業 5 12 8 25

13 アイシン精機 (28) 総合部品 1 11 11 23

14 ジェイテクト (57) 機械部品 1 18 3 22

15 松下電器産業 (16) 電装部品 6 8 7 21

15 スズキ (12) 総合自動車 8 2 11 21

17 ダイハツ工業 (15) 総合自動車 4 13 2 19

18 三洋電機 (22) 電装部品 7 7 3 17

18 三菱ふそうトラック・バス (-) トラック専業 8 8 1 17

20 ジヤトコ (17) 機械部品 3 3 9 15

21 ローベルト･ボッシュ(ﾄﾞｲﾂ) (57) 総合部品 8 5 1 14

21 
フォード・グローバル・テクノロジーズ (米国) 

(38) 
研究開発 11 3 0 14

23 現代自動車（韓国） (38) 総合自動車 1 5 7 13

23 フォード・モーター(米国) (57) 総合自動車 2 11 0 13

25 日立カーエンジニアリング (26) 電装部品 6 1 5 12

25 エクォス・リサ－チ (6) 研究開発 0 3 9 12

27 豊田中央研究所 (38) 研究開発 1 2 7 10

27 日本自動車部品総合研究所 (18) 研究開発 3 4 3 10

29 いすゞ自動車 (14) トラック専業 4 2 3 9

30 ヤマハ発動機 (21) 機械部品 6 2 0 8

30 

フォード・グローバル・テクノロジーズ LTD ライア

ビリティ(米国) 

 (-) 

研究開発 1 2 5 8

 

図1.3.1-3に、2001～03年の出願人属性別の出願件数推移を示す。 

90～97％を未上場を含む日本企業が占めており、大学・公的研究機関や個人からの出願

はほとんど無い。また、海外からの出願の主体である外国企業からの出願は、前回調査に

比べ、出願数を伸ばしているが、それでも全体の10％程度であり、開発の主体は、日本企

業が占めている状況に変わりは無い。なお、2003年に外国からの出願件数が落ち込んでい

るが、これは、外国出願人による優先権主張出願の中で、未公開のものがあるためと思わ

れるためであり、実際の出願件数が減少していることを意味するものでは無い。 
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図1.3.1-3 2001～03年における出願人構成比の推移 

 

1.3.2 技術要素別技術開発活動 

前回の調査報告では、ハイブリッド電気自動車制御技術の技術要素に関して、制御に関

連する技術要素を複数抽出したため、要素別件数の延件数が、出願総数を上回っていた。 

今回の調査では、制御に最も関連性の深い要素技術のみを抽出し、その出願動向を分析

している。従って、前回調査結果との出願件数の整合性は取れていないため、1990～2000

年の結果は参考情報に留めて検討している。 

  

(1) 技術要素の概観 
図1.3.2-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関わる2001～03年の技術要素別出

願件数推移を示す。制御主体がエンジン、モーター、駆動力合成変速機、バッテリー等電

力蓄積装置および補助装置に関する出願が多い。 

前回報告書の結果を参考図1に示したが、2000年以前に比較して2001年以降では、制御

主体を駆動力合成変速機および補助装置とする出願が増加している一方で、発電機を制御

主体とする出願は減少している傾向を示している。 
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図1.3.2-1 ハイブリッド電気自動車制御技術の制御主体技術要素別の出願件数推移 

 

 

 

 

参考図1 ハイブリッド電気自動車制御技術の制御関連技術要素別の出願件数推移 

(14年度テーマでの結果：1990年1月～000年12月までに出願された特許) 
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(2) エンジンを主体とした制御 
図1.3.2-2に、制御主体がエンジンである出願のエンジン種別の2001年～03年の出願件

数推移を示す。エンジン種を特定しない出願が主体を占めるが、2002年以降は、ガソリン、

ディーゼルエンジンを特定し排気ガス対策に言及している出願が若干ではあるが増えてき

ている。その他の特殊燃料を用いたエンジンに関する出願はほとんど無い。 

表1.3.2-1に、エンジンが制御の主要技術要素となっている出願の主要出願人別出願件

数を示す。トヨタ自動車、日産自動車や本田技研工業をはじめとする主要自動車メーカー

が上位に名を連ねている。 

図1.3.2-3に、エンジンが制御主体技術要素となっている出願の出願人数－出願件数の

推移を示した。2003年の出願人数の減少は、外国からの出願の一部が未収集のためと考え

ており、特に、寡占化が進んでいることを示したものでないと思われる。 

 

 

図1.3.2-2 制御主体がエンジンのエンジン種別出願件数推移 

 

表1.3.2-1 制御主体がエンジンの主要出願人別出願件数(2001～03年の累積) 

出願年 
順位 出願人 業態 

2001 2002 2003 
件数 

1 トヨタ自動車 総合自動車 64 93 81 238

2 日産自動車 総合自動車 27 39 25 91

3 本田技研工業 総合自動車 29 12 12 53

4 マツダ 総合自動車 1 8 12 21

5 日立製作所 電装部品 8 5 4 17

6 三菱自動車工業 総合自動車 4 5 7 16

7 デンソ－ 総合部品 8 4 0 12

7 アイシン・エィ・ダブリュ  機械部品 6 2 4 12

9 日野自動車 トラック専業 1 5 1 7

10 富士重工業 総合自動車 0 5 1 6

10 スズキ 総合自動車 3 0 3 6

10 アイシン精機 総合部品 1 1 4 6

13 豊田中央研究所 研究開発 1 2 2 5

13 三菱ふそうトラック・バス トラック専業 3 2 0 5
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図1.3.2-3 制御主体がエンジンの出願人数と出願件数の推移(1990～2000年は参考値) 

 

(3) モーターを主体とした制御 
 図 1.3.2-4 に、制御主体がモーターである出願をモーター種別で分類して 2001～03 年

の出願件数推移を示す。モーター種を特定しない出願と交流同期モーターの出願が拮抗し

ているが、近年は、効率や制御性に優れた永久磁石界磁式交流同期モーターを制御主体と

する出願が増加してきている。 

  

 

図1.3.2-4 制御主体がモーターのモーター種別出願件数推移 
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表 1.3.2-2 にモーターが制御主体技術要素となっている出願の主要出願人別出願件数を

示した。日産自動車がトヨタ自動車を抜いてトップに立っているが、これは、日産自動車

が４輪駆動式パラレルハイブリッド自動車の後輪モーター駆動制御に関して多くの出願を

行っているためである。 

 

表1.3.2-2 制御主体がモーターの主要出願人別出願件数(2001～03年の内訳と累積) 

出願年 
順位 出願人 業態 

2001 2002 2003 
件数 

1 日産自動車 総合自動車 34 28 45 107

2 トヨタ自動車 総合自動車 22 25 58 105

3 本田技研工業 総合自動車 14 21 16 51

4 アイシン・エィ・ダブリュ  機械部品 19 7 5 31

5 日立製作所 電装部品 17 5 8 30

6 三菱自動車工業 総合自動車 3 3 7 13

7 デンソ－ 総合部品 5 3 3 11

8 フォード・グローバル・テクノロジーズ(米国) 研究開発 8 1 0 9

9 日野自動車 トラック専業 3 2 2 7

9 日産ディーゼル工業 トラック専業 1 6 0 7

9 ロ－ベルト・ボッシュ(ﾄﾞｲﾂ) 総合部品 5 1 1 7

9 マツダ 総合自動車 4 0 3 7

13 ジェイテクト 機械部品 0 4 1 5

13 富士重工業 総合自動車 3 1 1 5

13 日立カ－エンジニアリング 電装部品 4 0 1 5

13 ダイハツ工業 総合自動車 1 4 0 5

 

 

図 1.3.2-5 に、モーターが制御主体技術要素となっている出願の出願人数－出願件数の推

移を示す。2001 年以降の出願人数、出願件数の顕著な変化は見られない。 

 

図1.3.2-5 制御主体がモーターの出願人数と出願件数推移(1990～2000年は参考値) 
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(4) 発電機を主体とした制御 
図1.3.2-6に、発電機が制御主体技術要素となっている出願の2001～03年の出願件数推

移を発電機種別に示す。エンジンで駆動される発電機を制御主体とする出願が主体を占め

ているが、出願件数は2000年以前に比較して減少している。 

 

図1.3.2-6 制御主体が発電機の発電機種別出願件数推移 

 表 1.3.2-3 に、制御主体が発電機である出願の主要出願人別出願件数を示す。前輪エン

ジン駆動・発電機発電－後輪モーター駆動方式のパラレルハイブリッド車の出願が多い日

産自動車がトップに立っている。 

 

表1.3.2-3 制御主体が発電機の主要出願人別出願件数(2001～03年の内訳と累積) 

出願年 
順位 出願人 業態 

2001 2002 2003 
件数 

1 日産自動車 総合自動車 4 4 12 20

2 トヨタ自動車 総合自動車 3 3 4 10

3 日立製作所 電装部品 1 2 2 5

 

図 1.3.2-7 に、発電機が制御関連要素となっている出願の出願人数－出願件数の推移を示

す。2001 年以降の出願人数、出願件数の大きな変化は見られない。 

 

図1.3.2-7 制御主体が発電機の出願人数と出願件数推移(1990～2000年は参考値) 
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(5) 駆動力合成変速機を主体とした制御 
図1.3.2-8に、駆動力合成変速機が制御主体技術要素となっている出願について、駆動

力合成変速機種別の2001～03年の出願件数推移を示す。 

2001年以降、駆動力合成変速機関連の出願は急増している。ＣＶＴ無段変速機やクラッ

チを用いた平行軸方式の出願と、遊星歯車、トルクコンバーター、ロックアップクラッチ

を内蔵した自動変速機のような同軸方式を制御主体とする出願が主体を占めているが、特

に、同軸方式の出願の伸びが著しい。 

表1.3.2-4に、制御主体が駆動力合成変速機である出願の主要出願人別の出願件数を示

す。上位出願人の構成には大きな変化は無いが、国内外の変速機製造メーカー(アイシン

グループ、ジェイテクト、ジヤトコおよびローベルト・ボッシュ、ＺＦ･フリードリッヒ

スファーフェン(いずれもドイツ）が上位に顔を出してきている。 

図 1.3.2-9 に、制御主体が駆動力合成変速機である出願の出願人数－出願件数を示す。出

願人数、出願件数共に増加しており、パワートレイン系の駆動力合成変速機を制御主体と

する技術開発が 2001 年以降活性化しているのが伺える。 

 

 

 

図1.3.2-8 制御主体が駆動力合成変速機の機種別出願件数推移 
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表1.3.2-4 制御主体が駆動力合成変速機の主要出願人別出願件数 

(2001～03年の内訳と累積) 

出願年 
順位 出願人 業態 

2001 2002 2003 
件数 

1 トヨタ自動車 総合自動車 35 69 116 220

2 日産自動車 総合自動車 6 50 77 133

3 本田技研工業 総合自動車 2 14 17 33

4 日立製作所 電装部品 7 2 20 29

5 アイシン・エィ・ダブリュ  機械部品 8 6 13 27

6 ルノ－（ﾌﾗﾝｽ） 総合自動車 3 20 0 23

7 富士重工業 総合自動車 0 3 11 14

8 アイシン精機 総合部品 0 8 3 11

8 ジェイテクト 機械部品 1 9 1 11

10 日産ディーゼル工業 トラック専業 0 5 5 10

11 ダイハツ工業 総合自動車 0 6 1 7

12 ジヤトコ 機械部品 0 1 5 6

13 日野自動車 トラック専業 0 2 3 5

13 三菱自動車工業 総合自動車 2 2 1 5

13 現代自動車（韓国） 総合自動車 0 1 4 5

13 ロ－ベルト・ボッシュ(ﾄﾞｲﾂ) 総合部品 2 3 0 5

13 ＺＦ･フリードリッヒスハーフェン(ドイツ) 機械部品 2 0 3 5

13 スズキ 総合自動車 0 0 5 5

 

 

 

図1.3.2-9 制御主体が駆動力合成変速機の出願人数と出願件数推移(1990～2000年は参考値) 
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(6) バッテリー等電力蓄積装置を主体とした制御 
図1.3.2-10に、バッテリー等電力蓄積装置が制御関連要素となっている出願のバッテ

リー等電力蓄積装置種別の2001～03年にかけての出願件数推移を示す。バッテリーを制御

主体要素とした出願が主体を占めるが、電気二重層キャパシタを制御主体とした出願も件

数は少ないが､継続的に出願されている。 

 

 

図1.3.2-10 制御主体が電力蓄積装置の装置別出願件数推移 

 

 

表1.3.2-5 制御主体が電力蓄積装置の主要出願人別出願件数(2001～03年の内訳と累積) 

出願年 
順位 出願人 業態 

2001 2002 2003 
件数 

1 日産自動車 総合自動車 20 21 31 72

2 トヨタ自動車 総合自動車 19 24 26 69

3 本田技研工業 総合自動車 6 13 10 29

4 松下電器産業 電装部品 6 7 2 15

5 三洋電機 電装部品 5 6 3 14

6 デンソ－ 総合部品 6 3 3 12

7 日立製作所 電装部品 2 2 5 9

8 新神戸電機 電装部品 2 4 1 7

9 矢崎総業 電装部品 1 2 3 6

9 アイシン・エィ・ダブリュ  機械部品 2 4 0 6

11 日産ディーゼル工業 トラック専業 1 2 2 5

11 三菱自動車工業 総合自動車 2 2 1 5

 

表1.3.2-5に、制御主体がバッテリー等電力蓄積装置である出願の主要出願人別出願件

数を示す。日産自動車、トヨタ自動車、本田技研工業のメーカー３社と松下電器産業等の

主要電装部品メーカーが上位に名前を連ねているが、中でも､日産とトヨタ自動車の２社

で全体の46％を占めている。 

図1.3.2-11に、バッテリー等電力蓄積装置が制御主体技術要素となっている出願の出願
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人数－出願件数を示す。2001～03年にかけて、出願人数は24～39人/年、出願件数は100件

前後/年で推移しており、ほぼ定常的な開発段階に入ってきている状況が伺える。 

 

 

図1.3.2-11 制御主体が電力蓄積装置の出願人数と出願件数推移(1990～2000年は参考値) 

 

(7) 電力制御を主体とした制御 
図1.3.2-12に、電力制御装置が制御主体技術要素となっている出願の出願件数推移を示

す。電力制御方式を特定しないものが、スイッチ切替時の火花放電や発電電力の一時的蓄

積機能を有するコンデンサーなどのその他の電力制御方式に関するものが主体を占めるが、

大電力の高速スイッチングが可能なパワー半導体素子であるＩＧＢＴ(絶縁ゲート型バイ

ポーラトランジスター)や、コンバーターなどに利用されるサイリスタチョッパー制御に

関わる特許も件数は少ないが出願されている。 

 

図1.3.2-12 制御主体が電力制御の方式別出願件数推移 
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表1.3.2-6 制御主体が電力制御の主要出願人別出願件数(2001～03年の内訳と累積) 

 

表1.3.2-6に、制御主体が電力制御系である出願の主要出願人別の出願件数を示す。ト

ヨタ自動車、日産自動車､本田技研工業のメーカー３社からの出願が主体である。 

 

 

図1.3.2-13 制御主体が電力制御の出願人数と出願件数推移(1990～2000年は参考値) 

 

 図 1.3.2-13 に、制御主体が電力制御装置である出願の出願人数－出願件数の推移を示

す。出願人数、出願件数共に増加傾向が認められる。 

 

 

(8) 駆動方式を主体とした制御 
図1.3.2-14に、制御主体が駆動方式である出願の方式別の2001～03年にかけての出願件

数推移を示す。2001年以降、デフギアレス方式のモーターによる車軸直接駆動方式の出願

がなされてきている。 

表1.3.2-7に、制御主体が駆動方式である出願の主要出願人別出願件数を示す。軸受、

等速ジョイント等の機械部品専業メーカーのＮＴＮが顔を出している。 

図1.3.2-14に、制御主体が駆動方式である出願の出願人数－出願件数の推移を示す。 
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図1.3.2-14 制御主体が駆動方式の方式別出願件数推移 

 

 

 

表1.3.2-7 制御主体が駆動方式の主要出願人別出願件数(2001～03年の内訳と累積) 

出願年 
順位 出願人 業態 

2001 2002 2003 
件数 

1 トヨタ自動車 総合自動車 0 2 6 8

2 日産自動車 総合自動車 0 1 6 7

3 ＮＴＮ 機械部品 1 0 2 3

3 日立製作所 電装部品 0 0 3 3

 

 

 

図1.3.2-15制御主体が駆動方式の出願人数と出願件数の推移(1990～2000年は参考値) 
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(9) 補助装置を主体とした制御 
図1.3.2-16に、制御主体が補助装置である出願の2001～03年にかけての出願件数推移を

示す。2002年以降は、エアコン関連よりはその他のアイドルストップ前後のオイルポンプ

や冷却装置の過渡制御に関わる補機制御の出願が急増している。 

 

図1.3.2-16 補助装置の装置別出願件数推移 

 

表1.3.2-8に、制御主体が補助装置である出願の主要出願人別の出願件数を示す。主要

自動車メーカーに伍して、カーエアコン最大手のデンソーが上位に顔を出してきている。 

図 1.3.2-17 に、制御主体が補助装置の出願の出願人数―出願件数の推移を示す。2001 年

以降、出願人数及び出願件数共に増加傾向にある。 

 

 

表1.3.2-8 制御主体が補助装置の主要出願人別出願件数(2001～03年の内訳と累積) 

出願年 
順位 出願人 業態 

2001 2002 2003 
件数 

1 トヨタ自動車 総合自動車 8 12 24 44

2 日産自動車 総合自動車 3 18 9 30

3 デンソ－ 総合部品 5 11 12 28

4 本田技研工業 総合自動車 0 7 9 16

5 日本自動車部品総合研究所 研究開発 1 3 2 6

5 アイシン・エィ・ダブリュ  機械部品 2 3 1 6

7 エクォス・リサ－チ 研究開発 0 0 5 5
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図1.3.2-17 制御主体が補助装置の出願人数と出願件数の推移(1990～2000年は参考値) 
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本節では、14年度テーマ「ハイブリッド電気自動車の制御技術」の追補として、2001～

03年の間に出願されたハイブリッド電気自動車の制御技術に関する特許2,166件を対象に、

技術開発の課題と解決手段の解析を行う。 

 

(1) 技術開発の課題 
特許出願に記載されたハイブリッド電気自動車の制御技術に関する技術開発の課題を、

表1.4-1に示す。 

 

表1.4-1 ハイブリッド電気自動車の制御の課題一覧表(1/2) 

（表中、＊印は 14 年度テーマ調査に使用した分類に追加した項目） 

課題Ⅰ 課題Ⅱ 課題Ⅲ 備考 

小型軽量化   

ﾚｲｱｳﾄ・配列の最適化   

車両ﾚｲｱｳﾄの改善 

ﾓｼﾞｭｰﾙ化   

駆動ﾊﾟﾜｰｱｼｽﾄ機能   

４輪駆動機能   

ﾄﾗｸｼｮﾝ制御   

機能追加 

ABSとの協調制御   

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄｯﾌﾟ ｴﾝｼﾞﾝ始動 

 ｴﾝｼﾞﾝ停止 

ｴﾈﾙｷﾞｰ回生 ﾌﾞﾚｰｷ協調 

 ｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷ機能代替 

 急速充電 

ｼｽﾃﾑの高効率化 ｼｽﾃﾑ作動領域の最適化 

 

 

ｼｽﾃﾑ構成要素間の協調制御

 個別ﾕﾆｯﾄの高効率化 

燃費性能の向上 

走行パターン予測等  

休筒からの戻し含む 

 

摩擦ﾌﾞﾚｰｷとの協調 

 

 

回転数の同期 

出力ﾄﾙｸの連続性 

 

 

走行性能の向上 ｴﾝｼﾞﾝ始動時間の短縮 

違和感のない発進・ｸﾘｰﾌﾟ 

駆動源の動力切り替え 

 

ｱｸｾﾙ応答性、加速性能 

 

エンジン再始動 

違和感のない制動 
 

 

 

 

モード・駆動原切替時

間等 

 

減速～ｴﾝｼﾞﾝ停止まで 

排気性能の向上 触媒の効率的な作動 

ｴﾝｼﾞﾝ始動方式の改善 

未燃ガス漏出防止等 

  

 

エバポ対策、DPF等 

冷却性能の向上 ﾊﾞｯﾃﾘｰ冷却 

ﾓｰﾀｰ冷却 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ冷却 

補助装置の冷却など 

  

 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ､ｺﾝﾊﾞｰﾀ冷却等 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ状態の管理容

易化 

温度特性の補償 

劣化の検出・補償 

その他の状態検出 

  

SOC管理等 

満充電容量、電圧等 

 

 

1.4 技術開発の課題と解決手段
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表1.4-1 ハイブリッド電気自動車の制御の課題一覧表(2/2) 

（表中、＊印は14年度テーマ調査に使用した分類に追加した項目） 

 

課題Ⅰ 課題Ⅱ 課題Ⅲ 備考 

ｴﾝｼﾞﾝ振動･騒音抑制   

ﾓｰﾀｰ振動･騒音抑制   

車両振動抑制   

振動抑制＊ 

補助装置等   

信頼性・耐久性の向

上 

   

ﾌｪｲﾙｾｰﾌ・安全性向上   異常検知､診断ﾌｪｲﾙ予防

等 

ｺｽﾄ低減 部品構成・点数削減 

ｼｽﾃﾑ・ﾕﾆｯﾄ原価削減 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換費用低減 

ﾒｲﾝﾃﾅﾝｽ費用低減 

  

情報利用によるｼｽﾃﾑ効率化 車載ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽによるｼｽﾃﾑ制

御 

表示視認性等 

   

 通信情報を活用したｼｽﾃﾑ制

御と情報交換 

車車間、路車間、ｲﾝﾀｰ

ﾈｯﾄ等 

   

衝突安全性能の改善   

操縦安定性能の改善   

EMI（電磁気ﾉｲｽﾞ）の改善   

その他の課題 

走行精度等の改善  補機、灯火消費電力低

減等 

 

特許公報には、具体的内容(課題)として記載されているが、これを体系化して、課題Ⅰ

として、①「車両レイアウトの改善(小型軽量化、モジュール化等)」、②「機能追加(４

輪駆動機能等)」、③「燃費性能の向上(アイドルストップ、システムの高効率化、エネル

ギー回生等)」、④「走行性能の向上(エンジン始動時間の短縮、違和感のない発進・ク

リープ等)」、⑤「排気性能の向上(触媒の効率的な作動等)」、⑥「冷却性能の向上(バッ

テリー冷却等)」、⑦「バッテリー状態の管理容易化(温度特性の補償等)」、⑧「振動抑

制(モーター振動・騒音抑制等：今回､新たに追加)」、⑨「信頼性・耐久性の向上」、⑩

「フェイルセーフ・安全性向上」、⑪「コスト低減」と⑫「その他の課題」に整理してい

る。表1.4-1中で＊印をつけた項目は、今回新たに追加したものである。 

なお、公報精読の結果、関連する課題が複数ある場合は最大２個の範囲で課題を複数付

与している。 

 

(2) 技術開発の課題の解決手段 
上記技術開発課題に対する解決手段は、エンジン、モーター等の主要構成技術要素ごと

に行われる個別制御技術と複数の構成技術要素を組み合わせて協調・複合させて制御する

システム制御で構成される。それらを整理して、①「システム制御」、②「個別制御」と

いう括りでそれぞれの解決手段を階層別に体系化した。表1.4-2に、課題に対応する解決

手段Ⅰ、Ⅱを示す。 

今回の調査で使用した解決手段は前回の調査で用いたものと同じであるが、表中＊印で
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示したように、一部の解決手段Ⅱの項目で、その他の項目を追加している。これは、個別

の具体的解決手段が多種にわたり、平成14年度テーマの本文中の分類項目のみでは分類で

きない技術の開発が進んだためである。なお、解決手段の分類に際しては、最も関連性の

高い解決手段をひとつ付与している。 

 

表1.4-2 ハイブリッド電気自動車の制御の解決手段一覧表 

（表中、＊印は14年度テーマ調査に使用した分類に追加した項目） 

解決手段Ⅰ 解決手段Ⅱ 備考 

電力のマネジメント  
要求トルクのマネジメント  
車両速度のマネジメント  
温度のマネジメント  
排気のマネジメント  
システム安全性のマネジメント  
外気温など外部環境への対応  

システムマネジメ
ントの改良 

外部情報との協調  
切り替えタイミング・条件 モード切替含む 
切り替えショック低減  
応答性改善 協調補完含む 
フェイルセーフ  

エンジン／モータ
協調制御の改良 

エンジン始動性の改良等＊ 駆動力配分、始動、回生等 
複数電力蓄積デバイスの選択使用 複数電力蓄積デバイスの協調制

御含む 
電力蓄積デバイス間の収支マネジメント  
回生効率向上  

シ
ス
テ
ム
制
御 

その他のシステム
制御の改良 

電力制御系の改良等＊ 制動系(制動力、回生、配分)等 
燃料噴射量・燃料カット 休止時噴射含む 
点火時期  
触媒の温度管理・過熱  
触媒の流量・排気還流  

エンジン制御の 
改良 

エンジン運転モード切替制御等＊ 回転数、動弁機構、圧縮自着火
燃焼、吸排気管、気筒休止、未
燃燃料処理等 

トルク 回生制動力、減速制御等 
回転数  
温度  
フェイルセーフ  
センサレス  

モータ制御の改良 

電力供給制御等＊ 回転角度、ｵﾝｵﾌ制御、補機駆
動、逆転切替等 

充電のマネジメント SOC(State of Charge)含む 
放電・放電深度のマネジメント  
フェイルセーフ  
故障頻度低減  
温度など環境条件補正  
劣化管理  

バッテリー制御 
の改良 

充放電可視化等＊ 電圧変換、バスパー､インバー
ター制御等 

クラッチ過渡制御  
切り替えタイミング 変速制御、モード切替制御等 
フェイルセーフ  

動力合成機構制御
の改良 

変速機構の制御等＊ ブレーキスリップﾟ制御、ベルト
狭圧力制御等 

発電機制御の改良   
冷却系 暖機含む 
エアコン・灯火類など車両補機 電動系オイルポンプ、パワステ

作動油圧､キャニスター、ラジ
エータファン制御等 

ブレーキ負圧の発生、ペダル  
操作系・表示系  

個
別
制
御 

その他の要素の 
制御の改良 

性能検査システムなど＊  
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1.4.1 技術要素と課題および課題と解決手段 

(1) 技術要素と課題 
図1.4.1-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関して、ハイブリッド車のハード

ウエア構成と課題の出願件数分布(2001～03年出願の2,166件)を示す。なお、前述したよ

うに､課題を複数付与しているものがあるため、図中の件数の単純総計は2,402件となって

いる。 

ハードウエア構成の「基本システム」、「車軸駆動方式」の中では、「パラレルハイブ

リッド」車や「前後いずれかの車軸をエンジンとモーターで駆動」させる方式に関する出

願が多い。 

課題毎の出願件数分布でみると、ハードウエア構成別で大きな差異は見られない。すな

わち、ハイブリッド車の型式を示す「基本システム」と「車軸駆動方式」間の技術開発課

題の出願件数分布は同じような傾向を示している。 

ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する技術開発課題は、「基本システム」、「車

軸駆動方式」共に「走行性能の向上」と「燃費性能の向上」に集中している。次いで、

「フェイルセーフ・安全性の向上」、「バッテリー状態の管理容易化」、「振動抑制」、

「機能追加」、「信頼性・耐久性の向上」、「車両レイアウトの改善」、「排気性能の向

上」、「コスト低減」等を課題とする出願がなされている。 

 

図1.4.1-1 ハイブリッド電気自動車のハードウエア構成と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.4.1-2に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関わる構成技術要素と課題の分布

を示す。構成技術要素の「エンジン」、「モーター」、「駆動力合成変速機」と「バッテ

リー等電力蓄積装置」に技術開発課題が集中した出願となっている。 

「エンジン」を主要な制御対象とした出願の中では、「走行性能の向上」、「燃費性能

の向上」に加えて、「排気性能の向上」や「振動抑制」に開発課題が集中している。 

シリーズハイブリッド

パラレルハイブリッド

特定なし

モーターのみで駆動

エンジンとモーターを
前後軸で分担

前後いづれかをエンジンと
モータで駆動

複合駆動方式

特定なし

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善

機
能
追
加

燃
費
性
能
向
上

走
行
性
能
向
上

排
気
性
能
向
上

冷
却
性
能
向
上

バ
ッ

テ
リ
状
態
の

管
理
容
易
化

振
動
抑
制

信
頼
性
・
耐
久
性
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・

安
全
性
の
向
上

コ
ス
ト
低
減

そ
の
他
の
課
題

基
本
シ
ス
テ
ム

車
軸
駆
動
方
式

5 2 15 13 1 4 12 3 1 3 2 4

90 133 415 460 78 18 82 125 83 140 74 63

24 6 100 76 33 15 98 39 56 67 26 36

5 2 15 13 1 4 12 3 1 3 2 4

13 69 32 54 4 1 2 10 12 25 12 15

67 39 316 358 69 15 69 100 59 104 48 41

4 24 20 15 4 2 3 8 3 3

30 7 147 109 38 17 105 52 65 70 37 40

ハードウェア構成

課
題
Ⅰ

（2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 



56 

「モーター」を主要な制御対象とした出願の中では、「燃費性能の向上」、「走行性能

の向上」に加えて、「機能追加」、「振動抑制」が多い開発課題である。これらは第二駆

動源としてのモーター機能の拡大や過負荷運転時の振動や騒音対策に関連するものである。 

「駆動力合成変速機」を主要な制御対象とする出願の中では、「走行性能の向上」、

「燃費性能の向上」が大きい開発課題である。「機能追加」、「フェイルセーフ・安全性

の向上」、「車両レイアウトの改善」も多い。「駆動力合成変速機」は「エンジン」、

「モーター」と並んでハイブリッド車の主要な構成技術要素である。「駆動力合成変速

機」を介して「エンジン」と「モーター」と組合せ、ハイブリッド車に新たな機能を付与

したり、大きさ、重量や寿命等に大きく関係するため、変速機関連の出願が増えている。 

「バッテリー等電力蓄積装置」を制御対象とする出願の中では、「バッテリー状態の管

理容易化」を課題とする出願が多い。また、「燃費性能の向上」や「フェイルセーフ・安

全性の向上」を課題とする出願が30件以上なされている。 

 

図1.4.1-2 ハイブリッド電気自動車の制御に関わる構成技術要素と課題の分布 
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6 12 164 170 102 5 5 60 19 19 3 12

20 51 120 116 3 2 4 51 37 37 17 23

2 6 20 11 4 7 6 5 7 2

55 56 141 207 3 2 7 39 22 56 31 13

16 3 38 24 1 12 162 1 22 31 18 6

5 3 11 5 4 4 1 20 28 8 4

5 8 1 4 1 3 3 4 7

10 2 35 12 3 12 5 5 11 30 18 36

課
題
Ⅰ

構成技術要素Ⅰ

（2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 
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システムマネジメントの
改良

エンジン／モータ協調制御の
改良

その他のシステム制御の
改良

エンジン制御の改良

モーター制御の改良

バッテリー制御の改良

動力合成機構制御の改良

発電機制御の改良

その他の要素の制御の改良

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善

機
能
追
加

燃
費
性
能
向
上

走
行
性
能
向
上

排
気
性
能
向
上

冷
却
性
能
向
上

バ
ッ
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態
の

管
理
容
易
化

振
動
抑
制

信
頼
性
・
耐
久
性
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・

安
全
性
の
向
上

コ
ス
ト
低
減

そ
の
他
の
課
題

シ
ス
テ
ム
制
御

個
別
制
御

16 36 126 106 28 3 28 22 13 49 14 28

7 19 68 102 6 2 30 5 14 5 2

10 6 50 18 2 1 11 6 7 10 10 15

4 3 62 70 66 1 16 15 12 3 1

19 43 65 106 3 1 7 58 44 34 18 17

9 1 36 21 3 7 133 5 29 25 15 8

35 25 75 99 1 1 15 14 34 22 6

5 5 23 14 2 1 3 9 2 4 2 2

14 3 25 13 1 24 6 6 11 28 13 24

解決手段Ⅰ

課
題
Ⅰ

(2) 課題と解決手段 
図1.4.1-3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の課題と解決手段の分布を示す。 

ハイブリッド電気自動車の制御技術の課題に対する解決手段を、「システム制御」と

「個別の制御」とに大別する。「システム制御」の中では、「システムマネジメントの改

良」を解決手段とするものが最も多く、次いで、「エンジン／モーター協調制御の改良」

が多い。電力蓄積デバイスや回生方法等の改良等を含む「その他のシステム制御の改良」

を解決手段とするものは比較的少ない。 

「個別の制御」の中では、「モーター制御の改良」を解決手段とするものが最も多いが、

「動力合成機構制御の改良」、「バッテリー制御の改良」、「エンジン制御の改良」を解

決手段とするものも多く出願されている。 

課題別にみると、「燃費性能の向上」や「走行性能の向上」課題に対しては、「システ

ムマネジメントの改良」、「エンジン・モーター協調制御の改良」や「エンジン制御の改

良」、「モーター制御の改良」、「動力合成機構制御の改良」を解決手段とする出願が多

い。「バッテリ状態の管理容易化」の課題に対しては「システムマネジメントの改良」で

対応している出願があるが、大半は「バッテリ制御の改良」を解決手段とする出願である。

また、「排気性能の向上」課題は、「エンジン制御の改良」と「システムマネジメントの

改良」で対応するものに集中している。 

「フェイルセーフ・安全性の向上」の課題は、「システムマネジメントの改良」、

「モーター制御の改良」、「バッテリー制御の改良」、「動力合成機構の改良」等で対応

している。 

「振動抑制」の課題は、「モーター制御の改良」「エンジン／モーター協調制御の改

良」等で対応している。 

 

図1.4.1-3 ハイブリッド電気自動車の制御技術の課題と解決手段の分布 
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1.4.2 システム制御の課題と解決手段 

以下、ハイブリッド電気自動車の制御技術の課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布図をもとに、さ

らに、具体的な課題Ⅱ(一部はⅢまで）と解決手段Ⅱの分布まで切り分けて、出願件数の多

い部分を取り出し、その出願人（出願人名称と対応特許番号）状況を分析する。 

 
(1) システムマネジメントと課題の詳細分布と出願人 
図1.4.2-1に、システム制御－システムマネジメントの改良に関わる詳細解決手段と車両

レイアウトの改善からその他課題に至る詳細課題分布を示す。 

燃費性能の向上課題の「システム構成要素間の協調制御システムの高効率化」に関して

は、「要求トルクのマネジメント」で対応しているものが主体を占めるが、一部は「電力

のマネジメント」で対応しているものもある。 

走行性能の向上課題の「アクセル応答性、加速性能の向上」に関しては、｢要求トルクの

マネジメント」で対応している。 

「フェイルセーフ・安全性の向上」に関しては「システム安全性のマネジメント」で対

応し、その他課題の｢情報利用によるシステムの高効率化」に関しては、「外部情報との協

調」で対応している。 

 
図1.4.2-1 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の詳細分布(1/3) 
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テ
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配
列
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軽
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3 1 7 2 5 7 15 1

11 5 10 11 1 3 8 13 40 1 1

1 1 3 3 2 2 2 1

1 2

1 1

1 1 1

1

1 3 4 5 1

解決手段Ⅰ/Ⅱ

課
　
題
Ⅱ
／
Ⅰは課題Ⅲ
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図1.4.2-1 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の詳細分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.4.2-1 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の詳細分布(3/3) 
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表1.4.2-1に、システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願件数分布を示す。 

出願が集中している課題の中で、「小型軽量化」、「４輪駆動機能」、｢トラクション制

御」、「システムの差動領域の最適化」、「システム構成要素間の協調制御」等を取り上 

 

表1.4.2-1 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願件数分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.2-1 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願件数分布(2/3) 
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車両速度のマネジメント 0 1 1 11 1 3 0 0 1 0 0 0 1

温度のマネジメント 0 0 1 1 1 0 0 0 0 2 4 0 0

排気のマネジメント 0 0 0 3 0 0 12 3 6 0 0 1 0

システム安全性のマネジメント 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0

外気温など外部環境への対応 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
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排気のマネジメント 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0
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表1.4.2-1 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願件数分布(3/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ、対応する具体的システムマネジメント改良に関わる手段との間で、出願人及び対応特

許番号を求めることとする。表中の薄く塗り潰した部分が、出願人及び対応特許番号を抽

出したエリアである。 
表1.4.2-2に、システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願人を示す。 

 「要求トルクのマネジメント」による「４輪駆動機能追加」、「トラクション制御追加」

「システム作動領域の最適化」、「アクセル応答性、加速性能による走行性能の向上」お 

 
表1.4.2-2 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願人(1/8) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

松下電器産業 特開2005-073443

日産自動車 特開2005-160249

日立製作所 特開2003-259549

ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2005-039923

特開2005-086877

特開2005-096574

ﾃﾞﾝｿｰ 特開2002-291296

ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ） 特表2005-502534

日産自動車 特許3674561

日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特開2004-067011

日立製作所 特許3621916

富士重工業 特開2004-222435

ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2004-019632

本田技研工業 特開2005-006469

車両速度のマ
ネジメント

ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(共願) 特開2005-132365
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電力のマネジメント 0 0 0 3 7 8 3 1 0 1 0 0

要求トルクのマネジメント 8 10 3 3 10 2 0 0 0 3 1 0

車両速度のマネジメント 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0

温度のマネジメント 0 0 0 0 2 1 1 1 0 0 0 1

排気のマネジメント 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

システム安全性のマネジメント 0 0 0 5 26 1 0 0 1 0 0 0

外気温など外部環境への対応 0 0 0 1 2 1 0 1 0 0 0 1

外部情報との協調 0 0 0 0 2 0 0 13 0 2 0 0
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動
抑
制

コ
ス
ト
低
減

そ
の
他
の
課
題

　　　　　　　　　 課 題 Ⅰ／Ⅱ

　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ

システム
マネジメ
ントの
改良



62 

よび「エンジンや車両振動の抑制」については、トヨタ自動車の出願比率が高いが、「電

力のマネジメント」による「システム構成要素間の協調制御によるシステムの高効率化」

や｢要求トルクのマネジメント」による「違和感の無い発進・クリープ性能向上」について

は、日産自動車の出願比率が高い。 

出願が最も集中している｢要求トルクのマネジメント」による「システム構成要素間の協

調制御によるシステム高効率化」については、外国籍企業の出願が40件中８件と比較的多

い。外国企業の主体は、ローベルト・ボッシュなどの部品メーカーである。 

その他の課題の中で、「外部情報との協調」による「情報利用によるシステムの高効率

化」については、エクォス・リサーチの６件を筆頭にトヨタグループからの出願が13件中

10件を占めている。 

 
 

表1.4.2-2 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願人(2/8) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日産自動車(5) 特開2005-053317

特開2005-151685

特開2005-151686

特開2005-160249

特許3536845

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-312961

現代自動車（韓国） 特開2005-102463

ﾄﾖﾀ自動車(6) 特開2004-106689 ﾄﾖﾀ自動車(6) 特開2004-297898

特開2004-136820 特開2005-047313

特開2005-014831 特開2005-057936

特開2005-057936 特開2005-073457

特開2005-080377 特開2005-073458

特開2005-170086 特開2005-170086

日産自動車(2) 特開2002-227679 日産自動車(2) 特開2004-268901

特許3610969 特許3610969

富士重工業 特開2005-124267 日立製作所 特開2004-297844

本田技研工業 特許3701649 富士重工業 特開2005-124267

ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2004-357375

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-143183

日産自動車 特許3610970

ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2005-067559

システム安全
性のマネジメ

ント

日産自動車 特許3573146

外部情報との
協調

日産自動車 特開2002-315106

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

機能追加

４輪駆動機能 トラクション制御

電力のマネジ
メント

要求トルクの
マネジメント

車両速度のマ
ネジメント

シ
ス

テ

ム

マ

ネ

ジ
メ

ン

ト

の

改

良
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表1.4.2-2 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願人(3/8) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-144041 日産自動車(6) 特開2005-143173
特許3551170 特開2005-143229

日産自動車(2) 特開2004-159422 特開2005-143285
特許3666438 特許3614134

ﾏﾂﾀﾞ 特許3700171 特許3627706
三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ 特許3654196 特許3714405
本田技研工業 特許3537810 ﾃﾞﾝｿｰ(2) 特開2004-147379

特開2004-260908
本田技研工業(2) 特開2004-208477

特開2005-039886
ｺﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ｴ ﾃﾞｳﾞﾛッﾌﾟﾏﾝ･ﾐｼｭﾗﾝ(ｽ 特開2002-369312
ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2005-516160
東洋電機製造,たか木設計(共願) 特開2003-269217
日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特開2003-336700
日立製作所 特開2005-184869

ﾄﾖﾀ自動車(8) 特開2002-325310 日産自動車(10) 特開2004-048866
特開2003-035171 特開2004-058776
特開2004-169582 特開2004-347080
特開2004-236411 特開2005-065347
特開2004-336983 特開2005-120907
特開2004-350362 特開2005-172145
特開2004-364432 特許3580260
特開2005-061498 特許3601508

本田技研工業(3) 特開2003-041959 特許3617467
特開2003-191762 特許3700710
特許3455203 ﾄﾖﾀ自動車(9) 特開2003-097310

ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ） 特開2003-129876 特開2003-130202
日産自動車 特開2004-019641 特開2004-136820

特開2004-297950
特開2004-360672
特開2005-086877
特開2005-125824
特開2005-180344
特開2005-185040

本田技研工業(3) 特開2005-138692
特許3547735
特許3662904

ｽｽﾞｷ(2) 特開2002-281607
特開2005-176541

ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米 特開2003-083111
特開2003-204605

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ)(2) 特表2005-513988
特表2005-515746

日野自動車(2) 特開2004-255973
特開2005-088746

日立製作所(2) 特開2002-213265
特開2002-256918

ｱｼﾞｭｰﾙ･ﾀﾞｲﾅﾐｸｽ(ｶﾅﾀﾞ) 特表2005-521364
ｼﾞｰ･ｹｰ･ｴﾇ･ｵｰﾄﾓｰﾃｨｳﾞ(ﾄﾞｲﾂ) 特開2003-202058
ZFﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋｽﾊｰﾌｪﾝ(ﾄﾞｲﾂ) 特開2005-065492
ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ精機(共願) 特開2004-032934
ﾋﾞｽﾃｵﾝ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国) 特開2003-226147
ﾔﾏﾊ発動機 特開2003-199210
日立ﾕﾆｼｱｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ 特開2003-020972
ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2003-326991

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-006406 ﾄﾖﾀ自動車 特開2003-166633
富士電機,日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(共願) 特開2002-291109 照井 聖一 特開2004-115015

ﾃﾞﾝｿｰ 特開2005-138635
ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-052672

排気のマネジ
メント

日産自動車 特開2004-162534

システム安全
性のマネジメ
ント

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-143188 本田技研工業 特開2005-172101

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ(2) 特開2005-192319 日産自動車(2) 特開2004-166392
特開2005-192349 特開2005-137135

日産自動車(2) 特許3617475 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2004-248455
特許3632634 ﾃﾞﾝｿｰ 特開2005-030369

ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国) 特開2003-047110

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
良

電力のマネジ
メント

要求トルクの
マネジメント

車両速度のマ
ネジメント
温度のマネジ
メント

外部情報との
協調

燃費性能の向上

システムの高効率化

システム作動領域の最適化 システム構成要素間の協調制御

　　　課題Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ

解決手段Ⅰ/Ⅱ
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表1.4.2-2 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願人(4/8) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2004-211575 ﾏﾂﾀﾞ(2) 特開2005-178485

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-142590 特開2005-180254

日産自動車(2) 特開2004-159422

特許3624841

ｺﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ｴ ﾃﾞｳﾞﾛッﾌﾟﾏﾝ･ﾐｼｭﾗﾝ(ｽｲｽ) 特開2004-211691

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-168083

ﾔﾝﾏｰ 特開2004-260906

本田技研工業 特開2005-039886

日産自動車(5) 特開2003-293816 ﾄﾖﾀ自動車(18) 特開2003-237425

特開2004-034844 特開2003-291691

特開2004-316502 特開2004-019812

特開2005-127236 特開2004-106689

特開2005-178689 特開2004-108490

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特許3609040 特開2004-166386

ﾃﾞﾝｿｰ 特開2005-047396 特開2004-316600

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-051886 特開2004-343838

ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ精機(共願) 特開2004-316747 特開2004-343839

日立製作所 特開2003-159967 特開2005-003148

特開2005-016440

特開2005-022486

特開2005-030510

特開2005-045862

特開2005-051832

特開2005-096574

特開2005-124282

特開2005-138719

日産自動車(10) 特開2003-219509

特開2003-237421

特開2004-058776

特開2004-225685

特開2004-248411

特開2004-312808

特開2004-343989

特開2005-061278

特開2005-138743

特許3711984

ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国)(2) 特開2003-201880

特開2004-003461

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ)(2) 特表2005-505229

特表2005-522612

日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(2)(共願) 特開2004-067011

特許3641244

ﾃﾞﾝｿｰ 特開2002-303169

三菱自動車 特開2002-271912

小松製作所 特開2003-314326

富士重工業 特開2004-222435

ﾔﾝﾏｰ 特開2002-345111 ﾄﾖﾀ自動車(6) 特開2002-331852

特開2004-203208

特開2004-262340

特開2005-020820

特開2005-143183

特開2005-160252

日産自動車(2) 特開2005-127410

特開2005-168081

本田技研工業(2) 特開2004-208445

特許3701660

ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2005-067559

温度のマネジ
メント

日産自動車 特開2005-083300

三菱自動車(2) 特開2005-113709

特開2005-113710

ﾏﾂﾀﾞ 特開2005-036659

豊田中央研究所,ﾄﾖﾀ自動車(共願) 特開2005-073447

本田技研工業 特開2005-172101

外部情報との
協調

日産自動車 特開2004-100577 ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-176480

要求トルクの
マネジメント

電力のマネジ
メント

走行性能の向上

違和感のない発進・クリープ アクセル応答性、加速性能

シ
ス

テ

ム

マ

ネ

ジ
メ

ン

ト

の

改

良

車両速度のマ
ネジメント

排気のマネジ
メント

システム安全
性のマネジメ

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ
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表1.4.2-2 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願人(5/8) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.2-2 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願人(6/8) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾃﾞﾝｿｰ 特開2004-147379 ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2004-142590

特開2005-045861

特開2005-051887

特許3587254

ﾏﾂﾀﾞ 特開2005-054751

ﾏﾂﾀﾞ 特許3722083 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-357459

特開2005-051898

日産自動車 特開2004-242450

日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特開2004-015982

本田技研工業 特開2003-102109

ﾄﾖﾀ自動車(5) 特開2003-049630 ﾃﾞﾝｿｰ 特開2003-148206

特開2003-148202

特開2003-307125

特開2004-124827

特開2005-090259

ﾏﾂﾀﾞ(3) 特開2005-036659

特開2005-048630

特開2005-051893

三菱自動車(2) 特開2005-113709

特開2005-113710

日産自動車(2) 特開2004-162534

特開2005-146910

システム安全
性のマネジメ

ント

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-051830

外気温など外
部環境への対

応

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-152649

シ
ス

テ

ム

マ

ネ

ジ
メ

ン

ト

の

改

良

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

バッテリ状態の管理容易化排気性能の向上

触媒の効率的な作動 劣化の検出・補償

電力のマネジ
メント

要求トルクの
マネジメント

排気のマネジ
メント

ﾄﾖﾀ自動車(6) 特許3747842 ﾄﾖﾀ自動車(5) 特開2002-321549

特開2003-232236 特開2003-065106

特開2004-027944 特開2003-146114

特許3729165 特開2004-249943

特開2005-127185 特開2004-350364

特開2005-180331 三菱自動車 特許3711927

日産自動車(2) 特開2003-083109 日産自動車 特開2004-245325

特開2003-130199 日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特開2003-326992

日立製作所 特許3638876

本田技研工業 特許3535140

振動抑制

エンジン振動抑制 車両振動抑制

要求トルクの
マネジメント

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ
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表1.4.2-2 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願人(7/8) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-140982 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2005-130615
特許3695414 特許3661630

日産自動車 特開2003-204603 日産自動車(2) 特開2005-160194
特許3594024

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2005-512871
三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ 特開2004-092569
日立製作所 特許3744882

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2003-111206 ﾄﾖﾀ自動車(6) 特開2002-276416
日産自動車 特開2005-143243 特開2003-220838
日立製作所 特開2002-262534 特開2003-232440

特開2004-056922
特開2005-161961
特開2005-162203

本田技研工業(2) 特開2005-138692
特許3652693

ｼﾞﾔﾄｺ 特開2005-185064
日産自動車 特許3613231

車両速度のマ
ネジメント

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2005-512498

ﾋﾞｽﾃｵﾝ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国) 特開2004-136877
日立製作所 特開2005-184977

日産自動車(3) 特開2004-132207 ﾄﾖﾀ自動車(8) 特開2002-354604
特開2005-121090 特開2004-072892
特許3573146 特開2004-215361

ｽｽﾞｷ 特開2005-155582 特開2004-222361
ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-143188 特開2004-222362

特開2005-051830
特開2005-069407
特再2003-056694

日産自動車(5) 特開2004-092885
特開2004-132207
特開2005-098251
特開2005-145245
特許3747935

富士重工業(3) 特開2005-065390
特開2005-065392
特開2005-065403

ﾀﾞｲﾊﾂ工業(2) 特開2004-159401
特開2004-208368

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2002-271911
ｼﾞｰﾒﾝｽ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2005-511396
ｽｽﾞｷ 特開2004-225576
ﾃﾞﾝｿｰ 特開2002-332910
ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ精機(共願) 特開2004-138030
国産電機 特開2002-332909
日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特開2004-159393
豊田中央研究所,ﾄﾖﾀ自動車(共願) 特開2005-073447

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2004-135417 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-153947
特開2005-023845

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ 特開2005-160269
ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-090695

電力のマネジ
メント

要求トルクの
マネジメント

温度のマネジ
メント

信頼性・耐久性の向上 フェイルセーフ・安全性の向上

システム安全
性のマネジメ
ント

外気温など外
部環境への対
外部情報との
協調

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
良

　　　　 課題Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ
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表1.4.2-2 システムマネジメントに関わる課題と解決手段の出願人(8/8) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) エンジン／モーター協調制御と課題の詳細分布と出願人 
図1.4.2-2に、システム制御－エンジン／モーター協調制御の改良に関わる詳細解決手段

と車両レイアウトからその他課題に至る詳細課題分布を示す。 

燃費性能の向上課題の「システム構成要素間の協調制御によるシステムの高効率化」、

「アイドルストップによる燃費性能の向上」に関しては、「切り替えタイミング・条件の

改良」で対応している出願が主体を占める。 

また、走行性能の向上課題の「駆動源の動力切り替え時の走行性能の向上」に関しては

「回転数と慣性力補正」で、「アクセル応答性、加速性能の改善による走行性能の向上」

に関しては｢応答性の改良」で対応しているものが多い。 

 
図1.4.2-2 エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(1/3) 
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振動抑制の「エンジン振動抑制」に関しては、「切り替えタイミング・条件の改良」で

対応している出願が主体を占める。 

 

 

図1.4.2-2 エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.4.2-2 エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(3/3) 
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表1.4.2-3に、エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布を示

す。出願が集中している課題の中で、燃費性能の向上の「アイドルストップ」、「システ

ム構成要素間の協調制御によるシステム高効率化」、走行性能の向上の「駆動源の動力切

り替え」、「アクセル応答性、加速性能」および「フェイルセーフ・安全性の向上」を取

り上げ、対応するエンジン／モーター協調制御の改良に関わる具体的手段との間で、出願

人分布を求めることとする。表中の薄く塗り潰した部分が、出願人及び対応特許番号を抽

出したエリアである。 

 
表1.4.2-3 エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表1.4.2-3 エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ッ

テ
リ
状
態
の

管
理
容
易
化

エ
ン
ジ
ン
始
動
時
間
の
短
縮

違
和
感
の
な
い
発
進
・
ク
リ
ー

プ

駆
動
源
の
動
力
切
り
替
え

ア
ク
セ
ル
応
答
性
、

加
速
性
能

エ
ン
ジ
ン
再
始
動

違
和
感
の
な
い
制
動

触
媒
の
効
率
的
な
作
動

エ
ン
ジ
ン
始
動
方
式

未
燃
ガ
ス
漏
出
防
止
な
ど

そ
の
他
の
状
態
検
出

切り替えタイミング・条件 1 9 5 8 3 2 1 0 1 2

回転数と慣性力補正 0 0 25 4 5 5 0 1 1 0

応答性の改良 1 2 6 17 1 0 1 0 0 0

フェイルセーフ 1 1 2 1 1 0 0 0 0 0

エンジン始動性の改良など 4 1 0 0 2 1 1 0 0 0

　　　　　　　　　　 課 題Ⅰ／Ⅱ

　　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ

エンジン
／モータ
協調制御
の改良

走
行
性
能
の
向
上

排
気
性
能
の
向
上

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト

の
改
善

小
型
軽
量
化

駆
動
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト
機
能

４
輪
駆
動
機
能

ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
制
御

ア
イ
ド
ル
ス
ト
ッ

プ

エ
ネ
ル
ギ
ー

回
生

シ
ス
テ
ム
作
動
領
域
の
最
適
化

シ
ス
テ
ム
構
成
要
素
間
の
協
調
制
御

個
別
ユ
ニ
ッ

ト
の
高
効
率
化

切り替えタイミング・条件 4 0 7 0 13 5 3 20 3

回転数と慣性力補正 0 1 1 1 6 0 0 3 0

応答性の改良 1 0 3 1 1 1 1 5 0

フェイルセーフ 0 1 4 2 0 0 0 1 1

エンジン始動性の改良など 2 0 0 0 2 0 1 2 0

機
能
追
加

燃
費
性
能
の
向
上
システムの
高効率化

エンジン
／モータ
協調制御
の改良

　　　　　　　 課 題 Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ

　　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ



70 

表1.4.2-3 エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(3/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表1.4.2-4に、エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の出願人を示す。 

「切り替えタイミング･条件の改良」による「アイドルストップによる燃費性能向上」お
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表1.4.2-4 エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の出願人(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(6) 特開2002-213273 ﾄﾖﾀ自動車(7) 特開2003-035173
特開2002-327778 特開2004-140942
特開2003-328807 特開2004-204740
特開2004-052599 特開2004-285890
特開2004-052693 特開2005-170317
特開2004-339943 特許3705221

本田技研工業(2) 特許3746775 特許3707411
特許3574121 本田技研工業(4) 特開2003-343303

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ 特開2004-052671 特開2005-006470
ｽｽﾞｷ 特開2002-276406 特開2005-027465
ﾃﾞﾝｿｰ 特開2004-017666 特開2005-057824
三菱電機 特開2004-190585 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(2) 特開2003-237383
日産自動車 特開2004-076625 特許3745697

日野自動車(2) 特開2005-163587
特許3699404

ﾃﾞﾝｿｰ 特開2003-341336
ﾔﾏﾊ発動機 特開2003-191775
ﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨ･ｵﾌﾞ･ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ(米国) 特表2004-527193
山手 忠孝 特開2003-113705
日立製作所 特許3651847

ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2005-030281 日産自動車(2) 特許3555618
特開2005-048596 特許3580302
特開2005-090307 ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-263646

日産自動車(2) 特開2005-133682
特開2005-162081

ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(共願) 特開2004-353782
本田技研工業 特許3706846 ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2004-239152

特開2004-242464
特開2005-016547

三菱自動車 特開2004-092456
日産自動車 特開2004-098715

フェイルセー
フ

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-090397

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-105885 ﾌｫｰﾄﾞ･ﾓｰﾀｰ(米国) 特開2003-327103
本田技研工業 特開2004-027884 日立ﾕﾆｼｱｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ 特開2003-018705
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表1.4.2-4 エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の出願人(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(2) 特開2004-215402 ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2004-136854

特開2005-061224 特開2004-204707

本田技研工業(2) 特開2005-024048 特開2005-163551

特開2005-051947 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(2) 特開2004-215396

日産自動車 特開2005-145150 特開2004-215402

住友電気工業 特開2004-156536

日産自動車 特許3627664

本田技研工業 特開2003-343304

ﾄﾖﾀ自動車(12) 特開2003-212004 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-203368

特開2004-056899 特開2005-110461

特開2004-201408 日産自動車(2) 特開2005-162081

特開2004-243991 特許3575479

特開2004-245154

特開2004-350363

特開2005-030281

特開2005-051847

特開2005-081931

特開2005-090307

特開2005-133907

特開2005-192284

日産自動車(5) 特開2004-316831

特開2005-124283

特開2005-133682

特許3575479

特許3580302

本田技研工業(4) 特開2002-349309

特開2002-349310

特許3549876

特許3712670

ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ精機(共願) 特開2005-048622

日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特開2004-066840

日立製作所 特開2004-225563

富士重工業 特開2005-130564

日産自動車(3) 特開2004-098715 ﾄﾖﾀ自動車(6) 特許3747869

特許3613273 特開2004-112905

特許3700709 特開2004-147384

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-108342 特開2004-194414

特開2005-163667 特開2004-278712

本田技研工業 特許3706846 特開2004-278713

日産自動車(4) 特開2004-222442

特開2004-343926

特開2005-110469

特開2005-117717

三菱自動車(2) 特開2004-092456

特開2004-304934

ｽｽﾞｷ 特開2002-364452

ﾏﾂﾀﾞ 特開2005-171842

ﾔﾝﾏｰ 特許3708925

日立製作所 特開2004-304971

明電舎 特開2002-235575

日産自動車 特開2005-161933 富士重工業 特開2004-204712

日立製作所 特開2004-262373
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表1.4.2-4 エンジン／モーター協調制御に関わる課題と解決手段の出願人(3/3) 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) その他のシステム制御と課題の詳細分布と出願人 
図1.4.2-3に、その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の詳細分布を示す。 

出願が集中している燃費性能向上課題の「エネルギー回生による燃費性能向上」や走行

性能の向上の「違和感の無い制動」に関しては、「回生効率の改良」で対応している。ま

た、「フェイルセーフ・安全性の向上」や｢操縦安定性能向上」に関しては、「電力制御系

の改良等の多種のシステム制御改良手段」で対応している。 

 
 

図1.4.2-3 その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 

日産自動車(7) 特開2004ｰ032904 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2003ｰ072429

特開2004ｰ100504 特開2003ｰ174705

特開2004ｰ170518 ｵｰﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ 特開2003ｰ127719

特開2004ｰ183570 日産自動車 特開2005ｰ185055

特開2004ｰ183571 日野自動車,ﾄﾖﾀ自動車(共願) 特開2002ｰ271910
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本田技研工業 特許3712684

ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2003ｰ013758 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(2) 特開2004ｰ312935
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図1.4.2-3 その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.4.2-3 その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(3/3) 
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表1.4.2-6に、その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布を示す。出

願が集中している課題として薄く塗り潰した部分を取り上げ、出願人名称と対応特許番号

を求めた。 

 

表1.4.2-6 その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.2-6 その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(2/3) 
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表1.4.2-6 その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(3/3) 
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表1.4.2-7に、その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の出願人を示す。 

｢回生効率の改良｣による「エネルギー回生による燃費性能向上」については、全26件中、

日産自動車(７件)、トヨタ自動車（５件)、三菱自動車､本田技研工業(各３件)と続く。外

国籍企業では、フォードが３件出願している。また、｢回生効率の改良｣による「違和感の

ない制動による走行性能の向上」については、全7件中、自動車メーカーに伍して日立製作

所が２件出願している。 

 
表1.4.2-7 その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の出願人(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表1.4.2-7 その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の出願人(2/3) 
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表1.4.2-7 その他のシステム制御に関わる課題と解決手段の出願人(3/3) 
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1.4.3 個別要素制御技術の課題と解決手段 

(1) エンジン制御 
図1.4.3-1に、エンジン制御の改良に関わる詳細解決手段と詳細課題分布を示す。 

燃費性能の向上課題の「アイドルストップ」に関しては、「燃料噴射量・燃料カット」

及び「エンジン運転モード切替制御など」の改良で対応している。 

排気性能向上課題の「触媒の効率的な作動」に関しては、｢触媒の温度管理・過熱｣の改

良で対応しているものが多い。一方、課題｢エンジン始動方式｣に関しては「燃料噴射量・

燃料カット」で対応しているものが多い。 

課題「信頼性・耐久性の向上」や「フェイルセーフ・安全性の向上」に関しては、「エ

ンジン運転モード切替制御など」で対応している。 

 
図1.4.3-1 エンジン制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.4.3-1 エンジン制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(2/3) 
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最
適
化

シ
ス
テ
ム
構
成
要
素

間
の
協
調
制
御

個
別
ユ
ニ
ッ

ト
の

高
効
率
化

燃費性能の向上

ア
イ
ド
ル
ス
ト
ッ

プ

エ
ネ
ル
ギ
ー

回
生

走
行
パ
タ
ー

ン
予
測

な
ど

システムの高効率化

エ
ン
ジ
ン
制
御
の
改
良

小
型
軽
量
化

レ
イ
ア
ウ
ト
・
配
列
の

最
適
化

モ
ジ
ュ
ー

ル
化

ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
制
御

車両レイアウトの
改善

機能追加

A
B
S
と
の
協
調
制
御

駆
動
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト

機
能

４
輪
駆
動
機
能

13 3 4 3

1 2 2

1 1 2

1

4 1 11 2 9 4 5

課
　
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

は課題Ⅲ
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図1.4.3-1 エンジン制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(3/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 表 1.4.3-1 に、エンジン制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布を示す。出願が集

中している課題として薄く塗り潰した部分を取り上げ、出願人名称と対応特許番号を求め

た。 
 

表1.4.3-1 エンジン制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

燃料噴射量・燃料カット

点火時期

触媒の温度管理・過熱

触媒の流量・排気還流

エンジン運転モード
切替制御など

エ
ン
ジ
ン
振
動
抑
制

モ
ー

タ
ー

振
動
抑
制

車
両
振
動
抑
制

補
助
装
置
な
ど

部
品
構
成
・
点
数
削
減

シ
ス
テ
ム
・
ユ
ニ
ッ

ト

原
価
削
減

バ
ッ

テ
リ
交
換
費
用

低
減

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

低
減

情
報
利
用
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
の
高
効
率
化

衝
突
安
全
性
能
の
改
善

操
縦
安
定
性
能
の
改
善

Ｅ
Ｍ
Ｉ
（

電
磁
気
ノ
イ

ズ
）

の
改
善

走
行
精
度
な
ど
の
改
善

その他の課題コスト低減

エ
ン
ジ
ン
制
御
の
改
良

信
頼
性
・
耐
久
性
の
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・

安
全
性
の
向
上

振動抑制

4 1 2 1 1

3 1

1 2

4 1 3 12 9 2

課
　
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ／Ⅱ

（2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト

の
改
善

小
型
軽
量
化

駆
動
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト
機
能

４
輪
駆
動
機
能

ア
イ
ド
ル
ス
ト
ッ

プ

エ
ネ
ル
ギ
ー

回
生

シ
ス
テ
ム
作
動
領
域
の
最
適
化

シ
ス
テ
ム
構
成
要
素
間
の
協
調
制
御

個
別
ユ
ニ
ッ

ト
の
高
効
率
化

燃料噴射量・燃料カット 0 0 0 13 3 4 3 0

点火時期 0 1 0 2 0 0 0 2

触媒の温度管理・過熱 0 0 1 1 0 2 0 0

触媒の流量・排気還流 0 0 0 0 1 0 0 0

エンジン運転モード切替制御など 4 1 0 11 2 9 4 5

機
能
追
加

燃
費
性
能
の
向
上
システムの
高効率化

エンジン
制御
の改良

　　　　　　　 課 題 Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ

　　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ
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表1.4.3-1 エンジン制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.3-1 エンジン制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(3/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ッ

テ
リ
状
態
の

管
理
容
易
化

エ
ン
ジ
ン
始
動
時
間
の
短
縮

違
和
感
の
な
い
発
進
・
ク
リ
ー

プ

駆
動
源
の
動
力
切
り
替
え

ア
ク
セ
ル
応
答
性
、

加
速
性
能

エ
ン
ジ
ン
再
始
動

違
和
感
の
な
い
制
動

触
媒
の
効
率
的
な
作
動

エ
ン
ジ
ン
始
動
方
式

未
燃
ガ
ス
漏
出
防
止
な
ど

温
度
特
性
の
補
償

燃料噴射量・燃料カット 7 6 2 7 8 3 4 11 3 1

点火時期 1 0 1 3 1 1 3 1 0 0

触媒の温度管理・過熱 1 0 0 0 0 0 17 2 1 0

触媒の流量・排気還流 0 0 1 0 0 0 7 1 1 0

エンジン運転モード切替制御など 9 3 0 5 9 3 6 5 7 0

エンジン
制御の
改良

　　　　　　　　　　 課 題Ⅰ／Ⅱ

　　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ

走
行
性
能
の
向
上

排
気
性
能
の
向
上

そ
の
他
の
課
題

エ
ン
ジ
ン
振
動
抑
制

車
両
振
動
抑
制

補
助
装
置
な
ど

信
頼
性
・
耐
久
性
の
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・
安
全
性
の
向
上

部
品
構
成
・
点
数
削
減

シ
ス
テ
ム
・
ユ
ニ
ッ

ト
原
価
削
減

情
報
利
用
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
高
効
率
化

燃料噴射量・燃料カット 4 0 0 1 2 1 0 1

点火時期 3 0 0 0 1 0 0 0

触媒の流量・排気還流 1 0 0 2 0 0 0 0

エンジン運転モード切替制御など 4 1 3 12 9 0 2 0

振
動
抑
制

コ
ス
ト
低
減

エンジン
制御の
改良

　　　　　　　　　 課 題 Ⅰ／Ⅱ

　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ
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表1.4.3-2に、エンジン制御に関わる課題と解決手段の出願人を示す。 

「触媒の温度管理・過熱」による「触媒の効率的な作動」や「燃料噴射量・燃料カット」

による「エンジン始動方式の改善」については、トヨタ自動車からの出願が主体を占めて 

いる。一方、「燃料噴射量・燃料カット」による「アイドルストップによる燃費性能向上」

は、トヨタ自動車からの出願が主体を占めるが、本田技研工業からの出願も多い。 
「エンジン運転モード切替制御などのその他の改良」に対応する「アイドルストップによ

る燃費性能の向上」や「アクセル応答性､加速性能の向上」については、トヨタ自動車を始

めとするトヨタグループからの出願が殆どであるが、「エンジン運転モード切替制御などの

その他の改良」に対応する「システム作動領域の最適化」や「エンジン再始動による走行

性能向上」については、日産自動車、本田技研工業、三菱自動車工業からの出願が主体を 
占めている。また、「燃料噴射量・燃料カット」や「エンジン運転モード切替制御などそ

の他の制御」に対応する「エンジン始動時間の短縮」による「走行性能向上」については、

トヨタ自動車からの出願が多い。 

 

 

表1.4.3-2 エンジン制御に関わる課題と解決手段の出願人(1/5) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(6) 特開2002-221063 ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-069029
特開2004-044469 日産自動車 特開2004-019587
特開2004-076670 日野自動車 特許3585895
特開2004-143957 富士重工業 特開2004-257368
特開2004-183613
特開2005-009474

本田技研工業(3) 特開2002-242717
特開2002-242719
特許3701567

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2002-295283
ﾏﾂﾀﾞ 特開2004-052656
日産自動車 特開2004-257259
日立製作所 特許3746768
ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2004-204682
ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-316555
ﾄﾖﾀ自動車 特開2002-276408 日野自動車 特許3722769

本田技研工業 特開2005-022584
ﾄﾖﾀ自動車(8) 特開2002-371869 日産自動車(3) 特開2003-070102

特開2002-371870 特開2004-084531
特開2004-092457 特開2004-278340
特開2004-092463 本田技研工業(2) 特許3594954
特開2004-232488 特許3607261
特開2005-042560 ﾃﾞﾝｿｰ 特開2004-137905
特開2005-042561 ﾄﾖﾀ自動車 特許3744496
特開2005-155357 日野自動車 特開2003-239778

ﾀﾞｲﾊﾂ工業(2) 特開2004-183519 富士重工業 特開2003-328836
特開2005-042566

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2005-016505

エ
ン
ジ
ン
制
御
の
改
良

点火時期

触媒の温度管
理・過熱
エンジン運転
モード切替制
御など

燃料噴射量・
燃料カット

燃費性能の向上

アイドルストップ システム作動領域の最適化

システムの高効率化

　　 課題Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ

解決手段Ⅰ/Ⅱ
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表1.4.3-2 エンジン制御に関わる課題と解決手段の出願人(2/5) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.3-2 エンジン制御に関わる課題と解決手段の出願人(3/5) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2002-364417

特開2003-293826

特開2003-343308

特開2005-120905

三菱自動車 特許3705361

日野自動車 特開2004-060498

日立製作所 特開2004-218555

点火時期 本田技研工業 特許3571014

触媒の温度管
理・過熱

日産自動車 特開2003-097356

ﾄﾖﾀ自動車(7) 特開2002-303195

特開2002-303231

特開2002-339781

特開2002-371872

特開2003-262141

特開2004-092457

特開2004-092463

日産自動車(2) 特開2004-236425

特開2005-090303

エンジン始動時間の短縮

走行性能の向上

燃料噴射量・
燃料カット

エンジン運転
モード切替制

御など

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

エ
ン

ジ

ン

制

御

の
改

良

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2003-278590 ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2004-027953

特開2004-176641 特開2004-176544

日産自動車(2) 特開2004-011486 特開2004-190596

特開2004-270512 特開2005-180380

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2002-305805 ﾏﾂﾀﾞ(3) 特開2004-027962

ﾏﾂﾀﾞ 特開2004-204746 特開2004-036490

三菱自動車 特開2002-339774 特開2004-204746

日立製作所 特開2003-106194

ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2004-346811 ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-084599

特開2005-009395

特開2005-009396

ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2004-009815 三菱自動車(2) 特開2004-011552

特開2004-011456 特開2004-332564

特開2004-011468 日産自動車(2) 特開2002-227694

特開2004-076687 特開2004-332681

日産自動車 特開2003-312318 ｱｲｼﾝ精機 特開2002-256910

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ 特開2004-028019

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特開2005-042566

ﾄﾖﾀ自動車 特開2002-213261

富士重工業 特開2003-328757

走行性能の向上

アクセル応答性、加速性能 エンジン再始動

燃料噴射量・
燃料カット

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

エ
ン

ジ

ン

制

御

の
改

良

点火時期

エンジン運転
モード切替制

御など
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表1.4.3-2 エンジン制御に関わる課題と解決手段の出願人(4/5) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.3-2 エンジン制御に関わる課題と解決手段の出願人(5/5) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2002-213276 ﾄﾖﾀ自動車(7) 特開2003-343319

特開2004-169646 特開2004-076670

特開2005-069029 特開2004-245120

三菱自動車 特開2003-343253 特開2004-324439

特開2005-188331

特許3661606

特許3714274

ﾃﾞﾝｿｰ 特開2003-148201

ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国) 特許3753671

ﾏﾂﾀﾞ 特開2004-197708

日立製作所 特開2003-003888

ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2003-247435 ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-124826

特開2004-124826

特開2004-251178

ﾄﾖﾀ自動車(12) 特開2002-285878 ﾏﾂﾀﾞ 特開2004-197707

特開2002-349251 富士重工業 特開2004-092428

特開2004-320841

特開2004-324424

特開2004-340102

特開2005-051863

特開2005-113703

特開2005-133563

特許3573206

特許3608516

特許3700715

特許3716799

日産自動車(2) 特開2004-197703

特開2004-278465

三菱自動車 特開2005-120887

日野自動車 特開2004-285908

富士重工業 特開2004-092428

ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2003-247417 ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-176710

特開2004-019519

特開2004-176710

ﾏﾂﾀﾞ(2) 特開2005-048620

特開2005-051872

三菱自動車 特開2005-120889

日産自動車 特開2005-061312

ﾄﾖﾀ自動車(5) 特開2002-303129 ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2004-245116

特開2003-232217 特開2004-308571

特開2003-328799 特開2004-324442

特開2004-011431 ｾﾞﾈﾗﾙ･ﾓｰﾀｰｽ(米国) 特開2004-225704

特開2005-106023 日産自動車 特開2004-143939

ﾄﾖﾀ自動車,豊田中央研究所(共願) 特開2003-083121

排気性能の向上

エンジン始動方式触媒の効率的な作動

燃料噴射量・
燃料カット

点火時期

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

エ
ン

ジ

ン

制

御

の
改

良

触媒の温度管
理・過熱

触媒の流量・
排気還流

エンジン運転
モード切替制

御など

燃料噴射量・
燃料カット

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-028066

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-340154
特許3622678

ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2003-293711
特開2004-176545
特開2005-042701
特開2005-055289

日産自動車(4) 特開2004-011460
特開2004-150291
特開2005-090303
特許3536838

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2003-193878
ﾔﾝﾏｰ 特開2004-257293
天堀 平衛 特開2003-293804
本田技研工業 特許3481226

エ
ン
ジ
ン
制
御
の
改
良

信頼性・耐久性の向上

触媒の流量・
排気還流

　　　　 課題Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

エンジン運転
モード切替制
御など
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(2) モーターおよび発電機制御 
図1.4.3-2に、モーター及び発電機制御の改良に関わる詳細解決手段と詳細課題分布を示

す。モーター及び発電機制御に関する課題と解決手段の分布は広く分布しており、特定の

手段や課題に偏っていない。 

課題「車両レイアウトの改善」の｢小型軽量化｣や課題「機能追加」の「４輪駆動機能」

や「トラクション制御」に関しては、「モーター制御の改良/トルク」で対応しているもの

が多い。 

「燃費性能の向上」課題の「エネルギー回生」に関しては「モーター制御の改良/トルク」

や「発電機制御の改良」で対応している。 

また、走行性能の向上に関わる課題の多くが「モーター制御の改良/トルク」により、解

決されている。 

「振動抑制」課題の｢エンジン振動抑制｣や「車両振動抑制」に関しても「モーター制御

の改良/トルク」で対応しているものが多い。 

「信頼性・耐久性の向上」課題に関しては、「モーター制御の改良」中の「電力供給制

御など」や「トルク」、｢回転数｣などの解決手段で対応している。 

「その他の課題」の｢操縦安定性能の改善｣に関しては、「モーター制御の改良」の「ト

ルク」の改良で対応しているものが多い。 

 

 

図1.4.3-2 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 

トルク

回転数

温度

フェイルセーフ

センサレス

電力供給制御など

シ
ス
テ
ム
作
動
領
域

の
最
適
化

シ
ス
テ
ム
構
成
要
素

間
の
協
調
制
御

個
別
ユ
ニ
ッ

ト
の

高
効
率
化

機能追加

レ
イ
ア
ウ
ト
・
配
列
の

最
適
化

４
輪
駆
動
機
能

システムの高効率化

燃費性能の向上
車両レイアウトの

改善

ア
イ
ド
ル
ス
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プ
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A
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御
の
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化

駆
動
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト

機
能

小
型
軽
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9 3 13 16 1 3 8 4 5 5

2 1 1 1 3 1 3 2 4
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図1.4.3-2 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.4.3-2 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(3/3) 
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表1.4.3-3に、モーター及び発電機制御の改良に関わる課題と解決手段の出願件数分布を

示す。表中薄く塗り潰した部分が、出願人及び対応特許番号を抽出したエリアである。 

 
 

表1.4.3-3 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表1.4.3-3 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(2/3) 
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表1.4.3-3 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(3/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表1.4.3-4に、モーター及び発電機制御の改良に関わる課題と解決手段の出願人を示す。 

出願人分布をみると、トヨタ自動車を核とするトヨタグループが、「４輪駆動機能」追加や

「トラクション制御」機能追加よび「アクセル応答性、加速性能」向上等の課題に対して、
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表1.4.3-4 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の出願人(1/7) 
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表1.4.3-4 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の出願人(2/7) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.3-4 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の出願人(3/7) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(7) 特開2003ｰ032802 ﾄﾖﾀ自動車(10) 特開2004ｰ096823

特開2004ｰ166383 特開2004ｰ096824

特開2004ｰ320899 特開2004ｰ147385

特開2004ｰ320900 特開2004ｰ166383

特開2005ｰ035475 特開2004ｰ336910

特開2005ｰ124287 特開2005ｰ014711

特開2005ｰ137063 特開2005ｰ051833

日産自動車(3) 特開2004ｰ052625 特開2005ｰ051834

特開2004ｰ096969 特開2005ｰ051888

特開2005ｰ126056 特開2005ｰ124287

本田技研工業(2) 特開2004ｰ112956 日産自動車(3) 特開2004ｰ096969

特開2004ｰ222413 特開2004ｰ345575

ﾄﾖﾀ自動車,ﾃﾞﾝｿｰ(共願) 特開2004ｰ242371 特開2005ｰ006395

ﾏﾂﾀﾞ 特開2005ｰ151723

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 特開2004ｰ284560

本田技研工業 特開2004ｰ222413

回転数 日産自動車 特許3582521 ﾄﾖﾀ自動車 特開2005ｰ051889

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004ｰ364458 ﾄﾖﾀ自動車(5) 特開2004ｰ096822

特開2004ｰ096825

特開2004ｰ096939

特開2005ｰ051848

特開2005ｰ051850

日産自動車(2) 特開2005ｰ137099

特許3555617

栃木富士産業 特開2005ｰ098489

日産自動車(2) 特開2005ｰ127235 日産自動車 特開2005ｰ127235

特開2005ｰ130597 日立製作所 特開2004ｰ096932

日立製作所 特開2004ｰ262345

機能追加

４輪駆動機能 トラクション制御

トルク

フェイルセー
フ

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

電力供給制御
など

発電機制御の
改良

モ
ー

タ
ー

制

御

の
改

良

日産自動車(2) 特開2004-282903
特許3700606

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2003-035361
ﾄﾖﾀ自動車 特開2002-371880
ﾋﾞｽﾃｵﾝ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国) 特開2003-009311
曙ﾌﾞﾚｰｷ中央技術研究所 特開2002-218601
日立製作所 特開2004-229408
本田技研工業 特開2003-209905

回転数 本田技研工業 特開2002-247709
フェイルセー
フ

日本車輌製造,東栄電機(共願) 特開2004-304909

電力供給制御
など

森本 高広 特開2003-274620

日産自動車(3) 特開2004-248472
特開2005-112070
特開2005-130669

ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ 特開2003-276452
ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特開2004-120865
ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-102365
本田技研工業 特開2004-187331

トルク

発電機制御の
改良

モ
ー

タ
ー

制
御
の
改
良

エネルギー回生
　　　　 課題Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ
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表1.4.3-4 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の出願人(4/7) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.3-4 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の出願人(5/7) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(9) 特開2002-326526 ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2003-020963

特開2003-087906 特開2003-020966

特開2003-278574 特開2003-042047

特開2004-064972 特開2005-180230

特開2004-147385 本田技研工業(3) 特開2002-332937

特開2004-360528 特開2003-138958

特開2005-012864 特開2003-201942

特開2005-161897 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2002-364401

特許3585121 ｼｰﾒﾝｽ･ｳﾞｨｰﾃﾞｨｰｵｰ･ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ 特開2003-252072

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(8) 特開2002-300702 ﾏﾂﾀﾞ 特許3729147

特開2002-335604 東芝 特開2004-248458

特開2002-369313 日産自動車 特許3614127

特開2002-369314 日立製作所,日産自動車(共願) 特許3726051

特開2004-211605

特開2004-215404

特開2004-330848

特開2004-364453

日産自動車(5) 特開2005-130560

特開2005-184969

特許3610972

特許3675341

特許3714210

日立製作所 特開2004-254375

本田技研工業 特開2003-189413

ﾄﾖﾀ自動車 特開2002-337573 ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国) 特開2003-129926

ﾄﾖﾀ自動車,ﾃﾞﾝｿｰ(共願) 特開2002-213592 本田技研工業 特許3499852

日産自動車 特許3685138

温度 国産電機 特開2002-305802

フェイルセー
フ

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-096939

三菱自動車 特開2004-129390 ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-225623

日産自動車 特許3555617 本田技研工業 特許3701568

日産自動車(4) 特開2005-110479

特開2005-185004

特開2005-185006

特許3555603

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-182034

特開2004-217096

走行性能の向上

アクセル応答性、加速性能 エンジン再始動

トルク

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

モ
ー

タ
ー

制

御

の
改

良

回転数

電力供給制御
など

発電機制御の
改良

日産自動車(6) 特開2002-271903 ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2002-340172

特開2004-320850 特開2005-020865

特許3508742 特開2005-045879

特許3555602 特開2005-151620

特許3700612 日産自動車(3) 特開2004-058885

特許3719195 特開2004-320926

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2005-161897 特開2005-168115

特許3612711 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(2) 特開2003-254110

三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ(2) 特開2003-061205 特開2004-215404

特開2003-070107 現代自動車（韓国）(2) 特開2004-104981

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2002-247707 特開2004-274990

ｼﾞﾔﾄｺ 特開2002-262408 ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ精機(共願) 特開2004-169842

ZFﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋｽﾊｰﾌｪﾝ(ﾄﾞｲﾂ) 特開2004-331058 ﾄﾖﾀ自動車,ﾃﾞﾝｿｰ(共願) 特開2002-204503

ﾃﾞﾝｿｰ 特開2004-236462 ﾔﾏﾊ発動機 特開2003-199209

ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ精機(共願) 特開2004-282852 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 特開2004-320852

ﾏﾂﾀﾞ 特開2005-151723

現代自動車（韓国） 特開2004-104981

日立製作所 特開2004-023887

本田技研工業 特開2002-291105

日産自動車(2) 特開2004-278315 ﾄﾖﾀ自動車 特開2003-278577

特許3582521 ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国) 特開2003-129878

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2004-076592

日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(2)(共願) 特開2004-052851

特許3586697

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特開2004-153939

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-160136

ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2004-096954

電力供給制御
など

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-248433 ｼﾞﾔﾄｺ 特開2005-110395

日産自動車(2) 特開2005-185012

特許3594004

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特開2004-120865

回転数

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

モ
ー

タ
ー

制

御

の
改

良

フェイルセー
フ

トルク

発電機制御の
改良

走行性能の向上

違和感のない発進・クリープ 駆動源の動力切り替え
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表1.4.3-4 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の出願人(6/7) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2003-291661 ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2003-013770

特開2004-011516 特開2003-212005

特開2005-180405 特開2004-208473

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(2) 特開2002-309982 日産自動車(3) 特開2003-139234

特開2004-211605 特開2003-333710

本田技研工業(2) 特開2005-065408 特開2005-102492

特開2005-065409 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(2) 特開2003-018706

いすゞ自動車 特開2002-305807 特開2003-182405

ｼﾞﾔﾄｺ 特開2003-294123 日立製作所,日産自動車(2)(共願) 特開2003-088152

ﾏﾂﾀﾞ 特開2002-364407 特開2003-219514

日産自動車 特許3714289 富士重工業(2) 特開2003-102105

日立製作所 特開2003-209906 特許3742581

本田技研工業(2) 特開2003-284207

特開2003-348710

ｼｰﾒﾝｽ･ｳﾞｨｰﾃﾞｨｰｵｰ･ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ 特開2003-252072

ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ精機(共願) 特開2004-169842

ﾄﾖﾀ自動車,豊田中央研究所(共願) 特開2005-184999

ﾌｫｰﾄﾞ･ﾓｰﾀｰ(米国) 特開2004-007972

現代自動車（韓国） 特開2004-040993

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 特許3739728

日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特開2004-147491

日本精工 特開2003-212007

日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ,日立製作所,日産
自動車(共願)

特許3626432

日立製作所 特許3694682

豊田中央研究所,ﾄﾖﾀ自動車(共願) 特開2004-159404

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-353630 ﾃﾞﾝｿｰ(2) 特開2003-079197

日産自動車 特開2004-027998 特開2003-165330

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-008009

栃木富士産業 特開2005-098489

ﾏﾂﾀﾞ 特開2005-048617 ﾄﾖﾀ自動車 特許3705198

三菱自動車 特開2004-104900 日産自動車 特開2005-185066

モ
ー

タ
ー

制

御

の
改

良

振動抑制

トルク

回転数

電力供給制御
など

発電機制御の
改良

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ エンジン振動抑制 車両振動抑制
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表1.4.3-4 モーター及び発電機制御に関わる課題と解決手段の出願人(7/7) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(4) 特開2003-061203 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-210028
特開2003-199206 特開2005-051834
特開2003-199207 日産自動車(2) 特開2003-134605
特開2003-259509 特開2004-023857

ｽｽﾞｷ(2) 特開2004-229371
特開2004-229372

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2002-349405
特開2004-225871

日産自動車 特開2005-185065
日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特開2004-147491
富士重工業 特開2003-182396
本田技研工業 特許3696571
ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2004-187412 日産自動車(3) 特開2002-291149

特許3521873 特開2004-176623
特許3651425 特許3534077

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(2) 特開2003-092802 本田技研工業(2) 特開2003-314415
特開2003-143707 特開2005-039887

ｴｸｾﾃﾞｨ 特開2003-335152 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2003-199212
日立製作所 特開2003-180095 ﾃﾞﾝｿｰ 特開2003-009573
本田技研工業 特許3549873 ﾄﾖﾀ自動車 特許3551927
ﾄﾖﾀ自動車 特開2003-220856
国産電機 特開2002-305891
本田技研工業 特開2002-369578
ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-160136 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(4) 特開2003-257552
ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国) 特開2003-199385 特開2004-215390
日産自動車 特許3671946 特開2005-057817

特開2005-057818
日産自動車(3) 特開2004-112982

特開2004-215374
特許3661671

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2003-032805
特開2005-027441

三菱重工業(2) 特開2005-033896
特開2005-033901

本田技研工業(2) 特開2002-240585
特開2005-080437

松下電器産業 特開2004-350496
東芝 特開2004-187339
日立製作所,日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(共 特開2003-153401

日立製作所 特開2003-023800 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2004-112942
本田技研工業 特許3688673 本田技研工業 特許3688673
ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米 特開2003-180001 日産自動車(2) 特開2003-333701

特開2003-199386 特開2005-137169
特開2003-204693 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2003-047107

日産自動車(2) 特開2003-153588 本田技研工業 特開2005-027379
特開2005-160185

日本精工(2) 特許3700773
特許3700774

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2003-164010
ｻﾝﾃﾞﾝ 特開2003-070281
ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特開2004-159400
三洋電機,三洋電機空調(共願) 特開2003-333866
東芝 特開2004-015892
日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 特開2003-260942
日立製作所,日産自動車(共願) 特開2005-065349
日立製作所,日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ,日
産自動車(共願)

特開2003-061210

豊田中央研究所,ﾄﾖﾀ自動車(共願) 特許3750626
ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(2) 特開2003-061206 日産自動車(3) 特開2004-147420

特開2004-080849 特開2004-332894
特開2005-119399

ﾄﾖﾀ自動車,ﾄﾖﾀﾏｯｸｽ(共願) 特開2002-218646

信頼性・耐久性の向上 フェイルセーフ・安全性の向上
　　　　 課題Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ
トルク

回転数

温度

モ
ー

タ
ー

制
御
の
改
良

フェイルセー
フ

センサレス

電力供給制御
など

発電機制御の
改良
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(3) バッテリー制御 
図1.4.3-3に、バッテリー制御の改良に関わる詳細解決手段と詳細課題の分布を示す。 

「燃費性能向上」課題の「エネルギー回生」に関しては、「充電のマネジメント（含む

SOC=バッテリーの残量容量）」で対応している。 

「バッテリー状態の管理容易化」課題の｢劣化の検出・補償｣に関しては、｢充電のマネジ

メント（含むSOC）｣と｢劣化管理｣で対応している出願が多い。｢その他の状態検出｣に関し

ても、｢充電のマネジメント（含むSOC）｣で対応している出願が多い。 

｢信頼性・耐久性の向上｣課題に関しては、｢充電のマネジメント（含むSOC）｣で対応して

いるものが多いのに対して、「フェイルセーフ・安全性の向上」課題に関しては、バッテ

リーの「フェイルセーフ」化による改良で対応しているものが多い。 

 
 
 

図1.4.3-3 バッテリー制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 

充電のマネジメント
(含むSOC)

放電・放電深度の
マネジメント

フェイルセーフ

故障頻度低減

温度等環境条件補正

劣化管理

充放電量可視化など

シ
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ム
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の
協
調
制
御

個
別
ユ
ニ
ッ

ト
の

高
効
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制
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モ
ジ
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化
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改善

レ
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ア
ウ
ト
・
配
列
の

最
適
化

小
型
軽
量
化

機能追加 燃費性能の向上
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制
御
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制
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駆
動
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト

機
能
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能
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イ
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プ

走
行
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タ
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ン
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測

な
ど

システムの高効率化

エ
ネ
ル
ギ
ー

回
生

5 1 1 4 13 6 4 4

1 1 1

1

1

1 1 2

課
　
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

は課題Ⅲ
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図1.4.3-3 バッテリー制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.4.3-3 バッテリー制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(3/3) 
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表1.4.3-5に、バッテリー制御の改良に関わる課題と解決手段の出願件数分布を示す。表

中薄く塗りつぶした部分が、出願人及び対応特許番号を抽出したエリアである。 

 
 

表1.4.3-5 バッテリー制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.3-5 バッテリー制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(2/3) 
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ン
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ン
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間
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状
態
検
出

充電のマネジメント(含むSOC) 1 1 0 7 1 1 1 1 0 8 32 32

放電・放電深度のマネジメント 1 1 2 1 0 0 0 0 0 2 7 6

フェイルセーフ 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 6

温度等環境条件補正 0 0 0 2 0 1 0 4 0 12 1 0

劣化管理 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 3

充放電量可視化など 0 0 0 2 0 0 0 1 1 1 1 3
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表1.4.3-5 バッテリー制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(3/3) 
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表1.4.3-6に、バッテリー制御の改良に関わる課題と解決手段の出願人を示す。 

出願人分布からは、特に、特定の企業が出願を集中している分野は見当たらない。国内

外の自動車メーカー、およびそのグループ企業と共に、ハイブリッド車用バッテリー関連

製品を開発・製造している松下電器産業、パナソニックEVエナジー、NECラミリオンエナジ

ー、新神戸電機、日立製作所、三洋電機、自動車用電装品メーカーの矢崎総業等から出願

されている。 

 
 
 

表1.4.3-6 バッテリー制御に関わる課題と解決手段の出願人(1/4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

表1.4.3-6 バッテリー制御に関わる課題と解決手段の出願人(2/4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2002-218603

特開2003-235108

日産自動車(2) 特開2003-346919

特許3539406

ﾏﾂﾀﾞ 特開2005-180255

三菱自動車 特開2002-291106

松下電器産業 特開2004-022384

放電・放電深
度のマネジメ

ント

三洋電機 特許3505517

ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ･LTD･ﾗｲｱﾋﾞ
ﾘﾃｨ(米国)

特開2005-094992

本田技研工業 特開2004-104937

ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ･LTD･ﾗｲｱﾋﾞ
ﾘﾃｨ(米国)

特開2005-110495

三菱電機 特開2005-175741

走行性能の向上

アクセル応答性、加速性能

充電のマネジ
メント(含む

SOC)

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

バ
ッ

テ

リ
ー

制

御
の

改

良

フェイルセー
フ

充放電量可視
化など

ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2002-223501
特開2003-009416
特開2004-248465

日産自動車(2) 特開2004-050910
特開2004-056937

いすゞ自動車 特開2002-238105
ｺﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ｴ ﾃﾞｳﾞﾛッﾌﾟﾏﾝ･ﾐｼｭﾗﾝ(ｽｲｽ) 特開2002-325311

ﾔﾏﾊ発動機 特開2003-224904
日立製作所 特開2003-161364
富士重工業 特開2004-248408
服部 正行,東北ﾘｺｰ(共願) 特開2002-281609
ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2004-357443
本田技研工業 特開2004-104938

放電・放電深
度のマネジメ

ント

ﾄﾖﾀ自動車 特許3642319

燃費性能の向上

エネルギー回生

バ
ッ

テ

リ
ー

制

御
の

改

良

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

充電のマネジ
メント(含む

SOC)
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表1.4.3-6 バッテリー制御に関わる課題と解決手段の出願人(3/4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(7) 特開2002-345165 ﾄﾖﾀ自動車(9) 特開2002-325373
特開2003-031267 特開2002-330552
特開2003-047108 特開2003-134678
特開2003-153462 特開2003-153402
特開2003-244805 特開2003-294817
特開2004-166350 特開2003-319507
特開2005-137091 特開2004-236472

日産自動車(5) 特開2003-059474 特開2004-320946
特開2003-059541 特開2005-080330
特開2003-143703 日産自動車(8) 特開2002-209301
特開2004-328906 特開2004-015924
特開2005-065352 特開2004-050910

松下電器産業(4) 特開2003-219572 特開2004-096941
特開2003-288947 特開2004-166389
特開2003-346910 特開2004-227995
特開2004-186087 特開2004-328961

本田技研工業(4) 特開2003-206777 特許3711881
特開2004-104938 本田技研工業(3) 特開2003-180003
特開2004-236381 特開2003-199201
特開2005-045883 特開2004-229394

現代自動車（韓国）(2) 特開2003-272718 ﾃﾞﾝｿｰ(2) 特開2003-070178
特許3711380 特開2004-147460

矢崎総業(2) 特開2004-085574 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(2) 特開2004-032836
特開2004-354050 特開2004-343958

NECﾗﾐﾘｵﾝｴﾅｼﾞｰ 特開2004-245673 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2004-056867
ﾃﾞﾝｿｰ,日本自動車部品総合研究所
(共願)

特開2002-315211 ｼﾞﾔﾄｺ 特開2005-160142

ﾔﾏﾊ発動機 特開2003-200761 ﾃﾞﾝｿｰ,ﾄﾖﾀ自動車(共願) 特開2002-281687
国産電機 特開2004-248416 ﾃﾞﾝｿｰ,日本自動車部品総合研究所

(共願)
特開2002-238106

三菱重工業 特開2003-189496 ﾌﾟｼﾞｮｰ･ｼﾄﾛｴﾝ･ｵｰﾄﾓﾋﾞﾙ(ﾌﾗﾝｽ) 特開2003-180004
小松製作所 特開2002-359935 松下電器産業 特開2003-087989
新神戸電機 特開2002-281688 松下電器産業,ﾄﾖﾀ自動車(共願) 特開2002-369391
日立製作所 特開2002-262410 富士電機 特開2002-213272
本田技研工業(2) 特開2003-217677 ﾄﾖﾀ自動車 特開2003-348760

特開2005-039885 三洋電機 特許3615500
ｽｽﾞｷ 特開2003-257501 松下電器産業,ﾄﾖﾀ自動車(共願) 特開2003-009408
ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-039989 日産自動車 特開2004-031013
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ･EV･ｴﾅｼﾞｰ 特開2003-199258 日清紡績 特開2003-032908
ﾔﾏﾊ発動機 特開2004-048856 矢崎総業,ﾕｱｻｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ(共願) 特開2004-301785
富士重工業 特開2004-248405
ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-051894 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-291721
日産自動車 特開2004-072927 特開2005-020854

NECﾗﾐﾘｵﾝｴﾅｼﾞｰ 特開2004-309254
日産自動車 特開2005-160184
日立製作所 特開2004-215459
本田技研工業 特開2004-084484

日産自動車 特開2005-117723

ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2003-224902 ｾﾞﾈﾗﾙ･ﾓｰﾀｰｽ(米国) 特開2004-132949
特開2004-279242 本田技研工業 特開2003-189490
特開2005-065376 矢崎総業 特開2004-301783

日産自動車(2) 特開2005-156351
特許3671905

ｾﾞﾈﾗﾙ･ﾓｰﾀｰｽ(米国) 特開2004-132949
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ･EV･ｴﾅｼﾞｰ 特開2005-130559
ﾌｫｰﾄﾞ･ﾓｰﾀｰ(米国) 特開2004-007978
ﾔﾝﾏｰ 特開2004-260905
三洋電機 特開2003-264906
松下電器産業,ﾄﾖﾀ自動車(共願) 特開2003-045387
新神戸電機 特開2004-257781
日本自動車部品総合研究所,ﾄﾖﾀ自
動車(共願)

特開2004-271445

日本電気 特開2004-171864
日野自動車 特開2005-140080
日立製作所 特開2004-271410
日立製作所,新神戸電機(共願) 特開2004-138586
本田技研工業 特開2003-297435
日産自動車 特開2005-086898 本田技研工業(2) 特開2004-104936

特許3566252
矢崎総業 特開2005-077128

劣化管理

充放電量可視
化など

充電のマネジ
メント(含む
SOC)

放電・放電深
度のマネジメ
ント

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

バ
ッ

テ
リ
ー

制
御
の
改
良

フェイルセー
フ

温度等環境条
件補正

温度特性の補償 劣化の検出・補償

バッテリ状態の管理容易化
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表1.4.3-6 バッテリー制御に関わる課題と解決手段の出願人(4/4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 動力合成機構の制御 
図1.4.3-4に、動力合成機構の制御技術に関わる課題と解決手段の分布を示す。 

「車両レイアウトの改善」課題の「小型軽量化」に関しては、「動力合成機構制御の改

良」の中の「クラッチ過渡制御」、「フェイルセーフ」、｢切り替えタイミング｣等の改良

で対応しているものが多い。「機能追加」課題の｢４輪駆動機能｣に関しては、｢クラッチ過

渡制御｣の改良で対応しているものが多い。また、「燃費性能の向上」の中では、課題「シ

ステムの高効率化」は、｢クラッチ過渡制御｣や「切り替えタイミング」等の改良で対応し

ている。 

「走行性能向上」課題の中の、課題｢駆動源の動力切り替え｣は、｢クラッチ過渡制御｣の

改良で対応しているものが多い。課題「アクセル応答性、加速性能」の向上は、「クラッ

チ過渡制御」や「切り替えタイミング」の改良等で対応している。 

「フェイルセーフ・安全性の向上」課題は、「クラッチ過渡制御」の改良と「フェイル

セーフ」の改良等で対応している。 

ﾄﾖﾀ自動車(5) 特開2003-204608 日産自動車(2) 特開2004-023949
特開2003-319502 特開2004-108226
特開2004-093551 三菱自動車 特開2004-098921
特開2004-166350 新神戸電機 特開2004-032871
特開2005-137091

日産自動車(2) 特開2003-204681
特許3613216

本田技研工業(2) 特開2004-134129
特許3567437

ｽｽﾞｷ 特開2003-102101
三洋電機 特開2003-111204
松下電器産業 特開2004-201411
日清紡績 特開2002-335605
ｾﾞﾈﾗﾙ･ﾓｰﾀｰｽ(米国) 特許3655277 日産自動車(2) 特開2004-166367
日産自動車 特開2002-362187 特開2005-163595
日立製作所,新神戸電機(共願) 特開2003-070179 現代自動車（韓国）,浦項工科大

学校(共願)
特開2005-033984

本田技研工業(2) 特許3737495 ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2004-048921
特許3623496 特開2005-051885

日産自動車 特開2005-061849 特開2005-151770
特許3661689

日産自動車(4) 特開2004-072927
特開2004-129463
特開2004-312835
特開2005-100847

日立製作所(2) 特開2004-215459
特開2005-006464

本田技研工業(2) 特開2004-104876
特許3720338

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ･EV･ｴﾅｼﾞｰ 特開2004-048937
三洋電機 特開2004-215366

故障頻度低減 富士電機機器制御 特開2003-284320
温度等環境条
件補正

日産自動車 特開2005-158271

ﾃﾞﾝｿｰ 特開2003-092840
ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-065376
ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2003-284330 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-219324

特開2004-166443 特開2004-312920
特開2004-229399 本田技研工業 特開2004-104936
特開2004-242375

三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ 特開2004-120866
三洋電機 特開2005-129382
日産自動車 特開2005-086898

　　　　 課題Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ
信頼性・耐久性の向上 フェイルセーフ・安全性の向上

充電のマネジ
メント(含む
SOC)

放電・放電深
度のマネジメ
ント

フェイルセー
フ

劣化管理

充放電量可視
化など

バ
ッ

テ
リ
ー

制
御
の
改
良
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図1.4.3-4 動力合成機構制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図1.4.3-4 動力合成機構制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 

クラッチ過渡制御

切り替えタイミング

フェイルセーフ

変速機構の制御など

エ
ン
ジ
ン
始
動
時
間
の

短
縮

違
和
感
の
な
い
発
進
・

ク
リ
ー

プ

駆
動
源
の
動
力

切
り
替
え

ア
ク
セ
ル
応
答
性
、

加
速
性
能

エ
ン
ジ
ン
再
始
動

違
和
感
の
な
い
制
動

触
媒
の
効
率
的
な

作
動

エ
ン
ジ
ン
始
動
方
式

未
燃
ガ
ス
漏
出
防
止

な
ど

バ
ッ

テ
リ
冷
却

モ
ー

タ
ー

冷
却

パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
冷
却

補
助
装
置
の
冷
却

な
ど

温
度
特
性
の
補
償

劣
化
の
検
出
・
補
償

そ
の
他
の
状
態
検
出

動
力
合
成
機
構
制
御

の
改
良

冷却性能の向上
バッテリ状態の
管理容易化

走行性能の向上 排気性能の向上

1 8 31 14 8 7 1

7 2 8 1 2

6 4 1

3 1 2 2 1 1

課
　
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ／Ⅱ

（2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 

クラッチ過渡制御

切り替えタイミング

フェイルセーフ

変速機構の制御など

シ
ス
テ
ム
作
動
領
域

の
最
適
化

シ
ス
テ
ム
構
成
要
素

間
の
協
調
制
御

個
別
ユ
ニ
ッ

ト
の

高
効
率
化

小
型
軽
量
化

車両レイアウトの
改善

動
力
合
成
機
構
制
御

の
改
良

モ
ジ
ュ
ー

ル
化

レ
イ
ア
ウ
ト
・
配
列
の

最
適
化

ア
イ
ド
ル
ス
ト
ッ

プ

機能追加

駆
動
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト

機
能

４
輪
駆
動
機
能

ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
制
御

A
B
S
と
の
協
調
制
御

燃費性能の向上

エ
ネ
ル
ギ
ー

回
生

走
行
パ
タ
ー

ン
予
測

な
ど

システムの高効率化

11 1 9 3 1 1 8 4 9 7

8 2 3 1 2 8 10 3

12 2 2 1 3 6 2

3 4 1 2 5 2 2

課
　
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

は課題Ⅲ
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図1.4.3-4 動力合成機構制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(3/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表1.4.3-7に、動力合成機構制御の改良に関わる課題と解決手段の出願件数分布を示す。

表中薄く塗りつぶした部分が、出願人及び対応特許番号を抽出したエリアである。 

 

 
 

表1.4.3-7 動力合成機構制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クラッチ過渡制御

切り替えタイミング

フェイルセーフ

変速機構の制御など

エ
ン
ジ
ン
振
動
抑
制

モ
ー

タ
ー

振
動
抑
制

車
両
振
動
抑
制

補
助
装
置
な
ど

部
品
構
成
・
点
数
削
減

シ
ス
テ
ム
・
ユ
ニ
ッ

ト

原
価
削
減

バ
ッ

テ
リ
交
換
費
用

低
減

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

低
減

情
報
利
用
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
の
高
効
率
化

衝
突
安
全
性
能
の
改
善

操
縦
安
定
性
能
の
改
善

Ｅ
Ｍ
Ｉ
（

電
磁
気
ノ
イ

ズ
）

の
改
善

走
行
精
度
な
ど
の
改
善

その他の課題コスト低減振動抑制

信
頼
性
・
耐
久
性
の
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・

安
全
性
の
向
上

動
力
合
成
機
構
制
御

の
改
良

1 3 3 13 5 2 1 1

1 4 1 3 4 2

1 2 4 16 3 5 1

1 1 4 1 5 2 1 2

課
　
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ／Ⅱ

（2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 

小
型
軽
量
化

モ
ジ
ュ
ー

ル
化

駆
動
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト
機
能

４
輪
駆
動
機
能

ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
制
御

A
B
S
と
の
協
調
制
御

ア
イ
ド
ル
ス
ト
ッ

プ

エ
ネ
ル
ギ
ー

回
生

シ
ス
テ
ム
作
動
領
域
の
最
適
化

シ
ス
テ
ム
構
成
要
素
間
の
協
調
制
御

個
別
ユ
ニ
ッ

ト
の
高
効
率
化

クラッチ過渡制御 11 1 0 9 3 1 1 8 4 9 7

切り替えタイミング 8 0 2 3 1 0 0 2 8 10 3

フェイルセーフ 12 0 0 2 2 1 0 3 6 2 0

変速機構の制御など 3 0 0 4 0 0 1 2 5 2 2

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト

の
改
善

機
能
追
加

燃
費
性
能
の
向
上
システムの
高効率化

　　　　　　　 課 題 Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ

　　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ

動力合成
機構制御
の改良
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表1.4.3-7 動力合成機構制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.3-7 動力合成機構制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(3/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

排
気
性
能
の
向
上

バ
ッ

テ
リ
状
態
の

管
理
容
易
化

エ
ン
ジ
ン
始
動
時
間
の
短
縮

違
和
感
の
な
い
発
進
・
ク
リ
ー

プ

駆
動
源
の
動
力
切
り
替
え

ア
ク
セ
ル
応
答
性
、

加
速
性
能

エ
ン
ジ
ン
再
始
動

違
和
感
の
な
い
制
動

未
燃
ガ
ス
漏
出
防
止
な
ど

そ
の
他
の
状
態
検
出

クラッチ過渡制御 1 8 31 14 8 7 0 1

切り替えタイミング 0 7 2 8 1 2 0 0

フェイルセーフ 0 0 6 4 0 1 0 0

変速機構の制御など 0 3 1 2 2 1 1 0

動力合成
機構制御
の改良

　　　　　　　　　　 課 題Ⅰ／Ⅱ

　　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ

走
行
性
能
の
向
上

エ
ン
ジ
ン
振
動
抑
制

モ
ー

タ
ー

振
動
抑
制

車
両
振
動
抑
制

補
助
装
置
な
ど

信
頼
性
・
耐
久
性
の
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・
安
全
性
の
向
上

部
品
構
成
・
点
数
削
減

シ
ス
テ
ム
・
ユ
ニ
ッ

ト
原
価
削
減

操
縦
安
定
性
能
の
改
善

走
行
精
度
な
ど
の
改
善

クラッチ過渡制御 1 0 0 3 3 13 5 2 1 1

切り替えタイミング 1 0 4 1 3 4 0 2 0 0

フェイルセーフ 1 2 0 0 4 16 3 5 1 0

変速機構の制御など 0 0 1 1 4 1 5 2 1 2

振
動
抑
制

コ
ス
ト
低
減

そ
の
他
の
課
題

動力合成
機構制御
の改良

　　　　　　　　　 課 題 Ⅰ／Ⅱ

　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ
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表1.4.3-8に、動力合成機構制御の改良に関わる課題と解決手段の出願人を示す。 

課題の「小型軽量化」を「クラッチ過渡制御」の改良で対応しているのは、外国企業（ド

イツ）を含めた部品メーカーからの出願比率が高く、「フェイルセーフ」の改良で対応し

ているのは、トヨタ自動車グループからの出願比率が高い。 

課題「システムの高効率化」の中で「システム構成要素間の協調制御」を「切り替えタ

イミング」の改良で対応しているのは、トヨタ自動車の出願が多く、「クラッチ過渡制御」

の改良による対応は、国内自動車メーカーがともに出願している。 

課題「走行性能の向上」の中で「駆動源の動力切り替え」を「クラッチ過渡制御」の改

良で対応している出願が31件と集中し、そのうち15件が日産自動車からの出願である。 

課題「フェ－ルセーフ・安全性の向上」を「フェイルセーフ」の改良で対応する出願16

件中の８件がトヨタ自動車グループからの出願で、「クラッチ過渡制御」の改良で対応す

る出願13件中、日産自動車が５件出願している。 

 

 

表1.4.3-8 動力合成機構制御に関わる課題と解決手段の出願人(1/4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2005-067319 日産自動車(6) 特開2005-102420

特開2005-075095 特開2005-161971

ｼﾞﾔﾄｺ 特開2004-009970 特許3536844

ZFﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋｽﾊｰﾌｪﾝ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2005-500481 特許3536846

ﾏﾂﾀﾞ 特開2004-122879 特許3573147

ﾙｰｸ･ﾗﾒﾚﾝ･ｳﾝﾄ･ｸｯﾌﾟﾙﾝｸﾞｽﾊﾞｳ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2005-502543 特許3582522

日産自動車 特開2005-127406 栃木富士産業 特開2005-059791

日立ﾕﾆｼｱｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ 特許3586225 富士重工業 特開2005-145334

日立製作所 特開2003-113932 ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2004-106578

富士重工業 特開2004-129469

本田技研工業 特開2004-156774

日産自動車(4) 特開2005-127505 現代自動車（韓国） 特開2005-151800

特開2005-140194 日産自動車 特許3552710

特許3743444 日立製作所 特開2004-266958

特開2005-155843

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2005-081929

特開2005-081930

ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(共願) 特許3650089

富士重工業 特開2004-123060

ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2005-008143 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2005-029118

特開2005-081928 特開2005-082048

特開2005-119573

特開2005-155891

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(2) 特開2005-090667

特開2005-170227

日立製作所(2) 特開2005-125920

特開2005-125921

ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(共願) 特開2004-353781

日産自動車 特開2004-176805

日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特開2004-150627

本田技研工業 特許3640954

本田技研工業(2) 特開2004-254468 ZFﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋｽﾊｰﾌｪﾝ(ﾄﾞｲﾂ) 特開2004-331060

特開2005-001586 ﾃｨﾑｹﾝ（米国） 特表2005-521591

ﾄﾖﾀ自動車 特開2003-127681 日立製作所 特開2004-218487

ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2003-335143

小型軽量化 ４輪駆動機能

車両レイアウトの改善 機能追加　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

動
力

合

成

機

構

制
御

の

改

良

変速機構の制
御など

クラッチ過渡
制御

切り替えタイ
ミング

フェイルセー
フ
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表1.4.3-8 動力合成機構制御に関わる課題と解決手段の出願人(2/4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いすゞ自動車 特開2004-017890 ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2002-354606
ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-036752 特許3744421
日産自動車 特開2004-239278 特開2004-150530
日野自動車 特開2004-017942 特開2005-145171

日産自動車(2) 特開2005-163807
特開2005-171760

本田技研工業(2) 特開2005-024049
特開2005-106266

三菱自動車 特開2004-249937
ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2004-230994 ﾄﾖﾀ自動車(7) 特開2004-156763

特開2005-112019 特開2005-081929
特開2005-206136 特開2005-081930

日産自動車(2) 特開2005-186736 特開2005-081932
特許3551178 特開2005-125876

日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特許3626151 特開2005-138802
日野自動車 特開2004-352042 特開2005-138803
日立製作所 特開2003-220841 ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ)(2) 特表2005-514264

特表2005-515114
日産自動車 特許3496654

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-284550 ｾﾞﾈﾗﾙ･ﾓｰﾀｰｽ(米国) 特開2005-147404
特開2004-345527 ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-081927

日産自動車(2) 特開2005-126004
特開2005-126010

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2005-170227
日野自動車 特開2004-155388
ﾄﾖﾀ自動車(5) 特開2002-340166 ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ精機(共願) 特開2005-054823

特開2003-097677 富士電機,日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(共願) 特開2002-295656
特許3744406
特開2004-291803
特開2005-110418

フェイルセー
フ

変速機構の制
御など

動
力
合
成
機
構
制
御
の
改
良

システム構成要素間の協調制御システム作動領域の最適化

システムの高効率化

燃費性能の向上　　 課題Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ

解決手段Ⅰ/Ⅱ
クラッチ過渡
制御

切り替えタイ
ミング
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表1.4.3-8 動力合成機構制御に関わる課題と解決手段の出願人(3/4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日産自動車(15) 特開2004-088872 ﾄﾖﾀ自動車(6) 特開2002-354606

特開2004-343830 特開2003-018707

特開2005-016559 特開2004-203218

特開2005-016570 特開2004-203219

特開2005-016586 特開2004-203220

特開2005-048805 特開2004-245395

特開2005-073499 日産自動車(2) 特開2004-210116

特開2005-121180 特開2005-147312

特許3536843 ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ精機(共願) 特開2004-208421

特許3536844 ﾄﾖﾀ自動車,ﾃﾞﾝｿｰ(共願) 特開2003-214464

特許3536846 ﾙｰｸ･ﾗﾒﾚﾝ･ｳﾝﾄ･ｸｯﾌﾟﾙﾝｸﾞｽﾊﾞｳ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2005-518982

特許3573144 三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ 特開2004-150450

特許3573147 ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2003-326997

特許3582522 本田技研工業 特開2005-057825

特許3687639

ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2004-108566

特開2004-306707

特開2005-009514

特許3580257

日立製作所(2) 特開2004-182101

特開2004-293584

本田技研工業(2) 特開2004-169782

特開2005-039884

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特開2004-084475

ﾓﾄｰﾙ自動車 特許3721352

現代自動車（韓国） 特許3719442

三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ 特開2004-150450

三菱自動車 特開2004-324574

日立製作所,日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(共願) 特開2004-293795

富士重工業 特開2005-059683

ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2004-106578

ｱｲｼﾝ精機 特開2005-155862 ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2004-150334

日産自動車 特開2004-161053 特開2004-156763

特開2004-324678

特開2005-016439

ｱｲｼﾝ精機 特開2005-155862

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特開2005-155876

ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(共願) 特許3650089

日産自動車 特開2005-127411

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2005-023960 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-208417

特開2005-081928 特開2005-008100

日産自動車(2) 特開2005-163912 ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ精機(共願) 特開2004-176810

特許3705254 日産自動車 特開2004-270785

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特開2004-150549

日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(共願) 特開2004-132421

本田技研工業 特許3588091 ﾄﾖﾀ自動車 特開2002-340166

富士重工業 特開2004-306826

フェイルセー
フ

変速機構の制
御など

クラッチ過渡
制御

切り替えタイ
ミング

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

動
力

合

成

機

構

制
御

の

改

良

走行性能の向上

駆動源の動力切り替え アクセル応答性、加速性能
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表1.4.3-8 動力合成機構制御に関わる課題と解決手段の出願人(4/4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) その他の要素の制御 
 

図1.4.3-5に、その他の要素の制御の改良に関わる詳細解決手段と詳細課題の分布を示す。 

「車両レイアウトの改善」課題の「小型軽量化」は「エアコン、灯火類等車両補機」、

「性能検査システムなど」等の改良で対応している。「燃費性能の向上」課題の「アイド

ルストップ」は、「エアコン・灯火類等車両補機制御の改良」で対応しているものが多い。 

「冷却性能の向上」課題の「補助装置の冷却など」は、「冷却系」の制御改良で対応し

ているものが多い。 

「フェイルセーフ・安全性の向上」課題は、「その他の要素の制御改良」中の「性能検

査システムなど」の改良で対応しているものが多い。 

 
 

日産自動車(5) 特開2005-127406
特開2005-127485
特開2005-172044
特開2005-176429
特許3714345

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(2) 特開2003-130209
特開2004-210123

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2002-354605
特開2004-211869

NTN 特許3699371
ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ･LTD･ﾗｲ
ｱﾋﾞﾘﾃｨ(米国)

特開2004-100958

ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 特開2004-036815
本田技研工業 特開2004-129411
ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2003-130203

特開2004-150507
日産自動車(2) 特開2005-127505

特許3552710
ﾄﾖﾀ自動車(5) 特開2004-260932

特開2004-260940
特開2005-009590
特開2005-045863
特開2005-106209

日産自動車(2) 特開2004-100724
特開2005-001633

日産自動車,ﾙﾉｰ（ﾌﾗﾝｽ）(2)(共 特開2004-132285
特開2004-159412

富士重工業(2) 特開2004-142599
特開2005-028968

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2005-105957
ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特開2004-150549
ﾃﾞﾝｿｰ 特開2005-140084
ﾌｧﾝ･ﾄﾞﾙｰﾃﾝ･ﾛｴﾙ･ﾏﾘｰ,ﾌﾙｰﾒﾝ･ﾊﾞｽ･
ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ,ｾﾗﾚﾝｽ･ｱﾚｷｻﾝﾃﾞﾙ･ﾌﾗﾝｼｽｸ
ｽ･ﾏﾘｱ(ｵﾗﾝﾀﾞ)(共願)

特表2005-511976

本田技研工業 特開2005-036908
変速機構の制
御など

ﾄﾖﾀ自動車 特開2002-337571

フェイルセーフ・安全性の向上

クラッチ過渡
制御

切り替えタイ
ミング

フェイルセー
フ

　　　　 課題Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

動
力
合
成
機
構
制
御
の
改
良
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図1.4.3-5 その他の要素の制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.4.3-5 その他の要素の制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 

冷却系

エアコン・灯火類等
車両補機

ブレーキ負圧の発生、
ペダル

操作系・表示系

性能検査システムなど

エ
ン
ジ
ン
始
動
時
間
の

短
縮

違
和
感
の
な
い
発
進
・

ク
リ
ー

プ

駆
動
源
の
動
力

切
り
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え

ア
ク
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ル
応
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性
、

加
速
性
能

エ
ン
ジ
ン
再
始
動

違
和
感
の
な
い
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動

触
媒
の
効
率
的
な

作
動

エ
ン
ジ
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始
動
方
式

未
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ガ
ス
漏
出
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止

な
ど

バ
ッ

テ
リ
冷
却

モ
ー

タ
ー

冷
却

パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
冷
却

補
助
装
置
の
冷
却

な
ど

温
度
特
性
の
補
償

劣
化
の
検
出
・
補
償

そ
の
他
の
状
態
検
出

そ
の
他
の
要
素
の
制
御
の

改
良

走行性能の向上 排気性能の向上 冷却性能の向上
バッテリ状態の
管理容易化

1 1 3 5 4 9 2 1

1 1 1 6 1 2 1

1 1 1

1 1

課
　
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ／Ⅱ

（2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 

冷却系

エアコン・灯火類等
車両補機

ブレーキ負圧の発生、
ペダル

操作系・表示系

性能検査システムなど

シ
ス
テ
ム
作
動
領
域

の
最
適
化

シ
ス
テ
ム
構
成
要
素

間
の
協
調
制
御

個
別
ユ
ニ
ッ

ト
の

高
効
率
化

エ
ネ
ル
ギ
ー

回
生

レ
イ
ア
ウ
ト
・
配
列
の

最
適
化

モ
ジ
ュ
ー

ル
化

駆
動
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト

機
能

ア
イ
ド
ル
ス
ト
ッ

プ

そ
の
他
の
要
素
の
制
御
の

改
良

走
行
パ
タ
ー

ン
予
測

な
ど

システムの高効率化

車両レイアウトの
改善

機能追加 燃費性能の向上

４
輪
駆
動
機
能

ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
制
御

A
B
S
と
の
協
調
制
御

小
型
軽
量
化

2 1 1 2 1 1

4 7 1 1 1 1

2

1

3 4 1 1 1 2 1 2 1

課
　
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

は課題Ⅲ
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図1.4.3-5 その他の要素の制御に関わる課題と解決手段の詳細分布(3/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表1.4.3-9に、その他の要素の制御の改良に関わる課題と解決手段の出願件数分布を示す。

表中薄く塗りつぶした部分が、出願人及び対応特許番号を抽出したエリアである。 

 
 

表1.4.3-9 その他の要素の制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(1/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冷却系

エアコン・灯火類等
車両補機

ブレーキ負圧の発生、
ペダル

操作系・表示系

性能検査システムなど

エ
ン
ジ
ン
振
動
抑
制

モ
ー

タ
ー

振
動
抑
制

車
両
振
動
抑
制

補
助
装
置
な
ど

部
品
構
成
・
点
数
削
減

シ
ス
テ
ム
・
ユ
ニ
ッ

ト

原
価
削
減

バ
ッ

テ
リ
交
換
費
用

低
減

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

低
減

情
報
利
用
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
の
高
効
率
化

衝
突
安
全
性
能
の
改
善

操
縦
安
定
性
能
の
改
善

Ｅ
Ｍ
Ｉ
（

電
磁
気
ノ
イ

ズ
）

の
改
善

走
行
精
度
な
ど
の
改
善

その他の課題コスト低減

信
頼
性
・
耐
久
性
の
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・

安
全
性
の
向
上

振動抑制

そ
の
他
の
要
素
の
制
御
の

改
良

1 2 4 3 2 1

1 1 2 5 5 1 9

1 1

1 3 3 3 2

1 2 6 15 2 1 2 3

課
　
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ／Ⅱ

（2001 年 1 月～2003 年 12 月の出願) 

小
型
軽
量
化

レ
イ
ア
ウ
ト
・
配
列
の
最
適
化

駆
動
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト
機
能

４
輪
駆
動
機
能

ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
制
御

ア
イ
ド
ル
ス
ト
ッ

プ

エ
ネ
ル
ギ
ー

回
生

シ
ス
テ
ム
作
動
領
域
の
最
適
化

シ
ス
テ
ム
構
成
要
素
間
の
協
調
制
御

個
別
ユ
ニ
ッ

ト
の
高
効
率
化

走
行
パ
タ
ー

ン
予
測
な
ど

冷却系 2 1 0 0 0 1 0 2 1 1 0

エアコン・灯火類等車両補機 4 0 0 0 0 7 0 1 1 1 1

ブレーキ負圧の発生、ペダル 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0

操作系・表示系 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

性能検査システムなど 3 4 1 1 1 0 2 0 1 2 1

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト

の
改
善

機
能
追
加

燃
費
性
能
の
向
上
システムの
高効率化

その他の
要素の
制御の
改良

　　　　　　　 課 題 Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ

　　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ



109 

表1.4.3-9 その他の要素の制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(2/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.3-9 その他の要素の制御に関わる課題と解決手段の出願件数分布(3/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

排
気
性
能
の
向
上

エ
ン
ジ
ン
始
動
時
間
の
短
縮

違
和
感
の
な
い
発
進
・
ク
リ
ー

プ

駆
動
源
の
動
力
切
り
替
え

ア
ク
セ
ル
応
答
性
、

加
速
性
能

エ
ン
ジ
ン
再
始
動

違
和
感
の
な
い
制
動

エ
ン
ジ
ン
始
動
方
式

バ
ッ

テ
リ
冷
却

モ
ー

タ
ー

冷
却

パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
冷
却

補
助
装
置
の
冷
却
な
ど

温
度
特
性
の
補
償

劣
化
の
検
出
・
補
償

そ
の
他
の
状
態
検
出

冷却系 1 0 0 0 0 0 1 3 5 4 9 2 1 0

エアコン・灯火類等車両補機 0 1 1 1 6 0 0 1 0 0 2 0 0 1

操作系・表示系 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1

性能検査システムなど 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

走
行
性
能
の
向
上

冷
却
性
能
の
向
上

バ
ッ

テ
リ
状
態
の

管
理
容
易
化

その他の
要素の
制御の
改良

　　　　　　　　　　 課 題Ⅰ／Ⅱ

　　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ

エ
ン
ジ
ン
振
動
抑
制

車
両
振
動
抑
制

補
助
装
置
な
ど

信
頼
性
・
耐
久
性
の
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・
安
全
性
の
向
上

部
品
構
成
・
点
数
削
減

シ
ス
テ
ム
・
ユ
ニ
ッ

ト
原
価
削
減

情
報
利
用
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
高
効
率
化

衝
突
安
全
性
能
の
改
善

操
縦
安
定
性
能
の
改
善

走
行
精
度
な
ど
の
改
善

冷却系 0 0 1 2 4 3 2 0 0 0 1

エアコン・灯火類等車両補機 0 1 1 2 5 0 5 0 0 1 9

ブレーキ負圧の発生、ペダル 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0

操作系・表示系 0 0 0 1 3 0 0 3 0 3 2

性能検査システムなど 1 2 0 6 15 2 1 0 2 3 0

振
動
抑
制

コ
ス
ト
低
減

そ
の
他
の
課
題

その他の
要素の
制御の
改良

　　　　　　　　　 課 題 Ⅰ／Ⅱ

　解 決 手 段 Ⅰ／Ⅱ
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表1.4.3-10に、動力合成機構制御の改良に関わる課題と解決手段の出願人を示す。 

課題「フェイルセーフ・安全性の向上」は、「性能検査システムなど」等の改良で対応

しており、出願人は自動車メーカーが多い。 

出願人分布からは、出願人の特徴は見出せないが、出願人の多くは自動車メーカーおよ

び自動車メーカー関連企業である。 

米国のビー・エー・イー・システムズ・コントロール（イギリスの航空宇宙機器用制御

システム開発企業であるBAEシステムズの米国子会社）は、異業種からの参入である（交流

接地故障条件を感知する接地故障検出システム）。 

 

 

表1.4.3-10 その他の要素の制御に関わる課題と解決手段の出願人(1/2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.4.3-10 その他の要素の制御に関わる課題と解決手段の出願人(2/2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾃﾞﾝｿｰ,日本自動車部品総合研究所(共
願)

特開2005ｰ113831 ﾄﾖﾀ自動車 特開2003ｰ184620

日産自動車 特開2004ｰ324445

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2003ｰ240110 日産自動車(3) 特許3747832

いすゞ自動車 特開2002ｰ255052 特開2004ｰ052728

ﾃﾞﾝｿｰ,日本自動車部品総合研究所(共
願)

特開2004ｰ124707 特開2004ｰ232588

日産自動車 特開2004ｰ011819 ﾃﾞﾝｿｰ(2) 特開2004ｰ136699

特開2005ｰ067306

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2003ｰ214207

特開2004ｰ036459

操作系・表示
系

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004ｰ224269

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004ｰ108417

富士重工業 特開2004ｰ058701

本田技研工業 特開2004ｰ068858

そ
の

他

の

要

素

の
制

御

の

改

良

小型軽量化 アイドルストップ

車両レイアウトの改善 燃費性能の向上

冷却系

エアコン・灯
火類等車両補

機

性能検査シス
テムなど

　　　　 課題Ⅰ/Ⅱ

解決手段Ⅰ/Ⅱ

ﾄﾖﾀ自動車 特開2004-076603 ﾄﾖﾀ自動車(3) 特開2004-076603
日産自動車 特開2005-188612 特開2004-108159

特開2005-160132
ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ(共願) 特開2004-215432

ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-121190 ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2004-130836
愛三工業 特開2003-222057 特開2004-248384

ｻﾝﾃﾞﾝ,本田技研工業(共願) 特開2004-278390
ﾋﾞｰ･ｴｰ･ｲｰ･ｼｽﾃﾑｽﾞ･ｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ(米 特開2003-294804
本田技研工業 特開2004-168176

ブレーキ負圧
の発生、ペダ
ル

本田技研工業 特開2005-033866

ﾌｫｰﾄﾞ･ﾓｰﾀｰ(米国),ﾋﾞｽﾃｵﾝ･ｸﾞﾛｰﾊﾞ
ﾙ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国)(共願)

特開2003-336514 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2003-130210

ﾀｸﾏｯｸｽ 特開2004-136831
ﾄﾖﾀ自動車 特開2005-035413

ﾄﾖﾀ自動車(2) 特開2002-345102 ﾄﾖﾀ自動車(4) 特開2004-108417
特開2005-140668 特開2005-133856

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2003-263333 特開2005-176449
ﾃﾞﾝｿｰ 特開2003-214905 特許3722102
ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 特開2005-047481 NTN(2) 特開2005-083518
日産自動車 特開2003-237556 特開2005-098456

ﾃﾞﾝｿｰ(2) 特開2002-206457
特許3722107

日産自動車(2) 特開2004-159440
特開2005-023881

本田技研工業(2) 特開2005-069136
特許3691469

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 特開2005-121067
三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ 特開2005-047395
日野自動車 特許3700941

そ
の
他
の
要
素
の
制
御
の
改
良

　　　　 課題Ⅰ

解決手段Ⅰ/Ⅱ
信頼性・耐久性の向上 フェイルセーフ・安全性の向上

冷却系

エアコン・灯
火類等車両補
機

操作系・表示
系

性能検査シス
テムなど
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 1.5 注目される特許 

 

1.5.1  注目される特許の抽出 

ここでは、本チャートが対象とする特許等において、①出願人自身により引用された文

献公知発明、②特許公報・公告公報上に参考文献として掲載された特許文献、および③特

許庁審査官の拒絶理由通知書に記載された先行技術文献の中で、引用頻度が高い特許・実

用新案（外国特許および1993年以前の出願を含む）を紹介する。 

ハイブリッド電気自動車の制御技術について、2001～03年の間に出願された2,166件に

ついて、公開・登録公報本文に記載された出願人引用情報および審査・登録段階における

審査官引用情報を用いて、対象特許の被引用状況を求め、被引用回数の多い特許を、注目

される特許として抽出する。 

表1.5.1-1に、被引用回数２回以上の特許19件の技術要素別出願件数を示す。 

出願数が多く、ハイブリッド電気自動車のパワートレイン系の中枢であるエンジン、駆

動力合成変速機およびモーター関連で被引用特許件数も多い。 

表1.5.1-2に、被引用回数２回以上の特許19件の詳細を示す。被引用回数が最も多い特

許は、トヨタ自動車の特許3580257であり、自社を主体に32回引用されている。 

 

表1.5.1-1 被引用回数２回以上の特許19件の技術要素別出願件数 

技術要素 件数

エンジン 6

モーター 4

発電機 2

駆動力合成変速機 7

バッテリー等電力蓄積装置 0

電力制御 0

駆動方式 0

補助装置 0

総計 19

 

表1.5.1-2 被引用回数２回以上の特許19件の詳細（1/2） 

No 公開番号 登録番号 出願人 
被引
用回
数

自社
特許

他社
特許 

技術要素 

1 特開2002-225578 特許3580257 トヨタ自動車 32 31 1 駆動力合成変速機 

2 特開2003-034153 特許3578212 
日産自動車 
ルノ－（ﾌﾗﾝｽ） 

10 9 1 駆動力合成変速機 

3 特開2002-242721 特許3755406 
三菱ふそうトラック・
バス 

10 0 10 エンジン 

4 特開2003-032808 特許3578451 
日産自動車 
ルノ－（ﾌﾗﾝｽ） 

8 6 2 駆動力合成変速機 

5 特開2002-281607  スズキ 6 0 6 駆動力合成変速機 

6 特開2002-262409 特許3638876 日立製作所 5 0 5 駆動力合成変速機 

7 特開2002-234363 特許3512010 トヨタ自動車 5 5 0 エンジン 

8 特開2003-079004 特許3594004 日産自動車 5 5 0 モーター 

9 特開2003-104072 特許3707411 トヨタ自動車 4 3 1 駆動力合成変速機 

10 特開2002-227679  日産自動車 3 0 3 エンジン 

11 特開2002-213592  
トヨタ自動車 
デンソー 

3 1 2 エンジン 

12 特開2002-325309  日産自動車 3 1 2 モーター 
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表1.5.1-2 被引用回数２回以上の特許19件の詳細（2/2） 

No 公開番号 登録番号 出願人 

被引

用回

数

自社

特許

他社

特許 
技術要素 

13 特開2002-303175 特許3719393 
三菱ふそうトラック・

バス 
2 0 2 エンジン 

14 特開2003-139026  日立製作所 2 0 2 発電機 

15 特開2003-299205  三菱自動車工業 2 0 2 モーター 

16 特開2002-300701 特許3627664 日産自動車 2 1 1 モーター 

17 特開2003-193877 特許3531639 日産自動車 2 2 0 発電機 

18 特開2002-242718 特許3701567 本田技研工業 2 2 0 エンジン 

19 特開2003-127681  トヨタ自動車 2 2 0 駆動力合成変速機 

    (2001年1月～2003年12月の出願) 

 

 

1.5.2 注目される特許の課題と解決手段 

表1.5.2-1に、被引用回数２回以上の特許19件の課題と解決手段の分布を示す。件数お

よび引用回数が多いのは、「走行性能の向上」や「燃費性能の向上」に関わる課題分野で

あり、１件あたりの引用回数の多いのは、「走行性能の向上」および「排気性能の向上」

に関わる課題分野である。一方、解決手段でみると、件数、被引用回数共に「動力合成機

構の改良」に関わるものが多く、ついで、「システムマネジメントの改良」と続いている。

１件あたりの被引用回数では、「動力合成機構の改良」のほかに「バッテリー制御の改

良」が多い。 

課題と解決手段の組合せでは、「走行性能の向上」のための「動力合成機構の改良」に

対応するトヨタ自動車および日産自動車出願の２件の被引用回数が、各々32回、10回と多

い。また、｢排気性能の向上｣のための「バッテリー寿命の改良」に対応する三菱ふそうト

ラック・バス出願１件も被引用回数10回と多い。「燃費性能の向上」のための「エンジン

制御の改良」や「走行性能の向上」のための「モーター制御の改良」、｢振動抑制｣のため

の｢システムマネジメントの改良｣については、各々引用特許件数は２件あるが、被引用回

数は２～５回とそれほど多くは引用されていない。 

 

表1.5.2-1 被引用回数２回以上の特許19件の課題と解決手段の分布 (1/2) 

課題 

Ⅰ 

解決 

手段Ⅰ 

車両レイア

ウトの改善 
機能追加 

燃費性能の

向上 

走行性能の

向上 

排気性能の

向上 
振動抑制 コスト低減

件数

被引

用回

数

システム

マネジメ

ントの改

良 

 特開2002-

227679 

(日産自動車) 

(3回） 

特開2002-

281607 

(スズキ) 

(6回) 

  特許3638876 

(日立製作所) 

(5回) 

特許3531639 

(日産自動車) 

(2回) 

 ４件

16回

エンジン

／モー

ターの協

調制御の

改良 

  特許3707411

(トヨタ自動

車) 

(4回) 

特許3627664

(日産自動車)

(2回) 

   ２件

６回
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表1.5.2-1 被引用回数２回以上の特許19件の課題と解決手段の分布 (2/2) 

課題 

Ⅰ 

解決 

手段Ⅰ 

車両レイア

ウトの改善 
機能追加 

燃費性能の

向上 

走行性能の

向上 

排気性能の

向上 
振動抑制 コスト低減

件数

被引

用回

数

その他の

システム

制御の改

良 

  特開2003-

299205 

(三菱自動車)

(2回) 

   特開2003-

139026 

(日立製作所)

(2回) 

２件

４回

エンジン

制御の改

良 

  特許3719393

(三菱ふそう

トラック・バ

ス) 

(2回） 

特許3701567

(本田技研工

業) 

(2回) 

    ２件

４回

モーター

制御の改

良 

   特開2002-

213592 

(ﾄﾖﾀ自動車,

ﾃﾞﾝｿｰ) 

(3回) 

特開2002-

325309 

(日産自動車)

(3回) 

   ２件

６回

発電機制

御の改良 

   特許3594004

(日産自動車)

(5回) 

   １件

５回

バッテ

リー制御

の改良 

    特許3755406

(三菱ふそう

トラック・バ

ス) 

(10回) 

  １件

10回

動力合成

機構の 

改良 

特開2003-

127681 

(トヨタ自動

車) 

(2回） 

 第3578451

(日産自動車,

ルノー) 

(8回) 

特許3580257

(トヨタ自動

車) 

(32回) 

特許3578212

(日産自動車,

ルノ－) 

(10回) 

特許3512010

(トヨタ自動

車) 

(5回) 

  ５件

57回

件数 

回数 

１件 

２回 

１件 

３回 

６件 

24回 

６件 

52回 

２件 

15回 

２件 

７回 

１件 

２回 

 

 

 

 

 



114 

表1.5.2-2に、被引用回数２回以上の特許19件の特許概要を示す。 

 

表1.5.2-2 被引用回数２回以上の特許19件の概要(1/7) 

No 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数

自

社

引

用 

他

社

引

用 

引用した 

特許出願人 
特許の概要 

技術 

要素 

1 特許3580257 

トヨタ自動車 

ハイブリツド車 

01.02.05 

32 31 1 トヨタ自動車

(31) 

アイシン･エィ･

ダブリュ(1) 

ｴﾝｼﾞﾝ、第1､第2ﾓｰﾀｰｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰ(GM)からなる複数駆

動力源の動力を車輪に伝達する経路の少なくとも

一部が共通化されているとともに、所定の駆動力

源(第2GM)から出力された動力を前記車輪に伝達

する経路に、２つの回転部材間の動力伝達状態

(変速比、動力伝達経路)を変更する動力伝達状態

制御装置が設けられているﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車において、

前記動力伝達状態制御装置が、第2GM駆動力源以

外の駆動力源の

動力を前記車輪

に伝達する経路

以外の経路に配

置され、所定駆

動力源から出力

された動力伝達

状態を変更する

場合に、車両の

駆動力変化を抑

制させる。 

 

 

駆動力合

成変速機

2 特許3578212 

日産自動車 

ルノ－（ﾌﾗﾝｽ） 

駆動装置 

01.07.23 

10 9 1 日産自動車(9)

ルノ－（ﾌﾗﾝｽ）

(1) 

トヨタ自動車

(1) 

４個以上の入出力要素

を有する２自由度の差

動装置を備え、前記要

素にｴﾝｼﾞﾝからの入

力、駆動系統への出

力、２つのﾓｰﾀｰｼﾞｪﾈﾚｰ

ﾀｰを個々に割り当てる

と共に、前記出力を割

り当てた要素以外の要

素にﾌﾞﾚｰｷを設けたこ

とを特徴とする駆動装

置。 

 

 

 

駆動力合

成変速機

2 特許3755406 

三菱ふそうト

ラック・バス 

ハイブリツド車

両 

01.02.15 

10 0 10 マツダ(8) 

トヨタ自動車

(2) 

アイシン精機

(1) 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電量が所定下限値以下になった時、ﾃﾞｨｰ

ｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝによる発電機駆動を制御して充電を開始

する。その際、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気通路に備えら

れたﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰの再生要求がある場合には、

ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電下限値

を通常運転時より

も低い値に変更さ

せ、排気ｶﾞｽによる

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ燃焼時間

を十分に確保しﾌｨﾙ

ﾀｰ再生を促進させ

る。 

 

 

 

エンジン
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表1.5.2-2 被引用回数２回以上の特許19件の概要(2/7) 

No 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数

自

社

引

用 

他

社

引

用 

引用した 

特許出願人 
特許の概要 

技術 

要素 

4 特許3578451 

日産自動車 

ルノ－（ﾌﾗﾝｽ） 

駆動装置 

01.07.23 

8 6 2 日産自動車(6)

ルノ－（ﾌﾗﾝｽ）

(1) 

トヨタ自動車

(2) 

共線図上に４要素２自由度の遊星歯車機構を構成

し、内側に配列される２つの要素の一方にｴﾝｼﾞﾝ

からの入力を、他方

に駆動系統への出力

をそれぞれ割り当て

ると共に、両外側の

２つの要素にﾓｰﾀｰｼﾞｪ

ﾈﾚｰﾀｰ(MG1､MG2)を連

結する。これにより 

ｴﾝｼﾞﾝ出力に対して 

ﾓｰﾀｰｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰ側が負

担するﾄﾙｸがより小さ

くなり、ﾓｰﾀｰの小型

化が可能となる。 

 

 

 

駆動力合

成変速機

5 特開2002-281607 

スズキ 

動力入出力装置 

01.03.21 

6 0 6 トヨタ自動車

(6) 

第一、第二のﾓｰﾀｰｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰ、ｴﾝｼﾞﾝと、第一、第

二の遊星歯車機構とを備え、第一の遊星歯車機構

のいずれか二つの回転要素を第二の遊星歯車機構

のいずれか二つの回転要素と個別に直結し、これ

ら連結四回転要素を各々別々に第一MG，第二MG，

ｴﾝｼﾞﾝのいずれ

かに直接接続

し，残る一つの

回転要素を駆動

出力部とするこ

とにより、機械

的損失の低減、

省電力化、小型

化を実現する。 

 

 

駆動力合

成変速機

6 特許3638876 

日立製作所 

車両の駆動装置

及び車両 

01.03.01 

5 0 5 トヨタ自動車

(2) 

日産自動車(2)

現代自動車（韓

国）(1) 

自動ﾏﾆｭｱﾙﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝに遊星歯車と2個のﾓｰﾀｰｼﾞｪﾈ

ﾚｰﾀｰを配し、各変速段の間を無段変速することに

より、ｴﾝｼﾞﾝ出力を用い

て、変速時のﾄﾙｸ中断を

埋合わせることが可能

となり、ﾓｰﾀｰを小型化

できる。 

駆動力合

成変速機
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表1.5.2-2 被引用回数２回以上の特許19件の概要(3/7) 

No 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数

自

社

引

用 

他

社

引

用 

引用した 

特許出願人 
特許の概要 

技術 

要素 

6 特許3512010 

トヨタ自動車 

筒内噴射式内燃

機関の制御装置 

01.02.06 

5 5 0 トヨタ自動車

(5) 

アイシン精機

(1) 

要求出力を得るのに必要なｴﾝｼﾞﾝ回転数と要求ﾄﾙｸ

の関係を示すｴﾝｼﾞﾝ出力制御線が第1の制御線X

と、同一の要求出力に対して第1の制御線Xよりも

高ﾄﾙｸ側で低回転側の第2の制御線Yからなる。そ

して、排気ｶﾞｽ浄化装置の活性化度合が低いとき

には要求出力Cに応じた第1の制御線X上（点P）の

要求ﾄﾙｸおよび機関回転数とし、活性化度合が高

いときには要求出力Cに応じた第2の制御線Y上

（点Q）の要求

トルクおよび

機関回転数と

するようなｴﾝ

ｼﾞﾝ出力制御を

行ない、燃費

向上と環境性

能改善を両立

させる。 

 

 

エンジン

6 特許3594004 

日産自動車 

車両の発電駆動

制御装置 

01.09.05 

5 5 0 日産自動車(5) 前輪をｴﾝｼﾞﾝで駆動し、ｴﾝｼﾞﾝ駆動される発電機に
より発生させた電力により駆動されるﾓｰﾀｰと、ﾓｰ

ﾀｰにより駆動される車輪とを備えた車両の発電駆

動制御装置において、発電機に設けた電力供給に

より磁界を発生する磁界発生手段と、前記発電機

で発電した電力を磁界発生手段に供給する電力供

給手段と、前記発電機で発電した電力量が前記磁

界発生手段で必要とする電力に対して不足すると

きに前記磁界発生手段に供給する電力を増加補正

する電力補正手段とを備えていることを特徴とす

る車両の発電

駆動制御装

置。発進時 

の加速ｽﾘｯﾌﾟ

を効率良く 

解消する。 

 

 

 

モーター

9 特許3707411 

トヨタ自動車 

動力出力装置お

よびこれを備え

る自動車 

01.09.28 

4 3 1 トヨタ自動車

(3) 

日産自動車(1)

動力分配統合機構のｻﾝｷﾞｱに接続されたｻﾝｷﾞｱ軸を

固定するﾌﾞﾚｰｷ駆動軸とﾓｰﾀｰ(MG2)との接続および

接続の解除を行なうｸﾗｯﾁとを設け、車速が比較的

低いときにはﾌﾞﾚｰｷをｵﾌとすると共に、ｸﾗｯﾁをｵﾝ

とした状態でｴﾝｼﾞﾝからの動力を動力分配統合機

構と2つのﾓｰﾀｰ(MG1,2)によりﾄﾙｸ変換して駆動軸

に出力して走行し、車速が比較的高いときにはﾌﾞ

ﾚｰｷをｵﾝとすると共にｸﾗｯﾁをｵﾌとしてｴﾝｼﾞﾝからの

動力を直接

駆動軸に出

力して走行

する。 

 

駆動力合

成変速機
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表1.5.2-2 被引用回数２回以上の特許19件の概要(4/7) 

No 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数

自

社

引

用 

他

社

引

用 

引用した 

特許出願人 
特許の概要 

技術 

要素 

10 特開2002-227679 

日産自動車 

ハイブリツド式

車両制御装置 

01.02.02 

3 0 3 トヨタ自動車

(2) 

富士重工(1) 

目標総駆動トルクから目標後輪（ｴﾝｼﾞﾝ駆動輪）

駆動ﾄﾙｸを差し引いた目標前輪（ﾓｰﾀｰ駆動輪）駆

動ﾄﾙｸを求める一方で、ﾓｰﾀｰ回転数から、ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ

上限値を推定して目標前輪駆動ﾄﾙｸがﾓｰﾀｰﾄﾙｸ上限

値を超過している場合には、その不足相当駆動ﾄﾙ

ｸを、後輪駆動ﾄﾙｸ目標値に上乗せする制御を行う

ことによ

り、ｴﾝｼﾞﾝと

比較的小型

のﾓｰﾀｰを使

用した安定

4WD走行シス

テムを実現

する。 

エンジン

10 特開2002-213592 

トヨタ自動車 

デンソー 

ハイブリツド車

の機関回転速度

制御装置 

01.01.12 

3 1 2 日産自動車(2)

トヨタ自動車

(1) 

発電機をｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御して電動機の回転速度ある

いは駆動力をﾄﾙｸ低下量に応じて高くすること

で、ﾉｯｷﾝｸﾞ制御によるﾄﾙｸ低下分を補う。これに

より、ﾄﾙｸ低下分を、ｴﾝｼﾞﾝ発生出力を変えずに、

しかもﾊﾞｯﾃﾘｰへの負担なしで補うことができるた

め、ﾊﾞｯﾃﾘｰ残容

量や温度などの

ﾊﾞｯﾃﾘｰ状態に影

響されずに、要

求通りの機関発

生ﾊﾟﾜｰが得られ

る。 

 

 

 

エンジン

10 特開2002-325309 

日産自動車 

ハイブリツド型

四輪駆動車 

01.04.24 

3 1 2 日産自動車(1)

日立製作所(1)

マツダ(1) 

 

ｴﾝｼﾞﾝで前輪駆動するとともに、ｴﾝｼﾞﾝ出力の一部

を発電機で電力変換してﾓｰﾀｰに供給し、ﾓｰﾀｰで他

方の後輪駆動輪を駆動する四輪駆動型ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

両において、ｴﾝｼﾞﾝと、ｴﾝｼﾞﾝ出力の一部を電力に

変換する発電機と、発電機から電力の供給を受け

て力行運転するﾓｰﾀｰのﾄﾙｸを制御するｺﾝﾄﾛｰﾗｰは、

推定したｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸからｴﾝｼﾞﾝが安定して回転する

のに必要とされるﾄﾙｸを減じた余剰ﾄﾙｸに基づいて

使用可能ﾄﾙｸを演算し、発電機の消費ﾄﾙｸあるいは

ﾓｰﾀｰの駆動ﾄ

ﾙｸをこの使

用可能ﾄﾙｸ以

下に制限す

る様に作用

する。 

 

 

 

 

モーター
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表1.5.2-2 被引用回数２回以上の特許19件の概要(5/7) 

No 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数

自

社

引

用 

他

社

引

用 

引用した 

特許出願人 
特許の概要 

技術 

要素 

13 特許3719393 

三菱ふそうト

ラック・バス 

ハイブリツドシ

ステムの制御装

置 

01.04.06 

2 0 2 トヨタ自動車

(2) 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑにおいてﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰを連続再生

する際に、ｴﾝｼﾞﾝ負荷を一時的に低下させ、その

間に排気の酸素濃度を高めてﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄ

ﾌｨﾙﾀｰ(DPF)に酸素を供給する低負荷運転をDPF再

生中にｽﾊﾟｲｸ

状 に 行 い 、

高 い 酸 素 濃

度 の 排 気 に

よつてﾊﾟｰﾃｨ

ｷｭﾚｰﾄの燃焼

を 促 進 す

る。 

 

 

 

 

エンジン

13 特開2003-139026 

日立製作所 

電動発電装置お

よびこれを搭載

した自動車 

01.11.05 

2 0 2 本田技研工業

(2) 

１方向ｸﾗｯﾁと、回転

体のｴﾝｼﾞﾝ回転と同

方向の回転拘束を継

続することができる

ﾌﾞﾚｰｷ手段とを備え

ることにより、１方

向ｸﾗｯﾁをｵｰﾊﾞｰﾗﾝ状

態とならず非作動状

態にし、ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ対

処に費やされるｺｽ ﾄ

を削減する。 

 

 

 

発電機

13 特開2003-299205 

三菱自動車 

電気自動車の回

生制御装置 

02.03.29 

2 0 2 日産自動車(1)

トヨタ自動車

(1) 

張力検出手段が検出した牽引ﾛｰﾌﾟの張力に応じて

回生制動力を制御することにより、牽引車の加減

速及び牽引経路

中の道路状況等

に応じた回生制

御を行う事によ

り、回生ﾄﾙｸの

最適化と牽引時

の回生発電効率

を向上させる。 

 

 

 

 

 

モーター
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表1.5.2-2 被引用回数２回以上の特許19件の概要(6/7) 

No 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数

自

社

引

用 

他

社

引

用 

引用した 

特許出願人 
特許の概要 

技術 

要素 

13 特許3627664 

日産自動車 

４輪駆動装置 

01.03.30 

2 1 1 日産自動車(1)

トヨタ自動車

(1) 

ｴﾝｼﾞﾝにより前後輪の一方を駆動し、発電機によ

つてﾓｰﾀｰを作動させて前後輪の他方を駆動する。

運転者の加速要求に基づいてﾓｰﾀｰによる前後輪の

他方の駆動を行うかどうかを制御する。４輪駆動

制御時において

運転者の加速要

求があるときに

２輪駆動制御に

切り替え、運転

者の意図する加

速性能を発揮さ

せる。 

 

 

 

 

 

モーター

13 特許3531639 

日産自動車 

車両の駆動力制

御装置 

01.12.26 

2 2 0 日産自動車(2) ｴﾝｼﾞﾝの出力ﾄﾙｸをﾍﾞﾙﾄ伝
動で発電機に伝達可能な

車両において、加速ｽﾘｯ

ﾌﾟ量に応じた発電負荷ﾄﾙ

ｸとなるように発電機を

制御することにより、ﾍﾞ

ﾙﾄｽﾘｯﾌﾟを抑え異音発生

を防止する。 

 

 

 

 

 

 

発電機

13 特許3701567 

本田技研工業 

ハイブリツド車

両の制御装置 

01.02.20 

2 2 0 本田技研工業

(2) 

気筒休止判別手段により気筒休止が可能であると

判別され、休筒実行手段によりｴﾝｼﾞﾝを休筒させ

るｱｸﾁｭｴｰﾀｰに作動を指示し、作動可否判別手段に

より前記ｱｸﾁｭｴｰﾀｰが確実に作動したことを判別し

た場合に、休筒制御手段によりｴﾝｼﾞﾝを休筒運転

とすることができる。また、休筒運転中に気筒休

止解除判別手段により気筒休止の解除が判別さ

れ、休筒実行手段によりｱｸﾁｭｴｰﾀｰの作動解除を指

示し、作動可否判

別手段により前記

ｱｸﾁｭｴｰﾀｰが確実に

作動解除したこと

を 検 出 し た 場 合

に、休筒制御手段

によりｴﾝｼﾞﾝを通

常運転に復帰させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジン
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表1.5.2-2 被引用回数２回以上の特許19件の概要(7/7) 

No 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数

自

社

引

用 

他

社

引

用 

引用した 

特許出願人 
特許の概要 

技術 

要素 

13 特開2003-127681 

トヨタ自動車 

変速機を備えた

ハイブリツド車

駆動構造 

01.10.22 

2 2 0 トヨタ自動車

(2) 

車輪駆動軸に第2ﾓｰﾀｰｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰが連結されたﾊｲﾌﾞ

ﾘｯﾄﾞ車駆動構造において、車輪駆動軸の途中又は

車輪駆動軸への第2ﾓｰﾀｰｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰの連結途中の少

なくとも一方に変速機を設けることにより、内燃

機関と第二

電動発電機

との大きさ

の釣合いを

良くする。 

 

 

 

 

駆動力合

成変速機

 

 

1.5.3 注目される特許の関連図 

図 1.5.3-1～図 1.5.3-3 に、被引用回数の多い３件の特許を引用している特許群を時系

列的に展開した結果を示す。 

被引用回数が最も多いトヨタ自動車が出願した特許 3580257 は、モーター変速機構を内

蔵した駆動力合成変速システム制御に関する特許であり、車両要求トルクにスムースに対

応するためにエンジン出力と変速比制御とダイナミックに組合せ制御し、スムースな加速

走行性を確保しようとした特許である。本特許は、リダクションギアを内蔵したトヨタハ

イブリッドシステム「THSⅡ」の基本特許の一つと考えられ、その後に出願されたトヨタ

自動車出願の特許に多数自社引用されている。 

被引用回数10回の日産自動車、ルノーが共願した特許3578212は、遊星歯車動力合成装

置の特定要素にブレーキ機構を設けることにより、装置の小型化と駆動力の増大を両立さ

せようとしたものであり、日産自動車自社からのその後の出願に引用されている。 

被引用回数10回の三菱ふそうトラック・バス出願の特許3755406は、ディーゼルエンジ

ンにおける排気ガスフィルター燃焼とバッテリー充放電量との協調制御に関するものであ

り、マツダが一連のエンジン排気制御に関する出願に多数引用しているのが注目される。 
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特許3578451 

日産自動車, 

ルノ－（ﾌﾗﾝｽ） 

駆動装置 

特許3580257 

トヨタ自動車 

ハイブリッド車 

特許3638876 

日立製作所 

車両の駆動装置及

び車両 

特開2004-150334

トヨタ自動車

ハイブリッド自動

車およびその制御

方法 

特開2004-150507

トヨタ自動車

ハイブリッド自動

車 

特開2004-156763

トヨタ自動車

ハイブリッド自動

車 

特開2004-203218

トヨタ自動車

ハイブリッド駆動

装置の制御装置 

特開2004-203219

トヨタ自動車

ハイブリッド駆動

装置の制御装置 

特開2004-204958

トヨタ自動車

変速機の制御装置

特開2004-204957

トヨタ自動車

ハイブリッド駆動

装置の制御装置 

特開2004-203220

トヨタ自動車

ハイブリッド駆動

装置の制御装置 

特許3651469 

トヨタ自動車

変速機の制御装置

特開2004-208417

トヨタ自動車

ハイブリッド駆動

装置の制御装置 

特開2004-204960

トヨタ自動車

ハイブリッド駆動

装置の制御装置 

特開2004-225871

トヨタ自動車 

ハイブリッド駆動

装置の制御装置 

特開2004-282886

トヨタ自動車 

ハイブリッド自動

車 

特開2004-364432

トヨタ自動車 

ハイブリッド車の制

御装置 

特開2004-278712

トヨタ自動車 

ハイブリッド駆動

装置 

特開2005-003148

トヨタ自動車 

ハイブリッド車の

制御装置 

特開2004-278713

トヨタ自動車 

ハイブリッド車の

制御装置 

図1.5.3-1 特許3580257の引用関連図（1/2） 

特開2003-278855

日産自動車, 

ルノ－（ﾌﾗﾝｽ）

ハイブリッド変速

機 

 2001             2002            2003 

遊星歯車方式における動力合成制御 

ﾓｰﾀｰ/ﾄﾙｸ制御 

★１

(出願年) 

次頁へ
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特開2005-155445

トヨタ自動車

動力出力装置および

これを搭載する自動

車並びに動力出力装

置の制御方法 

特開2005-138779

トヨタ自動車

動力出力装置およ

びこれを搭載する

自動車 

特開2005-012894 

トヨタ自動車

ハイブリッド車の

制御装置 

特開2004-217096 

トヨタ自動車

変速機の制御装置

特開2005-170317 

トヨタ自動車 

動力出力装置およ
びこれを搭載する自

動車並びにこれらの

制御方法

特開2005-145100

トヨタ自動車

ハイブリッド車の

駆動制御装置 

特開2005-016547

トヨタ自動車

ハイブリッド駆動

装置の制御装置 

特開2004-242464

トヨタ自動車

ハイブリッド車の

駆動装置 

特開2005-030510

トヨタ自動車

ハイブリッド車の

制御装置

 

特開2005-008100 

トヨタ自動車

ハイブリッド車の

駆動装置

 

特開2004-291803 

トヨタ自動車

ハイブリッド駆動

装置 

特開2004-255901 

トヨタ自動車

ハイブリッド車の

駆動装置 

特開2005-110461 

トヨタ自動車 

パラレルハイブリッ

ド車両におけるモ－

タジエネレ－タの制

御方法 

特開2005-061224 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

ハイブリッド車輌

の制御装置 

特開2005-012864 

トヨタ自動車

ハイブリッド駆動

装置の制御装置 

図1.5.3-1 特許3580257の引用関連図（2/2） 

              2003 

遊星歯車方式における動力合成制御 

ﾓｰﾀｰ/ﾄﾙｸ制御 ｴﾝｼﾞﾝ/ﾓｰﾀｰ協調制御 

(出願年) 

★１ 

前頁より 
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特許3578212 

日産自動車, 

ルノ－（ﾌﾗﾝｽ） 

駆動装置 

特許3578451 

日産自動車, 

ルノ－（ﾌﾗﾝｽ） 

駆動装置 

特許3707411 

トヨタ自動車

動力出力装置およ

びこれを備える自

動車 

特開2003-130202

トヨタ自動車

変速機付きハイブ

リッド車駆動構造

の運転方法 

特許3614409 

日産自動車, 

ルノ－（ﾌﾗﾝｽ）

ハイブリッド変速

機 

特開2005-016559

日産自動車 

ハイブリッド車の

モ－ド遷移制御装

置 

特開2005-016570

日産自動車 

ハイブリッド車の

モ－ド遷移制御装

置 

特開2005-163912

日産自動車 

ハイブリッド車両

の制御装置 

特開2005-065347

日産自動車 

車両のモ－ド制御

装置 

特開2005-053267

日産自動車 

車両のモ－ド制御

装置 

特開2005-171760

日産自動車 

ハイブリッド車両

の制御装置 

特開2005-081931

トヨタ自動車

動力出力装置およ

びこれを搭載する

自動車 

特開2005-048805

日産自動車 

ハイブリッド変速

機のモ－ド切り替

え制御装置 

特開2005-143229

日産自動車 

ﾓｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成方法及

びその方法を用いたﾊ

ｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用ﾓｰﾄﾞﾏｯ

ﾌﾟ 

特開2005-192284

トヨタ自動車

ハイブリッド車の

駆動装置 
 

特開2005-151699

トヨタ自動車

発電機を備えた車

両の制御装置 

特開2005-125876

トヨタ自動車

ハイブリッド車の

駆動装置 

図1.5.3-2 特許3578212の引用関連図 

 2001         2002            2003 

遊星歯車方式における動力合成制御 

(出願年) 

協調制御 協調制御 ﾌｪｲﾙｾｰﾌ 

ﾄﾙｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 切替ﾀｲﾐﾝｸﾞ 

ｸﾗｯﾁ過渡制御 

電力ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

ﾌｪｲﾙｾｰﾌ 

ﾄﾙｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ﾄﾙｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

ｸﾗｯﾁ過渡制御 

ｸﾗｯﾁ過渡制御 

協調制御 

ｸﾗｯﾁ過渡制御 

変動制御 

変速制御 

変速制御 
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特許3719393 

三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ 

ﾊﾞｽ 

ハイブリツドシステ

ムの制御装置 

特許3755406 

三菱ふそうト

ラック・バス 

ハイブリツド車両 

特開2005-106023

トヨタ自動車

内燃機関の制御装

置 

特開2005-036659

マツダ 

ハイブリツド車両

の制御装置 

特開2005-194885

トヨタ自動車,

アイシン精機

ﾃﾞｲｰｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両

における排気浄化装

置の再生制御方法 

特開2005-048630

マツダ 

ハイブリツド車両

の制御装置 

特開2005-048618

マツダ 

ハイブリツド車両

の制御装置 

特開2005-051872

マツダ 

ハイブリツド車両

の制御装置 

特開2005-048620

マツダ 

車両の制御装置 

特開2005-048617

マツダ 

ハイブリツド車両

の制御装置 

特開2005-051893

マツダ 

ハイブリツド車両

の制御装置 

特開2005-048623

マツダ 

ハイブリツド車両

の制御装置 

図1.5.3-3 特許3755406の引用関連図 

 

 
 2001    2002            2003 

(出願年) 

充電ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

運転ﾓｰﾄﾞ切替 

電力供給制御 

触媒運転制御 

触媒運転制御 

排気ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

排気ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

排気ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

触媒運転制御 

運転ﾓｰﾄﾞ切替 

排気ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

運転ﾓｰﾄﾞ切替 

エンジン制御 

排気制御 



 

 

２. 主要企業、大学・公的研究機関等の

特許活動 

 

 

 

 

 

 

2.1 トヨタ自動車 

2.2 日産自動車 

2.3 本田技研工業 

2.4 日立製作所 

2.5 アイシン・エィ・ダブリュ 

2.6 デンソー 

2.7 三菱自動車 

2.8 富士重工業 

2.9 マツダ 

2.10 日産ディーゼル工業 

2.11 ルノー 

2.12 日野自動車 

2.13 アイシン精機 

2.14 ジェイテクト 

2.15 松下電器産業 

2.16 スズキ 

2.17 ダイハツ工業 

2.18 三洋電機 

2.19 三菱ふそうトラック・バス 

2.20 ジヤトコ 

2.21 大学・公的研究機関からの出願 

2.22 主要企業等以外の特許番号一覧 
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ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する出願件数の多い企業について、企業ごと

に企業概要、主要製品、技術の分析を行う。 

表1.3.1-1に示した出願件数の上位20社を対象とする。2001～03年に出願されたハイ

ブリッド電気自動車の制御技術に関する出願件数は2,166件で、うち、主要企業20社の

出願件数は、1,919件であり、出願総数の88.6％にあたる。主要企業20社の出願件数の

内訳は、登録特許が241件であり、審査請求中の特許は834件である。 

なお、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関しては、公的研究機関からの出願は国

内１件、海外からの２件のみである。それらのリストを2.21に示す。また、2.22には、

主要20社および公的研究機関からの出願を除くその他の登録特許リストを技術要素、課

題、解決手段別に示す。なお、各企業の出願件数と発明者数の図で、14年度テーマ「ハ

イブリッド電気自動車の制御技術」の主要企業として掲載した企業に関しては、1990～

2000年のデータも参考までに図中に併記している。 

これら主要企業20社の技術要素課題対応特許のうち、登録特許については、概要を図

入りで示す。なお、開発拠点については、公報に記載の発明者の住所を参考にした。経

過情報については、2006年1月現在の状況で掲載しており、最近特許になったものは特

許番号のみ表示している。 

企業の概要は、有価証券報告書と各企業のホームページで補完している。 

表2-1 ハイブリッド電気自動車の制御技術の主要20社と出願件数 

No. 出願人 出願件数 No. 出願人 出願件数

1 トヨタ自動車 (1) 722 10 ルノ－（ﾌﾗﾝｽ）（-） 28 

2 日産自動車 (2) 475 12 日野自動車(11) 25 

3 本田技研工業 (3) 197 13 アイシン精機 (28) 23 

4 日立製作所 (8) 99 14 ジェイテクト (57) 22 

5 アイシン・エィ・ダブリュ (9) 90 14 松下電器産業 (16) 21 

6 デンソ－ (5) 68 14 スズキ (12) 21 

7 三菱自動車 (4) 43 17 ダイハツ工業 (15) 19 

8 富士重工業 (7) 34 18 三洋電機 (22) 17 

9 マツダ (10) 33 18 三菱ふそうトラック・バス(-) 17 

10 日産ディーゼル工業 (13) 28 20 ジヤトコ (17) 15 

＊ 表中、括弧内数値は、前回報告書の順位を示す。括弧内－印は、今回新しく主要企業に入った企業を示す。 

 

 

２．主要企業、大学・公的研究機関等の
特許活動 

 
出願上位企業 20 社の出願件数は、全 2,166 件中の 1,919 件と 

全体の 88.6％を占める。このうち、登録件数は 241 件であり、 

      係属中の出願は 834 件である。 

特許流通 

支援チャート 
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2.1.1 企業の概要 

商号 トヨタ自動車 株式会社 

本社所在地 〒471-8571 愛知県豊田市トヨタ町1 

設立年 1937年（昭和12年） 

資本金 3,970億49百万円（2005年3月末） 

従業員数 64,237名（2005年3月末）（連結：265,753名） 

事業内容 自動車および関連部品の製造・販売 

 

2001年までのトヨタ自動車のハイブリッド開発概況については、H14年度テーマ「ハイ

ブリッド電気自動車の制御技術」に掲載したので、ここでは2002年以降の動きを述べる。 

トヨタ自動車は、1997年に世界に先駆けて量産型ハイブリッド乗用車「プリウス」を販

売開始して以来、経営戦略として、ハイブリッド車の普及に向けて技術開発を推進してき

ており、2003年には、さらに新たな機能を盛り込んだハイブリッドシステム「THSⅡ」を

開発した。本システムは、昇圧コンバータシステムと遊星歯車機構による動力合成システ

ムをベースに、中速から高速までの広い車速域で、エンジンとモーター動力を組合せ、連

続的にハイブリッド最高システム出力を維持できるシステムであり、特に、追い越し時の

加速性を改良したものである。 

本システムは、2003年にフルモデルチェンジ発売された「新型プリウス」に搭載され、

世界戦略車との位置付けで販売台数を拡大してきた(2004年実績で、国内69,000台、米国

を中心とする海外で66,000台)。 

トヨタ自動車は、2005年には、ハイブリッドシステム搭載車の車種拡大と高付加価値化

による更なるユーザー層の掘り起こしを目指して、V６エンジン搭載の高性能SUVを販売開

始した。2006年にはハイブリッド車用部品の生産能力を年40万台規模に引き上げる計画を

もっており、2010年には、ハイブリッド車を世界で100万台規模で販売するという長期目

標も掲げている。ハイブリッド車用基幹部品であるモーターや発電機は、トヨタ自動車本

社工場で生産しており、2005年10月には、松下電器産業グループとの共同出資会社であり、

トヨタハイブリッド車用バッテリーを全量供給しているパナソニックEVエナジーを子会社

化し、ニッケル水素電池の開発・供給体制を強化している。 

なお、トヨタ自動車は、2002年に、日産自動車との間で「THS-Ⅱ」システムを長期にわ

たり供給する協力関係を築くとともに、2004年には、フォードとの間で、トヨタ自動車が

開発・保有するハイブリッドシステム制御に関する特許を、フォードが独自に開発を進め

ているハイブリッドシステムにライセンス供与することで合意がなされている。 

 (出典：トヨタ自動車のホームページ http://www.toyota.co.jp) 

 

 

2.1 トヨタ自動車 
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2.1.2 製品例 

表2.1.2-1に、2003年以降に国内で市販されたトヨタハイブリッド車の製品例を示す。

すべて、パワースプリット式パラレルハイブリッド乗用車である。また、2006年春にはFR

乗用車専用のハイブリッドシステムを搭載したレクサスブランドハイブリッド車「GS450

h」を発売する予定である。 

米国市場に対しても、国内生産したプリウスを米国市場に同時投入し、カリフォルニア

州を手始めに販売を始め、2005年には米国全州に販路を拡大した。2004年には「Lexus RX

400h（ハリヤー）ハイブリッド」車をカナダ工場で生産し発売を開始した。これに続いて

「Toyota Highlander(日本名：クルーガー)ハイブリッド」車を2005年初めに発売した。

ともにV6/3.3リッターエンジンにハイブリット機構を付加したものである。 

北米地域におけるトヨタ自動車のハイブリッド車販売は、2006年に「カムリ」と高級セ

ダン「レクサスGS」を加えた計５車種とする予定である。それに合わせて、米国ケンタッ

キー工場でカムリのハイブリッド車を生産する計画であり、2010年までにさらに５車種追

加し、ハイブリッド車だけで2010年には60万台を米国で販売する計画でいる。その中には、

中型ピックアップトラックの「タンドラ」と、フルサイズ・ピックアップトラックのハイ

ブリット車の計画も含まれている。フルサイズ・ピックアップトラックは、来年稼働する

米テキサス州の新工場で生産を開始する予定となっている。 

さらに、トヨタ自動車は、中国自動車メーカー最大手の第一汽車と、2005年内に長春で、

トヨタハイブリッド車「プリウス」の合弁生産を始めると発表した。生産拠点はトヨタと

第一汽車が折半出資した合弁会社「四川一汽トヨタ自動車」（成都市）長春工場となる予

定である。 

トヨタ自動車は、2000年に北米地域でハイブリッド車(プリウス)の販売を開始して以来、

販売台数累計は2005年３月末で約14万7000台に達していると発表している。さらに、2003

年に発売した２代目プリウスの世界販売は2005年８月で累積27万台を超え、うち、13万台

を北米地域で販売している。トヨタ自動車は、2010年初頭のハイブリッド車世界販売年間

100万台を目標にしており、生産体制の拡充化の一環として、前項で述べたように、松下

電器グループと共同出資で立ち上げたニッケル水素蓄電池製造会社パナソニックEVエナ

ジーに対する出資比率を50%以上として子会社化し、ニッケル水素電池の迅速かつ大量供

給体制を整備するとともに、次世代リチウムイオン電池技術開発や車載搭載システム技術

を含むトータルなパワーエレクロロニクス開発を一元的に行える体制を強化している。 
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表2.1.2-1 トヨタハイブリッド車の製品例 (2003-05年発売開始分) 

車種名 ｱﾙﾌｧｰﾄﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ ﾌﾟﾘｳｽ ｸﾙｰｶﾞｰﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ ﾊﾘｱｰﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ 

車両重量(kg) 2000-2059 1250-1270 1890 1930-1960 

乗車定員(人) 7-8 5 7 5 

車両総重量(kg) 2385-2450 1525-1545 2275 2205-2235 

搭載ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ THS-C+E-Four THS-Ⅱ THS-Ⅱ+E-Four THS-Ⅱ+E-Four 

ｼｽﾃﾑ型式 PHEV PHEV PHEV PHEV 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑの 

概要 

ｴﾝｼﾞﾝ､ﾓｰﾀｰとCVT

で構成されるﾌﾛﾝﾄ

ﾕﾆｯﾄと減速機とﾓｰ

ﾀｰで構成されるﾘｱ

ﾕﾆｯﾄ 

専用小型ｴﾝｼﾞﾝと

昇圧ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ、高

出力ﾓｰﾀｰとの組合

せﾕﾆｯﾄ 

大容量ｴﾝｼﾞﾝとﾘﾀﾞ

ｸｼｮﾝｷﾞｱを介した

小型高出力化ﾌﾛﾝﾄ

ﾓ ｰ ﾀ ｰ を 組合せた

THSⅡと、減速機

とﾓｰﾀｰで構成され

るﾘｱﾕﾆｯﾄ 

大容量ｴﾝｼﾞﾝとﾘﾀﾞ

ｸｼｮﾝｷﾞｱを介した

小型高出力化ﾌﾛﾝﾄ

ﾓ ｰ ﾀ ｰ を 組合せた

THSⅡと、減速機

とﾓｰﾀｰで構成され

るﾘｱﾕﾆｯﾄ 

燃費(10･15ﾓｰﾄﾞ走

行時(km/l) 
16.4-17.2 33.0-35.5 17.8 17.8 

駆動方式 電気式4WD 前輪駆動 電気式4WD 電気式4WD 

ｴﾝｼﾞﾝ容量(CC) 2362-V4 1500-4V 3,300-V6 3,300ｰV6 

ﾓｰﾀｰ種 交流同期型 交流同期型 交流同期型 交流同期型 

ﾓｰﾀｰ最大ﾄﾙｸ

(Nm/rpm) 

110/0～1,130 

108/0～400 
400/0-1,200 

333/0-1,500 

130/0-610 

333/O-1,500 

130/0-610 

制御装置     

蓄電池種 Ni-H電池 Ni-H電池 Ni-H電池 Ni-H電池 

電池容量(Ah-Hr) 6.5 6.5 6.5 6.5 

電池個数(cell)、

総電圧 
30 直列 28 直列 30 直列 30 直列 

変速機 CVT 
電子制御式遊星歯

車変速機 

電子制御式遊星歯

車変速機 

電子制御式遊星歯

車変速機 

発売開始年 03/07 03/09 05/03 05/03 

(出典：トヨタ自動車のホームページ http://toyota.jp/hv/entrance.html) 

 

 

 

2.1.3 技術開発拠点と研究者 

図2.1.3-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するトヨタ自動車の出願件数と

発明者数の推移を、平成14年テーマ報告書のデータと併せて示す。2001年以降、研究者を

増加し、より完成度の高いハイブリッドシステム「THS-Ⅱ」の開発と実車化に注力してき

た状況がうかがえる。2001年～2003年にかけて出願件数と発明者数とも増加基調にある。 

 

トヨタ自動車の技術開発拠点：愛知県豊田市トヨタ町１番地 トヨタ自動車本社内 
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図2.1.3-1 トヨタ自動車の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.1.4-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術におけるトヨタ自動車が出願した722

件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図2.1.4-2に課題Ⅰと解決手段Ⅰをさらに細分

化した解決手段Ⅱとの分布を示す。 

｢走行性能の向上」や「燃費性能の向上」課題に対しては、「システムマネジメントの

改良」、｢エンジン／モーター協調制御の改良」、「エンジン制御の改良」、「モーター

制御の改良」および「動力合成機構制御の改良」というパワートレインの個別制御やシス

テム制御に関する出願が多い。 

また、｢機能追加｣課題に対する「モーター制御の改良」、｢排気性能の向上」課題に対

する「エンジン制御の改良」、「バッテリー状態の管理容易化｣課題に対する「バッテ

リー制御の改良」および「フェイルセーフ・安全性の確保」課題に対する「システムマネ

ジメントの改良」に関しても累積20件を超える出願がなされている。 
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図2.1.4-1 トヨタ自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.1.4-2 トヨタ自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.1.4-1に、トヨタ自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対

応特許リストを示す。 

 

表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（1/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

エンジン始動性の

改良など 

特開2005-155337 

03.11.20 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-316561 

03.04.16 

F02D29/02,321 

内燃機関の始動制御装置 

機能追加 触媒の温度管理・

過熱 

特開2005-051863 

03.07.30 

B60L11/14 

車両の制御装置および制御方法 

エ
ン
ジ
ン 

 トルク 特開2004-096823 

(審査請求中) 

02.08.29 

B60L15/28 

原動機の制御装置および原動機の制御方法 

   特開2004-096824 

(審査請求中) 

02.08.29 

B60L15/28 

電気自動車およびこれに搭載された電動機の制

御方法 

  フェイルセーフ 特開2004-096822 

(審査請求中) 

02.08.29 

B60L15/28 

原動機の制御装置および原動機の制御方法 

   特開2004-096825 

(審査請求中) 

02.08.29 

B60L15/20 

原動機の制御装置および原動機の制御方法 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特許3551170 

01.08.30 

F02D29/02 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制

御 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両にお

いて､ﾊﾞｯﾃﾘの充放電の要求

に従ってｴﾝｼﾞﾝの出力を調

整し､ｴﾝｼﾞﾝの運転効率が低

下を回避する｡ 

  要求トルクのマネ

ジメント 

特開2002-325310 

01.04.27 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-169582 

02.11.18 

F02D29/06 

車両の駆動制御装置 

   特開2004-236411 

03.01.29 

B60L11/14 

車両制御装置 

   特開2005-180344 

03.12.19 

F02D29/00 

車両の統合制御ｼｽﾃﾑにおける駆動系制御装置 

  車両速度のマネジ

メント 

特開2004-308614 

(審査請求中) 

03.04.09 

F02D41/06,380 

車両の制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（2/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 車両速度のマネジ

メント 

特開2005-155399 

03.11.25 

F02D29/02 

自動車およびその制御方法 

 排気のマネジメン

ト 

特開2003-214308 

(みなし取下) 

02.01.28 

F02P5/15 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の点火時期制御装置 

 外部情報との協調 特開2004-068789 

(審査請求中) 

02.08.09 

F01P3/20 

車載用ｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑ 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2002-213273 

01.01.18 

F02D29/06 

[1] 

内燃機関の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2002-327778 

01.04.27 

F16D48/02 

車両の制御装置 

   特開2003-102107 

01.09.21 

B60L11/14 

車両用変速制御装置 

   特許3705221 

02.02.05 

F02D29/02,321 

車両の制御装置 

負圧不足判定手段(ｱｼｽﾄ力低下検知手段)により

ｴﾝｼﾞﾝ停止中にﾌﾞﾚｰｷﾌﾞｰｽﾀ

(倍力装置)のｱｼｽﾄ力の低下

が検知された場合には､負

圧制御手段により､ｴﾝｼﾞﾝへ

の燃料供給を再開させずに

車両に蓄えられたｴﾈﾙｷﾞを

用いてｴﾝｼﾞﾝを回転させ､ｴﾝ

ｼﾞﾝ吸気配管に発生する負

圧が増大させることによ

り､ｴﾝｼﾞﾝ始動音の発生やｴﾝ

ｼﾞﾝへの燃料供給の再開に

伴う燃費の悪化等を防止す

る｡ 

   特開2003-328807 

(みなし取下) 

02.05.09 

F02D29/02,321 

点火栓のくすぶりを防止する内燃機関停止制御

装置 

   特開2004-052599 

(審査請求中) 

02.07.17 

F02D29/02,321 

車載された内燃機関の自動停止始動制御装置 

   特開2004-052693 

02.07.22 

F02D29/02 

圧縮自着火ｴﾝｼﾞﾝを搭載したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2004-204740 

02.12.24 

F02D29/02,321 

車両制御装置及びその車両制御装置を備えたﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2004-285890 

03.03.20 

F01M13/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

  回転数と慣性力補

正 

特開2005-030281 

03.07.10 

F02D29/02 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（3/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特開2005-048596 

03.07.29 

F02N11/08 

駆動装置およびその制御方法並びに自動車 

  特開2005-090307 

03.09.16 

F02N11/04 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

 応答性の改良 特開2004-239152 

(審査請求中) 

03.02.05 

F02D29/02 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの制御装置 

  特開2004-242464 

03.02.07 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

エ
ン
ジ
ン 

 フェイルセーフ 特開2004-144007 

(審査請求中) 

02.10.24 

F02D29/02 

動力出力装置及びその制御方法並びにﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

車両 

  エンジン始動性の

改良など 

特開2002-371903 

01.06.15 

F02D45/00,340 

内燃機関制御装置 

   特開2005-105885 

03.09.29 

F02D17/00 

駆動装置およびこれを備える自動車 

  回生効率の改良 特許3610962 

02.04.09 

B60L7/24 

車両の制動力の制御装置 

車両惰力走行中にｴﾝｼﾞﾝへの燃料供給を停止し､

ｴﾝｼﾞﾝと車輪との間に設けられたﾄﾙｸ容量制御装

置のﾄﾙｸ容量を所定値以上に制御することによ

り､ｴﾝｼﾞﾝ回転抵抗により車両に制動力を作用さ

せるとともに､所定の条件が成立した場合に､ﾄﾙ

ｸ容量制御装置のﾄﾙｸ容量

を低下させる機能と､車輪

に動力伝達可能に連結さ

れている発電機の機能に

より車両に制動力を作用

させる機能とを備えた車

両制動力の制御装置にお

いて､ﾄﾙｸ容量制御装置のﾄ

ﾙｸ容量を低下させる場合

に､発電機の機能により発

生する制動力を増加させ

る制動力制御手段を備え

た車両制動力制御装置｡ 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2002-221063 

(審査請求中) 

01.01.26 

F02D41/06,380 

ｴﾝｼﾞﾝのｸﾗﾝｷﾝｸﾞ制御方法 

   特開2004-044469 

(審査請求中) 

02.07.11 

F02D17/00 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

   特開2004-076670 

(審査請求中) 

02.08.20 

F02D41/06,330 

内燃機関の始動制御装置 

   特開2004-143957 

02.10.22 

F02D29/02,321 

自動車および内燃機関の始動制御装置並びに内

燃機関の始動方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（4/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-183613 

(審査請求中) 

02.12.05 

F02D13/02 

内燃機関の停止制御装置 

  特開2005-009474 

03.05.26(優先権) 

F02D41/06,310 

動力出力装置およびその制御方法 

  特開2005-069029 

03.08.27 

F02D41/04,305 

内燃機関の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2005-162205 

(審査請求中) 

02.04.25(原出願) 

B60K41/28 

車両用駆動制御装置 

  点火時期 特開2004-084607 

(審査請求中) 

02.08.28 

F02D45/00,345 

ｴﾝｼﾞﾝの制御装置及び方法､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型の動力出

力装置並びにﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2004-316555 

(審査請求中) 

03.04.16 

F02D45/00,310 

内燃機関の始動装置および内燃機関の始動制御

方法 

  触媒の温度管理・

過熱 

特開2002-276408 

(審査前置) 

01.03.21 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2002-371869 

(審査請求中) 

01.06.12 

F02D13/02 

機関非作動時の内燃機関作動特性制御方法 

   特開2002-371870 

01.06.12 

F02D13/02 

学習を含む機関非作動時の内燃機関作動特性制

御方法 

   特開2004-027943 

(審査請求中) 

02.06.25 

F02D41/04,301 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型の動力出力装置及びその制御方法､

並びにﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2004-044433 

(審査請求中) 

02.07.10 

F02D15/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置及び方法､並びにﾊｲﾌﾞ

ﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2004-232488 

(審査請求中) 

03.01.28 

F02D45/00,362 

内燃機関の停止位置推定装置 

   特開2004-232518 

(特許3744496) 

03.01.29 

F02D29/02 

電動機を利用しながら圧縮比の切り換えを行う

内燃機関､および内燃機関の制御方法 

   特開2004-270679 

03.02.18(優先権) 

F02D29/02 

可変圧縮比ｴﾝｼﾞﾝの制御方法 

   特開2005-042560 

03.07.22 

F02D29/02,321 

駆動装置およびその制御方法並びに自動車 

   特開2005-042561 

03.07.22 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車およびその制御方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（5/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2005-048645 

03.07.28 

F01P3/20 

蓄熱装置付きｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑ 

  特開2005-140032 

03.11.07 

F02D45/00 

機関出力ﾄﾙｸ参照式多気筒内燃機関減筒制御装

置 

  特開2005-140033 

03.11.07 

F02D17/02 

車輌用多気筒内燃機関の機関運転制御装置 

 トルク 特開2003-009309 

01.06.25 

B60L11/14 

車両用動力装置の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2004-236406 

03.01.29 

B60L11/14 

豊田中央研究所 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

  回転数 特許3614131 

01.12.20 

F02D29/02,331 

電動発電機による内燃機関のｱｲﾄﾞﾙ運転制御方

法 

温水注入時または抽出

時にｴﾝｼﾞﾝｱｲﾄﾞﾙ運転が

行われる時には､ｱｲﾄﾞﾙ

運転をｴﾝｼﾞﾝ温度に影

響される燃料制御に代

えて電動機または発電

機により所定のｱｲﾄﾞﾙ

回転数範囲内に追い込

むよう制御する事によ

り､ｴﾝｼﾞﾝ冷却水温ｾﾝｻ

の検出値の乱れやｱｲﾄﾞ

ﾙ運転制御の乱れを回

避する｡ 

  電力供給制御など 特開2003-301734 

(審査請求中) 

02.04.08 

F02D29/02,321 

車両の制御装置及び車両の制御方法 

  クラッチ過渡制御 特開2002-354606 

01.05.18 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 

   特開2003-200759 

(特許3744421) 

01.12.28 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動力制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2004-230994 

03.01.29 

B60K41/14 

圧縮比を変更可能な内燃機関と変速機とを備え

る動力出力装置 

  変速機構の制御な

ど 

特開2005-054823 

03.08.06 

F16H61/02 

アイシン精機 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の変速制御方法 

  発電機制御の改良 特開2003-314325 

(審査請求中) 

02.04.22 

F02D29/06 

駆動力源の停止･始動制御装置 

   特開2004-208420 

(審査請求中) 

02.12.25 

B60L11/12 

車両制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（6/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 発電機制御の改良 特開2005-105950 

03.09.30 

F02D29/06 

自動車 

 冷却系 特開2003-184620 

(審査請求中) 

01.12.20 

F02D45/00,310 

ﾎﾟﾝﾌﾟ相関制御による内燃機関用温水式暖機装

置 

  特開2004-204708 

02.12.24 

F01P7/16,501 

ｴﾝｼﾞﾝ冷却装置 

エ
ン
ジ
ン 

 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2003-214207 

(みなし取下) 

02.01.21 

F02D29/02,321 

ｴｺﾗﾝ運転のｴﾝｼﾞﾝ停止制御方法 

   特開2003-214208 

(みなし取下) 

02.01.21 

F02D29/02,321 

ｴｺﾗﾝ運転のｴﾝｼﾞﾝ停止制御方法 

   特開2004-036459 

(審査請求中) 

02.07.02 

F02D29/02,321 

内燃機関の停止制御装置 

 走行性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2003-314417 

(審査請求中) 

02.04.17 

F02N11/08 

駆動装置およびこれを搭載する自動車 

   特開2003-328804 

(審査請求中) 

02.05.09 

F02D29/02 

回生発電時の機関出力制御特性を修正された車

輌 

   特開2004-003460 

02.04.09(優先権) 

F02D29/02,321 

車両の制御装置および制御方法 

  要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-291691 

(審査請求中) 

02.04.03 

B60K41/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2004-239111 

(審査請求中) 

03.02.04 

F02D45/00,312 

内燃機関の停止始動制御装置 

   特開2004-255901 

03.02.24 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

   特開2005-124282 

03.10.15 

B60L11/14 

自動車およびその制御方法 

  車両速度のマネジ

メント 

特開2002-331852 

01.05.10 

B60K31/00 

定速走行装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（7/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

走行性能の向上 車両速度のマネジ

メント 

特許3648739 

02.03.18 

F02D29/02,301 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

ｸﾙｰｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽﾃﾑの作動時には､ｸﾙｰｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽﾃ

ﾑの非作動時にｱｸｾﾙ開度が全閉のときに駆動軸

に出力される制動ﾄﾙｸよりも大きな制動ﾄﾙｸが出

力されるようにｽﾛｯﾄﾙ開度(ｱｸｾﾙ開度に相当)と

車速と駆動軸の目標ﾄﾙｸとの関係を設定する事

により､下り勾配走行時などの駆動軸に作用す

る駆動負荷が比較

的大きい場合で

も､十分な制動力

を駆動軸に出力で

き､ｸﾙｰｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽ

ﾃﾑ制御下でより確

実に車速を設定車

速に維持すること

ができる｡ 

   特開2004-308610 

03.04.09 

F02D29/02,321 

車両制御装置 

  外部情報との協調 特開2004-068789 

(審査請求中) 

02.08.09 

F01P3/20 

車載用ｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑ 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特許3661637 

01.12.07 

B60K41/02 

車両用ｴﾝｼﾞﾝおよび変速機の統合制御装置 

禁止手段により､ｴﾝｼﾞﾝ運転ﾓｰﾄﾞを切換える切換

制御と､ｸﾗｯﾁを摩擦係

合させて車両を発進

させるための発進制

御とを同時に実行す

る事を禁止するｴﾝｼﾞﾝ

と変速機の統合制御

を行うことにより､車

両発進時のｼｮｯのが発

生やｴﾝｼﾞﾝ作動ﾓｰﾄﾞ切

換時の不安定性を解

消する｡ 

   特開2004-052599 

(審査請求中) 

02.07.17 

F02D29/02,321 

車載された内燃機関の自動停止始動制御装置 

   特開2004-204707 

02.12.24 

F02D29/02 

車両制御装置及びその車両制御装置を備えたﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  回転数と慣性力補

正 

特開2003-212004 

(審査請求中) 

02.01.18 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｸﾗﾂﾁ制御装置 

   特開2005-030281 

03.07.10 

F02D29/02 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

   特開2005-048622 

(審査請求中) 

03.07.31 

F02D29/02 

アイシン精機 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（8/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特開2005-051847 

03.07.30 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

  特開2005-090307 

03.09.16 

F02N11/04 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

 応答性の改良 特開2003-278572 

(特許3747869) 

02.03.22 

F02D29/02 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2005-163667 

(審査請求中) 

03.12.03 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両における内燃機関の制御方法 

  エンジン始動性の

改良など 

特開2003-314341 

(審査請求中) 

02.02.22(優先権) 

F02D45/00,310 

駆動装置 

   特開2005-105885 

03.09.29 

F02D17/00 

駆動装置およびこれを備える自動車 

   特開2005-155337 

03.11.20 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2002-213279 

01.01.17 

F02D41/06,310 

[1] 

内燃機関の始動制御装置 

   特開2002-364417 

(審査請求中) 

01.06.07 

F02D41/06,320 

蓄電状態と機関温度に応じた機関始動を行なう

車輌原動装置 

   特開2002-371883 

01.06.15 

F02D29/06 

内燃機関同期制御方法及び装置 

   特開2003-278590 

(みなし取下) 

02.03.22 

F02D45/00,301 

蒸発燃料処理装置 

   特開2003-293826 

(審査請求中) 

02.04.01 

F02D41/06,330 

内燃機関の始動制御装置 

   特開2003-343308 

(みなし取下) 

02.05.30 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置 

   特開2004-011515 

(審査請求中) 

02.06.06 

F02D17/00 

内燃機関の制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2004-027953 

（みなし取下） 

02.06.25 

F02N17/00 

内燃機関の制御装置 

   特開2004-176544 

02.11.22 

F02D13/02 

動力出力装置及びその制御方法並びに車両 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（9/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-183613 

(審査請求中) 

02.12.05 

F02D13/02 

内燃機関の停止制御装置 

  特開2004-190596 

02.12.12 

F02D41/06,335 

動力出力装置及びその制御方法並びに車両 

  特開2004-232486 

03.01.28 

F02D29/02,341 

内燃機関の燃料噴射制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2005-120905 

03.10.16 

F02D41/40 

多気筒内燃機関の始動制御方法 

   特開2005-162205 

(審査請求中) 

02.04.25(原出願) 

B60K41/28 

車両用駆動制御装置 

   特開2005-180380 

03.12.22 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置､その方法及びそれを搭載し

た車両 

  点火時期 特開2004-084599 

（みなし取下） 

02.08.28 

F02D45/00,310 

V型多気筒ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

   特開2004-346811 

03.05.21 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびこれに搭載された内燃機

関の始動方法 

  触媒の流量・排気

還流 

特開2004-324436 

03.04.21 

F02D29/02 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の変速時制御方法 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2002-213261 

(審査請求中) 

01.01.19 

F02D13/02 

最小吸気量によるｴﾝｼﾞﾝ始動制御方法 

   特開2002-303195 

(審査請求中) 

01.04.06 

F02D45/00,314 

機関始動時の吸気圧縮度検出方法 

   特開2002-303231 

01.04.06 

F02N11/08 

ｸﾗﾝｷﾝｸﾞ態様の変更を伴う内燃機関始動方法 

   特開2002-339781 

01.05.17 

F02D41/06,310 

車両用ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

   特開2002-349311 

01.05.18 

F02D29/02 

車両の駆動力制御装置 

   特開2002-371872 

(審査請求中) 

01.06.14 

F02D15/00 

車輌用内燃機関の始動特性変更手段の制御方法

   特開2003-094985 

01.09.21 

B60K41/20 

車両の制御装置 

   特開2003-262141 

(みなし取下) 

02.03.07 

F02D29/02 

内燃機関制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（10/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-009815 

(審査請求中) 

02.06.05 

B60K41/06 

自動車 

  特開2004-011468 

(審査請求中) 

02.06.04 

F02D11/10 

自動車 

  特開2004-076687 

(審査請求中) 

02.08.21 

F02B37/14 

排気/電動過給式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2004-346782 

03.05.20 

F02D29/02,341 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

  トルク 特開2002-340172 

01.05.18 

F16H61/02 

車両用駆動制御装置 

   特開2003-020963 

01.07.04 

F02D13/02 

機関作動特性変更手段のﾛﾂｸ係合作動制御方法

   特開2003-020966 

01.07.04 

F02D13/02 

機関作動特性変更手段のﾛﾂｸ待機作動制御方法

   特開2003-278574 

(審査請求中) 

02.03.19 

F02D29/02,301 

ｱｸｾﾙ開度設定装置およびこれを備える自動車 

   特開2004-044491 

（みなし取下） 

02.07.11 

F02N11/08 

内燃機関の始動制御装置 

   特開2004-360528 

03.06.03 

F02D29/02 

動力出力装置､その制御方法及びそれを搭載し

た自動車 

   特開2005-180230 

03.12.17 

F02N11/04 

内燃機関の始動装置､ﾓ-ﾀの制御装置およびそれ

らの方法 

  回転数 特開2002-213592 

01.01.12 

F16H61/02 

デンソ－ 

[3] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の機関回転速度制御装置 

   特開2003-278577 

(みなし取下) 

02.03.22 

F02D29/06 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

  電力供給制御など 特開2004-225623 

03.01.23 

F02D45/00,362 

ｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置およびｴﾝｼﾞﾝ始動制御方法 

  クラッチ過渡制御 特開2002-354606 

01.05.18 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 

   特開2004-245395 

03.02.17 

F16D48/02 

動力出力装置及びその制御方法並びに車両 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（11/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 切り替えタイミン

グ 

特開2004-324678 

03.04.22 

F16H61/02 

車両の変速時制御方法 

 発電機制御の改良 特開2003-293770 

(みなし取下) 

02.04.03 

F01P3/20 

車輌用温水式蓄熱装置 

 冷却系 特開2003-293769 

(審査中) 

02.04.03 

F01P3/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌用温水式蓄熱装置 

 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2003-278566 

(みなし取下) 

02.03.19 

F02D13/02 

車輌用内燃機関の油圧式ﾊﾞﾙﾌﾞﾀｲﾐﾝｸﾞ制御装置

の運転方法 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2003-278594 

(みなし取下) 

02.03.22 

F02D45/00,368 

酸素濃度ｾﾝｻのﾋ-ﾀ制御装置 

   特開2003-293915 

(みなし取下) 

02.04.03 

F02N11/08 

駆動装置およびこれを搭載する自動車 

  操作系・表示系 特開2002-332942 

01.05.10 

F02N15/00 

機関始動中信号手段を有する自動車 

 排気性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3674557 

01.09.04 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

排気通路内にﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰ

ﾄﾌｨﾙﾀを配置し､ﾊﾟﾃｨｷｭ

ﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの暖機完了後

にﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ温度

が低い時にはｴﾝｼﾞﾝ出

力ﾄﾙｸを増大すると共

に出力ﾄﾙｸの増大分を

電気ﾓｰﾀによる発電作

用により消費させる事

により､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ

上の堆積微粒子を連続

的に酸化除去する｡ 

  排気のマネジメン

ト 

特開2003-049630 

01.08.07 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

   特開2003-148202 

(みなし取下) 

01.11.06 

F02D41/08,305 

内燃機関の空燃比制御装置 

   特開2003-307125 

(みなし取下) 

02.04.12 

F01N3/20 

車輌用内燃機関排気系の触媒冷却手段の作動制

御方法 

   特開2003-307145 

(みなし取下) 

02.04.12 

F02D41/04,380 

内燃機関の排気浄化装置 

   特開2004-011533 

(審査請求中) 

02.06.06 

F02D41/04,305 

動力ｼｽﾃﾑの制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（12/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

排気性能の向上 排気のマネジメン

ト 

特開2004-124827 

(審査請求中) 

02.10.02 

F02D45/00,310 

動力出力装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型の動力出力装置並

びにその制御方法､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  特開2004-245149 

03.02.14 

F02D41/04,360 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ車両の制御装置 

  特開2004-316514 

03.04.15 

F02D41/02,351 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の燃焼制御ｼｽﾃﾑ 

  特開2005-090259 

03.09.12 

F02D29/00 

内燃機関の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-058689 

(審査請求中) 

02.07.24 

B60K41/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

  回転数と慣性力補

正 

特開2005-048622 

(審査請求中) 

03.07.31 

F02D29/02 

アイシン精機 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御方法 

  応答性の改良 特開2005-163667 

(審査請求中) 

03.12.03 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両における内燃機関の制御方法 

  エンジン始動性の

改良など 

特開2003-176737 

(審査請求中) 

01.12.07 

F02D29/02 

車両制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2002-213276 

(審査請求中) 

01.01.18 

F02D41/04,330 

内燃機関の燃料噴射制御装置 

   特許3661606 

01.04.27 

F02D41/06,330 

車輌用間歇運転式内燃機関の運転方法 

走行中のｴﾝｼﾞﾝを一

時停止後の再始動時

に､燃料増量を吸気

ﾎﾟｰﾄ周辺への燃料付

着量の推定に基づい

て制御するに際し

て､ｴﾝｼﾞﾝ停止後間も

ない再始動時には時

間経過と共に漸減す

る補正量だけ燃料増

量を減じたりするき

め細かな燃料増量制

御を行う事により大

気汚染を抑制する｡ 

   特開2003-074393 

01.09.04 

F02D41/04,380 

内燃機関の制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（13/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

排気性能の向上 燃料噴射量・燃料

カット 

特許3714274 

02.04.03 

F02D41/06,330 

内燃機関の始動制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ始動時にｲﾝｼﾞｪｸﾀからの燃料噴射を停止す

る空転運転を行い､機関状態が所定の条件を満

たしてから燃料噴射を開始して機関を始動させ

る｡この際､ECUは､空転運転により始動時点の吸

気管等に付着した燃料が機関を経由して排出さ

れる排出量が所定以上か否かを判定して､所定

以上と判定した場合には､所定の条件が満たさ

れない場合でも機関

回転数が所定の回転

数に達したら燃料噴

射を開始してｴﾝｼﾞﾝを

始動させる制御を行

ない､始動時の排気性

能の向上を図る｡ 

   特開2003-343319 

(審査請求中) 

02.05.21 

F02D41/06,330 

内燃機関の制御装置 

   特開2004-076670 

(審査請求中) 

02.08.20 

F02D41/06,330 

内燃機関の始動制御装置 

   特開2004-169646 

02.11.21 

F02D13/02 

可変動弁機構を有する内燃機関 

   特開2004-239179 

03.02.06 

F02D41/14,310 

ｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑ 

   特開2004-245120 

03.02.13 

F02D29/02,321 

内燃機関の始動制御ｼｽﾃﾑ 

   特開2004-324439 

03.04.21 

F02D29/02,321 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ始動時制御方法 

   特開2005-069029 

03.08.27 

F02D41/04,305 

内燃機関の制御装置 

   特開2005-188331 

03.12.24 

F02D41/14,310 

内燃機関の空燃比制御装置 

  点火時期 特開2003-247435 

(審査請求中) 

02.02.22 

F02D17/00 

内燃機関停止時の点火装置制御方法 

   特開2004-124826 

(審査請求中) 

02.10.02 

F02D41/04,310 

動力出力装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型の動力出力装置､

それらの制御方法並びにﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2004-251178 

(審査請求中) 

03.02.19 

F02P5/15 

車両の制御装置 

  触媒の温度管理・

過熱 

特開2002-285878 

(審判中) 

01.01.16(優先権) 

F02D17/00 

[1] 

車輌のｴﾝｼﾞﾝ排気浄化運転方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（14/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

排気性能の向上 触媒の温度管理・

過熱 

特許3608516 

01.01.16(優先権) 

F02D29/02,321 

車輌のHC排出抑制運転方法 

ｴﾝｼﾞﾝの排気系にHC吸着材とHC酸化触媒とが設

けられているHEVにおいて､ｴﾝｼﾞﾝの冷温始動後､

ｴﾝｼﾞﾝの運転を､HC吸

着材の温度とHC酸化

触媒の温度とに応じ

て､排気系より大気

へ排出されるHCの量

を最小化するように

制御する｡ 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2002-349251 

(審査請求中) 

01.05.29 

F01N3/20 

車輌用間歇運転内燃機関のNOx排出抑制運転方

法 

   特許3716799 

02.02.20 

F02D29/02,321 

機関一時停止を伴う車輌用内燃機関の運転方法

走行中にｴﾝｼﾞﾝ運転が停止されるようになって

いるHEVのｴﾝｼﾞﾝ運転制御において､触媒温度が

所定の閾値以下でないときにはｴﾝｼﾞﾝを停止さ

せない判断を含ませ

ることにより､排気

ｶﾞｽ浄化触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀ

を備えた車輌のｴﾝｼﾞ

ﾝ停止時に生じる触

媒ｺﾝﾊﾞｰﾀ内の触媒の

温度が暫時上昇して

過熱劣化を生ずる懸

念を回避する｡ 

   特許3573206 

02.03.12 

F02D29/02 

車両制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀの少なくとも一方の駆動力により走

行可能なHEVにおいて､ﾓｰﾀに電力を供給するﾊﾞｯ

ﾃﾘｰのSOCが所定値以下となった時にｴﾝｼﾞﾝを駆

動させてﾊﾞｯﾃﾘｰの充電を行う車両制御装置であ

り､ﾊﾞｯﾃﾘｰSOCが所定値より大きい蓄電量として

設定された限界値

となった時に､ｴﾝｼﾞ

ﾝや触媒等をﾌﾟﾚﾋｰﾄ

させてそれらの暖

機を促進して､ｴﾝｼﾞ

ﾝ始動時のｴﾐｯｼｮﾝの

悪化を防止する｡ 

   特開2004-320841 

03.04.11 

H02P9/04 

内燃機関の排気浄化ｼｽﾃﾑ 

   特開2004-324424 

03.04.21 

F02D29/02 

ｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑの制御装置 

   特開2004-340102 

(審査請求中) 

03.05.19 

F02D29/02 

内燃機関の触媒劣化抑制装置 

   特開2005-051863 

03.07.30 

B60L11/14 

車両の制御装置および制御方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（15/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

排気性能の向上 触媒の温度管理・

過熱 

特許3700715 

03.08.12 

F02D29/02 

内燃機関の制御装置 

NOX吸蔵還元触媒の硫黄被毒解消操作のために

排気温度を上昇させる際に､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のｴﾝｼﾞﾝ

を低出力で運転しつつﾊﾞｯﾃﾘｰからの電力でﾓｰﾀｰ

ｼﾞｪﾈﾚｰﾀを駆動させ､ｴﾝｼﾞﾝとともに動力切換機

構､ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝを介して

車輪を駆動する｡ｴﾝｼﾞﾝ

各気筒の膨張行程中の

一部の期間にﾓｰﾀｰｼﾞｪﾈ

ﾚｰﾀ出力を増大するﾓｰ

ﾀｰｱｼｽﾄを行い､上記期

間だけ機関回転数を増

大させる事により､気

筒内で燃焼が完了する

前に排気弁が開弁する

ようになり､排気温度

を速やかに上昇させ

る｡ 

   特開2005-069153 

03.08.27 

F02D41/04,345 

直噴式内燃機関の燃圧制御装置および燃圧制御

方法 

   特開2005-113703 

03.10.03 

F02D17/00 

内燃機関 

   特開2005-133563 

(審査請求中) 

03.10.28 

F02D29/02 

内燃機関の排気浄化装置 

  触媒の流量・排気

還流 

特開2003-247417 

(審査請求中) 

02.02.21 

F01N3/24 

車両制御装置 

   特開2004-019519 

（みなし取下） 

02.06.14 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑの制御装置 

   特開2004-176710 

02.10.01(優先権) 

F02D41/32 

動力出力装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型の動力出力装置､

それらの制御方法並びにﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2002-303129 

01.04.06 

F01N3/24 

車輌用内燃機関の触媒酸化度推定を伴う運転方

法 

   特開2003-083121 

01.09.11 

F02D41/06,305 

豊田中央研究所 

内燃機関の排気浄化装置 

   特開2003-232217 

(みなし取下) 

02.02.08 

F01N3/22,301 

車輌用内燃機関の一時停止に伴う排気浄化制御

方法 

   特開2003-254118 

(審査請求中) 

02.02.28 

F02D41/04,301 

車輌用内燃機関の運転停止制御方法 

   特開2003-328799 

(審査請求中) 

02.05.13 

F02D17/00 

過給手段と排気浄化手段を備えた内燃機関の停

止制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（16/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

排気性能の向上 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-011431 

(審査請求中) 

02.06.03 

F02D41/06,330 

内燃機関の制御装置 

  特開2004-245116 

(審査請求中) 

03.02.13 

F02D17/00 

内燃機関の停止始動制御装置 

  特開2004-308571 

03.04.08 

F01N3/22,301 

内燃機関および内燃機関の運転方法 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2004-324442 

03.04.22 

F02D29/02,321 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ始動時制御方法 

   特開2005-105981 

03.09.30 

F01N3/20 

触媒劣化度判定装置 

   特開2005-106023 

03.10.02 

F02D41/22,380 

内燃機関の制御装置 

   特開2005-194885 

03.12.26 

F01N3/02,321 

アイシン精機 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両における排気浄化装置の

再生制御方法 

   特開2005-194886 

03.12.26 

F02D29/02 

アイシン精機 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御方法 

  トルク 特開2003-155951 

(みなし取下) 

01.11.19 

F02D45/00,310 

吸気圧縮助勢を伴う内燃機関停止方法 

  変速機構の制御な

ど 

特許3512010 

01.02.06 

B60K41/12 

[5] 

筒内噴射式内燃機関の制御装置 

無段変速機を具備するHEVにおいて､要求出力を

得るのに必要なｴﾝｼﾞﾝ回転数と要求ﾄﾙｸの関係を

示すｴﾝｼﾞﾝ制御線が第1の制御線Xと､同一の要求

出力に対して第1の制御線Xよりも高ﾄﾙｸ側で低

回転側の第2の制御線Yからなり､排気ｶﾞｽ浄化装

置の活性化度合が低い時には要求出力Cに応じ

た第1の制御線X上(点P)の要求ﾄﾙｸTQおよびｴﾝｼﾞ

ﾝ回転数Nとし､活性化度合が高い時には要求出

力Cに応じた第2の制御線Y上(点Q)の要求ﾄﾙｸTQ

およびｴﾝｼﾞﾝ回転数N

とする制御を行な

い､燃費の向上と煤

およびNOXの低減を

図る｡ 

  発電機制御の改良 特開2005-105950 

03.09.30 

F02D29/06 

自動車 

 冷却性能の向上 冷却系 特開2004-108159 

(審査請求中) 

02.09.13 

F01P11/16 

ｴﾝｼﾞﾝの冷却制御装置及びその冷却制御装置を

備えた車両 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（17/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

振動抑制 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2002-321549 

01.04.26 

B60K41/14 

駆動装置およびその制御方法 

  特開2003-232236 

01.12.07(優先権) 

F02D29/00 

車両のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

  特開2004-027944 

(審査請求中) 

02.06.25 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型の動力出力装置及びその制御方法､

並びにﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2005-127185 

03.10.22 

F02D29/06 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

   特開2005-180331 

03.12.19 

F02D29/02 

自動車および自動車の制御装置 

  排気のマネジメン

ト 

特開2004-204778 

02.12.25 

F02D29/02 

アイシン精機 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2002-327778 

01.04.27 

F16D48/02 

車両の制御装置 

   特開2005-016442 

(審査請求中) 

03.06.26 

F02N11/08 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ始動装置および方法 

  回転数と慣性力補

正 

特開2005-048596 

03.07.29 

F02N11/08 

駆動装置およびその制御方法並びに自動車 

  フェイルセーフ 特開2003-013758 

(審査請求中) 

01.06.28 

F02D13/02 

機関作動特性変更手段のﾛﾂｸ防止作動制御方法

   特開2003-013762 

(審査請求中) 

01.06.28 

F02D13/02 

機関作動特性変更手段のﾛﾂｸ対処作動制御方法

   特開2004-137992 

(審査請求中) 

02.10.18 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置およびその方法 

  電力制御系の改良

など 

特開2002-321604 

01.04.25 

B60T8/00 

車両振動低減方法及び装置 

   特開2003-054291 

01.08.17 

B60K41/02 

車両の総合制御装置 

   特開2004-257297 

(審査請求中) 

03.02.25 

F02D29/00 

車両用動力伝達装置の制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2002-317678 

(審査請求中) 

01.02.16(優先権) 

F02D41/22,305 

内燃機関の排気系異常検出装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（18/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

振動抑制 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-143957 

02.10.22 

F02D29/02,321 

自動車および内燃機関の始動制御装置並びに内

燃機関の始動方法 

 点火時期 特開2004-084599 

02.08.28 

F02D45/00,310 

V型多気筒ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

  特開2005-105943 

03.09.30 

F02D29/02 

動作点制御装置､それを搭載したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両､

及び動作点制御方法 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2002-309985 

01.04.12 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2003-041984 

01.07.31 

F02D41/06,360 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの始動制御 

   特許3614128 

01.10.26 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

運転ｻｲｸﾙ変更制御

手段により､例え

ば､ﾓｰﾀ走行ﾓｰﾄﾞ時

にはｴﾝｼﾞﾝの運転ｻ

ｲｸﾙを4ｻｲｸﾙから2ｻ

ｲｸﾙへと変更させ

る事により､体感

されるｴﾝｼﾞﾝ振動

を軽減させる｡ 

   特開2004-308570 

03.04.08 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ動力装置およびその運転方法 

   特開2004-308598 

03.04.09 

F02D15/00 

内燃機関の停止制御装置 

  トルク 特開2003-291661 

(審査請求中) 

02.04.04 

B60K6/04,553 

駆動力源の制御装置 

   特開2004-011516 

(審査請求中) 

02.06.06 

F02D41/04,310 

車両の制御装置 

   特開2004-159404 

(審査請求中) 

02.11.05 

B60L11/14 

豊田中央研究所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-180405 

03.12.24 

F02D17/02 

車輌用多気筒内燃機関の機関運転制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2003-013767 

01.06.26 

F02D29/02,321 

車両用動力装置 

  変速機構の制御な

ど 

特開2003-166638 

(審査請求中) 

01.11.29 

F16H61/04 

車両用動力伝達装置の制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（19/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

信頼性・耐久性の

向上 

エンジン始動性の

改良など 

特開2004-132204 

(審査請求中) 

02.10.08 

F02D45/00,364 

車両用ｴﾝｼﾞﾝのﾄﾙｸ推定方法および装置 

 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-028066 

（みなし取下） 

02.06.28 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑの制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

 触媒の流量・排気

還流 

特許3622678 

01.01.22 

F02M25/07,570 

圧縮着火式内燃機関 

 煤の発生量がﾋﾟｰｸとなる不活性ｶﾞｽ量よりも燃

焼室内の不活性ｶﾞｽ量が多い第1の燃焼と､煤の

発生量がﾋﾟｰｸとなる不活性ｶﾞｽ量よりも燃焼室

内の不活性ｶﾞｽ量が少ない第2の燃焼とを選択的

に切換える切換手段を具備し､排気ｶﾞｽ中の成分

を浄化するための排気浄化手段を機関排気通路

に配置し､該排気浄化

手段下流から機関吸気

通路に排気ｶﾞｽを循環

し､これにより燃焼室

内に不活性ｶﾞｽを導入

するための排気再循環

通路を具備し､第1の燃

焼を第2の燃焼に切り

換える時に排気再循環

通路により循環させら

れた排気ｶﾞｽの温度を

低下させる事により､ｴ

ﾝｼﾞﾝ吸気通路に対する

熱的な被害を回避する｡ 

   特開2004-340154 

(審査請求中) 

01.01.22(原出願) 

F02D29/02 

圧縮着火式内燃機関 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2003-293711 

(審査請求中) 

02.04.05 

F01L1/34 

機関作動特性変更手段のﾛﾂｸ待機作動制御方法

   特開2004-176545 

02.11.22 

F02D17/00 

動力出力装置及びその制御方法並びに車両 

   特開2005-055289 

03.08.04 

G01D5/245 

異常判定装置および異常判定方法 

  トルク 特開2002-349405 

01.05.29 

F02N11/08 

自動車 

  電力供給制御など 特開2003-301731 

(特許3750626) 

02.04.09 

F02D29/02 

豊田中央研究所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-319502 

(審査請求中) 

02.04.22 

B60L1/00 

電力制御装置 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2002-276416 

01.03.22 

F02D29/06 

多気筒内燃機関の出力ﾄﾙｸ均等周期化運転方法
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（20/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-220838 

(審査請求中) 

02.01.28 

B60K6/04,360 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  特開2003-232440 

(審査請求中) 

02.02.07 

F16H61/12 

車両の制御装置 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2003-174705 

(審査請求中) 

01.12.06 

B60L11/14 

車両の制御装置およびその方法 

エ
ン
ジ
ン 

 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-169646 

02.11.21 

F02D13/02 

可変動弁機構を有する内燃機関 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-176545 

02.11.22 

F02D17/00 

動力出力装置及びその制御方法並びに車両 

  クラッチ過渡制御 特開2002-354605 

01.05.21 

B60L11/08 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾕﾆﾂﾄおよびﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

  冷却系 特開2004-108159 

(審査請求中) 

02.09.13 

F01P11/16 

ｴﾝｼﾞﾝの冷却制御装置及びその冷却制御装置を

備えた車両 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-248384 

03.02.13 

B60L1/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 コスト低減 フェイルセーフ 特開2004-137992 

(審査請求中) 

02.10.18 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置およびその方法 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-156505 

02.11.06 

F02D41/04,305 

ﾄﾙｸ変動を検出して空燃比制御を行うﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

車両 

 その他の課題 外気温など外部環

境への対応 

特開2005-151645 

03.11.12 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

  クラッチ過渡制御 特開2005-003182 

03.06.16 

F16D48/02 

車両の変速時制御装置 

車両レイアウトの

改善 

トルク 特開2003-032802 

01.07.11 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

 電力供給制御など 特開2005-033899 

03.07.10 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

モ
ー
タ
ー 

機能追加 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-047313 

03.07.30 

B60T8/58 

車両および車両の制御方法 

   特開2005-051886 

03.07.31 

B60L15/20 

自動車およびその制御方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（21/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

機能追加 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-057936 

03.08.06 

B60L11/14 

動力出力装置及び自動車 

  特開2005-073457 

03.08.27 

B60L9/18 

車両の制御装置 

  特開2005-073458 

03.08.27 

B60L15/20 

車両の制御装置 

モ
ー
タ
ー 

  特開2005-080377 

03.08.29 

B60L11/14 

車両の制御装置 

   特開2005-170086 

03.12.08 

B60K17/356 

自動車 

  回転数と慣性力補

正 

特開2004-316736 

03.04.15 

F16H61/04 

車両の変速制御装置 

  応答性の改良 特開2004-112973 

(審査請求中) 

02.09.20 

B60L11/14 

車両のｽﾘﾂﾌﾟ制御装置及びその制御方法 

  トルク 特開2003-032802 

01.07.11 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

   特開2004-166383 

(審査請求中) 

02.11.12 

B60L11/14 

前後輪駆動車の駆動制御装置 

   特開2004-320899 

03.04.16 

B60L11/14 

動力出力装置及びその制御方法並びに車両 

   特開2004-320900 

03.04.16 

B60L11/14 

動力出力装置及びその制御方法並びに車両 

   特開2004-336910 

03.05.08 

B60L15/20 

車両の駆動制御装置 

   特開2005-014711 

03.06.25 

B60R16/02,661 

車両の制御装置 

   特開2005-051834 

03.07.29 

B60L11/14 

車両および車両の制御方法 

   特開2005-051888 

03.07.31 

B60L15/20 

電気自動車およびその制御方法 

  回転数 特開2005-051889 

03.07.31 

B60L15/20 

ｽﾘﾂﾌﾟ判定装置およびｽﾘﾂﾌﾟ判定方法並びに車両

  フェイルセーフ 特開2004-096939 

(拒絶査定) 

02.09.03 

B60L15/20 

自動車および自動車の制御装置 

   特開2005-051848 

03.07.30 

B60L9/18 

車両および車両の制御方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（22/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

機能追加 フェイルセーフ 特開2005-051850 

03.07.30 

B60L9/18 

車両および車両の制御方法 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-032934 

（みなし取下） 

02.06.27 

B60L11/14 

アイシン精機 

多層電動機およびこれを備える動力出力装置並

びに自動車 

  特開2005-185040 

03.12.22 

B60L11/14 

自動車および自動車の制御装置 

モ
ー
タ
ー 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-339943 

(審査請求中) 

03.05.13 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置およびｴﾝｼﾞﾝ

始動制御方法 

  回生効率の改良 特開2003-264904 

(審査請求中) 

02.03.08 

B60L11/14 

日野自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2003-304605 

(みなし取下) 

02.04.09 

B60L11/14 

回生装置の制御装置 

   特開2004-312962 

(審査請求中) 

03.04.10 

B60L7/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

  電力制御系の改良

など 

特開2002-356151 

(審判中) 

01.05.30 

B60T8/00 

デンソ－ 

車輌の制動力制御装置 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-092457 

（みなし取下） 

02.08.30 

F02D29/02,321 

内燃機関の制御装置､車両の制御装置､制御方

法､その制御方法をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実現させるための

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよびそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体

   特開2004-092463 

（みなし取下げ） 

02.08.30 

F02D29/02,321 

内燃機関の制御装置､車両の制御装置､制御方

法､その制御方法をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実現させるための

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよびそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体

  トルク 特開2002-371880 

01.06.15 

F02D29/02,341 

車両補機駆動方法及び制御装置 

   特開2003-041970 

01.07.30 

F02D29/02,321 

車両用ﾓ-ﾀの駆動方法及び駆動装置及び車両用

ﾓ-ﾀの駆動制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読み

取り可能な記録媒体 

   特開2003-164007 

(審査請求中) 

01.11.26 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

   特開2004-222439 

(審査請求中) 

03.01.16 

B60L11/14 

豊田中央研究所 

ﾄﾙｸ伝達装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（23/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 回転数 特開2002-227986 

(拒絶査定) 

01.02.06 

F16H61/04 

車両用自動変速機の油圧制御装置 

 回転数 特開2002-276410 

(審査請求中) 

01.03.19 

F02D29/02,321 

駆動力源の回転制御装置 

 温度 特開2004-340076 

(審査請求中) 

03.05.16 

F02D45/00,312 

駆動装置およびその制御方法並びにﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自

動車 

 電力供給制御など 特開2002-315108 

01.04.09 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを搭載する電動車両 

モ
ー
タ
ー 

  特開2004-236424 

03.01.30 

H02P7/63,303 

動力出力装置､ﾓ-ﾀ駆動方法およびﾓ-ﾀの駆動制

御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録

したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体 

   特開2005-178479 

03.12.17 

B60K6/04,120 

車両の動力出力装置 

  充放電量可視化な

ど 

特開2004-260904 

03.02.25 

B60L11/14 

豊田自動織機 

前後輪駆動装置､それにおけるﾓ-ﾀ駆動方法およ

びﾓ-ﾀの駆動をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるためのﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体

  発電機制御の改良 特開2004-336885 

03.05.07 

H02P7/63,303 

デンソ－ 

動力出力装置､ﾓ-ﾀ駆動方法およびﾓ-ﾀの駆動制

御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録

したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-003453 

(審査請求中) 

02.04.09(優先権) 

F02D29/02 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

  ブレーキ負圧の発

生、ペダル 

特開2003-284202 

(審査請求中) 

02.03.25 

B60L7/24 

制動ﾄﾙｸ制御装置 

  性能検査システム

など 

特許3478271 

01.02.07 

F16H61/00 

車両用自動変速機の油圧制御装置 

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動制御手段により､ﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞ用

油圧制御回路で必要とされる作動油量を得るた

めの第1油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの回転

速度と自動変速機の油圧

制御回路で必要とされる

作動油量を得るための第2

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの回転速度との

うちのいずれか高い方の

回転速度となるように電

動ﾓｰﾀを駆動制御し､互い

に独立したﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞ用

油圧制御回路と変速制御

用油圧制御回路それぞれ

に必要とされる作動油が

少ない電力消費によって必要かつ十分に確保で

きる｡ 

 走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-019812 

(審査請求中) 

02.06.17 

F16H61/14,601 

車両用駆動制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（24/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-045862 

03.07.22 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

  特開2005-051832 

03.07.29 

B60L11/14 

車両およびその制御方法 

  特開2005-051886 

03.07.31 

B60L15/20 

自動車およびその制御方法 

 車両速度のマネジ

メント 

特開2005-160252 

03.11.27 

B60L11/14 

車両用走行制御装置 

モ
ー
タ
ー 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-163551 

03.11.28 

F02D29/02 

動力出力装置およびその制御方法並びにこれを

搭載する自動車 

  回転数と慣性力補

正 

特開2004-052662 

02.07.19 

F02D29/02,321 

自動車の制御装置 

   特開2004-243991 

03.02.17 

B60K41/02 

動力出力装置及びその制御方法並びに車両 

   特開2005-110461 

03.10.02 

B60L11/14 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両におけるﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀの制御

方法 

   特開2005-192284 

03.12.24 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

  応答性の改良 特開2003-333705 

(審査請求中) 

02.05.16 

B60L11/14 

車両制御装置 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-092457 

02.08.30 

F02D29/02,321 

内燃機関の制御装置､車両の制御装置､制御方

法､その制御方法をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実現させるための

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよびそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体

   特開2004-092463 

02.08.30 

F02D29/02,321 

内燃機関の制御装置､車両の制御装置､制御方

法､その制御方法をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実現させるための

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよびそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体

  トルク 特開2002-204503 

01.01.09 

B60L11/14 

デンソ－ 

車両用動力装置の制御装置 

   特開2003-042047 

(審査請求中) 

01.07.31 

F02N11/08 

内燃機関の平滑始動方法 

   特開2003-087906 

01.09.13 

B60L11/14 

車輌用駆動制御装置 

   特開2003-244803 

(審査請求中) 

02.02.21 

B60L7/22 

車両の減速度制御装置 

   特開2003-250202 

(審査請求中) 

01.12.19(優先権) 

B60L7/14 

車両の回生制御装置および自動車 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（25/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 トルク 特開2003-252193 

(審査請求中) 

02.03.01 

B60T8/72 

車両の減速度制御装置 
モ
ー
タ
ー 

  特許3612711 

02.07.03 

F02D29/02 

自動車 

ｼﾌﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾝから判定される走行方向とは逆方向

に走行している時には一名乗車の車両の逆方向

(ずり下がり方向)車速が所定車速に収束するの

に必要なﾄﾙｸとして路面勾

配θに関係付けられた調

整ﾄﾙｸを検出された路面勾

配に基づいて設定して､調

整ﾄﾙｸと車両走行状態がｸ

ﾘｰﾌﾟﾄﾙｸ出力許可領域にあ

る時の設定ｸﾘｰﾌﾟﾄﾙｸとを

比較して大きい方をﾓｰﾀﾄﾙ

ｸとしてﾓｰﾀ出力させるこ

とにより､走行方向とは逆

方向に走行したときの車

速を所定車速に調整する

ことができる｡ 

   特開2004-282852 

03.03.13 

B60L11/14 

アイシン精機 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用動力源の制御装置 

   特開2005-020865 

03.06.25 

B60L11/14 

動力出力装置 

   特開2005-045879 

03.07.24 

B60L9/18 

動力出力装置およびﾓ-ﾀの駆動制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに

実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読

取り可能な記録媒体 

   特開2005-161897 

03.11.28 

B60K41/20 

ｸﾘ-ﾌﾟﾄﾙｸ制御装置 

  回転数 特開2002-337573 

01.05.15 

B60K41/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

  フェイルセーフ 特開2004-096939 

(拒絶査定) 

02.09.03 

B60L15/20 

自動車および自動車の制御装置 

  クラッチ過渡制御 特開2003-278807 

(審査請求中) 

02.03.22 

F16D48/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用動力伝達装置の制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特許3705230 

02.03.12 

B60K31/00 

車両の減速度制御装置 

設定変更許可手段によ

り､車両の減速走行中で

あることを条件として

走行ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ選択操作装

置(減速度設定操作装

置)の操作による減速度

の設定変更を許可する

制御を行うことにより､

運転者にとっての減速

度の大きさの変化が容

易に感覚的に把握でき

る｡ 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（26/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2005-045864 

03.07.22 

B60L15/20 

電気自動車およびその制御方法 発電機制御の改良 

特開2005-124253 

03.10.14 

B60L15/20 

駆動装置 

走行性能の向上 

性能検査システム

など 

特開2003-127721 

(審査請求中) 

01.10.25 

B60K41/20 

車輌用制動制御装置 

モ
ー
タ
ー 

冷却性能の向上 冷却系 特開2004-215432 

03.01.07 

H02K9/19 

アイシン・エィ・ダ

ブリュ 

ﾓ-ﾀ冷却ｼｽﾃﾑ及び発電機冷却ｼｽﾃﾑ 

 バッテリ状態の管

理容易化 

システム安全性の

マネジメント 

特開2005-051830 

03.07.29 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

 特開2002-340173 

01.05.18 

F16H61/02 

車両用制御装置 

 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-065106 

01.08.28 

F02D29/02,341 

動力出力装置および電気自動車 

 回転数と慣性力補

正 

特許3700660 

02.03.04 

B60K41/02 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

ｴﾝｼﾞﾝｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄと駆動軸とをｸﾗｯﾁで接続する時

には､ｴﾝｼﾞﾝ始動後にｸﾗｯﾁの係合力を徐々に強め

るような係合制御をﾄﾙｸを出力する操作を行う

ことにより､ﾄﾙｸｼｮｯｸ開

始すると共に､ｴﾝｼﾞﾝの

回転数が駆動軸に取り

付けられたﾓｰﾀｰの回転

数に閾値を加算した回

転数より大きい時には､

ｴﾝｼﾞﾝをｸﾗﾝｷﾝｸﾞ可能なｽ

ﾀｰﾀﾓｰﾀに発電ﾄﾙｸを設定

してｽﾀｰﾀﾓｰﾀからｴﾝｼﾞﾝ

の回転数を抑える防止

とﾓｰﾀｰの小型化を図れ

る｡ 

 応答性の改良 特開2004-112973 

(審査請求中) 

02.09.20 

B60L11/14 

車両のｽﾘﾂﾌﾟ制御装置及びその制御方法 

 トルク 特開2003-212005 

(審査請求中) 

02.01.25 

B60K41/04 

変速機付きﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車駆動構造の運転方法 

 

振動抑制 

 特開2004-208473 

(審査請求中) 

02.12.26 

B60L11/14 

車両の振動抑制制御 

   特開2005-184999 

03.12.19 

B60L11/14 

豊田中央研究所 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（27/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

振動抑制 回転数 特開2004-340010 

03.05.15 

F02D29/02,321 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動装置 

  特開2004-353630 

03.05.30 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ動力源 

 フェイルセーフ 特開2005-061487 

03.08.08 

F16H57/12 

豊田中央研究所 

動力伝達装置及びそれを備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の

駆動装置 

モ
ー
タ
ー 

 電力供給制御など 特許3701655 

03.01.22 

H02P6/18 

アイシン精機 

電動機の制御装置 

ﾓｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾙ回路に､ｲﾝﾊﾞｰﾀｰを介さずにﾓｰﾀｰ各相

ｺｲﾙに生ずる逆起電圧を取得させ､ﾛｰﾀ位置を取

得させる｡そしてｺﾝﾄﾛｰﾙ回路は､ｲﾝﾊﾞｰﾀｰが備え

る複数のｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子に

供給するｹﾞｰﾄ信号を､検

知したﾛｰﾀｰ位置に応じ

て､ﾛｰﾀが回転するよう

に制御することにより､

空転状態にある同期型

ﾓｰﾀｰの円滑な駆動開始

を制御する｡ 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-254434 

03.02.20 

B60L11/14 

電動機の制御装置 

  発電機制御の改良 特開2003-284206 

(審査請求中) 

02.03.22 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

 信頼性・耐久性の

向上 

トルク 特開2004-225871 

03.01.27 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置 

  回転数 特許3651425 

01.08.28 

B60K6/04,553 

動力出力装置およびこれを備えるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動

車 

ｴﾝｼﾞﾝ運転が停止された状態でMG2からの動力だ

けで走行する時には､ｵｲﾙﾊﾟﾝｵｲﾙ温度やMG1､MG2

の温度や回転数が所定値以上の時には､ｱｲﾄﾞﾙ回

転数でｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄが所定時間だけ回転するように

MG1を駆動制御させることにより､ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄの回

転に伴って駆動

するｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟを

駆動して潤滑油

を動力分配統合

機構などに供給

することができ

る｡ 

   特開2004-187412 

02.12.03 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用の動力出力装置及びその制御方

法､並びにﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  温度 特開2003-220856 

(審査請求中) 

01.11.26(優先権) 

B60K41/04 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

  性能検査システム

など 

特開2005-140668 

03.11.07 

G01M15/00 

出力検査装置と出力検査方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（28/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力のマネジメン

ト 

特開2005-130615 

03.10.23 

B60L3/00 

ﾓ-ﾀ駆動装置 

 システム安全性の

マネジメント 

特開2005-051830 

03.07.29 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

 外部情報との協調 特開2004-090695 

(審査請求中) 

02.08.29 

B60R16/02,661 

路面状態変化推定装置およびこれを搭載する自

動車 

モ
ー
タ
ー 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2002-271910 

01.03.06 

B60L11/14 

日野自動車 

[1] 

動力伝達制御装置 

   特開2003-072429 

01.09.06 

B60K41/02 

動力出力装置およびその制御方法 

  トルク 特開2005-051834 

03.07.29 

B60L11/14 

車両および車両の制御方法 

  フェイルセーフ 特開2003-032805 

01.07.06 

B60L11/14 

制御装置および動力出力装置並びにこれを搭載

するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車､制御装置の制御方法､動力

出力装置の制御方法 

   特開2004-260940 

(審査請求中) 

03.02.26 

B60L11/14 

自動車 

  冷却系 特開2004-215432 

03.01.07 

H02K9/19 

アイシン・エィ・ダ

ブリュ 

ﾓ-ﾀ冷却ｼｽﾃﾑ及び発電機冷却ｼｽﾃﾑ 

  性能検査システム

など 

特許3722102 

02.09.10 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

車両がｴﾝｼﾞﾝ停止走行ﾓｰﾄﾞに遷移すると､動力分

割機構に潤滑油を供給しない状態での車両の走

行時間及び走行距離を計測して､予め定められ

た無潤滑走行可能時間を

経過したか､無潤滑走行

可能距離を走行した場合

に､動力分割機構内の油

温を計測し､当該油温に

対応したﾎﾟﾝﾌﾟ作動回転

数及びﾎﾟﾝﾌﾟ作動回転時

間でｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟを作動させ

ることにより､ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ

を適切なﾀｲﾐﾝｸﾞで作動さ

せて不必要なﾊﾞｯﾃﾘｰ消費

を抑制する｡ 

 コスト低減 充放電量可視化な

ど 

特開2004-254475 

(審査請求中) 

03.02.21 

B60L11/14 

電動機駆動装置及びそれを含むﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型駆動

装置 

 その他の課題 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-328840 

(審査請求中) 

03.04.22 

B60L11/14 

駆動装置の制御装置およびこれを搭載する自動

車並びに駆動装置の制御方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（29/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

その他の課題 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-080377 

03.08.29 

B60L11/14 

車両の制御装置 

 外部情報との協調 特開2005-151658 

03.11.13 

B60L15/20 

車両の制御装置 

 電力制御系の改良

など 

特開2005-184995 

03.12.19 

B60L9/18 

車両の制御装置 

モ
ー
タ
ー 

 トルク 特開2005-163750 

03.12.05 

F02D29/02 

自動車およびその制御方法 

  センサレス 特開2005-065353 

03.08.11 

H02P6/16 

ﾓ-ﾀ駆動装置およびそれを搭載した自動車 

車両レイアウトの

改善 

発電機制御の改良 特開2004-182034 

02.12.02 

B60K17/04 

車両用動力伝達装置 

機能追加 フェイルセーフ 特開2004-364458 

03.06.06 

B60L15/20 

駆動ｼｽﾃﾑおよび駆動ｼｽﾃﾑの制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実

行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取

り可能な記録媒体 

燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2004-144041 

(審査請求中) 

02.10.25 

F02D29/02 

自動車 

発
電
機 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2005-155357 

03.11.21 

F02D45/00 

自動車の制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2002-335603 

01.05.10 

B60L11/14 

[1] 

駆動装置およびその運転制御方法 

 走行性能の向上 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-218603 

01.01.18 

B60L11/14 

車両の発電､充電制御装置 

  発電機制御の改良 特開2004-182034 

02.12.02 

B60K17/04 

車両用動力伝達装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

電力のマネジメン

ト 

特開2005-051887 

03.07.31 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

  充放電量可視化な

ど 

特開2005-045851 

03.07.22 

B60L7/16 

車両の回生制御装置および回生制御方法 

 振動抑制 発電機制御の改良 特許3705198 

01.12.18 

F02D29/02 

車両の発電制御装置 

MGにｲﾝﾊﾞｰﾀｰを介して電気的に接続されたﾊﾞｯﾃ

ﾘｰと､ｴﾝｼﾞﾝの運転状態やﾊﾞｯﾃﾘｰの充電状態に応

じてその発電機能を統括制御する電子制御装置

とを備えた発電制御ｼｽﾃﾑにおいて､ｴﾝｼﾞﾝの自立

運転時にMGの発電を

開始するに際してそ

の発電量が所定の目

標発電量にまで徐々

に増大するように可

変制御することによ

り､発電量を適正に制

御する｡ 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（30/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

発
電
機 

信頼性・耐久性の

向上 

電力のマネジメン

ト 

特許3695414 

02.04.02 

F02D29/02 

発電機の制御装置およびこれを備える動力出力

装置 

ｴﾝｼﾞﾝへ低回転高ﾄﾙｸ領域の要求動力があった時

ﾊﾞｯﾃﾘに過放電の恐れがない場合には､ｴﾝｼﾞﾝ回

転数から発電ﾊﾟﾜｰ制限値を

算出し､目標発電電力が発

電ﾊﾟﾜｰ制限値より大きい場

合には所定の発電ﾊﾟﾜｰ制限

量だけ減少して目標発電電

力を設定する｡設定された

目標発電電力を用いて発電

ﾄﾙｸを算出し､ｽﾀｰﾀｰを駆動

制御する｡この結果､ﾍﾞﾙﾄに

滑り,破損が生じないよう

に発電機を駆動制御するこ

とができる｡ 

車両レイアウトの

改善 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-039923 

03.07.18 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

  特開2005-086877 

03.09.05 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

  特開2005-096574 

03.09.24 

B60K41/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

 車両速度のマネジ

メント 

特開2004-203208 

(審査請求中) 

02.12.25 

B60K17/356 

自動車 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2005-132365 

(審査請求中) 

02.08.02(原出願) 

B60K17/04 

アイシン・エィ・ダ

ブリュ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置並びにそれを搭載した自動車

  回生効率の改良 特開2005-081933 

03.09.05 

B60K17/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

  クラッチ過渡制御 特開2005-067319 

03.08.21 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

   特開2005-075095 

03.08.29 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（31/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3650089 

02.08.02 

B60K17/04 

アイシン・エィ・ダ

ブリュ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置並びにそれを搭載した自動車

ｴﾝｼﾞﾝ出力を､制御用ﾓｰﾀｰを制御することにより

動力分配用ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔで無段変速して出力軸に

伝達する駆動装置において､駆動用ﾓｰﾀｰMGの出

力を､自動変速装置により2段の減速回転に変速

して出力軸に入

力させる事によ

り､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ及び

回転数を小型ﾓｰ

ﾀｰで対応可能な

範囲に制御でき､

小型化が可能と

なる｡ 

特開2005-081929 

03.09.05 

B60K17/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

切り替えタイミン

グ 

特開2005-081930 

03.09.05 

B60K17/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

特開2004-353781 

03.05.29 

F16H61/02 

アイシン・エィ・ダ

ブリュ 

車輌用駆動装置 

特開2005-008143 

03.05.28(優先権) 

B60K17/04 

電動式駆動装置 

特開2005-081928 

03.09.05 

B60K17/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

特開2005-119573 

03.10.20 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

フェイルセーフ 

特開2005-155891 

03.11.06(優先権) 

F16H48/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

変速機構の制御な

ど 

特開2003-127681 

(審査請求中) 

01.10.22 

B60K17/04 

[2] 

変速機を備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車駆動構造 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

車両レイアウトの

改善 

発電機制御の改良 特許3715272 

02.11.21 

B60L11/14 

アイシン精機 

車両の動力伝達装置 

駆動力源の動力が､ｸﾗｯﾁおよび変速機を経由し

て車輪に伝達される構成の車両の動力伝達装置

において､ｸﾗｯﾁのﾄﾙｸ容量を低下させて変速機で

変速を実行するとともに､ﾓｰﾀｰ動力を車輪に伝

達する場合に､ｴﾝｼﾞﾝ動力により発電をおこな

い､発生した

電力をﾓｰﾀｰに

接続された電

気回路に供給

する発電手段

を備えること

により､ﾓｰﾀｰ

供給電源の小

型を図れる｡ 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（32/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

性能検査システム

など 

特開2004-108417 

02.09.13 

F16H61/00 

車両用油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの駆動制御装置 

機能追加 電力のマネジメン

ト 

特開2004-312961 

03.04.10 

B60L11/14 

車両用走行制御装置 

 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-106689 

(審査請求中) 

02.09.18 

B60K41/04 

車両の制御装置および制御方法 

  特開2004-136820 

(審査請求中) 

02.10.18 

B60K41/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

  特開2004-297898 

03.03.26 

B60L11/14 

車両の動力源と伝動機構との協調制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2005-014831 

03.06.27 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

  車両速度のマネジ

メント 

特開2005-143183 

03.11.05 

B60L15/20 

車両用駆動装置 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-136854 

(審査請求中) 

02.10.21 

B60K41/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

  トルク 特開2004-147385 

(審査請求中) 

02.10.22 

B60L15/20 

車両用駆動制御装置 

   特開2004-282886 

(審査請求中) 

03.03.14 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2005-035475 

03.07.18 

B60K17/35 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ4輪駆動車の制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2004-150507 

(審査請求中) 

02.10.30 

F16H61/16 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

  フェイルセーフ 特開2005-029118 

03.07.11 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

   特開2005-082048 

03.09.09 

B60K41/28 

多輪駆動車の駆動切換制御装置 

  発電機制御の改良 特開2005-012894 

03.06.18 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2004-343935 

03.05.16 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

  要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-035171 

01.07.24 

F02D29/00 

車両用駆動力源のﾄﾙｸ制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（33/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-097310 

01.09.19 

F02D29/02 

動力出力装置およびこれを備えるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動

車 

  特開2003-130202 

(審査請求中) 

01.10.22 

F16H61/02 

[1] 

変速機付きﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車駆動構造の運転方法 

  特開2004-136820 

(審査請求中) 

02.10.18 

B60K41/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

  特開2004-297950 

03.03.27 

B60L15/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-336983 

03.04.15(優先権) 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

   特開2004-343934 

03.05.16 

B60L7/24 

車両 

   特開2004-346781 

(審査請求中) 

03.05.20 

F02D29/02,321 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

   特開2004-350362 

(審査請求中) 

03.05.20 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びにこれを

搭載する自動車 

   特開2004-360672 

03.05.14(優先権) 

F02D29/02 

動力出力装置およびその制御方法並びにこれを

搭載する自動車 

   特開2004-364432 

(審査請求中) 

03.06.05 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

   特開2005-061498 

03.08.11 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

   特開2005-086877 

03.09.05 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

   特開2005-125824 

03.10.21 

B60K41/04 

動力出力装置およびその制御方法並びにこれを

搭載する自動車 

   特開2005-155445 

03.11.26 

F02D29/02 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車並び

に動力出力装置の制御方法 

  車両速度のマネジ

メント 

特開2003-166633 

(みなし取下) 

01.11.28 

F16H61/02 

変速機を備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車駆動構造の運転方法

   特開2005-006406 

(審査請求中) 

03.06.11 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びにﾊｲﾌﾞﾘｯ

ﾄﾞ自動車 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（34/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 温度のマネジメン

ト 

特開2004-060526 

02.07.29 

F02D29/02,321 

車両の制御装置､制御方法､その制御方法を実現

するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよびそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録

媒体 

 システム安全性の

マネジメント 

特開2005-143188 

03.11.05 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車並び

に補償関係設定方法 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3707411 

01.09.28 

B60K17/04 

[4] 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

動力分配統合機構のｻﾝｷﾞﾔに接続されたｻﾝｷﾞﾔ軸

を固定するﾌﾞﾚｰｷと駆動軸と第2ﾓｰﾀｰMG2との接

続と解除を行なうｸﾗｯﾁとを設け､車速が比較的

低い時にはﾌﾞﾚｰｷをｵﾌとしｸﾗｯﾁをｵﾝとした状態

でｴﾝｼﾞﾝからの動力を動力分配統合機構と第1ﾓｰ

ﾀMG1と第2ﾓｰﾀｰMG2によりﾄﾙｸ変換して駆動軸に

出力して走行し､車速が比較的高いときにはﾌﾞ

ﾚｰｷをｵﾝとしｸﾗｯﾁをｵﾌとしてｴﾝｼﾞﾝからの動力を

直接駆動軸に出

力して走行す

る｡両ﾓｰﾀｰの運

転を一時停止す

ることにより､

装置全体の効率

を向上させるこ

とができる｡ 

   特開2004-140942 

(審査請求中) 

02.10.18 

B60L11/14 

車両用駆動制御装置 

   特開2005-138779 

03.11.10 

B60K41/28 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

   特開2005-170317 

03.12.15 

B60K41/06 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車並び

にこれらの制御方法 

  回転数と慣性力補

正 

特開2004-263646 

(審査請求中) 

03.03.03 

F02D41/12,330 

車両のﾛﾂｸｱﾂﾌﾟｸﾗﾂﾁ制御装置 

   特開2004-353782 

03.05.29 

F16H61/02 

アイシン・エィ・ダ

ブリュ 

車輌用駆動装置 

  応答性の改良 特開2005-016547 

(審査請求中) 

03.06.23 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置 

  フェイルセーフ 特開2005-090397 

03.09.18 

F02D29/02 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

  回生効率の改良 特開2004-194456 

(審査請求中) 

02.12.12 

B60L7/14 

車両の制御装置および制御方法 

   特開2005-081933 

03.09.05 

B60K17/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（35/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 電力制御系の改良

など 

特開2004-100795 

(審査請求中) 

02.09.09 

F16H61/00 

車両用駆動制御装置 

 トルク 特開2003-333711 

(審査請求中) 

02.05.10 

B60L15/20 

自動車 

 クラッチ過渡制御 特開2003-035360 

01.07.24 

F16H61/00 

自動変速機およびその制御装置 

  特開2004-036752 

(審査請求中) 

02.07.03 

F16H61/14,601 

車両用駆動ｼｽﾃﾑ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-150530 

02.10.30 

F16H61/02 

車両の制御装置 

   特開2004-176811 

02.11.27 

F16H61/00 

アイシン精機 

車両用動力伝達装置 

   特開2005-145171 

03.11.13 

B60K41/02 

車両用駆動力制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2002-340158 

(審査請求中) 

01.05.18 

F16H61/00 

車両用駆動制御装置 

   特開2004-156763 

(審査請求中) 

02.11.08 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2004-190493 

(審査請求中) 

02.12.06 

F02D29/02 

車両の制御装置および制御方法 

   特開2005-081929 

03.09.05 

B60K17/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

   特開2005-081930 

03.09.05 

B60K17/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

   特開2005-081932 

03.09.05 

B60K17/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

   特開2005-112019 

03.10.03 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

   特開2005-125876 

03.10.22 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

   特開2005-138802 

03.11.10 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

   特開2005-138803 

03.11.10 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 



169 

表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（36/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 切り替えタイミン

グ 

特開2005-206136 

03.12.26(優先権) 

B60K17/04 

車両の駆動装置 

 フェイルセーフ 特開2004-284550 

03.03.25 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  特開2004-345527 

03.05.22 

B60K6/04,553 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

  特開2005-081927 

03.09.05 

B60K17/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

  特開2005-151699 

03.11.14 

B60L11/14 

発電機を備えた車両の制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 変速機構の制御な

ど 

特開2002-340166 

(審判中) 

01.05.17 

F16H61/02 

車両用無段変速装置の制御装置 

   特開2003-097677 

01.09.21 

F16H57/04 

動力伝達機構の潤滑装置 

   特開2003-130195 

(特許3744406) 

01.10.30 

F16H61/00 

車両用無段変速機の制御装置 

   特開2004-291803 

03.03.26 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置 

   特開2005-110418 

03.09.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動制御装置 

  発電機制御の改良 特開2003-090421 

01.09.17 

F16H61/02 

ﾆﾕ-ﾄﾗﾙ制御装置 

   特開2005-102365 

03.09.22 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の減速要求時におけるﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ

の回生制御方法 

  性能検査システム

など 

特許3716757 

01.05.18 

F16H61/00 

ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ制御装置､およびｴｱ混入量推定装置 

ｴｱ混入に拘らず常に適

切な量の作動油が供給

されるようにして作動

油不足を回避しながら

必要ｵｲﾙ流量とｴｱ混入率

から必要ｵｲﾙ汲上量を算

出しｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟを作動さ

せることにより､作動油

不足を回避する｡ 

 走行性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2005-168083 

03.11.28 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びにこれを

搭載する自動車 

  要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-237425 

(審査請求中) 

02.02.19 

B60K41/26 

車両の走行制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（37/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-106689 

(審査請求中) 

02.09.18 

B60K41/04 

車両の制御装置および制御方法 

  特開2004-108490 

(審査請求中) 

02.09.18 

F16H61/14,601 

車両の制御装置および制御方法 

  特開2004-166386 

02.11.12 

B60L11/14 

車輌用駆動制御装置 

  特開2004-316600 

03.04.18 

F02D29/06 

自動車 

  特開2004-316747 

03.04.15 

F16H61/20 

アイシン精機 

内燃機関の停止及び始動制御ｼｽﾃﾑ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-343838 

03.05.13 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

   特開2004-343839 

(審査請求中) 

03.05.13 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

   特開2005-002989 

03.05.21(優先権) 

F02D29/02 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

   特開2005-003148 

03.06.13 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

   特開2005-016440 

03.06.26 

F02D29/00 

車両の制御装置 

   特開2005-022486 

03.06.30 

B60K41/06 

車両の制御装置 

   特開2005-030510 

03.07.07 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

   特開2005-069172 

03.08.27 

F02D29/02 

車両の制御装置および車両の制御方法 

   特開2005-096574 

03.09.24 

B60K41/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

   特開2005-138719 

03.11.06 

B60K41/14 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの制御装置 

  車両速度のマネジ

メント 

特開2004-203208 

(審査請求中) 

02.12.25 

B60K17/356 

自動車 

   特開2004-262340 

03.02.28 

B60K41/06 

車両の変速制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（38/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 車両速度のマネジ

メント 

特開2005-020820 

03.06.23 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

  特開2005-096569 

03.09.24 

B60K41/14 

車両の制御装置 

  特開2005-143183 

03.11.05 

B60L15/20 

車両用駆動装置 

 システム安全性の

マネジメント 

特開2005-073447 

03.08.27 

B60L11/14 

豊田中央研究所 

電動車両駆動制御ｼｽﾃﾑの診断装置 

 外部情報との協調 特開2005-176480 

03.12.10 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-136854 

(審査請求中) 

02.10.21 

B60K41/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

   特開2004-156581 

(審査請求中) 

02.09.10(優先権) 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

   特開2005-138779 

03.11.10 

B60K41/28 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

  回転数と慣性力補

正 

特開2003-155941 

(特許3743353) 

01.11.20 

F02D29/00 

車両の総合制御装置 

   特開2004-056899 

(審査請求中) 

02.07.18 

B60L11/14 

車両制御装置 

   特開2004-169576 

(審査請求中) 

02.11.18 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2004-201408 

(審査請求中) 

02.12.18 

B60L11/14 

車両の制御装置および制御方法 

   特開2004-203368 

02.12.12(優先権) 

B60K41/28 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2004-204957 

(審査請求中) 

02.12.25 

F16H61/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置 

   特開2004-245154 

03.02.14 

F02D29/02 

動力出力装置及びその制御方法並びに車両 

   特開2004-350363 

(審査請求中) 

03.05.20 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車およびその制御方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（39/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特開2005-081931 

03.09.05 

B60K41/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

  特開2005-133907 

03.10.31 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の変速制御装置および車両の変速

制御装置 

 応答性の改良 特開2004-108342 

(審査請求中) 

02.09.20 

F02D29/02 

車両用駆動制御装置 

  特開2004-112905 

(審査請求中) 

02.09.18 

B60L11/14 

車両の制御装置および制御方法 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-147384 

(審査請求中) 

02.10.22 

B60L11/14 

車両の制御装置および制御方法 

   特開2004-278712 

03.03.17 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置 

   特開2004-278713 

(審査前置) 

03.03.17 

F16H61/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

  フェイルセーフ 特開2005-051831 

03.07.29 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

  エンジン始動性の

改良など 

特開2004-194431 

02.12.11 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

  回生効率の改良 特開2004-155327 

(審査請求中) 

02.11.07 

B60K41/20 

車両用減速度制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-162553 

(審査請求中) 

02.11.11 

F02D13/02 

車両用制御装置 

   特開2004-176641 

(審査請求中) 

02.11.27 

F02D29/00 

車両の制御装置 

  点火時期 特開2005-009395 

03.06.18 

F02D13/02 

車両の制御装置 

   特開2005-009396 

03.06.18 

F02D29/02 

車両の制御装置 

  トルク 特開2002-326526 

(審査請求中) 

01.05.02 

B60K41/12 

過給機付き内燃機関と変速機とを有する車両の

制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（40/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 トルク 特許3585121 

02.02.20 

F02D29/02 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾛｯｸ機構のﾊﾟｰｷﾝｸﾞｷﾞﾔとﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾛｯｸﾎﾟｰﾙ

とが嵌合状態にあるか否かを判定して､嵌合状

態にある時には､MG2ﾓｰﾀｰからｸﾗﾝｷﾝｸﾞに必要な

反力ﾄﾙｸにｸﾗﾝｷﾝｸﾞ時のｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ脈動に伴ってﾘﾝ

ｸﾞｷﾞﾔ軸に生じるﾄﾙｸ脈動より若干大きな押当ﾄﾙ

ｸを加えたﾄﾙｸを出力して､MG1ﾓｰﾀｰｸﾗﾝｷﾝｸﾞする

ことにより､

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｷﾞﾔと

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾛｯｸﾎﾟｰ

ﾙがｴﾝｼﾞﾝｸﾗﾝｷﾝ

ｸﾞの際のﾄﾙｸ脈

動による振動

を抑制する｡ 

  特開2004-064972 

(審査請求中) 

02.07.31 

B60L11/14 

車両の制御装置および制御方法 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-147385 

(審査請求中) 

02.10.22 

B60L15/20 

車両用駆動制御装置 

   特開2004-169842 

02.11.21 

F16H57/12 

アイシン精機 

車両の動力伝達装置 

   特開2004-204960 

02.12.25 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置 

   特開2005-012864 

(審査請求中) 

03.06.16 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置 

   特開2005-151620 

03.11.11 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車並び

に動力出力装置の制御方法 

  フェイルセーフ 特開2005-145100 

03.11.11 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動制御装置 

  クラッチ過渡制御 特許3580257 

01.02.05 

B60K17/04 

[32] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

複数の駆動力源の動力を車輪に伝達する経路の

少なくとも一部が共通化されているとともに､

複数駆動力源のうちの所定の駆動力源から出力

された動力を車輪に

伝達する経路に､2つ

の回転部材の間の動

力伝達状態を変更す

る動力伝達状態制御

装置が設けられてい

るﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車におい

て､動力伝達状態制御

装置が､所定の駆動力

源以外の駆動力源の

動力を車輪に伝達す

る経路以外の経路に

配置されているために､動力伝達状態変更時の

車両の駆動力変化を抑制できる｡ 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（41/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2003-014099 

01.06.27 

F16H61/06 

車両用動力伝達装置の制御装置 

  特開2003-018707 

01.06.28 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動制御装置 

  特開2003-165361 

(特許3744414) 

01.11.29 

B60K41/28 

車両の制御装置 

  特開2003-214464 

(審査請求中) 

02.01.17 

F16D48/02 

デンソ－ 

車両の制御装置 

  特開2004-082973 

(審査請求中) 

02.08.29 

B60K41/02 

車両駆動装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-108566 

(審査請求中) 

02.07.23(優先権) 

F16H61/04 

車両用変速制御装置 

   特開2004-156728 

02.11.07 

F16H61/08 

ﾄﾙｸの制御装置 

   特開2004-190498 

(審査請求中) 

02.12.06 

F02D29/02 

アイシン精機 

車両用内燃機関の制御装置 

   特開2004-203218 

(審査前置) 

02.12.25 

B60K41/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置 

   特開2004-203219 

02.12.25 

B60K41/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置 

   特開2004-203220 

(審査前置) 

02.12.25 

B60K41/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置 

   特許3651469 

02.12.25 

F16H61/02 

変速機の制御装置 

ﾄﾙｸを電気的に制御可能なMGが入力側に連結さ

れるとともに､摩擦係合装置

の係合･解放の状態に応じて

変速比が設定される変速機の

制御装置であり､MGで生じさ

せたﾄﾙｸと摩擦係合装置の係

合圧とに基づいて､前記摩擦

係合装置のﾄﾙｸ容量と係合圧

との関係を学習する学習手段

と､その学習手段による学習

結果に基づいて変速機の変速

制御をおこなう変速制御手段

とを備え､変速ｼｮｯｸの発生を

防止する｡ 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（42/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2004-204963 

02.12.25 

F16H61/02 

車両用動力伝達装置 

  特開2004-208421 

02.12.25 

B60L15/20 

アイシン精機 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

  特開2004-306707 

(審査請求中) 

03.04.03 

B60K41/06 

車両の変速制御装置 

  特開2005-009514 

03.06.16 

F16H61/04 

車両の制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 切り替えタイミン

グ 

特許3650089 

02.08.02 

B60K17/04 

アイシン・エィ・ダ

ブリュ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置並びにそれを搭載した自動車

ｴﾝｼﾞﾝ出力を､制御用ﾓｰﾀｰを制御することにより

動力分配用ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔで無段変速して出力軸に

伝達する駆動装置において､駆動用ﾓｰﾀｰMGの出

力を､自動変速装置により2段の減速回転に変速

して出力軸に入

力させる事によ

り､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ及び

回転数を小型ﾓｰ

ﾀｰで対応可能な

範囲に制御で

き､小型化が可

能となる｡ 

   特開2004-150334 

(審査請求中) 

02.10.30 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

   特開2004-150507 

(審査請求中) 

02.10.30 

F16H61/16 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2004-156763 

(審査請求中) 

02.11.08 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2004-204958 

02.12.25 

F16H61/10 

変速機の制御装置 

   特開2005-016439 

03.06.26 

F02D29/02 

車両の制御装置 

  フェイルセーフ 特開2004-176810 

02.11.27 

F16H61/02 

アイシン精機 

車両用ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの制御装置 

   特開2004-208417 

02.12.25 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置 

   特開2005-008100 

03.06.20 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

   特開2005-023960 

03.06.30 

F16H61/04 

車輌用ﾃﾞｲｽｸ/ﾛ-ﾗ型無段変速機の作動制御装置
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（43/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 フェイルセーフ 特開2005-081928 

03.09.05 

B60K17/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

 変速機構の制御な

ど 

特開2002-340166 

(審判中) 

01.05.17 

F16H61/02 

車両用無段変速装置の制御装置 

  特開2003-127679 

(審査請求中) 

01.10.22 

B60K17/04 

[1] 

ｸﾗﾝｷﾝｸﾞ支持ﾄﾙｸ増大手段付きHV駆動構造および

方法 

  特開2003-235103 

(審査請求中) 

02.02.01 

B60L7/24 

車両の減速度制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 発電機制御の改良 特開2004-217096 

03.01.15 

B60K41/06 

変速機の制御装置 

 排気性能の向上 車両速度のマネジ

メント 

特開2004-278317 

03.03.12 

F02D29/02 

車両の減速制御装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

電力のマネジメン

ト 

特開2004-350394 

03.05.21 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びにこれを

搭載する自動車 

  要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-357459 

(審査請求中) 

03.05.30 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

  温度のマネジメン

ト 

特開2004-060526 

02.07.29 

F02D29/02,321 

車両の制御装置､制御方法､その制御方法を実現

するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよびそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録

媒体 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-343888 

03.05.15 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

 振動抑制 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-146114 

(みなし取下) 

01.11.16 

B60K41/02 

車両の動力伝達装置 

   特開2003-161181 

(特許3747842) 

01.11.27 

F02D29/02 

変速機を備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車駆動構造の運転方法

   特開2004-092580 

(特許3729165) 

02.09.03 

F02D29/02,311 

車両制御装置及びその制御方法 

   特開2004-249943 

03.02.21 

B60K17/02 

車両の駆動装置 

   特開2004-350364 

(審査請求中) 

03.05.20 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-020911 

03.06.26 

B60L11/14 

豊田中央研究所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（44/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

振動抑制 回転数と慣性力補

正 

特開2004-056899 

(審査請求中) 

02.07.18 

B60L11/14 

車両制御装置 

  特開2005-082138 

03.09.11 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-028056 

(審査請求中) 

02.06.28 

F02D29/00 

車両用発進制御装置 

 トルク 特開2003-013770 

01.04.26(優先権) 

F02D29/06 

車両用動力装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-169842 

02.11.21 

F16H57/12 

アイシン精機 

車両の動力伝達装置 

   特開2004-328824 

03.04.22 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両における駆動系歯車装置の歯打ち

音低減方法 

  クラッチ過渡制御 特開2002-340176 

01.05.18 

F16H61/04 

車両用動力伝達装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2002-323070 

01.04.23 

F16D48/02 

車両の制御装置 

   特開2004-036710 

(審査請求中) 

02.07.02 

F16H61/10 

車両用駆動ｼｽﾃﾑ 

   特開2005-024071 

03.07.02 

F16H61/02 

車両の制御装置 

  変速機構の制御な

ど 

特開2004-322761 

03.04.23 

B60K6/04,553 

車両の駆動装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2005-143188 

03.11.05 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車並び

に補償関係設定方法 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2005-042701 

03.07.09(優先権) 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動

装置の制御方法 

  回転数 特許3521873 

01.01.17 

F16H61/02 

車両用自動変速機の油圧制御装置 

車両用自動変速機の油圧制御装置において､油

圧ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動制御手

段による油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ

の起動に際して､油

温ｾﾝｻにより検出さ

れた作動油温度が

低いほど､油圧ﾎﾟﾝ

ﾌﾟの回転速度の立

ち上がり遅くなる

ように制御し､ﾎﾟﾝ

ﾌﾟﾍﾞｰﾝの折損を防

止する｡ 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（45/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

信頼性・耐久性の

向上 

クラッチ過渡制御 特開2003-063262 

01.08.28 

B60K17/04 

動力出力装置およびその制御方法 

 フェイルセーフ 特開2002-340169 

01.05.18 

F16H61/02 

車両用変速機の制御装置 

  特開2004-125010 

(審査請求中) 

02.09.30 

F16H61/02 

無段変速機の制御装置 

 変速機構の制御な

ど 

特開2002-340167 

01.05.18 

F16H61/02 

[1] 

動力伝達機構の制御装置 

  特開2003-130189 

(審査請求中) 

01.10.23 

F16H57/04 

潤滑装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2005-121190 

03.10.20 

F16H61/02 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝのｵｲﾙ供給装置 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-056922 

02.07.19 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを備える自動車 

   特開2005-161961 

03.12.02 

B60K17/356 

自動車 

   特開2005-162203 

(審査請求中) 

02.03.18(原出願) 

B60K31/00 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

  システム安全性の

マネジメント 

特開2002-354604 

01.05.21 

B60L11/08 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2004-138030 

02.10.21 

F02D29/02 

アイシン精機 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

   特開2005-069407 

03.08.26 

F16H61/02 

動力伝達機構の制御装置 

   特開2005-073447 

03.08.27 

B60L11/14 

豊田中央研究所 

電動車両駆動制御ｼｽﾃﾑの診断装置 

  回転数と慣性力補

正 

特開2005-081931 

03.09.05 

B60K41/04 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2003-239774 

(審査請求中) 

02.02.19 

F02D13/02 

車両のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

   特開2004-218784 

(審査請求中) 

03.01.16 

F16H61/10 

車両の制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（46/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-218785 

(審査請求中) 

03.01.16 

F16H61/10 

車両の制御装置 

 トルク 特開2004-210028 

(審査請求中) 

02.12.27 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 回転数 特許3551927 

01.02.28 

F16H57/02,302 

車両の潤滑装置 

走行用駆動力源以外の動力により駆動されて､

潤滑必要部位に潤滑油を供給する潤滑油供給装

置が設けられている車両の潤滑装置において､

駆動力源が停止している状態で､車両が所定車

速以上で移動したこと､または､車両が所定距離

以上移動したことの少なくとも一方が成立した

か否かを判断する移

動状態判断手段と､

その判断結果に基づ

いて潤滑油供給装置

を制御する潤滑制御

手段とを備えること

により､駆動力源停

止時での車両移動時

にも潤滑必要部位に

安定して潤滑油を供

給する｡ 

  クラッチ過渡制御 特開2004-211869 

(審査請求中) 

03.01.08 

F16H61/02 

車両用無段変速機の制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2003-130203 

(審査請求中) 

01.10.22 

F16H61/02 

変速機付きﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車駆動構造の運転方法 

   特開2004-150507 

(審査請求中) 

02.10.30 

F16H61/16 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

  フェイルセーフ 特開2004-260932 

03.02.26 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置の制御装置 

   特開2005-009590 

03.06.19 

F16H61/12 

変速機の異常検出装置 

   特開2005-045863 

03.07.22 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

   特開2005-106209 

03.09.30 

F16H61/02 

無段変速機の制御装置 

  変速機構の制御な

ど 

特開2002-337571 

01.05.21 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車の制御装置 

  性能検査システム

など 

特開2004-108417 

02.09.13 

F16H61/00 

車両用油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの駆動制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（47/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

コスト低減 フェイルセーフ 特開2005-155891 

03.11.06(優先権) 

F16H48/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

 変速機構の制御な

ど 

特開2003-207043 

(審査請求中) 

02.01.10 

F16H61/10 

車両用制御装置 

  特開2004-108382 

(審査請求中) 

02.07.23(優先権) 

F16H59/08 

駆動切換ﾊﾞﾙﾌﾞの切換位置検出装置 

  特開2004-117303 

(審査請求中) 

02.09.27 

G01B7/00 

相対回転状態検知装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2005-126021 

03.10.27 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用駆動装置 

 その他の課題 車両速度のマネジ

メント 

特開2004-308587 

(審査請求中) 

03.04.08 

F02D41/12,310 

車両の制御装置 

  外部情報との協調 特開2005-176480 

03.12.10 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

  電力制御系の改良

など 

特許3705224 

02.02.20 

B60K41/00 

車両の減速度制御装置 

車両の減速度を設定操作するための走行ﾎﾟｼﾞｼｮ

ﾝ選択操作装置(減速度設定操作装置)と､車両の

旋回挙動を安定させるための制御を行うVSC制

御装置とを備え､走行ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ選択操作装置によ

り設定された設定減速度となるように車両の減

速度を制御する車両

の減速度制御装置に

おいて､走行ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

選択操作装置の操作

による車両減速度の

設定変更とVSC制御装

置の作動との干渉を

回避する干渉回避手

段が設けることによ

り､車両の旋回挙動安

定性の低下を防止す

る｡ 

  回転数 特開2004-245363 

(審査請求中) 

03.02.14 

F16H61/00 

車両用無段変速機の制御装置 

  変速機構の制御な

ど 

特開2002-326562 

01.05.01 

B60R25/06 

車両の盗難防止装置 

   特開2005-126021 

03.10.27 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用駆動装置 

  操作系・表示系 特開2005-125948 

03.10.24 

B60K20/02 

自動変速機の変速操作装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（48/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2004-194475 

(審査請求中) 

02.12.13 

H02M7/48 

デンソ－ 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置 

 充放電量可視化な

ど 

特開2005-072198 

03.08.22 

H01F37/00 

ﾘｱｸﾄﾙの騒音低減方法及び装置 

燃費性能の向上 複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2005-137125 

03.10.30 

B60L11/14 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車｡ 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-223501 

01.01.25 

B60L7/10 

充電制御装置 

   特開2003-009416 

01.06.15 

H02J7/10 

充電制御装置 

   特開2004-248465 

(審査請求中) 

03.02.17 

H02J7/14 

電池の充電制御装置および充電制御方法 

  放電・放電深度の

マネジメント 

特許3642319 

02.01.30 

B60L1/00 

車両用電源の制御装置 

第1の発電電源部と第2の発電電源部とを備え､

所定の電力受領部に電力を供給する車両用電源

制御装置であり､第1の発電電源部と第2の発電

電源部とのいずれか一方の発電電源部から電力

受領部に出力する電圧を､他方の発電電源部の

出力電圧に応じて設

定する電圧調整手段

を備える事により､

電力受領部に過剰に

電力を供給するなど

の事態が回避され､

回生電力を有効活用

が図れる｡ 

 走行性能の向上 応答性の改良 特開2004-194414 

02.12.11 

B60L11/14 

電気式ﾌﾗｲﾎｲ-ﾙ 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-011456 

(審査請求中) 

02.06.04 

F02D23/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  電力供給制御など 特開2004-248433 

(審査請求中) 

03.02.14 

B60L7/10 

電気自動車およびその制御方法 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-235105 

(審査請求中) 

02.02.05 

B60L11/12 

負荷駆動装置､負荷駆動装置における電力貯蔵

装置の充電制御方法および充電制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ

に実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ

読取可能な記録媒体 

   特開2003-235108 

(審査請求中) 

02.02.06 

B60L11/14 

車両制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（49/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 フェイルセーフ 特開2005-102425 

03.09.25 

B60L11/14 

車両の駆動装置 

排気性能の向上 温度等環境条件補

正 

特開2004-364371 

03.06.03 

B60L11/14 

車両に搭載されたﾊﾞﾂﾃﾘ制御装置および制御方

法 

冷却性能の向上 温度等環境条件補

正 

特開2005-186868 

03.12.26 

B60K1/04 

蓄電機構の冷却装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

 充放電量可視化な

ど 

特開2004-048981 

(審査請求中) 

02.05.14(優先権) 

B60L11/18 

車載ﾊﾞﾂﾃﾘのﾌｱﾝ制御方法およびﾌｱﾝ制御装置 

  冷却系 特開2005-053427 

03.08.07 

B60K11/06 

冷却ﾌｱﾝの制御装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

電力のマネジメン

ト 

特許3587254 

02.07.08 

B60L11/14 

車両制御装置 

ﾓｰﾀｰに電力を供給するﾊﾞｯﾃﾘｰのSOCが低下した

時にｴﾝｼﾞﾝを駆動させて発電を行い､その発電電

力によりﾊﾞｯﾃﾘｰを充電する車両制御装置であ

り､車両負荷が所定設定値より大きい時にはそ

の負荷が所定の設定値より大きくない時に比べ

てｴﾝｼﾞﾝを早期に駆動させて発電する事により､

ﾊﾞｯﾃﾘｰ充放電

を小刻みに繰

り返され､大放

電や大充電時

の発熱による

ﾊﾞｯﾃﾘｰの高温

化を抑制する｡ 

   特開2004-140982 

(審査請求中) 

02.10.21 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

   特開2005-039880 

03.07.15 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

   特開2005-045861 

03.07.22 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法並びに自動車

  要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-176867 

(みなし取下) 

01.12.11 

F16H61/02 

ｼﾌﾄ制御装置 

   特開2005-051898 

03.07.31 

H02M7/48 

電圧変換装置および電圧変換の制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ

に実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ

読取り可能な記録媒体 

  外気温など外部環

境への対応 

特開2004-152649 

02.10.31 

H01M8/00 

動力出力装置 

   特開2004-153947 

02.10.31 

B60L11/18 

動力出力装置および電源装置 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-112851 

(審査請求中) 

02.09.13 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（50/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリ状態の管

理容易化 

トルク 特開2005-012929 

(審査請求中) 

03.06.19 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 電力供給制御など 特開2004-048983 

02.05.23(優先権) 

B60L11/18 

ﾓ-ﾀ駆動装置､ﾓ-ﾀ駆動装置の制御方法､ﾓ-ﾀ駆動

装置の制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記

録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体 

 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-281687 

01.03.21 

H02J7/02 

デンソ－ 

充電状態制御方法及び装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

  特開2002-325373 

01.04.25 

H02J7/04 

ﾊﾞﾂﾃﾘ容量制御装置 

   特開2002-330552 

01.04.27 

H02J7/10 

ﾊﾞﾂﾃﾘ容量制御装置及びﾊﾞﾂﾃﾘ容量制御方法 

   特開2002-345165 

01.05.17 

H02J7/16 

車両用電池制御装置及び方法 

   特開2002-369391 

(審査請求中) 

01.06.07 

H02J7/00 

松下電器産業 

二次電池の残存容量制御方法および装置 

   特開2003-031267 

(審査請求中) 

01.05.11(優先権) 

H01M10/44 

ﾘﾌﾚﾂｼﾕ充電制御装置 

   特開2003-047108 

(審査請求中) 

01.08.03 

B60L11/14 

電池制御装置 

   特開2003-134678 

(審査請求中) 

01.10.17 

H02J7/00 

車両用二次電池制御装置 

   特開2003-153402 

(審査請求中) 

01.11.12 

B60L3/00 

二次電池制御装置 

   特開2003-153462 

(審査請求中) 

01.11.12 

H02J7/34 

二次電池制御装置 

   特開2003-244805 

(審査請求中) 

02.02.15 

B60L11/14 

電池の満充電容量計測装置､計測方法､その計測

装置を搭載した車両の制御装置および制御方法

   特開2003-294817 

(みなし取下) 

02.04.03 

G01R31/36 

ﾊﾞﾂﾃﾘ容量判定装置 

   特開2003-319507 

(審査請求中) 

02.04.19 

B60L11/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑの制御方法およびﾊ

ｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑの制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるため

のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録

媒体 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（51/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-331929 

(審査請求中) 

02.05.08 

H01M10/44 

電池の制御装置および制御方法 

  特開2004-166350 

02.11.11 

B60L11/14 

電池制御装置 

  特開2004-236472 

(審査請求中) 

03.01.31 

B60L11/18 

車両の制御装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

  特開2005-020955 

03.06.27 

H02J7/00 

蓄電装置の充放電制御装置および自動車 

   特開2005-080330 

03.08.28 

B60L3/00 

蓄電機構の制御装置 

   特開2005-137091 

03.10.29 

B60L11/18 

二次電池の制御装置および制御方法 

  放電・放電深度の

マネジメント 

特開2003-009408 

(審査請求中) 

01.06.20 

H02J7/00 

松下電器産業 

ﾒﾓﾘ-効果の検出方法およびその解消方法 

   特開2003-348760 

(審査請求中) 

02.05.23 

H02J7/00,302 

放電回路､および放電制御方法 

   特開2005-039989 

03.07.02(優先権) 

B60L11/14 

出力管理装置およびこれを備える電気自動車 

  フェイルセーフ 特開2004-291721 

(審査請求中) 

03.03.26 

B60K11/06 

ﾊﾞﾂﾃﾘ冷却ｼｽﾃﾑの異常検知装置および異常検知

方法 

   特開2005-020854 

(審査請求中) 

03.06.25 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車における

制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記

録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体 

   特開2005-051894 

03.07.31 

H02P7/63,303 

負荷駆動装置 

  劣化管理 特開2003-045387 

01.08.02 

H01M2/10 

松下電器産業 

電池ﾊﾟﾂｸｼｽﾃﾑおよび電池ﾊﾟﾂｸの劣化判定方法 

   特開2003-224902 

(みなし取下) 

02.01.25 

B60L3/00 

車載用ｷﾔﾊﾟｼﾀの性能診断方法および車両用電動

ｼｽﾃﾑ 

   特開2004-271445 

(審査請求中) 

03.03.11 

G01R31/36 

日本自動車部品総合

研究所 

二次電池の内部抵抗検出装置および劣化判定装

置ならびに内部抵抗検出方法および劣化判定方

法 



185 

表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（52/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリ状態の管

理容易化 

劣化管理 特開2004-279242 

03.03.17 

G01R31/36 

二次電池の内部抵抗値の算出方法およびその方

法を実現するためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  特開2005-065376 

03.08.08 

B60L11/14 

自動車およびその制御方法 

振動抑制 充放電量可視化な

ど 

特開2005-072198 

03.08.22 

H01F37/00 

ﾘｱｸﾄﾙの騒音低減方法及び装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

信頼性・耐久性の

向上 

電力のマネジメン

ト 

特開2004-140982 

(審査請求中) 

02.10.21 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車およびその制御方法 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-093551 

(審査請求中) 

02.07.12(優先権) 

G01R31/36 

ﾊﾞﾂﾃﾘ充電状態推定装置 

   特開2004-166350 

02.11.11 

B60L11/14 

電池制御装置 

   特開2005-137091 

03.10.29 

B60L11/18 

二次電池の制御装置および制御方法 

  劣化管理 特開2005-065376 

03.08.08 

B60L11/14 

自動車およびその制御方法 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力のマネジメン

ト 

特許3661630 

01.10.25 

B60L11/12 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置及びその制御方法 

主電池出力を昇降圧型ｺﾝﾊﾞｰﾀｰで昇圧しMGに供

給するﾊﾟﾜｰﾕﾆｯﾄ系において､補機駆動用DC-DCｺﾝ

ﾊﾞｰﾀｰを､MG駆動用昇降圧型ｺﾝﾊﾞｰﾀｰの主電池側

端子間に接続することにより､その要求耐圧を

低減すると共に､主電池の異常時には､DC-DCｺﾝ

ﾊﾞｰﾀｰとMGﾕﾆｯ

ﾄとを直接接

続することに

より車両の安

定走行を可能

とさせる｡ 

  システム安全性の

マネジメント 

特開2004-222361 

(審査請求中) 

03.01.10 

B60L3/04 

電動機駆動制御装置及び電気自動車 

  外気温など外部環

境への対応 

特開2004-153947 

02.10.31 

B60L11/18 

動力出力装置および電源装置 

  電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2004-320877 

03.04.15 

B60L1/00 

駆動装置用の電力装置およびこれを備える自動

車並びに電力装置の制御方法 

  電力制御系の改良

など 

特開2004-088819 

(審査請求中) 

02.08.22 

B60L3/00 

松下電器産業 

電動車両の漏電検出装置および方法 

  フェイルセーフ 特開2004-048921 

(審査請求中) 

02.07.12 

H02M7/48 

多相ﾓ-ﾀ駆動用ｲﾝﾊﾞ-ﾀｼｽﾃﾑ､その異常検出方法お

よび異常検出ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（53/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

充放電量可視化な

ど 

特開2004-312920 

03.04.09 

B60L11/18 

ﾊﾞﾂﾃﾘﾎﾞﾂｸｽ排気ｼｽﾃﾑ､それを備えた自動車およ

びﾊﾞﾂﾃﾘﾎﾞﾂｸｽ排気ｼｽﾃﾑにおける排気制御をｺﾝﾋﾟ

ﾕ-ﾀに実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟ

ﾕ-ﾀ 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

発電機制御の改良 特開2002-218646 

01.01.18 

H02H7/18 

トヨタマックス 

車両の電力供給装置 

特開2002-354702 

(審査請求中) 

01.05.28 

H02J7/10 

松下電器産業 

電池ﾊﾟﾂｸｼｽﾃﾑ 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-346909 

(審査請求中) 

02.05.30 

H01M10/42 

松下電器産業 

二次電池の交換方法 

フェイルセーフ 特開2005-102425 

03.09.25 

B60L11/14 

車両の駆動装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

コスト低減 

性能検査システム

など 

特開2002-223507 

01.01.26 

B60L11/18 

車両用電源装置 

車両レイアウトの

改善 

電力供給制御など 特開2005-184891 

03.12.16 

H02M7/48 

電力変換装置およびそれを備えた自動車 

機能追加 トルク 特開2004-242371 

(審査請求中) 

03.02.03 

B60L11/14 

デンソ－ 

前後輪駆動装置 

回生効率の改良 特許3651448 

02.04.09 

B60L7/10 

回生装置の制御装置 

第1の発電機で発生される電力を第1の蓄電装置

に供給するとともに､第1の蓄電装置と､それと

は別に設けられている第2の蓄電装置との間で､

中継装置を介して電力が行き来する回生装置の

制御装置において､第

1の発電機の発電量判

断手段と､その判断結

果に基づいて､第2の

蓄電装置の電力を中

継装置を介して第1の

蓄電装置に供給する

か否かを判断する蓄

電性能制御手段とを

備えてた電力回収性

能に優れた回生制御

装置｡ 

特開2003-235252 

(みなし取下) 

02.02.08 

H02M3/155 

電源回路 

電
力
制
御 

燃費性能の向上 

電力供給制御など 

特開2004-048844 

(審査請求中) 

02.07.09 

B60L11/14 

車両の制御装置､制御方法､その方法を実現する

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよびそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（54/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2003-070103 

01.08.24 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 
電
力
制
御  フェイルセーフ 特開2005-160136 

03.11.20 

H02P7/63 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置およびそれを備える自動車 

 信頼性・耐久性の

向上 

フェイルセーフ 特開2005-160136 

03.11.20 

H02P7/63 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置およびそれを備える自動車 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-204608 

(審査請求中) 

02.01.09 

B60L11/18 

車両用電源装置 

  充放電量可視化な

ど 

特開2003-284330 

(みなし取下) 

02.03.26 

H02M3/155 

制御装置､制御方法､電圧変換の制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ

に実行させるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り

可能な記録媒体 

   特開2004-166443 

02.11.15 

B60L9/18 

電圧変換装置およびﾓ-ﾀ駆動装置 

   特開2004-229399 

(審査請求中) 

03.01.22 

H02P7/63,303 

電圧変換装置､電圧変換方法､電力供給方法およ

び電力供給の制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体 

   特開2004-242375 

03.02.03 

H02M7/48 

電圧変換装置および電圧変換装置の故障判定を

ｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した

ｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2004-072892 

(審査請求中) 

02.08.06 

H02M3/135 

電気負荷駆動装置､電気負荷駆動方法､電気負荷

の駆動をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録し

たｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体 

   特開2004-215361 

(審査請求中) 

02.12.27 

B60L3/04 

電源ｼｽﾃﾑの遮断制御方法および故障判定方法 

   特開2004-222362 

(審査請求中) 

03.01.10 

B60L3/00 

電圧変換装置､故障処理をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させる

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒

体および故障処理方法 

   WO2003/056694 

(審査請求中) 

01.12.26(優先権) 

H02P7/63,303 

電気負荷装置､電気負荷制御方法および電気負

荷の制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

を記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体 

  電力制御系の改良

など 

特開2004-064803 

(審査請求中) 

02.07.24 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置の制御方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（55/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

電
力
制
御 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力制御系の改良

など 

特許3582523 

02.09.17 

H02M7/48 

電気負荷装置､異常処理方法､および電気負荷の

異常処理をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

を記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体 

直流電圧を昇圧した昇圧電圧によって駆動され

る2つの交流ﾓｰﾀを備え田電力制御系において､､

DC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀｰとｲﾝﾊﾞｰﾀｰのいずれかが異常停止

した場合に､それらの停止･復帰条件を制御する

ことが

可能な

電気負

荷装置｡ 

   特開2005-160190 

03.11.25 

H02K16/00 

動力出力装置およびその駆動制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに

実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読

み取り可能な記録媒体 

  フェイルセーフ 特開2005-027441 

03.07.03 

B60L3/04 

自動車制御装置および異常検出をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実

行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取

り可能な記録媒体 

   特許3661689 

03.03.11 

H02P7/63,303 

ﾓ-ﾀ駆動装置､それを備えるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車駆動装

置､ﾓ-ﾀ駆動装置の制御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させる

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒

体 

電圧ｾﾝｻｰや温度ｾﾝｻｰにより直流電源の故障を検

出すると､2個の交流ﾓｰﾀが出力ﾄﾙｸ零を出力する

ようにｲﾝﾊﾞｰﾀｰを制御を行ないｼｽﾃﾑﾘﾚｰを遮断し

た後に､昇圧ｺﾝﾊﾞｰﾀｰを降圧制御に切換える操作

を行うことにより､ﾓｰﾀｰに過電圧が印加される

のを防

止す

る｡ 

   特開2005-051885 

03.07.31 

B60L3/04 

電力供給制御装置およびこれを備える動力出力

装置並びに自動車 

   特開2005-151770 

03.11.19 

H02J7/00 

負荷駆動回路における異常監視装置 

  充放電量可視化な

ど 

特開2004-219324 

(審査請求中) 

03.01.16 

G01K13/02 

電圧変換装置 

  性能検査システム

など 

特開2005-176449 

03.12.09 

H02M3/155 

電力変換装置およびそれを備えた自動車 

 コスト低減 電力供給制御など 特開2003-102181 

(審査請求中) 

01.09.25 

H02M7/5387 

電力供給ｼｽﾃﾑおよび電力供給方法 

   特開2003-219656 

(審査請求中) 

02.01.23 

H02M7/48 

交流発電電動機用ｲﾝﾊﾞ-ﾀ 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（56/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

電
力

制
御 

その他の課題 電力制御系の改良

など 

特開2005-168171 

03.12.02 

H02M3/00 

電力変換装置およびそれを備える自動車 

機能追加 フェイルセーフ 特開2004-175313 

02.11.29 

B60K41/02 

[1] 

車両制御装置 
駆
動
方
式 

 トルク 特開2005-051833 

03.07.29 

B60L11/14 

車両および車両の制御方法 

   特開2005-124287 

03.10.15 

B60L9/18 

車両用駆動制御装置 

   特開2005-137063 

03.10.28 

B60L15/20 

車両用駆動制御装置 

 走行性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2004-142590 

02.10.24 

B60K41/02 

動力出力装置及びその制御方法並びにﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

車両 

 バッテリ状態の管

理容易化 

電力のマネジメン

ト 

特開2004-142590 

02.10.24 

B60K41/02 

動力出力装置及びその制御方法並びにﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

車両 

 振動抑制 電力供給制御など 特開2005-008009 

03.06.18 

B60K6/04,531 

駆動装置 

  性能検査システム

など 

特開2005-114138 

03.10.10 

F16F15/12 

車輪のﾏｽﾀﾞﾝﾊﾟ制御装置 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-175313 

02.11.29 

B60K41/02 

[1] 

車両制御装置 

 その他の課題 トルク 特開2005-137063 

03.10.28 

B60L15/20 

車両用駆動制御装置 

   特開2005-198363 

03.12.26 

B60L9/18 

車両用駆動力制御装置 

車両レイアウトの

改善 

エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2005-105896 

03.09.29 

F02D41/04,310 

密閉燃料ﾀﾝｸｼｽﾃﾑの制御装置 
補
助
装
置  冷却系 特開2004-060598 

(審査請求中) 

02.07.31 

F01P11/00 

冷却ｼｽﾃﾑ 

 機能追加 電力制御系の改良

など 

特開2002-356157 

(審査請求中) 

01.05.30 

B60T8/58 

デンソ－ 

車輌用制動制御装置 

 燃費性能の向上 温度のマネジメン

ト 

特開2004-052672 

（審判中） 

02.07.19 

F02N11/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車及びその制御方法 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2003-035173 

01.07.19 

F02D29/02 

補機類の駆動制御装置 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（57/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 回生効率の改良 特開2004-242460 

03.02.07 

B60L7/24 

車輌用回生式制動制御装置 
補
助
装
置  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2005-130629 

03.10.24 

B60L7/10 

自動車 

  冷却系 特許3487290 

01.01.23 

F16H61/00 

油圧制御装置 

変速機などの油圧必要

部位へ必要十分な作動

油を供給しながら､ｵｲﾙ

ｸｰﾗへの循環流量を油

温に応じて適切に制御

することにより､無駄

なｴﾈﾙｷﾞｰ消費を節減し

燃費を向上させる｡ 

  操作系・表示系 特開2004-224269 

(審査請求中) 

03.01.24 

B60K35/00 

車両用の表示装置および表示方法 

  性能検査システム

など 

特許3487291 

01.02.05 

F16H61/00 

車両用自動変速機の油圧制御装置 

電力消費をそれほど

増大させることなく

作動油必要量の急増

に対処できる車両用

自動変速機の油圧制

御装置 

   特開2004-132189 

02.10.08 

F01P3/20 

車両の蓄熱ｼｽﾃﾑ 

   特開2005-022534 

03.07.03 

B60G17/01 

車両の制御装置 

 走行性能の向上 電力制御系の改良

など 

特開2005-042559 

03.07.22 

F02D29/00 

豊田自動織機 

車両の制御装置及び制御方法 

 排気性能の向上 外部情報との協調 特開2004-204833 

02.11.06(優先権) 

F01P3/20 

内燃機関の暖機装置 

 冷却性能の向上 冷却系 特開2005-035476 

03.07.18 

B60K11/04 

車両用冷却装置 

   特開2005-057953 

03.08.07 

H02K9/16 

冷却ｼｽﾃﾑの制御装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-320946 

(審査請求中) 

03.04.18 

B60L11/14 

電気自動車およびその制御方法 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（58/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

振動抑制 冷却系 特開2005-042576 

03.07.24 

F01P3/20 

蓄熱装置付きｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑ 
補
助
装
置 信頼性・耐久性の

向上 

電力制御系の改良

など 

特開2004-137984 

(審査請求中) 

02.10.18 

F02N11/08 

車載器機の昇温装置 

  冷却系 特開2004-076603 

(審査請求中) 

02.08.12 

F01P3/20 

多重冷却ｼｽﾃﾑ 

  性能検査システム

など 

特開2002-345102 

01.05.17 

B60L3/00 

誘導性負荷の駆動回路 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

外気温など外部環

境への対応 

特開2005-023845 

03.07.02 

F02D29/02 

自動車 

  電力制御系の改良

など 

特開2004-222461 

03.01.17 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  冷却系 特開2004-076603 

(審査請求中) 

02.08.12 

F01P3/20 

多重冷却ｼｽﾃﾑ 

   特開2005-160132 

03.11.20 

B60L3/00 

冷却装置の異常判定装置 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-130836 

02.10.08 

B60H1/08,621 

蓄熱ｼｽﾃﾑおよびその作動方法 

  操作系・表示系 特開2005-035413 

03.07.16 

B60K35/00 

車両用表示装置および車両 

  性能検査システム

など 

特開2005-133856 

03.10.30 

F16H61/12 

ﾌｴ-ﾙｾ-ﾌ油圧回路 

 コスト低減 電力のマネジメン

ト 

特開2004-201412 

(審査請求中) 

02.12.18 

B60L1/00 

電気自動車の制御装置および補機消費電力の推

定方法 

  温度のマネジメン

ト 

特開2004-084580 

(審査請求中) 

02.08.27 

F01P3/20 

蓄熱ｼｽﾃﾑ 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2005-105896 

03.09.29 

F02D41/04,310 

密閉燃料ﾀﾝｸｼｽﾃﾑの制御装置 

  冷却系 特開2004-060598 

(審査請求中) 

02.07.31 

F01P11/00 

冷却ｼｽﾃﾑ 

   特開2005-199986 

03.12.16(優先権) 

B60K11/04 

冷却ｼｽﾃﾑおよびﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

 その他の課題 外気温など外部環

境への対応 

特開2005-147050 

03.11.18 

F02D29/06 

自動車 
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表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（59/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

その他の課題 外部情報との協調 特開2005-035349 

03.07.17 

B60R16/02,645 

移動体ｴﾈﾙｷﾞ-管理装置および移動体ｴﾈﾙｷﾞ-管理

方法 
補
助
装
置   特開2005-155335 

03.11.20 

F02D45/00 

大気圧学習装置 

  電力制御系の改良

など 

特開2003-191774 

(審査請求中) 

01.12.27 

B60K41/00 

[1] 

統合型車両運動制御装置 

   特開2003-260941 

(審査請求中) 

02.03.12 

B60K6/04,100 

運転状態通知装置 

  電力供給制御など 特開2004-256063 

(審査請求中) 

03.02.27 

B60K41/04 

車両の制御装置 

  冷却系 特開2005-138777 

03.11.10 

B60H1/06 

車両の空調装置 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特許3633482 

01.01.16 

F02D29/04 

デンソ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両およ

びその空調装置 

車両窓ｶﾞﾗｽの防曇

制御をｴﾝｼﾞﾝ駆動空

調装置が実行中に

は､空調装置以外の

車両の状況にかか

わらずｴﾝｼﾞﾝを運転

させ､防曇制御を実

行していない時に

は､停車時にｱｲﾄﾞﾘﾝ

ｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実行し省

燃費化を図る｡ 

  操作系・表示系 特開2002-247706 

01.02.19 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の運転状態表示装置 

   特開2003-220852 

(特許3747857) 

02.01.31 

B60K35/00 

車両の減速度表示制御装置 

   特開2004-224269 

(審査請求中) 

03.01.24 

B60K35/00 

車両用の表示装置および表示方法 

   特開2005-008013 

(審査請求中) 

03.06.18 

B62D6/00 

アイシン精機 

車両用走行支援装置 

   特開2005-080324 

03.08.29 

B60L3/00 

アイシン精機 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 



193 

表2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（60/60） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

その他の課題 性能検査システム

など 

特開2004-082864 

(審査請求中) 

02.08.27 

B62D5/07 

車両用油圧制御装置 
補
助
装
置 

  特開2005-047326 

03.07.31 

B60R16/02,661 

ｽﾘﾂﾌﾟ判定装置およびｽﾘﾂﾌﾟ判定方法ならびに車

両 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



194 

 

 

 

2.2.1 企業の概要 

商号 日産自動車株式会社   

本社所在地 〒104-8023 東京都中央区銀座 6-17-1  

設立年 1933 年（ 昭和 8 年）  

資本金 6,058 億 13 百万円（2005 年 11 月現在）  

従業員数 32,117 名（2002 年 3 月末）（ 連結：169,644 名）  

事業内容 自動車等の車両および部品の製造・販売 

 

日産自動車は、1999年にルノー（フランス）と資本参加を含む自動車事業全般にわたる

提携契約を締結し、プラットフォームやパワートレインの共用化など生産面での提携強化

と共に、中長期の戦略的技術開発の面(例えば、燃料電池車の開発）でも結びつきを強め

てきている。相互出向を含めた人材交流を推進してきており、上記戦略技術開発以外のプ

ラットフォームやパワートレインの共同技術開発プロジェクトでも共同開発を行っている。 

日産自動車において、ハイブリッド電気自動車の開発は1995年頃から開始されたが、乗

用車両における実車化は、2000年に「テイーノネオハイブリッド」が100台限定販売され

たに留まっている。 

その後、日産自動車は、2002年に、ハイブリッド市販車の早期実用化を目指してトヨタ

自動車と技術協力関係を構築し、トヨタ自動車の「ＴＨＳ-Ⅱ」を長期購入する契約を締

結した。2006年には2.5～3.5l/Ｖ4エンジンを搭載した「アルティマハイブリッド」を米

国で市場投入する予定であり、トヨタ自動車から調達する基幹部品を組み込み、５年間で

約10万台を現地生産し販売する計画をたてている。 

2001年以降の日産自動車におけるハイブリッド車開発の動きの特徴としては、トヨタハ

イブリッドシステムをベースとしたエンジンやその他の周辺機器の開発とともに、日産独

自のｅ-４輪駆動システムをベースとした分離駆動式モーターアシストパラレル車の開発

を推進している点である。ｅ-４輪駆動システムは、既に、「マーチ」や「キューブ」に

２WD/４WD切り替え装置として搭載されており、本来は、オフロードや凍結道路での走行

性向上のための４輪駆動システムとして開発されたものである。日産自動車からは、e-４

輪駆動をベースに、これとエンジン駆動発電機や大容量バッテリーとの組合せで、シリー

ズ・パラレル走行可能なハイブリッド車の制御に関わる特許が多く出願されている。 

(出典：日産自動車のホームページ http://www.nissan.co.jp) 

 

 

2.2.2 製品例 

 2000年に限定された「テイーノネオハイブリッド」については、平成14年度テーマ「ハ

イブリッド電気自動車の制御技術」に記載してあるので参照されたい。 

 

2.2 日産自動車 
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2.2.3 技術開発拠点と研究者 

 図2.2.3-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の日産自動車の出願件数と発明者数

を示す。2001年～03年にかけて、発明者数および出願件数共に増加してきており、ハイブ

リッド電気自動車の開発に、研究者を再投入してきている状況がうかがわれる。 

 

 日産自動車の開発拠点：神奈川県横浜市神奈川区宝町２番地 日産自動車本店内 

 

 

 

図2.2.3-1 ハイブリッド電気自動車制御技術の日産自動車の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.2.4-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術における日産自動車が出願した475件

について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図2.2.4-2に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化した解

決手段Ⅱとの分布を示す。 

出願件数の最も多い「走行性能の向上｣課題に対する解決手段として、「システムマネ

ジメントの改良」、｢動力合成機構の制御の改良」、「エンジン／モーター協調制御の改

良」、「モーター制御の改良」と幅広く出願が分散しており、走行性能向上のためのパ

ワートレイン系の広範な制御技術の改良に注力している。同様に、出願件数が多い「燃費

性能の向上」課題に関しては、「システムマネジメントの改良」に出願が集中している。

また、「バッテリー状態の管理容易化｣課題に対する「バッテリー制御の改良」に関わる

出願も多い。 
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図2.2.4-1 日産自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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改良

エンジン／モータ協調制御の
改良

その他のシステム制御の
改良
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モーター制御の改良

バッテリー制御の改良
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3 12 33 33 3 5 6 5 9 6 6

2 10 8 26 8 2 2

1 3 13 5 4 1 2 2

1 6 8 6 1 4 4 1

4 9 13 25 1 1 12 7 10 3 4

3 1 7 6 2 30 5 9 3 3

7 8 14 31 3 4 11 4

1 2 7 7 1 2 1 3 1

3 4 1 2 1 1 2 2 2 4

課
題
Ⅰ

解決手段Ⅰ
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図2.2.4-2 日産自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電力のマネジメント

要求トルクのマネジメント

車両速度のマネジメント

温度のマネジメント

排気のマネジメント

システム安全性のマネジメント

外気温など外部環境への対応

外部情報との協調

切り替えタイミング・条件

回転数と慣性力補正

応答性の改良

フェイルセーフ

エンジン始動性の改良など

複数電力蓄積デバイスの選択使用･協調制御

電力蓄積デバイス間の収支マネジメント

回生効率の改良

電力制御系の改良など

燃料噴射量・燃料カット

点火時期

触媒の温度管理・過熱

触媒の流量・排気還流

エンジン運転モード切替制御など

トルク

回転数

温度

フェイルセーフ

センサレス

電力供給制御など

充電のマネジメント(含むSOC)

放電・放電深度のマネジメント

フェイルセーフ

故障頻度低減

温度等環境条件補正

劣化管理

充放電量可視化など

クラッチ過渡制御

切り替えタイミング

フェイルセーフ

変速機構の制御など

発電機制御の改良

冷却系

エアコン・灯火類等車両補機

ブレーキ負圧の発生、ペダル
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1 1 4 1

1 1
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1
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1 1
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1
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Ⅰ
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表2.2.4-1に、日産自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する技術要素別課

題対応特許を示す。 

 

表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(1/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2003-009306 

01.06.21 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

機能追加 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2002-227679 

(審査請求中) 

01.02.02 

F02D29/02 

[3] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ式車両制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3589208 

01.08.13 

B60K17/35 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

4WD式HEVにおいて､ｴﾝｼﾞﾝのみを駆動して車両ｸ

ﾘｰﾌﾟﾄﾙｸを発生させる制御手段と､車両発進時に

ｴﾝｼﾞﾝ駆動に加えて後輪ﾓｰﾀ駆動する4WD制御手

段とを備え､低μ路での車両発進時の4WDｸﾘｰﾌﾟ

走行途中での急

激なﾄﾙｸの上昇を

抑制｡ 

  応答性の改良 特許3536820 

01.02.05 

B60L15/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ式車両制御装置 

4WD式HEVにおいて､前後輪の駆動力配分を自動

制御し､4WD切換時におけるｴﾝｼﾞﾝの応答性の遅

れによる車両走行性の悪化を防止する｡ 

  フェイルセーフ 特開2005-161933 

(審査請求中) 

03.12.01 

B60K41/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型四輪駆動車両の制御装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-076599 

（みなし取下） 

02.08.12 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止再始動装置 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特許3666438 

01.10.11 

B60K41/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝで発生する仕事率を最も高効率な走行効

率で賄うﾕﾆｯﾄ(ｴﾝｼﾞﾝ､ｸﾗｯﾁ､ﾓｰﾀ､有段変速機)の

動作点の中から､目標走行効率となるﾕﾆｯﾄ動作

点の目標値を算出

し､目標ﾕﾆｯﾄ動作

点で運転する｡ 



199 

表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(2/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特許3614134 

01.12.28 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

充電･力行用電力を発生する発電機を､車両の駆

動系から独立して運転可能なｴﾝｼﾞﾝにより駆動

する構成を有するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､ｴﾝｼﾞﾝ

の吸入空気量誤差とﾌﾘ

ｸｼｮﾝ変化による軸ﾄﾙｸ

の誤差を補正して､燃

費を悪化させることな

く良好な運転性が得ら

れるようにする｡ 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3593983 

(登録) 

01.01.16 

B60K41/00,301 

車両の駆動力制御装置 

4WD-HEVにおいて､後輪駆動のためのｴﾝｼﾞﾝ､No1-

MG､有段自動変速機間からなるﾄﾚｲﾝと前輪駆動

用No2-MGで構成され､車両の運転状態とﾊﾞｯﾃﾘ充

電状態に応じて､ｴﾝｼﾞﾝとNo1-MGの駆動力を制御

するとともに､ﾊﾞｯﾃﾘまたはNo1-MGの回生発電に

よりNo2-MGを駆動する｡ 

（図面なし） 

エ
ン
ジ
ン 

  特許3580260 

01.03.01 

B60K6/04,310 

車両の制御装置 

目標駆動出力に余裕駆動出力を加算して最低確

保出力を算出する手段と､目標駆動出力とｴﾝｼﾞﾝ

最良燃費出力特性とに基づいて最良燃費回転速

度を算出する手段と､最低確保出力とｴﾝｼﾞﾝ最大

出力特性とに基づいて最低確保回転速度を算出

する手段と､最良燃費回転速度と最低確保回転

速度とを比較して､より大きい方を無段変速機

の目標入力回転速度として選択する手段と､駆

動軸回転速度と目標入力回転速度に基づいて無

段変速機の変速比を制御する無段変速機制御手

段と､ｴﾝｼﾞﾝ回

転速度と目標

駆動出力とに

基づいてｴﾝｼﾞ

ﾝのﾄﾙｸを制御

するｴﾝｼﾞﾝ制

御手段とを備

える｡ 

   特許3617467 

01.03.26 

F02D29/02 

車両用ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ･ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

加速駆動力を算出すると共に､ﾊﾞｯﾃﾘ状態に基づ

いてﾓｰﾀ出力分の最大許容値

を算出し､ｴﾝｼﾞﾝ効率よりﾓｰﾀ

の効率の方が良い時には､加

速駆動力の全てをﾓｰﾀで賄う

か､ﾓｰﾀの駆動力を最大限加

速駆動力として供するいず

れかを選択すると共に､ｴﾝｼﾞ

ﾝの効率の方がﾓｰﾀの効率よ

り良い時は､全駆動力をｴﾝｼﾞ

ﾝで賄う制御を選択すること

により､ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝの効率を向

上させる｡ 

   特開2003-002086 

01.06.20 

B60K41/14 

車両の駆動力制御装置 

   特開2003-065107 

01.08.28 

F02D29/06 

車両の制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(3/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-019641 

(審査請求中) 

02.06.20 

F02D29/02 

車両用ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 
エ
ン
ジ
ン 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3700710 

03.05.09 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 

運転状態に応じて目標駆動力を演算する目標駆

動力演算手段と､目標駆動力を実現可能なｴﾝｼﾞﾝ

及び駆動ﾓｰﾀの動作点での単位仕事率あたりの

燃料消費率を演算する燃料消費率演算手段と､

目標とする燃料消費率を設定する目標燃料消費

率設定手段と､目標燃料消費率と等しい燃料消

費率を実現できる動作点を選択する動作点選択

手段と､この動作点に基づいてｴﾝｼﾞﾝ及び駆動ﾓｰ

ﾀを制御する動作点実現手段とを備え､駆動仕事

率に対する燃料消費率が最小となる動作点を選

択し､燃費向上を図る｡ 

  車両速度のマネジ

メント 

特開2004-239161 

03.02.06 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止装置 

  外部情報との協調 特開2005-137135 

(審査請求中) 

03.10.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-076625 

(審査請求中) 

02.08.13 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止再始動装置 

  回転数と慣性力補

正 

特開2005-133682 

03.10.31 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用定速走行制御装置 

   特開2005-162081 

03.12.04 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機搭載車の駆動力急増時ｴﾝｼﾞﾝ始

動方法 

  応答性の改良 特許3541831 

01.10.26 

F16H61/02 

[1] 

車両の駆動力制御装置 

通常時には､ｴﾝｼﾞﾝ動力を自動変速機で前輪に伝

達して駆動すると共に､ｴﾝｼﾞﾝ動力によって発電

機を駆動して､発電電

力により後輪をﾓｰﾀ駆

動するHEVにおいて､発

電機の発電量が不足し

てﾓｰﾀが走行抵抗にな

ると判断した時には､

自動変速機を制御して

ｴﾝｼﾞﾝ回転速度を調整

するようにする事によ

り､電動機が走行抵抗

になることを抑制す

る｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(4/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

燃費性能の向上 電力制御系の改良

など 

特許3714417 

02.02.21 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝｸﾗﾝｸ軸に連結される発電機と､車両の駆動

輪に連結されるﾓｰﾀと､発電機､ﾓｰﾀに接続される

ﾊﾞｯﾃﾘとを備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､ｴﾝｼﾞﾝ

が正ﾄﾙｸを発生しているか否かによりｴﾝｼﾞﾝの完

爆を判断し､完爆判定が

成立しなかった時にはｴﾝ

ｼﾞﾝ始動が不可能である

と判断した場合にも､車

両が停車状態となった場

合にはｴﾝｼﾞﾝ始動が不可

能であるとの判断を解除

する制御を行うことによ

り､航続可能距離を長く

する｡ 

   特開2004-042834 

（みなし取下） 

02.07.15 

B60K17/04 

車両の駆動制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-019587 

(審査請求中) 

02.06.18 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-257259 

03.02.24 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2005-163718 

03.12.04 

F02D17/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2003-070102 

01.08.23 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-084531 

(審査請求中) 

02.08.26 

F02B11/00 

圧縮着火式内燃機関及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2004-278340 

03.03.13 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  回転数 特開2002-201997 

01.01.05 

F02D45/00,364 

内燃機関の燃料性状判定装置 

  電力供給制御など 特開2003-083143 

(審査請求中) 

01.09.10 

F02D45/00,314 

ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-076599 

02.08.12 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止再始動装置 

  クラッチ過渡制御 特開2004-019672 

(審査請求中) 

02.06.12 

F16D48/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  発電機制御の改良 特開2004-162624 

02.11.14 

F02D29/02,321 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(5/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-232588 

03.01.31 

F02D29/02,321 

車両のｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ制御装置 
エ
ン
ジ
ン 走行性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特許3624841 

01.03.06 

B60L11/14 

車両の制御装置 

ｱｸｾﾙ操作量に基づいて車両に要求される要求駆

動仕事率を演算する要求駆動仕事率演算部と､

要求駆動仕事率の変化に対する発電機の応答遅

れを補うために必要な余裕駆動電力を演算する

余裕駆動電力演算部と､蓄電装置の蓄電状態に

基づいて出力可能な蓄電装置出力可能電力を演

算する蓄電装置出力可能電力演算部と､要求駆

動仕事率及び余裕駆動電力及び蓄電装置出力可

能電力に基づいて､発電機の目標発電電力を演

算する目標発電量演算部とを組合せ制御し､常

に同一

の加速

性能が

得られ

るよう

にする｡ 

  要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-170823 

(審査請求中) 

01.09.27(優先権) 

B60T8/72 

制動制御装置 

   特開2003-219509 

(審査請求中) 

02.01.16 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用走行速度制御装置 

   特開2003-237421 

(みなし取下) 

02.02.18 

B60K41/04 

車両の駆動力制御装置 

   特許3641244 

02.03.13 

F02D29/02 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

目標駆動力が大きく

なる場合にも､ﾓｰﾀの

駆動をﾊﾞｯﾃﾘｰ電力の

持ち出しが必要でな

いﾀﾞｲﾚｸﾄ配電用のﾓｰ

ﾀ/ｼﾞｪﾈﾚｰﾀの動作点

を決定し､発電力の

みで行い得る変速制

御を行うことによ

り､走行性能を向上

させると共にﾊﾞｯﾃﾘ

容量の小型化を可能

とする｡ 

   特開2003-293816 

(みなし取下) 

02.04.03 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-034844 

(審査請求中) 

02.07.04 

B60K41/20 

車両のﾄﾙｸ制御装置及びﾄﾙｸ制御方法 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(6/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-248411 

03.02.14 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  特開2005-178689 

(審査請求中) 

03.12.22 

B60K17/35 

制動制御装置 

 外部情報との協調 特開2004-100577 

(審査請求中) 

02.09.10 

F02D29/02,321 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2004-245190 

03.02.17 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2005-137135 

(審査請求中) 

03.10.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  回転数と慣性力補

正 

特開2003-235107 

(審査請求中) 

02.02.04 

B60L11/14 

車両の制御装置 

   特開2005-133682 

03.10.31 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用定速走行制御装置 

   特開2005-162081 

03.12.04 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機搭載車の駆動力急増時ｴﾝｼﾞﾝ始

動方法 

  応答性の改良 特許3688227 

01.08.01 

F02D29/02,321 

日立製作所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ始動時間経過後のﾓｰﾀｰ回転速度とｽｲｯﾁﾝｸﾞ

素子のｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ温度とを常に予測推定し､これ

ら推定値に基づいてｴﾝｼﾞﾝ始動時間経過後にﾓｰ

ﾀｰがﾛｯｸ状態にあって､且つ､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ制限が必要

と判定されると､直ちにｴﾝｼﾞﾝを始動するように

制御することにより､ﾓｰﾀｰがﾛｯｸ状態にあってﾄﾙ

ｸ制限が必要となる時点ではｴﾝｼﾞﾝ始動を完了し

直ちにﾄﾙｸを発生することができる｡その結果､

ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ制限にともなって不足する車両駆動ﾄﾙｸ

をｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸで直ちに補うことができ､ﾓｰﾀｰがﾛｯｸ

状態に

なった

時の車

両駆動

ﾄﾙｸの

低下を

防止で

きる｡ 

   特開2003-322073 

(審査請求中) 

02.05.01 

F02N11/08 

ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置 

  フェイルセーフ 特開2004-245100 

03.02.13 

F02N11/08 

車輌の制御装置 

   特開2005-161933 

(審査請求中) 

03.12.01 

B60K41/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型四輪駆動車両の制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(7/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 エンジン始動性の

改良など 

特開2003-254112 

(審査請求中) 

02.02.26 

F02D29/02,321 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ車両の制御装置 

 電力制御系の改良

など 

特開2004-036551 

(審査請求中) 

02.07.05 

F02N11/10 

車両のｴﾝｼﾞﾝの始動方法 

 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-011486 

(審査請求中) 

02.06.05 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両とその制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2004-270512 

03.03.07 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  触媒の温度管理・

過熱 

特開2003-097356 

01.09.20 

F02M21/02 

改質ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ及び該改質ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝを備えたﾊｲﾌﾞ

ﾘｯﾄﾞ自動車 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2002-227694 

(審査請求中) 

01.02.05 

F02D41/18 

ｴﾝｼﾞﾝのｼﾘﾝﾀﾞ吸入空気量算出装置 

   特開2003-312318 

(審査請求中) 

02.04.25 

B60K41/06 

車両の駆動力制御装置 

   特開2004-236425 

03.01.30 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の駆動制御装置 

   特開2004-332681 

03.05.12 

F02D29/06 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動装置 

   特開2005-090303 

03.09.16 

F02N11/08 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の起動装置 

  トルク 特開2002-291107 

(審査中) 

01.03.26 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

   特許3614127 

01.10.26 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両駆動装置の制御装置 

動力伝達系統にﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀを備えるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

両のｴﾝｼﾞﾝ駆動輪と非ｴﾝｼﾞﾝ駆動輪のそれぞれに

ついてﾓｰﾀを設け､低速走行時には､非ｴﾝｼﾞﾝ駆動

輪側のﾓｰﾀにより駆動力を発生させ､走行時にｴﾝ

ｼﾞﾝ起動要求が生じた

場合には､ｴﾝｼﾞﾝ駆動

輪側のﾓｰﾀを起動し､

さらに､両駆動輪の間

で駆動力配分率を増

減させてｴﾝｼﾞﾝ駆動輪

の駆動力が所定値に

維持された状態でｴﾝ

ｼﾞﾝを起動させること

により､ﾓｰﾀ低速走行

ﾓｰﾄﾞからｴﾝｼﾞﾝ走行ﾓｰ

ﾄﾞへの滑らかな切換

えを実現する｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(8/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 回転数 特開2004-278315 

03.03.12 

F02N11/08 

ｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

 放電・放電深度の

マネジメント 

特開2004-108230 

02.09.18 

F02D29/02,321 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ車両 

エ
ン
ジ
ン 

 変速機構の制御な

ど 

特許3614409 

02.03.25 

F16H3/72 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

共線図上においてｴﾝｼﾞﾝENGおよび出力Outが隣

り合うように､またこれらの外側にﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ

MG1､MG2が位置するよう配置してﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速

機を構成し､ﾚﾊﾞｰ重心がOut上に位置するよう､

ENG､Out､およびMG1,MG2に係わるｲﾅｰｼｬと､ﾚﾊﾞｰ

比α,βを決定する｡実線のﾚﾊﾞｰは､ｴﾝｼﾞﾝ回転速

度Ne=0の電動走行を示し､MG2がﾓｰﾀ動作を行い､

MG1が発電機として動作する｡この電動走行中に

ｴﾝｼﾞﾝENGを始動させるのには､実線ﾚﾊﾞｰ状態を

例えば破線のﾚﾊﾞｰ状態にしてNeを上昇させる｡

つまり､MG1をｴﾝｼﾞﾝと逆方向の回転速度がｾﾞﾛに

向け低下するよう動作させてその発電量を増加

し､Neの上昇でｴﾝｼﾞﾝ始動を可能にする｡電動走

行中のｴﾝｼﾞﾝ始動時に出力回転が低下しないよ

うにし､当該低下を補償する電力を不要とし､電

動走

行性

能を

維持

する｡ 

  発電機制御の改良 特許3555603 

01.10.05 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

車両減速時とその後の再加速時に要求される加

速性能が確保されるように発電機の余裕発電電

力の目標値を算出し､発電機の余裕発電電力が

目標値よりも小さくならないように減速時にお

ける発電機の回転速

度の下限値を算出し､

車両減速時に発電機

の回転速度がその下

限値より低くならな

いよう発電機の回転

速度を制限する制御

を行う事により､減速

時にﾓｰﾀとｴﾝｼﾞﾝの回

転速度が低下し過ぎ

るのを防止し､再発進

時の加速性能を良好

に維持する｡ 

 排気性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-285866 

03.03.20 

F02D41/04,305 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の排気浄化装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2002-295347 

01.03.30 

F02N11/08 

低沸点燃料使用のﾃﾞｲ-ｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置

  触媒の温度管理・

過熱 

特開2004-197703 

02.12.20 

F02D41/04,380 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

車両 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(9/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

排気性能の向上 触媒の温度管理・

過熱 

特開2004-278465 

03.03.18 

F01N3/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両の排気浄化装置 

 触媒の流量・排気

還流 

特開2005-061312 

03.08.12 

F02D21/08,301 

車両の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特許3714300 

02.07.04 

F02D41/02,351 

圧縮自己着火式内燃機関の制御装置 

要求車軸出力が小さい時はｴﾝｼﾞﾝの燃焼状態を

圧縮自己着火燃焼に制御し､要求車軸出力が大

きい時は火花点火燃焼に制御すると共に､燃焼

状態に応じて実筒内圧力や実筒内温度を圧縮自

己着火燃焼に適した筒内圧力や筒内温度と火花

点火燃焼に適した筒内圧力や筒内温度とに制御

し､燃焼状態が圧縮自己着火燃焼から火花点火

燃焼に切替わる時､筒内への燃料供給を停止し

て圧縮自己着火燃焼を停止し､実筒内圧力と実

筒内温度とが火花点火燃焼に適した筒内圧力と

筒内温度に変化

してから､燃料

供給及び火花点

火を開始して火

花点火燃焼を開

始する制御を行

う事により､高

効率性と排出ｶﾞ

ｽのｸﾘｰﾝ化を図

る｡ 

   特開2004-143939 

(審査請求中) 

02.10.21 

F02D41/06,310 

ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

  トルク 特開2003-020981 

01.07.06 

F02D41/06,360 

内燃機関の始動時制御装置 

 振動抑制 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-083109 

(審査中) 

01.09.10 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動装置 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特許3614145 

02.03.18 

F02D45/00,345 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

HEVにおいて､ｴﾝｼﾞﾝの失火が判定された場合に､

走行用第2MGのみを車

両走行用駆動源とす

るﾓｰﾀ走行を行い､ｴﾝ

ｼﾞﾝは停止するか､あ

るいは発電用第1MGを

駆動するのみのため

に運転する事により､

ｴﾝｼﾞﾝ失火に伴う不快

な振動や騒音の発生

や排気系触媒の過温

によるﾀﾞﾒｰｼﾞを防止

する｡ 

   特開2004-032904 

(審査請求中) 

02.06.26 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(10/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

振動抑制 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3716819 

02.07.09 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

運転領域の異なる圧縮自己着火燃焼と火花点火

燃焼とを切り替え可能なｴﾝｼﾞﾝをﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両

に適用し､ｴﾝｼﾞﾝの燃焼状態を切り替える際に､

燃料噴射装置を停止することで内燃機関への燃

料供給を停止し､ﾊﾞｯﾃﾘｰからの放電により第1MG

を駆動してｴﾝｼﾞﾝの運転領域を切り替えて､その

後に燃料供給を再開するようにする｡なお､ｴﾝｼﾞ

ﾝへの燃料供給を停止している間は､ﾊﾞｯﾃﾘｰから

の放電により第2GM

を駆動して走行す

る｡これにより､二つ

の燃焼状態を適切に

切り替えて､幅広い

車両負荷に対応させ

つつ､低燃費低ｴﾐｯｼｮ

ﾝを実現できる｡ 

   特開2004-183570 

02.12.04 

F02D29/06 

ｴﾝｼﾞﾝの始動装置 

   特開2004-183571 

02.12.04 

F02D29/06 

ｴﾝｼﾞﾝの始動装置 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-190531 

02.12.10 

F02D29/06 

内燃機関の振動低減装置 

  トルク 特開2003-333710 

(みなし取下) 

02.05.13 

B60L15/20 

車両の駆動力制御装置 

   特許3714289 

02.05.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝと駆動輪との動力伝達経路にｸﾗｯﾁを介装

し､ｸﾗｯﾁと駆動輪との動力伝達経路に走行用MG

を介装したHEVにおいて､ｸﾗｯﾁ開放状態で､ｴﾝｼﾞﾝ

を起動又は停止する場合には､ｸﾗｯﾁを経由してｴ

ﾝｼﾞﾝ側から駆動輪側へ不可避的に伝達される伝

達ﾄﾙｸを演算し(伝達ﾄﾙｸ演算手段)､この伝達ﾄﾙｸ

を打ち消すように､走行用MGをﾄﾙｸ制御する(ﾄﾙｸ

制御手段)事に

より､ｸﾗｯﾁの開

放状態でｴﾝｼﾞﾝ

を起動又は停止

する場合に生じ

る予期せぬﾄﾙｸ

変動による違和

感を防止する｡ 

  回転数 特開2004-027998 

（みなし取下） 

02.06.27 

F02D29/02,331 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  クラッチ過渡制御 特開2005-162142 

03.12.05 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機搭載車のｴﾝｼﾞﾝ始動方法 

 信頼性・耐久性の

向上 

エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-011460 

(審査請求中) 

02.06.04 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(11/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

信頼性・耐久性の

向上 

エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-150291 

(審査請求中) 

02.10.29 

F02D29/02,331 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  特開2005-090303 

03.09.16 

F02N11/08 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の起動装置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

点火時期 特開2004-176688 

02.11.29 

F02D41/02,351 

圧縮自己着火式ｴﾝｼﾞﾝの制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

車両 

エ
ン
ジ
ン 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-104971 

(審査請求中) 

02.09.12 

B60L11/14 

[1] 

四輪駆動車両の制御装置 

   特開2004-150291 

(審査請求中) 

02.10.29 

F02D29/02,331 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 その他の課題 車両速度のマネジ

メント 

特開2003-191770 

(審査請求中) 

01.12.27 

B60K31/00 

車両用走行制御装置 

  外部情報との協調 特開2005-016490 

03.06.30 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のﾓ-ﾄﾞ遷移制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-239127 

03.02.05 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動制御装置 

モ
ー
タ
ー 

車両レイアウトの

改善 

要求トルクのマネ

ジメント 

特許3674561 

01.09.25 

B60K17/04 

自動ｸﾗﾂﾁ式変速機の変速制御装置 

ｷﾞﾔと変速機出力軸に常時回転係合するﾘﾊﾞｰｽｱｲ

ﾄﾞﾗｷﾞﾔと共に回転するｱｼｽﾄ出力ｷﾞﾔとの間に､自

動ｸﾗｯﾁをﾊﾞｲﾊﾟｽするﾊﾞｲﾊﾟｽ伝動系を設置し､こ

の伝動系をﾊﾞｲﾊﾟｽｸﾗｯﾁと歯車変速機構で構成す

る｡ｸﾗｯﾁを解放した変速中にﾊﾞｲﾊﾟｽｸﾗｯﾁを締結

し､同時にｸﾗｯﾁの解放

直前における車輪駆

動力がｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ推定

値より大きい時､不足

分を補うようにMGを

駆動すると共に歯車

変速機構を高低速に

切り換える｡これら操

作により､ﾓｰﾀはﾄﾙｸ不

足分のみを補う小型

のものでよくなる｡ 

  応答性の改良 特開2005-110469 

03.10.02 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

  トルク 特開2005-126056 

03.09.29(優先権) 

B60K17/35 

車両用駆動装置 

   特開2005-168245 

03.12.04 

H02K29/00 

回転電機 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(12/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

機能追加 電力のマネジメン

ト 

特開2005-151685 

03.11.14 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 

  特開2005-151686 

03.11.14 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 

 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-127236 

(審査請求中) 

03.10.24 

F02D29/02 

車両の駆動力制御装置 

モ
ー
タ
ー 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3593991 

01.04.19 

B60K17/35 

[1] 

四輪駆動装置 

第一動力源制御手段と､第二動力源制御手段と

を有する4WD-HEVにおいて､第一動力源制御手段

は､通常制御時の第一の動力源の出力軸ﾄﾙｸまた

は第一の車輪駆動軸の駆動ﾄﾙｸに対する減少量

を算出する減少量算出手段を備えると共に､四

輪駆動選択時には通信手段を通じてその減少量

を第二動力源制御手段へ送信し､第二動力源制

御手段は､受信した減少量に関連して第二の動

力源の出力軸ﾄﾙｸを制御するべく第二の車輪駆

動軸目標駆動ﾄﾙｸを決定制御する事により､四輪

駆動化を

自動選択

できるよ

うにす

る｡ 

   特開2005-075048 

03.08.28 

B60K41/00 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の駆動遷移制御装置 

  回転数と慣性力補

正 

特開2005-124283 

(審査請求中) 

03.10.15 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

  応答性の改良 特開2004-350462 

03.05.26 

B60L11/14 

車両の左右輪駆動装置 

  フェイルセーフ 特開2005-147055 

(審査請求中) 

03.11.18 

F02D29/02 

車両の駆動力制御装置 

   特開2005-147056 

03.11.18 

F02D29/02 

車両の駆動力制御装置 

  回生効率の改良 特開2004-135471 

(審査請求中) 

02.10.15 

B60L7/10 

車両の制御装置 

  トルク 特開2004-052625 

02.07.18 

F02D29/02,311 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2004-096969 

(審査請求中) 

02.09.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動ﾄﾙｸ制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(13/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

機能追加 トルク 特開2005-126056 

03.09.29(優先権) 

B60K17/35 

車両用駆動装置 
モ
ー
タ
ー  回転数 特許3582521 

02.08.13 

B60K17/35 

4輪駆動車両の駆動力制御装置 

ﾓｰﾀｰ回転速度と後輪回転速度がそれぞれ検出可

能な許容回転速度

以下となると､それ

ぞれ停止するまで

の推定時間のｶｳﾝﾄ

ﾀﾞｳﾝを開始して､両

推定時間が共にｾﾞﾛ

となった時点でｸﾗｯ

ﾁを接続すること

で､確実にｼｮｯｸがな

い状態でｸﾗｯﾁ接続

を行う｡ 

  フェイルセーフ 特開2005-160278 

03.11.28 

H02K21/16 

同期ﾓ-ﾀおよびそれを用いた車両ﾕﾆﾂﾄ 

  電力供給制御など 特許3555617 

02.09.04 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝ駆動し､発電電力を利用した直流ﾓｰ

ﾀｰで電磁ｸﾗｯﾁを介し

て後輪駆動する4輪駆

動ｼｽﾃﾑにおいて､ﾓｰﾀｰ

駆動状態で､ﾓｰﾀﾄﾙｸ目

標値がﾓｰﾀｰﾄﾙｸ閾値よ

り低下した時に2輪駆

動状態へ移行させ､電

機子電流制御系での

制御ｹﾞｲﾝ応答性を重

視した高応答性制御

に変更して､電機子電

流のｱﾝﾀﾞｰｼｭｰﾄによる

ﾄﾙｸ不足を解消する｡ 

  クラッチ過渡制御 特開2005-102420 

03.09.25 

B60L15/20 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車のﾓ-ﾀﾄﾙｸ制御装置 

  発電機制御の改良 特開2005-130597 

03.10.23 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2003-125501 

(審査請求中) 

01.10.10 

B60L11/14 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の回生制動装置 

   特開2003-134602 

(審査請求中) 

01.10.22 

B60L7/22 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の回生ｴﾈﾙｷﾞ-制御装置 

   特開2004-229411 

03.01.23 

B60L11/14 

車両の制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(14/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-048866 

(審査請求中) 

02.07.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のﾄﾙｸ制御装置 
モ
ー
タ
ー 

 外部情報との協調 特許3632634 

01.07.18 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

EV走行とHEV走行とを切換え可能なﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

両において､ﾊﾞｯﾃﾘｰを外部電源を用いて充電す

る外部充電装置と､車両の現在位置を地図ﾃﾞｰﾀ

上で認識可能な地図情報装置と､前記外部電源

の設置されている地点を前記地図情報装置の有

する地図ﾃﾞｰﾀ上に拠点として登録する拠点登録

手段と､前記拠点を中心としてEV走行が可能な

地域を前記地図情報装置の有する地図ﾃﾞｰﾀ上に

登録するEV走行地域登録手段と､前記外部充電

装置により外部電源を用いて充電されたﾊﾞｯﾃﾘ

の状態で前記

拠点から出発

するときにこ

のEV走行が可

能な地域でEV

走行を行う往

路EV走行手段

とを備える｡ 

   特許3617475 

01.07.18 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

EV走行とHEV走行とを切換え可能なﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

両において､ﾊﾞｯﾃﾘを外部電源を用いて充電する

外部充電装置と､車両の現在位置を地図ﾃﾞｰﾀ上

で認識可能な地図情報装置と､前記外部電源の

設置されている地点を前記地図ﾃﾞｰﾀ上に拠点と

して登録する手段と､前記拠点を中心としてEV

走行が可能な地域を前記地図ﾃﾞｰﾀ上に登録する

手段と､EV走行が可能な地域の外から前記拠点

に向けて走行する場合であってEV走行が可能な

地域に到達する手前のHEV走行時にﾊﾞｯﾃﾘSOCを

予め高めておく手段と､車両がEV走行が可能な

地域に入った

時にEV走行に

切換える手段

とを備える｡ 

  応答性の改良 特開2005-012874 

03.06.17 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  回生効率の改良 特開2003-164002 

(審査請求中) 

01.11.28 

B60L7/10 

電気自動車の回生制動装置 

   特開2003-174703 

(審査請求中) 

01.09.27(優先権) 

B60L7/24 

制動制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(15/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 回生効率の改良 特開2003-320871 

(みなし取下) 

02.05.08 

B60K41/04 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の回生制御装置及び回生制御方法

  特開2004-135471 

(審査請求中) 

02.10.15 

B60L7/10 

車両の制御装置 

モ
ー
タ
ー 

  特開2004-229457 

03.01.27 

B60L7/14 

車両の制御装置 

  トルク 特開2002-325309 

01.04.24 

B60L11/14 

[3] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型四輪駆動車 

   特許3700606 

01.05.16 

F02D29/06 

車両制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ燃料ｶｯﾄが行われているか否か判定し､燃

料ｶｯﾄ時のMG回生電力目標値を算出し､燃料ｶｯﾄ

時のｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷﾄﾙｸをｴﾝｼﾞﾝ回転速度に基づき算

出し､燃料ｶｯﾄ時の発電機の目標回転速度を目標

電動機回生電力とｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷﾄﾙｸとに基づき算

出する｡そして､MG回

生ﾄﾙｸを目標電動機回

生電力に基づき制御

すると共に､発電機回

転速度を目標発電機

回転速度に基づき制

御する｡これにより､

減速時(燃料ｶｯﾄ時)､

MGによる回生制動電

力と発電機を力行さ

せることによる消費

電力とを一致させる

ことができる｡ 

   特許3559903 

01.07.10 

H02P7/74 

回転電機の制御装置 

ﾛｰﾀの回転位相に応じた制御電流を供給するこ

とで回転を制御することが可能な複数の回転電

機に対し､各回転電機の制御電流を複合して得

られる複合電流を単一の電流制御装置により供

給するようにした回転電機の制御装置におい

て､複数の回転電機のうちの一つの回転電機の

目標出力を設定する手段と､目標出力が同一の

条件で前記複合電流の電流平均値が最小となる

よう前記一つの回転電機の運転点を決定する手

段と､この運転点での回転角速度とﾄﾙｸに基づい

て各

回転

電機

の制

御電

流を

決定

する｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(16/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 温度 特開2003-304604 

(審査請求中) 

02.04.09 

B60L9/18 

ﾓ-ﾀ制御装置および方法 

 フェイルセーフ 特開2005-002866 

03.06.11 

F02D29/02,321 

車両のｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ制御装置 

 電力供給制御など 特開2003-033085 

(拒絶査定) 

01.07.09 

H02P7/74 

回転電機の制御装置 

モ
ー
タ
ー 

 切り替えタイミン

グ 

特許3496654 

01.04.24 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

ｴﾝｼﾞﾝと､第1MGと､第1MGと異なる特性を有する

第2MGと､駆動輪に接続される駆動軸と､少なく

とも､第1MGとｴﾝｼﾞﾝとが機械的に接続されると

ともに第2MGと駆動軸とが機械的に接続される

第1の接続状態と､第1MGと駆動軸とが機械的に

接続されるとともに

第2MGとｴﾝｼﾞﾝとが機

械的に接続される第2

の接続状態とを切り

換えることができる

切換機構とを備える

事により､複数MGを効

率的に使い分け､MG小

型化を図る｡ 

   特許3551178 

01.09.10(優先権) 

F16D48/02 

[1] 

車両のｸﾗﾂﾁ制御装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝ駆動し､後輪を湿式ｸﾗｯﾁを介してﾓｰ

ﾀ駆動するHEVにおいて､ﾓｰﾀ回転数が所定回転数

(基準速度)以上､つ

まり車速がｸﾗｯﾁ温度

で規定される所定基

準車速値以上になる

と湿式ｸﾗｯﾁを断続制

御させることによ

り､4WD可能車速域を

適切な範囲に広げ

る｡ 

  発電機制御の改良 特開2004-248472 

03.02.17 

B60L7/24 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2003-11253* 

(特許3747832) 

01.10.04 

B60K41/00 

ｴﾝｼﾞﾝ自動停止機能付き車両 

 走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-225685 

02.10.16(優先権) 

F02D41/10,330 

車両の駆動力制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(17/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3711984 

03.02.14 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ﾗﾋﾞﾆｮ型遊星歯車装置と第1MGと第2MGとを有す

るHEV制御装置において､車速とｱｸｾﾙ開度の検出

値もしくは推定値から､目標駆動動力と目標駆

動ﾄﾙｸを演算する目標駆動力生成手段と､目標駆

動動力から目標ｴﾝｼﾞﾝ回転速度を演算する目標

値生成手段と､ﾗﾋﾞﾆｮ型遊星歯車装置回転要素の

いずれか2つの回転速度変化量と､目標ｴﾝｼﾞﾝ回

転速度とｴﾝｼﾞﾝ回転速度と目標駆動動力と目標

駆動ﾄﾙｸとから､目標駆動ﾄﾙｸに対する駆動ﾄﾙｸの

過不足が生じないようにすると共に､目標ｴﾝｼﾞﾝ

回転速度とｴﾝｼﾞﾝ回転速度との偏差を減少する

ように､第1及び第2MGﾄﾙｸとｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ目標値を設

定する目標ﾄﾙｸ演算手段とを組合せ制御する事

により､変

速中に車速

が変化して

いても､目

標駆動ﾄﾙｸ

が精度良く

実現され､

良好な加速

性を維持で

きる｡ 

   特開2004-343989 

03.04.22(優先権) 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気車両の制御装置 

   特開2005-127236 

(審査請求中) 

03.10.24 

F02D29/02 

車両の駆動力制御装置 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特許3627664 

01.03.30 

B60L11/14 

[2] 

4輪駆動装置 

ｴﾝｼﾞﾝにより前後輪の一方を駆動し､発電機に

よってﾓｰﾀを作動させて前後輪の他方を駆動す

る4WD-HEVにおいて､運転者の加速要求に基づい

てﾓｰﾀによる前

後輪の他方の駆

動を行うかどう

かを判定し､4輪

駆動若しくは2

輪駆動制御への

切り替え制御を

行ない､運転者

の意図する加速

性能を確保す

る｡ 

   特開2005-180243 

03.12.17 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機搭載車のｴﾝｼﾞﾝ始動方法 

  回転数と慣性力補

正 

特開2005-124283 

(審査請求中) 

03.10.15 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

  応答性の改良 特開2004-343926 

03.05.16 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

   特開2005-110469 

03.10.02 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(18/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 応答性の改良 特開2005-117717 

03.10.03 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

 電力制御系の改良

など 

特開2003-306138 

02.02.15(優先権) 

B60T8/00 

制動制御装置 

 トルク 特開2002-271903 

01.03.12 

B60L3/06 

[1] 

同期ﾓ-ﾀ-を走行駆動源とする自動車 

モ
ー
タ
ー 

  特許3700612 

01.06.11 

B60L15/20 

車両駆動用ﾓ-ﾀの制御装置および制御方法 

ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁで車両の起動を検出し､車両起動

が検出された場合に､車

両を駆動するﾓｰﾀに界磁

電流を供給し､界磁電流

が供給されたときのﾓｰﾀ

の回転方向を検出し､検

出されたﾓｰﾀの回転方向

に基づいてﾓｰﾀが発生す

るﾄﾙｸを決定し､決定さ

れたﾄﾙｸに基づいてﾓｰﾀ

を制御する事により､車

両の後退等を考慮した

適切なﾄﾙｸでﾓｰﾀを応答

性良く制御可能となる｡ 

   特許3508742 

01.06.18 

H02P5/00 

電動ﾓ-ﾀを用いた車両の制振制御装置 

ﾓｰﾀ回転速度ﾃﾞｰﾀを検出するﾓｰﾀ回転角ｾﾝｻと､第

1のﾄﾙｸ目標値を設定するﾓｰﾀﾄﾙｸ設定部と､制振

制御部とﾓｰﾀﾄﾙｸ制御部とを有し､制振制御部は､

所定の伝達特性を有する制御ﾌﾞﾛｯｸと､該制御ﾌﾞ

ﾛｯｸの出力とﾓｰﾀ回転数との偏差を求める減算器

と所定の伝達特性を有する制御ﾌﾞﾛｯｸとを有す

る構成とす

る事により､

車両停止状

態､或いは減

速状態からｱ

ｸｾﾙを踏み込

んだ場合で

も､確実に制

振効果を得

ることができる｡ 

   特許3714210 

01.08.03 

B60L11/14 

[1] 

車両の駆動力制御装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝ駆動し､後輪を発電機が発電した電

力で駆動されるﾓｰﾀで駆動する4WD-HEVにおい

て､前輪の実際に路面に

伝達されるﾄﾙｸ(路面反力

ﾄﾙｸ)が運転者の要求ﾄﾙｸ

よりも小さい場合には､

その差分に応じた発電負

荷ﾄﾙｸとなるように発電

機を制御する｡また､TCS

制御の際に､その制御の

操作量を､上記発電負荷ﾄ

ﾙｸに応じた分だけ小さく

する事により､加速性を

最適化しつつｴﾈﾙｷﾞｰ効率

を向上させる｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(19/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

走行性能の向上 トルク 特許3555602 

01.10.04 

B60L11/14 

4輪駆動型ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

4WD-HEVｼｽﾃﾑにおいて､ｱｲﾄﾞﾙｽﾄｯﾌﾟ中､第2MGに励

磁電流を継続的に流し､ｱｲﾄﾞﾙｽﾄｯﾌﾟ状態から車

両を発進させる時に､まず､制動力が減少し始め

たﾀｲﾐﾝｸﾞより後に第2MGへのﾄﾙｸ電流の供給と第

1MGへの励磁電流の供給とを開始して､その後さ

らに制動力が減少したﾀｲﾐﾝｸﾞで第1MGにﾄﾙｸ電流

を供給し､ｴﾝｼﾞﾝをｸﾗﾝｷﾝｸﾞしてｴﾝｼﾞﾝを再始動

し､ｴﾝｼﾞﾝと第1MGの合計駆動力の上昇に合わせ

て第2MGの駆動力を減少させて､車両が動き始め

る時点における前後輪の駆動力が等しくなるよ

うに発進制御

を行う事によ

り､安定した

4WD発進を実現

する｡ 

   特許3719195 

01.11.09 

F02N11/08 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の制御装置 

一時停車時に､ｴﾝｼﾞﾝを停止するとともに､第2MG

は補機駆動を維持する｡一時停車している状態

から発進する時には､第1MGがｴﾝｼﾞﾝを始動し､所

定の回転数に達した時､第2MGの出力を停止し

て､補機駆動をｴﾝｼﾞﾝに切り替える｡この際､第

1MGは､ｴﾝｼﾞﾝを始動しながら第2MGが出力した分

のﾄﾙｸを出力する｡これによって､補機駆動をｴﾝ

ｼﾞﾝに切り替え

ても､その負荷

の影響でｴﾝｼﾞﾝ

回転数が落ちる

ことなく､円滑

にｴﾝｼﾞﾝを始動

させることがで

きる｡ 

   特開2003-164008 

(特許3726051) 

01.11.28 

B60L11/14 

日立製作所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特許3594010 

01.11.29 

B60L15/20 

車両の駆動力制御方法とその制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝに連結された発電機と､ﾊﾞｯﾃﾘｰまたはｷｬﾊﾟ

ｼﾀと､駆動輪を駆動するﾓｰﾀｰとを具備した車両

において､車両の速度とｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙの操作量を検

出し､これら検出値から演算される目標駆動力

に基づきﾓｰﾀｰが制御される車両の駆動力制御方

法であり､検出された車速変化量に基づき演算

される補正値

を目標駆動力

に加算補正す

るして､下り坂

走行時にも運

転者に違和感

を感じさせな

い制御を行う｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(20/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

走行性能の向上 トルク 特許3610972 

02.09.04 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝで自動変速機

を介して駆動し､後輪を発

電機電力を用いて直流ﾓｰﾀｰ

で電磁ｸﾗｯﾁを介して駆動さ

せる4輪駆動型車両におい

て､自動変速機の変速比が

低下した時に､ﾓｰﾀｰ回転速

度に基づいて算出されるﾓｰ

ﾀｰ界磁電流目標値を減少補

正して直流ﾓｰﾀｰで発生する

逆起電力を低下させて､発

電機の発電不足を解消す

る｡ 

   特開2004-320850 

(審査請求中) 

03.04.14 

B60L15/20 

車両のﾓ-ﾀﾄﾙｸ制御装置 

   特開2004-320926 

(審査請求中) 

03.04.17 

B60L11/14 

車両の駆動制御装置 

   特開2005-130560 

03.10.21 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

   特開2005-168115 

03.12.01 

B60L9/18 

車両用電動機の制御装置 

   特開2005-184969 

(審査請求中) 

03.12.18 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車のﾓ-ﾀ出力制御装置 

  回転数 特許3685138 

02.02.18 

H02P7/63,302 

ﾓ-ﾀ-制御装置 

ﾓｰﾀｰの回転速度とﾄﾙｸ指令値とに基づいて正弦

波電圧駆動と矩形波電圧駆動とを切り換える際

に､正弦波と矩形波とを合成した中間波の交流

電圧を生成してﾓｰﾀｰに印加する事により､正弦

波PWM制御と矩形波制御とを円滑に切り換える｡

   特許3582521 

(登録) 

02.08.13 

B60K17/35 

4輪駆動車両の駆動力制御装置 

ﾓｰﾀｰ回転速度と後輪回転速度がそれぞれ検出可

能な許容回転速度以下となると､それぞれ停止

するまでの推定時間のｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝを開始して､両

推定時間が共にｾﾞﾛとなった時点でｸﾗｯﾁを接続

することで､確実にｼｮｯｸがない状態でｸﾗｯﾁ接続

を行う｡ 

（図面なし） 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(21/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 フェイルセーフ 特開2004-052851 

(みなし取下) 

02.07.18 

F16H61/02 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 
モ
ー
タ
ー 

 電力供給制御など 特許3555617 

02.09.04 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝ駆動し､発電電

力を利用した直流ﾓｰﾀｰで電

磁ｸﾗｯﾁを介して後輪駆動す

る4輪駆動ｼｽﾃﾑにおいて､ﾓｰ

ﾀｰ駆動状態で､ﾓｰﾀﾄﾙｸ目標

値がﾓｰﾀｰﾄﾙｸ閾値より低下

した時に2輪駆動状態へ移

行させ､電機子電流制御系

での制御ｹﾞｲﾝ応答性を重視

した高応答性制御に変更し

て､電機子電流のｱﾝﾀﾞｰｼｭｰﾄ

によるﾄﾙｸ不足を解消する｡ 

  クラッチ過渡制御 特開2004-343830 

03.05.13 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特許3699694 

02.05.31 

F16H3/72 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

ﾗﾋﾞﾆｮｵ型ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔｾｯﾄの回転ﾒﾝﾊﾞに､ｻﾝｷﾞﾔ､ﾘﾝ

ｸﾞｷﾞﾔ､ｷｬﾘｱ､ｻﾝｷﾞﾔの順に､

MG2､車輪駆動系への出力､

ｴﾝｼﾞﾝからの入力､MG1を結

合し､ｷｬﾘｱにはﾌﾞﾚｰｷを結

合する｡前発進時はｷｬﾘｱを

固定した状態でMG2を正回

転駆動し､MG1を逆回転駆

動して出力の正回転を生

起させ､後発進時には､ｷｬﾘ

ｱを固定した状態でMG2を

逆回転駆動すると共にMG1

を正回転駆動して出力の

逆回転を生起させること

により､MG1,MG2の大型化

を不要とする｡ 

  発電機制御の改良 特許3594004 

01.09.05 

B60L11/14 

[5] 

車両の発電駆動制御装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝ駆動し､後輪を発電機発電電力を利

用した直流ﾓｰﾀｰで電磁ｸﾗｯﾁを介して駆動する4

輪駆動車において､発電機ﾌｨｰﾙﾄﾞｺｲﾙには整流回

路の発電電圧がﾀﾞｲｵｰﾄﾞを介して供給されると

共に､ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧がﾀﾞｲｵｰﾄﾞを介して供給され､

何れか高い電圧が選択される｡前輪の加速ｽﾘｯﾌﾟ

時にﾓｰﾀｰ回転速度が所定回転速度以下である時

に､直流ﾓｰﾀｰの界磁電流目標値を低い初期電流

値に抑制して､ﾓｰﾀ誘起電圧を抑制しつつ電機子

電流目標値の

減少を補正処

理することに

より､発進時

の加速ｽﾘｯﾌﾟ

を効率良く解

消する｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(22/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 発電機制御の改良 特開2005-110479 

03.10.02 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の発電量制御装置 

排気性能の向上 排気のマネジメン

ト 

特開2005-146910 

03.11.12 

F01N3/24 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両及びその制御方法 

冷却性能の向上 温度 特開2004-166415 

02.11.14 

H02P6/08 

日立製作所 

ﾓ-ﾀ-駆動制御装置 

モ
ー
タ
ー 

振動抑制 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-100504 

(審査請求中) 

02.09.06 

F02D29/02,321 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ車両の制御装置 

  トルク 特許3626432 

01.08.01 

B60L9/18 

日立カ－エンジニア

リング,日立製作所 

車両用ﾓ-ﾀ制御装置および車両用ﾓ-ﾀ制御装置の

診断方法 

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ､MG､ﾓｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾗからなるﾓｰﾀｰ制御系に

おいて､ﾓｰﾀｰ最大駆動周波数以上の周波数領域

のﾓｰﾀ制御指令値を用いて

ﾄﾙｸ比較機能の診断を行う

ことにより､d軸に電流が

流れてもﾓｰﾀｰが駆動する

ことはないので､車両挙動

への影響を防止しつつ､ﾄﾙ

ｸ比較機能の診断制御を行

える｡ 

   特開2003-088152 

(審査請求中) 

01.09.12 

H02P5/00 

日立製作所 

車両の制御装置 

   特開2003-219508 

(審査請求中) 

02.01.21 

B60L9/18 

車両の制御装置 

   特開2003-219514 

(審査請求中) 

02.01.21 

B60L15/20 

日立製作所 

電気自動車の制御装置 

   特開2005-180533 

03.12.18 

F16H61/08 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のﾓ-ﾄﾞ切り替え制御装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

フェイルセーフ 特開2005-137107 

03.10.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の起動制御装置及び方法 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(23/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

信頼性・耐久性の

向上 

エンジン運転モー

ド切替制御など 

特許3536838 

02.01.11 

B60L3/08 

車両の駆動力制御装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝ駆動し､後輪をﾓｰﾀで駆動する4輪駆

動ｼｽﾃﾑにおいて､ｴﾝｼﾞﾝを制御するｴﾝｼﾞﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ

は､ﾓｰﾀ回転数が所定回転数以上と判定すると､

目標車輪速と現在の車

輪速度の偏差分に応じ

たｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸのﾄﾙｸﾀﾞｳﾝ制

御を行うことにより､ﾓｰ

ﾀの回転数を､ｸﾗｯﾁ異常

の有無に関係なく､許容

限界回転数に抑えるこ

とができる｡ 

  トルク 特開2005-185065 

(審査請求中) 

03.12.22 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

  電力供給制御など 特開2003-061210 

(審判中) 

01.08.20 

B60L11/14 

日立製作所,日立カ－

エンジニアリング 

車両駆動ｱｼｽﾄ制御装置及びそれを備えた電動車

両 

   特開2005-065349 

03.08.11 

H02P6/16 

日立製作所 

同期ﾓ-ﾀ制御装置 

  クラッチ過渡制御 特開2003-118406 

(審査請求中) 

01.10.18 

B60K17/16 

電動式車輪駆動装置 

  切り替えタイミン

グ 

特許3685146 

02.04.02 

F16H61/16 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ﾀﾞｳﾝ変速した時の電動ﾓｰﾀｰの回転数を算出し､

これとﾀﾞｳﾝ変速した時のﾄﾙｸ指令値から電流指

令値を求め､この電流指令値と現在のﾓｰﾀ温度か

ら保護温度に達するまでの余裕時間を算出し､

ﾀﾞｳﾝ変速を禁止･許容を

規定する｡その結果､電動

ﾓｰﾀｰやｲﾝﾊﾞｰﾀｰを変速機

のﾀﾞｳﾝ変速時の温度上昇

から確実に保護する｡ 

  冷却系 特開2005-188612 

(審査請求中) 

03.12.25 

F16H57/04 

車両用駆動装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(24/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

要求トルクのマネ

ジメント 

特許3613231 

01.11.19 

F02D29/02,311 

車両のｽﾘﾂﾌﾟ抑制装置 

駆動輪に連携されたｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀｰを有する車両

において､ｽﾘｯﾌﾟが検出された時､ｽﾘｯﾌﾟを回避す

るために要求される要求ﾄﾙｸ低下量を算出する

とともに､ﾓｰﾀｰの吸収限界ﾄﾙｸを算出して､要求ﾄ

ﾙｸ低下量が吸収限

界ﾄﾙｸを越える場

合には､要求ﾄﾙｸ低

下量から吸収限界

ﾄﾙｸを差し引いた

余剰ﾄﾙｸを､ｴﾝｼﾞﾝ

によりﾄﾙｸﾀﾞｳﾝに

より吸収させて､ｽ

ﾘｯﾌﾟを確実に抑制

する｡ 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-185055 

03.12.22 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両制御装置 

  トルク 特開2004-023857 

（みなし取下） 

02.06.14 

B60L11/12 

ﾓ-ﾀ駆動車両 

  回転数 特許3534077 

01.03.21 

B60L3/04 

[1] 

車両の駆動制御装置 

二輪駆動ﾓｰﾄﾞ時に､ﾘﾚｰよりも下流の電線での電

圧がｾﾞﾛより大きく､ﾓｰﾀｰ回転軸が非回転状態で

ある時に､ﾓｰﾀｰの界磁

電流を増大して回転

軸を回転状態とする

ことにより､発電機と

ﾓｰﾀｰとを接続するﾘﾚｰ

がｵﾝ状態で故障した

場合でも､ﾓｰﾀｰの過剰

発熱などの不具合を

防止する｡ 

   特開2002-291149 

01.03.29 

H02H7/08 

ﾓ-ﾀ制御装置 

  フェイルセーフ 特許3661671 

02.09.03 

B60L11/14 

車両の駆動制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝによって駆動される発電機と､発電機から

の供給電力で駆動されるﾓｰﾀｰにより車輪を駆動

し得るようにした車両の駆動制御装置におい

て､発電機からﾓｰﾀｰへの供給電力の電圧が､ﾓｰﾀｰ

の逆起電圧より大きいか否かを判断する逆起電

圧判断手段と､発電

機からﾓｰﾀｰへの供給

電力電圧値がﾓｰﾀｰ逆

起電圧より大きいと

判断された場合に､

発電機からﾓｰﾀｰへ電

力を供給してﾓｰﾀｰ駆

動を行い､ﾓｰﾀｰの回

転可否を診断する電

動機診断手段を有す

る｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(25/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-112982 

02.09.20 

B60L3/00 

回転ｾﾝｻ故障診断ｼｽﾃﾑ 

  特開2004-215374 

02.12.27 

B60L9/18 

車両用電動機の制御装置 

 電力供給制御など 特開2003-333701 

(みなし取下) 

02.05.14 

B60L3/00 

ﾓ-ﾀの制御装置 

モ
ー
タ
ー 

 クラッチ過渡制御 特開2005-172044 

03.12.08 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の急減速時制御装置 

   特開2005-176429 

03.12.08 

B60L15/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の急減速時制御装置 

 コスト低減 電力のマネジメン

ト 

特開2005-151685 

03.11.14 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 

   特開2005-151686 

03.11.14 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 

   特開2005-151687 

03.11.14 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 

  トルク 特開2005-168245 

03.12.04 

H02K29/00 

回転電機 

  回転数 特許3661647 

02.01.08 

H02P7/06 

車両用直流ﾓ-ﾀのﾌﾞﾗｼ摩耗検知装置 

直流ﾓｰﾀの駆動力で駆

動される車輪と､それ

らを繋ぐｸﾗｯﾁで構成さ

れるﾄﾙｸ伝達系におい

て､ﾓｰﾀｰﾌﾞﾗｼが摩耗す

るとﾌﾘｸｼｮﾝが低下し､ｸ

ﾗｯﾁ切断時の逆駆動力

で直流ﾓｰﾀが回転させ

られる｡従って｡ｸﾗｯﾁ切

断時の直流ﾓｰﾀｰ回転速

度を検出することによ

り､ﾌﾞﾗｼ摩耗度を検出

できる｡ 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-222358 

(審査請求中) 

03.01.10 

B60L7/10 

車両の駆動力制御装置 

  発電機制御の改良 特開2005-130597 

03.10.23 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 

 その他の課題 電力のマネジメン

ト 

特開2003-111209 

(審査請求中) 

01.10.03 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  温度のマネジメン

ト 

特開2004-324613 

03.04.28 

F01P11/16 

原動機温度制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(26/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

その他の課題 システム安全性の

マネジメント 

特開2005-094883 

03.09.16 

B60L3/04 

車両用制御装置 
モ
ー
タ
ー  トルク 特許3539422 

02.05.02 

B60K17/35 

[1] 

4輪駆動車の駆動力制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ出力ﾄﾙｸが前輪に伝達されると共に､ﾓｰﾀｰﾄ

ﾙｸを後輪に伝達する4輪駆動車において､後輪駆

動ﾄﾙｸを､車速に応じて､ｱｸｾﾙ開度や前輪加速ｽﾘｯ

ﾌﾟ量に応じたﾄﾙｸ制御に変更させると共に､車輪

と路面との摩擦状態が低μと判定した場合に

は､設定車速を高速側に切り替えて同様な制御

を行うことにより､4

輪駆動から2輪駆動に

近い状態に切り替え

た際に生じる主駆動

輪の加速ｽﾘｯﾌﾟの発生

を防止する｡ 

   特開2004-040975 

(審査請求中) 

02.07.08 

B60L15/20 

車両の左右輪駆動装置 

   特開2005-184998 

(審査請求中) 

03.12.19 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車のﾓ-ﾀ出力制御装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-009310 

01.06.25 

B60L11/14 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

発
電
機 

機能追加 切り替えタイミン

グ 

特許3552710 

02.09.04 

F16H61/16 

[1] 

車両の駆動力制御装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝで自動変速機を介して駆動し､後輪

を直流ﾓｰﾀｰで電磁ｸﾗｯﾁを介して駆動する4輪駆

動車において､自動変速機のｼﾌﾄｽｹｼﾞｭｰﾙをﾄﾗｸｼｮ

ﾝ制御対応に変更

した際に､4輪駆

動制御が継続さ

れている間は､こ

の変更ｼﾌﾄｽｹｼﾞｭｰ

ﾙが維持すること

により､発電機発

電不足を解消す

る｡ 

  発電機制御の改良 特開2005-127235 

(審査請求中) 

03.10.24 

F02D29/06 

車両用駆動制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(27/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

発
電
機 

燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特許3714405 

01.03.15 

B60L11/14 

車両の制御装置 

発電装置と､ﾊﾞｯﾃﾘに電気的に接続され､駆動軸

に連結されたﾓｰﾀｰとを備える車両制御装置にお

いて､車両運転条件に基づいて目標ﾓｰﾀｰ出力を

算出して､ﾊﾞｯﾃﾘｰ出力可能電力と目標発電電力

とを求めて､発電装置を制御することにより､ﾀﾞ

ｲﾚｸﾄ配電を行いつつﾊﾞｯﾃﾘｰの充放電を意図的に

行なう場合

でも､ﾊﾞｯﾃ

ﾘｰ充電状態

の影響を受

けることな

く運転者の

要求する電

動機出力を

出力でき

る｡ 

   特許3627706 

02.01.09 

B60L11/14 

前後輪駆動車の制御装置 

主駆動輪に連携されるｴﾝｼﾞﾝと発電機､副駆動輪

に連携されるﾓｰﾀｰおよびﾊﾞｯﾃﾘｰとで構成された

電気制御式4輪駆動ｼｽﾃﾑにおいて､ｽﾘｯﾌﾟ検知時

に副駆動輪に分配される目標駆動力からﾓｰﾀｰ出

力要求ﾄﾙｸを算出し､ﾊﾞｯﾃﾘｰ蓄電量に基づいてﾓｰ

ﾀｰ出力最大値を算出し､これらを比較し出力最

大値が出力要求値に対して不足する場合に､発

電機の回生

運転を行う

ことにより､

ﾊﾞｯﾃﾘｰ蓄電

量を有効に

利用しつつ

ﾓｰﾀｰに所望

のﾊﾟﾜｰを与

える事がで

きる｡ 

   特開2004-159422 

02.11.06 

B60L9/18 

車両の制御装置 

  発電機制御の改良 特開2005-114038 

(特許3731594) 

03.10.08 

F16H61/02 

車両用発電制御装置､及びこれを備えた車両用

駆動制御装置 

   特開2005-130669 

03.10.27 

B60L7/22 

電動車両の駆動ｼｽﾃﾑ 

   特開2005-153618 

(審査請求中) 

03.11.21 

B60K17/356 

車両用駆動制御装置 

 走行性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2004-159422 

02.11.06 

B60L9/18 

車両の制御装置 

  要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-316502 

03.04.15 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両制御装置 

  発電機制御の改良 特開2005-170143 

03.12.09 

B60K41/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(28/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 発電機制御の改良 特開2005-185004 

(審査請求中) 

03.12.19 

H02P9/04 

4輪駆動車両の駆動制御装置 

  特開2005-185006 

(審査請求中) 

03.12.19 

B60L11/14 

4輪駆動車両の駆動制御装置 

発
電
機 

  特開2005-185012 

(審査請求中) 

03.12.19 

B60L15/20 

車両の駆動制御装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-242450 

03.02.07 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 振動抑制 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-130199 

(審査中) 

01.10.24 

F16H61/02 

[1] 

有段変速機を備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特許3531639 

01.12.26 

F02D29/02 

[2] 

車両の駆動力制御装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝ駆動し､後輪を発電機電力でﾓｰﾀｰ駆

動する4輪駆動車において､発電機は､ﾍﾞﾙﾄ伝動

でｴﾝｼﾞﾝ出力ﾄﾙｸが伝達されて駆動される｡前輪

が加速ｽﾘｯﾌﾟした場合､

加速ｽﾘｯﾌﾟ量に応じた発

電負荷ﾄﾙｸとなるように

発電機を制御する｡ただ

し､目標発電負荷ﾄﾙｸが

伝動ﾄﾙｸ上限値を越える

恐れがある場合には､発

電負荷ﾄﾙｸを抑えてﾍﾞﾙﾄ

ｽﾘｯﾌﾟを抑制することに

より､異音発生を防止す

る｡ 

  発電機制御の改良 特開2005-185066 

(審査請求中) 

03.12.22 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

電力のマネジメン

ト 

特開2003-204603 

(みなし取下) 

02.01.08 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

エンジン運転モー

ド切替制御など 

特許3531619 

01.03.29 

F02D29/02 

車両用発電制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝの回転駆動力で発電機を駆動し､副駆動輪

駆動用ﾓｰﾀｰを発電機の発電電圧で駆動する場合

に､ﾓｰﾀｰへのﾄﾙｸ指令値

に応じて閾値を変更し

ながら過剰発電を検知

して､ｴﾝｼﾞﾝ回転数を所

定値以下になるように

制御すると共に､自動

変速機の変速点をｱｯﾌﾟ

ｼﾌﾄ側に変更してｴﾝｼﾞﾝ

回転数を極力小さくな

るようにする事によ

り､過剰発電発生時の

発電電圧を抑制する｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(29/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

発
電
機 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

切り替えタイミン

グ 

特許3552710 

02.09.04 

F16H61/16 

[1] 

車両の駆動力制御装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝで自動変速機を介して駆動し､後輪

を直流ﾓｰﾀｰで電磁ｸﾗｯﾁを介して駆動する4輪駆

動車において､自動変速機のｼﾌﾄｽｹｼﾞｭｰﾙをﾄﾗｸｼｮ

ﾝ制御対応に変

更した際に､4輪

駆動制御が継続

されている間

は､この変更ｼﾌﾄ

ｽｹｼﾞｭｰﾙが維持

することによ

り､発電機発電

不足を解消す

る｡ 

  発電機制御の改良 特開2004-332894 

03.05.12 

F16H7/00 

ｴﾝｼﾞﾝの補機駆動装置 

車両レイアウトの

改善 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-067011 

(審査請求中) 

02.08.08 

B60K17/04 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 
駆
動
力
合
成
変
速
機 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3693063 

02.02.26(原出願) 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

ﾗﾋﾞﾆｮｵ型ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔｾｯﾄの回転ﾒﾝﾊﾞｰの中で､ﾘﾝｸﾞ

ｷﾞｱにｴﾝｼﾞﾝと車輪駆動系を結合し､ｻﾝｷﾞｱにMG1

とMG2を結合し､ｷｬﾘｱCをﾌﾞﾚｰｷにより制動可能と

するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機において､Rﾚﾝｼﾞでは､ﾌﾞﾚｰｷ

作動でｷｬﾘｱを停止させ､MG1を逆回転駆動すると

共にMG2を正回転駆動することで､ｴﾝｼﾞﾝの正回

転出力とによりﾘﾝｸﾞ

ｷﾞｱから後進回転を出

力させ得る｡変速比

は､ﾌﾞﾚｰｷを支点とし､

MG1, MG2およびｴﾝｼﾞﾝ

を力点とし､出力軸を

作用点とするﾚﾊﾞｰ比

で､MG1,MG2､ｴﾝｼﾞﾝのﾄ

ﾙｸを増幅して出力さ

れるため､後進時の大

きな要求ﾄﾙｸを小型の

MG1,MG2で発生させ得

る｡ 

  クラッチ過渡制御 特開2005-127406 

03.10.23 

F16D48/02 

駆動ｼｽﾃﾑの回転電機保護制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2005-127505 

03.09.29(優先権) 

F16D48/02 

車両の駆動装置 

   特開2005-140194 

03.11.05 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のﾓ-ﾄﾞ切り替え制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(30/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

切り替えタイミン

グ 

特開2005-145145 

(特許3743444) 

03.11.12 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

  特開2005-155843 

03.11.27 

F16D48/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

 フェイルセーフ 特開2004-150627 

02.09.04(優先権) 

F16H3/72 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

  特開2004-176805 

02.11.27 

F16H61/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 発電機制御の改良 特開2004-222443 

(審査請求中) 

03.01.16 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

 機能追加 電力のマネジメン

ト 

特許3536845 

02.10.03 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

4輪駆動状態において､発電能力が低下してﾓｰﾀｰ

で発生可能な最大ﾄﾙｸ

がｸﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸに近づ

いた場合に､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ

指令値をｸﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸ

として､ｸﾗｯﾁ解放時の

実際のﾓｰﾀﾄﾙｸを確実

にほぼｸﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸに

して2輪駆動状態に移

行させる事により､発

電機の発電可能量に

よる車両駆動への悪

影響を抑制する｡ 

   特開2005-053317 

03.08.04 

B60K17/356 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の制御装置 

  要求トルクのマネ

ジメント 

特許3610969 

02.08.27 

F02D29/02 

四輪駆動車両の駆動力制御装置 

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾚｽ後輪ﾓｰﾀｰ駆動式四輪駆動車において､

発電機駆動ﾄﾙｸに相当する第2目標発電負荷ﾄﾙｸ

をｱｸｾﾙ開度に応じて設定し､ｱｸｾﾙ開度の増加に

伴って負荷ﾄﾙｸ設定条件を変更して電気ｴﾈﾙｷﾞｰ

変換効率に伴う変換損失分を抑制し車両総駆動

ﾄﾙｸを確保する

と共に､加速ｽ

ﾘｯﾌﾟ量に応じ

た吸収ﾄﾙｸを算

出して何れか

大きい方を目

標発電負荷ﾄﾙｸ

として設定す

ることにより､

加速性能と低

μ路発進安定

性を両立させ

る｡ 

   特開2004-268901 

(審査請求中) 

03.02.18(優先権) 

B60T8/00 

制動制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(31/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

機能追加 車両速度のマネジ

メント 

特許3610970 

02.08.30 

B60K17/35 

四輪駆動車両の駆動力制御装置 

目標ﾓｰﾀｰﾄﾙｸが実ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ値以下でも､自車両の

走行速度と等価な平均後輪速が低速所定値以下

の時にはｸﾗｯﾁを締結状態に維持して､ｸﾘｰﾌﾟ走行

中のｸﾗｯﾁ解放に伴うｼｮｯｸを回避する｡また､合わ

せてﾓｰﾀによる後輪への駆動ﾄﾙｸを､ｴﾝｼﾞﾝによる

前輪へのｸﾘｰ

ﾌﾟﾄﾙｸと同等

にして､ﾓｰﾀｰ

後輪間のﾊﾞｯｸ

ﾗｯｼ等のｶﾞﾀを

詰めておい

て､四輪駆動

状態に移行し

たときのｼｮｯｸ

を防止する｡ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 システム安全性の

マネジメント 

特許3573146 

02.09.03 

B60K6/04,550 

車両の駆動制御装置 

ﾓｰﾀｰと後輪との間に設けた制御ｸﾗｯﾁと､ｸﾗｯﾁ駆

動を制御する駆動制御手段とを有した車両の駆

動制御装置において､非ﾓｰﾀｰ駆動状態で車体速

度検出手段で検出される車体速度が､ﾓｰﾀｰが過

回転とならない

速度以下の時に､

ｸﾗｯﾁのｵﾝ･ｵﾌ制御

を行なってその

作動の可否を診

断することによ

り､ｸﾗｯﾁ故障を速

やかに検知対処

する｡ 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-133903 

03.10.31 

F16H61/02 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の変速制御装置 

  電力制御系の改良

など 

特開2005-153790 

03.11.27 

B60T8/00 

4輪駆動車両 

  トルク 特開2005-006395 

03.06.11 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の発進駆動力制御装置 

  電力供給制御など 特開2005-137099 

03.10.29 

B60L11/14 

四輪駆動車両 

  クラッチ過渡制御 特許3582522 

02.08.27 

B60K17/35 

車両のｸﾗﾂﾁ締結制御装置 

ｸﾗｯﾁ入力側回転速度であるﾓｰﾀｰ回転速度又はｸ

ﾗｯﾁ出力側の従駆動輪速度の少なくとも何れか

一方が､回転速度ｾﾝｻ

の回転速度検出能力

の低下する所定低回

転速度以下になった

ら､ｸﾗｯﾁの締結を禁止

するか､到達前にｸﾗｯﾁ

を締結操作すること

により､ｸﾗｯﾁ締結時の

ｼｮｯｸを防止する｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(32/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

機能追加 クラッチ過渡制御 特許3536844 

02.08.27 

B60K17/35 

車両の駆動力制御装置 

走行中に､4輪駆動状態から2輪駆動状態に移行

してｸﾗｯﾁを解放するに際して､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸを一定に

保持し､その保持する

ﾄﾙｸを､ｸﾗｯﾁでのﾄﾙｸを

略ｾﾞﾛとするのにﾓｰﾀ

で出力が要求されるｸ

ﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸとして､ﾌﾞ

ﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙが踏まれて

いる間ではｸﾗｯﾁ解放

を禁止させる制御を

行うことにより､ｸﾗｯﾁ

解放時のｼｮｯｸ発生を

防止する｡ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特許3536846 

(登録) 

02.10.04 

B60K17/356 

車両の駆動力制御装置 

走行中に4輪駆動状態から2輪駆動状態に移行し

てｸﾗｯﾁを解放するに際して､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸを一定に保

持し､その保持するﾄﾙｸを､ｸﾗｯﾁでのﾄﾙｸを略ｾﾞﾛ

とするのにﾓｰﾀで出力が要求されるｸﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸ

とし､目標ﾓｰﾀｰﾄﾙｸがｸﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸとした際の電

機子電流値となる頻度が高い所定閾値以下にな

ると､4輪駆動状態から2輪駆動状態への移行と

判定し操作することにより､ｸﾗｯﾁ解放時のｼｮｯｸ

の発生を防止する｡ 

（図面なし） 

   特許3573147 

02.08.27(優先権) 

B60K17/35 

車両の駆動力制御装置 

走行中に4輪駆動状態

から2輪駆動状態に移

行してｸﾗｯﾁを解放す

るに際して､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ

を一定に保持し､その

保持するﾄﾙｸを､ｸﾗｯﾁ

でのﾄﾙｸを略ｾﾞﾛとす

るのにﾓｰﾀで出力が要

求されるｸﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸ

とすることにより､ｸ

ﾗｯﾁ解放時のｼｮｯｸ発生

を防止する｡ 

   特開2005-161971 

03.12.02 

B60K17/356 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

  切り替えタイミン

グ 

特開2005-053402 

03.08.06 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2003-336700 

(みなし取下) 

02.05.21 

F16H3/72 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

   特開2005-143229 

03.11.07 

B60L11/14 

ﾓ-ﾄﾞﾏﾂﾌﾟ作成方法及びその方法を用いたﾊｲﾌﾞﾘｯ

ﾄﾞ車両用ﾓ-ﾄﾞﾏﾂﾌﾟ 

   特開2005-143285 

03.10.15(優先権) 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の駆動力制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(33/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3601508 

01.11.12 

B60K41/04 

有段変速機を備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ蓄電量からﾓｰﾀｰによりｱｼｽﾄ可能な最大ﾄﾙ

ｸを演算し､要求駆動力増大時に､ﾓｰﾀｰで最大限ｱ

ｼｽﾄした場合に変速機をｼﾌﾄﾀﾞｳﾝさせることなく

要求駆動力を実現可能か否かを判断して､変速

機をｼﾌﾄﾀﾞｳﾝさせることなく要求駆動力を実現

可能と判断した場合には､ﾓｰﾀｰでｴﾝｼﾞﾝをｱｼｽﾄす

ることにより要求駆動力を実現し､変速機をｼﾌﾄ

ﾀﾞｳﾝさせなければ要求駆動力を実現不可能と判

断した場合は､ﾓｰﾀｰｱｼｽﾄは行わず変速機をｼﾌﾄﾀﾞ

ｳﾝさせて要求駆

動力を実現する

操作を行ない､加

速性能の安定と

燃料消費量の低

減とを両立させ

る｡ 

   特開2004-058776 

(みなし取下) 

02.07.26 

B60K31/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用走行速度制御装置 

   特開2004-347080 

03.05.26 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

   特開2005-061299 

03.08.11 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-065347 

03.08.11 

B60L15/20 

車両のﾓ-ﾄﾞ制御装置 

   特開2005-120907 

(審査請求中) 

03.10.16 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の変速制御装置 

   特開2005-172145 

03.12.11 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速比制御装置 

  排気のマネジメン

ト 

特開2004-162534 

02.11.11 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動制御装置 

  回転数と慣性力補

正 

特許3580302 

02.09.04 

B60K17/35 

四輪駆動車両の駆動力制御装置 

ｱｸｾﾙ開度が所定値以下であるとか､変速比(減速

比)が所定値以下であるといったようなｴﾝｼﾞﾝに

よる発電機の発電量が小さい時には､四輪駆動

状態から二輪駆動状態への移行期にｸﾗｯﾁを解放

するための目標ﾓｰﾀﾄﾙｸを大きめに設定し､実際

のﾓｰﾀﾄﾙｸ

と目標値

とのずれ

をなくし

てｸﾗｯﾁ解

放時の

ｼｮｯｸを防

止する｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(34/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特許3555618 

02.09.04 

B60L11/14 

四輪駆動車両の駆動力制御装置 

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾚｽﾓｰﾀｰ四輪駆動車において､ｱｸｾﾙ開度が

所定値以下であるとか､変速比(減速比)が所定

値以下であるといったように､ｴﾝｼﾞﾝによる発電

機の発電量が小さい時には､四輪駆動状態から

二輪駆動状態への移行期に目標ﾓｰﾀｰﾄﾙｸを速や

かに減少さ

せて､実際の

ﾓｰﾀﾄﾙｸと目

標値とのず

れをなくし

てｸﾗｯﾁ解放

時のｼｮｯｸを

防止する｡ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 応答性の改良 特開2004-098715 

(拒絶査定) 

02.09.04 

B60K17/356 

車両の駆動力制御装置 

  回生効率の改良 特開2004-216997 

03.01.10 

B60T8/00 

車両のﾌﾞﾚ-ｷ制御装置 

  回転数 特開2004-034892 

（みなし取下） 

02.07.05 

B60K17/04 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

   特開2004-153946 

02.10.31 

B60L11/14 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のﾓ-ﾀ過回転防止制御装置 

  フェイルセーフ 特開2005-119584 

03.10.20 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-050910 

(みなし取下) 

02.07.18 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  クラッチ過渡制御 特許3714308 

02.08.01 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ、MG、駆動輪間のﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀｰにﾛｯｸｱｯﾌﾟｸ

ﾗｯﾁを設けた車両におい

て、減速ｺｰｽﾄ運転中に、

通常減速ﾓｰﾄﾞか強制発電

ﾓｰﾄﾞかを判定し、通常減

速ﾓｰﾄﾞではｸﾗｯﾁを締結し

てｴﾝｼﾞﾝを非作動状態と

し、強制発電ﾓｰﾄﾞではｸ

ﾗｯﾁを開放してｴﾝｼﾞﾝを作

動状態としてMGを目標回

転数(ｱｲﾄﾞﾙ回転数以上駆

動輪側回転数以下)へ向

けて回転数制御する。 

   特開2004-239278 

03.02.03 

F16H3/72 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

   特開2005-061475 

03.08.08 

F16H3/72 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(35/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2005-163807 

03.11.28 

F16D48/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

  特開2005-171760 

03.12.05 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機  切り替えタイミン

グ 

特許3626151 

02.06.17 

F16H3/72 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

ﾗﾋﾞﾆｮｵ型ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔｾｯﾄの5個の回転ﾒﾝﾊﾞｰに､ｻﾝ

ｷﾞﾔ､ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔ､ｷｬﾘｱ､ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔ､ｻﾝｷﾞﾔの順で､MG1､

ｵｰﾊﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾞﾌﾞﾚｰｷ､ｴﾝｼﾞﾝ入力､車輪駆動系出力､

MG2を配置させ､発進時はMG1.MG2の少なくとも

一方を正回転出力方向に駆

動して出力の正回転を生起

させ､ｴﾝｼﾞﾝ再始動時後にｴﾝ

ｼﾞﾝによっても車輪の駆動

を可能とする｡ｵｰﾊﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾞ

選択時はOD/Bを締結してﾘﾝ

ｸﾞｷﾞﾔを固定すると共にMG1

を正回転出力状態から逆回

転出力状態に切り替えるこ

とで､入力回転よりも出力

回転が高いｵｰﾊﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾞ変

速比を実現する｡ 

   特開2005-186736 

03.12.25 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のﾓ-ﾄﾞ切り替え制御装置 

  フェイルセーフ 特開2004-270817 

03.03.10 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

   特開2005-126004 

03.10.27 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

   特開2005-126010 

03.10.27 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

  変速機構の制御な

ど 

特許3578451 

01.07.23 

F16H3/72 

ルノ－ 

[8] 

駆動装置 

共線図上にｻﾝｷﾞﾔ,ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔ,ｷｬﾘｱ,ｻﾝｷﾞﾔの4つの

入出力要素が配列される4要素2自由度の遊星歯

車機構を構成し､内側に配

列される2つの要素の一方

にｴﾝｼﾞﾝ入力を､他方に駆

動系統への出力をそれぞ

れ割り当てると共に､両外

側の2つの要素にそれぞれ

MG1､MG2を連結する｡これ

によりｴﾝｼﾞﾝ出力に対して

MG側が負担するﾄﾙｸをより

小さくして､ﾓｰﾀｰの小型化

と伝達効率のよい駆動装

置とする｡ 

  発電機制御の改良 特開2004-068852 

(みなし取下) 

02.08.02 

F16H3/72 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

   特開2005-112070 

03.10.06 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(36/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特許3536845 

02.10.03 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

4輪駆動状態において､発電能力が低下してﾓｰﾀｰ

で発生可能な最大ﾄﾙｸがｸ

ﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸに近づいた場

合に､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ指令値をｸﾗｯ

ﾁ解放ﾄﾙｸとして､ｸﾗｯﾁ解放

時の実際のﾓｰﾀﾄﾙｸを確実

にほぼｸﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸにして

2輪駆動状態に移行させる

事により､発電機の発電可

能量による車両駆動への

悪影響を抑制する｡ 

 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-058776 

(審査請求中) 

02.07.26 

B60K31/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用走行速度制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-067011 

(審査請求中) 

02.08.08 

B60K17/04 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-308713 

03.04.03 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

   特開2004-312808 

03.04.03 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

   特開2004-312891 

03.04.08 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-312943 

(審査請求中) 

03.04.10 

B60L7/24 

ﾓ-ﾀ駆動車両の制動制御装置 

   特開2005-061278 

03.08.08 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-138743 

03.11.07 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動力制御装置 

   特開2005-147334 

03.11.18 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速比制御装置 

  車両速度のマネジ

メント 

特許3610970 

02.08.30 

B60K17/35 

四輪駆動車両の駆動力制御装置 

目標ﾓｰﾀｰﾄﾙｸが実ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ値以下でも､自車両の

走行速度と等価な平均後輪速が低速所定値以下

の時にはｸﾗｯﾁを締結状態に維持して､ｸﾘｰﾌﾟ走行

中のｸﾗｯﾁ解放に伴うｼｮｯｸを回避する｡また､合わ

せてﾓｰﾀによる後輪への駆動ﾄﾙｸを､ｴﾝｼﾞﾝによる

前輪へのｸﾘｰﾌﾟﾄﾙ

ｸと同等にして､

ﾓｰﾀｰ後輪間のﾊﾞｯ

ｸﾗｯｼ等のｶﾞﾀを詰

めておいて､四輪

駆動状態に移行

したときのｼｮｯｸ

を防止する｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(37/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 車両速度のマネジ

メント 

特開2005-127410 

03.10.23 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のﾓ-ﾄﾞ切り替え制御装置 

  特開2005-168081 

03.11.28 

B60L11/14 

駆動力制御装置 

 温度のマネジメン

ト 

特開2005-083300 

03.09.10 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-330924 

03.05.08 

B60K41/28 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の運転ﾓ-ﾄﾞ遷移制御装置 

  特開2004-340206 

03.05.14 

F16H61/04 

変速機の制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2005-054858 

03.08.01 

F16H61/14,601 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2005-145150 

03.11.12 

B60K41/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

  回転数と慣性力補

正 

特開2004-066840 

(みなし取下) 

02.08.01 

B60K41/04 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

   特許3580302 

02.09.04 

B60K17/35 

四輪駆動車両の駆動力制御装置 

ｱｸｾﾙ開度が所定値以下であるとか､変速比(減速

比)が所定値以下であるといったようなｴﾝｼﾞﾝに

よる発電機の発電量が小さい時には､四輪駆動

状態から二輪駆動状態への移行期にｸﾗｯﾁを解放

するための目標ﾓｰﾀﾄﾙｸを大きめに設定し､実際

のﾓｰﾀﾄﾙｸ

と目標値

とのずれ

をなくし

てｸﾗｯﾁ解

放時のｼｮｯ

ｸを防止す

る｡ 

   特許3575479 

02.03.08(優先権) 

B60K41/28 

車両の駆動力制御装置 

4輪駆動状態となる前に､ﾓｰﾀｰから後輪までの伝

達経路のｶﾞﾀを詰める

ために､ﾓｰﾀｰを微小ﾄﾙ

ｸ発生状態とすると共

に､ｸﾗｯﾁを接続状態と

しておくことにより､

4輪駆動状態への移行

時に発生するｼｮｯｸを

抑えると共に所要の

発進性能や加速性能

も確保可能な車両の

駆動力制御装置｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(38/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特開2004-316831 

03.04.18 

F16H61/04 

車両用駆動ｼｽﾃﾑの変速制御装置 

 応答性の改良 特開2004-098715 

(拒絶査定) 

02.09.04 

B60K17/356 

車両の駆動力制御装置 

  特開2004-222442 

03.01.16 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用走行速度制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特許3613273 

03.02.28 

B60K41/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝと2個のMGが二自由度の浮遊歯車変速機構

に接続されていて､変速比が2個のMGの回転数に

より規定されるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､ｴﾝｼﾞﾝの

ﾄﾙｸ応答がﾓｰﾀｰのﾄﾙｸ応

答に対して遅い場合に､

駆動ﾄﾙｸの変動指令に対

して､変速比を先に変化

させる変速制御と､遅れ

て出力駆動ﾄﾙｸを変化さ

せる駆動ﾄﾙｸ制御との第

1協調制御手段を設ける

事により､駆動ﾄﾙｸの変

動指令に対して変速比

と駆動ﾄﾙｸを短時間にて

応答良く目標値に到達

させることができる｡ 

   特許3700709 

03.04.03 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

修正前後の目標駆動ﾄﾙｸと

目標ｴﾝｼﾞﾝ回転加速度で表

される目標動作点が実現

可能領域から外れた場合

に､目標動作点と原点とを

結ぶ実線で示す線分上で､

実現可能領域内にあり､目

標動作点に最も近い点を

指令動作点とて変速制御

することにより､駆動ﾄﾙｸ

や変速速度に違和感のあ

る変化を生じないように

する｡ 

  トルク 特許3675341 

01.02.21 

B60K41/00,301 

車両用駆動装置 

ｴﾝｼﾞﾝから動力を受けて変速ｷﾞﾔを切換えること

で多段階に変速して駆動系統へ出力する変速機

と､ｴﾝｼﾞﾝから変速機へ伝達

される動力を開放･締結可

能なｸﾗｯﾁと､変速機変速ｷﾞﾔ

下流の駆動系統を駆動する

ﾓｰﾀｰｱｼｽﾄ手段とを備え､変

速機変速ｷﾞﾔの切換え時に､

ｸﾗｯﾁの開放と変速ｷﾞﾔの中

立復帰によりｱｼｽﾄ手段を作

動させることにより､ﾄﾙｸ抜

けｼｮｯｸを解消する｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(39/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 トルク 特開2003-259504 

(審査請求中) 

02.03.06 

B60L7/14 

制動制御装置 

 フェイルセーフ 特許3586697 

(登録) 

02.11.26 

H02P5/46 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の制御装置 

2個のMGの一方をﾄﾙｸ制御､他方を回転数制御す

る際に､回転数制御されている第2MGのﾄﾙｸが上

下限値間の値から外れた飽和状態になったと判

定した場合に､第1MGをﾄﾙｸ制御から回転数制御

に切り替えて､飽和状態を回避させると共に､第

2MGを回転数制御からﾄﾙｸ制御に切り替えること

により､ﾄﾙｸ飽和や回転数飽和による予期せぬ変

速が生じるのを防止する｡ 

（図面なし） 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 クラッチ過渡制御 特許3573144 

02.08.26 

B60K17/35 

車両の駆動力制御装

置 

走行中に､ﾓｰﾀｰ出力ﾄﾙ

ｸが減少中と判定した

時に､ﾓｰﾀｰ出力ﾄﾙｸが､

後輪側加速度とﾓｰﾀｰ

側加速度が等しくな

るﾄﾙｸとなった時点で

ｸﾗｯﾁを解放すること

により､ｸﾗｯﾁ切り替え

時のｼｮｯｸの発生を防

止する｡ 

   特許3582522 

02.08.27 

B60K17/35 

車両のｸﾗﾂﾁ締結制御装置 

ｸﾗｯﾁ入力側回転速度であるﾓｰﾀｰ回転速度又はｸ

ﾗｯﾁ出力側の従駆動輪速度の少なくとも何れか

一方が､回転速度ｾﾝｻ

の回転速度検出能力

の低下する所定低回

転速度以下になった

ら､ｸﾗｯﾁの締結を禁止

するか､到達前にｸﾗｯﾁ

を締結操作すること

により､ｸﾗｯﾁ締結時の

ｼｮｯｸを防止する｡ 

   特許3536844 

02.08.27 

B60K17/35 

車両の駆動力制御装置 

走行中に､4輪駆動状態から2輪駆動状態に移行

してｸﾗｯﾁを解放するに際して､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸを一定に

保持し､その保持するﾄﾙｸを､ｸﾗｯﾁでのﾄﾙｸを略ｾﾞ

ﾛとするのにﾓｰﾀで

出力が要求されるｸ

ﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸとして､

ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙが踏ま

れている間ではｸﾗｯ

ﾁ解放を禁止させる

制御を行うことに

より､ｸﾗｯﾁ解放時の

ｼｮｯｸ発生を防止す

る｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(40/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2004-088872 

(審査中) 

02.08.26 

B60L15/20 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の駆動制御装置 

  特許3536843 

02.08.26 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

走行中に､ﾓｰﾀｰ出力ﾄﾙｸが減少中と判定された場

合に､ﾓｰﾀｰ出力ﾄﾙｸが後輪

から伝達されるﾄﾙｸに達

した時にｸﾗｯﾁを解放す

る｡その際に､ﾓｰﾀｰを駆動

する発電機の発電能力も

低下が検出された場合

に､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ指令値を制限

してその減少率を早くす

るように制御する事によ

りｸﾗｯﾁ解放移行時のｼｮｯｸ

発生を防止する｡ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特許3687639 

02.09.03 

B60L3/00 

電動ﾓ-ﾀ駆動車輪の回転方向判別装置 

前輪をｴﾝｼﾞﾝ､後輪をﾓｰﾀｰで駆動する4輪駆動車

において､前輪が加速ｽﾘｯﾌﾟした時にはｴﾝｼﾞﾝ出

力余剰分だけ発電機の負荷ﾄﾙｸを増して発電し

た電力で後輪ﾓｰﾀｰ4を駆動する｡登坂路停車状態

で車両が後退して後輪がDﾚﾝｼﾞ指令とは逆の方

向に回転しﾛｰﾙﾊﾞｯｸ状態にあると判定した時､ﾓｰ

ﾀｰをDﾚﾝｼﾞでも逆方向に空回ししてｸﾗｯﾁの入出

力回転方向を同

じにして､その入

出力回転数がほ

ぼ一致した時にｸ

ﾗｯﾁの再締結を行

わて､ｸﾗｯﾁ再締結

のｼｮｯｸを防止す

る｡ 

   特許3536846 

(登録) 

02.10.04 

B60K17/356 

車両の駆動力制御装置 

走行中に4輪駆動状態から2輪駆動状態に移行し

てｸﾗｯﾁを解放するに際して､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸを一定に保

持し､その保持するﾄﾙｸを､ｸﾗｯﾁでのﾄﾙｸを略ｾﾞﾛ

とするのにﾓｰﾀで出力が要求されるｸﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸ

とし､目標ﾓｰﾀｰﾄﾙｸがｸﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸとした際の電

機子電流値となる頻度が高い所定閾値以下にな

ると､4輪駆動状態から2輪駆動状態への移行と

判定し操作することにより､ｸﾗｯﾁ解放時のｼｮｯｸ

の発生を防止する｡ 

（図面なし） 

   特許3573147 

02.08.27(優先権) 

B60K17/35 

車両の駆動力制御装置 

走行中に4輪駆動状態

から2輪駆動状態に移

行してｸﾗｯﾁを解放す

るに際して､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ

を一定に保持し､その

保持するﾄﾙｸを､ｸﾗｯﾁ

でのﾄﾙｸを略ｾﾞﾛとす

るのにﾓｰﾀで出力が要

求されるｸﾗｯﾁ解放ﾄﾙｸ

とすることにより､ｸ

ﾗｯﾁ解放時のｼｮｯｸ発生

を防止する｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(41/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2004-210116 

02.12.27 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

  特開2005-016559 

(審査請求中) 

03.06.23 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のﾓ-ﾄﾞ遷移制御装置 

  特開2005-016570 

03.06.24 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のﾓ-ﾄﾞ遷移制御装置 

  特開2005-016586 

03.06.24 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のﾓ-ﾄﾞ遷移制御装置 

  特開2005-048805 

(審査請求中) 

03.07.30 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のﾓ-ﾄﾞ切り替え制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2005-075046 

03.08.28 

B60K17/35 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の発進制御装置 

   特開2005-121180 

03.10.20 

F16H61/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のﾓ-ﾄﾞ切り替え制御装置 

   特開2005-132143 

03.10.28 

B60K41/28 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

   特開2005-147312 

03.11.18 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2004-161053 

02.11.11 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

   特開2005-127411 

03.10.23 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のﾓ-ﾄﾞ切り替え制御装置 

  フェイルセーフ 特許3705254 

02.08.26 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の駆動制御装置 

一方の駆動軸をｴﾝｼﾞﾝ駆動し､他方の駆動軸をｴﾝ

ｼﾞﾝで発電される電気ｴﾈﾙｷﾞｰによって駆動され

るﾓｰﾀｰを介して駆動するﾓｰﾀ四輪駆動車におい

て､走行状態に応じた駆動力を発生させるよう

ﾓｰﾀｰを駆動制御するﾓｰﾀ駆動制御手段と､ﾓｰﾀｰと

駆動輪との間を断接

可能なｸﾗｯﾁを設け､ﾓｰ

ﾀｰを停止し､ﾓｰﾀｰと駆

動輪とを切り離す際

に､所定時間だけﾓｰﾀｰ

の駆動電流を残すﾓｰﾀ

ﾄﾙｸ残留制御手段を備

える事により､切り替

え時の走行ﾌｨｰﾘﾝｸﾞを

向上させる｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(42/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 フェイルセーフ 特開2004-132421 

02.10.09 

F16H3/72 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の制御方法 

  特開2004-270785 

03.03.07 

F16D48/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

  特開2004-270901 

03.03.12 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のﾌﾞﾚ-ｷ滑り制御装置 

  特開2005-163912 

03.12.02 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 変速機構の制御な

ど 

特許3578212 

01.07.23 

B60K17/04 

ルノ－ 

[10] 

駆動装置 

4個以上の入出力要素を有する2自由度の差動装

置を備え､前記要素にｴﾝｼﾞﾝからの入力､駆動系

統への出力､2つのMGを個々に割り当てると共

に､前記出力を割り当

てた要素以外の要素

にﾌﾞﾚｰｷを設け､ﾌﾞﾚｰｷ

により出力以外の要

素を制動することに

より､入力と出力との

間に大きな減速比を

設定することにより､

MG容量を大きくする

ことなく発進性を向

上させることができ

る｡ 

   特許3641243 

02.02.26 

F16H3/72 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

ｼﾝｸﾞﾙﾋﾟﾆｵﾝおよびﾀﾞﾌﾞﾙﾋﾟﾆｵﾝ遊星歯車組からな

り､ｻﾝｷﾞﾔ､ｻﾝｷﾞﾔ､ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔ､ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔおよびｷｬﾘｱを

回転ﾒﾝﾊﾞとするﾗﾋﾞﾆｮｵ型ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔｾｯﾄに対し､

前進または後進で差動装置がｴﾝｼﾞﾝやﾓｰﾀｰから

の出力を増幅して出力し得るようにし､発進性

能を向上させたり､ﾓｰﾀｰの小型化を可能にする｡

   特開2003-278855 

(みなし取下) 

02.03.22 

F16H3/72 

ルノ－ 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

 排気性能の向上 排気のマネジメン

ト 

特開2004-162534 

02.11.11 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(43/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリ状態の管

理容易化 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-015982 

（みなし取下） 

02.06.11 

B60L11/14 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-050910 

(審査請求中) 

02.07.18 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

振動抑制 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-326992 

(みなし取下) 

02.05.14 

B60K17/04 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

  特開2004-245325 

03.02.14 

F16H61/04 

自動ｸﾗﾂﾁ式歯車変速機の変速制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-322947 

03.04.28 

B60K41/02 

振動抑制制御装置 

  回転数と慣性力補

正 

特開2002-340170 

01.05.22 

F16H61/02 

自動ｸﾗﾂﾁ式変速機の変速制御装置 

  トルク 特開2003-139234 

(審査請求中) 

01.11.02 

F16H61/04 

自動変速機のｱﾂﾌﾟｼﾌﾄｼﾖﾂｸ軽減装置 

   特開2004-147491 

02.08.26(優先権) 

B60L11/14 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の振動抑制装置および振動抑制方

法 

   特開2005-102492 

03.09.05(優先権) 

B60L11/14 

駆動力制御装置 

  フェイルセーフ 特許3671946 

02.08.26 

B60L15/20 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の駆動制御装置 

一方の駆動軸をｴﾝｼﾞﾝで駆動し､他方の駆動軸を

ｴﾝｼﾞﾝで発電される電気ｴﾈﾙｷﾞｰによって駆動さ

れるﾓｰﾀｰを介して駆動するﾓｰﾀ四輪駆動車にお

いて､ｱｸｾﾙ開度に応じた駆動力を発生させるよ

うﾓｰﾀｰを駆動制御す

るﾓｰﾀ駆動制御手段と

断接ｸﾗｯﾁ機構を設け､

ｸﾗｯﾁ切り離し時に､所

定時間間隔毎に一時

的にﾓｰﾀｰを回転駆動

するﾌﾚｯﾃｨﾝｸﾞ抑制制

御手段とを備える｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(44/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

振動抑制 フェイルセーフ 特許3705254 

02.08.26 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の駆動制御装置 

一方の駆動軸をｴﾝｼﾞﾝ駆動し､他方の駆動軸をｴﾝ

ｼﾞﾝで発電される電気ｴﾈﾙｷﾞｰによって駆動され

るﾓｰﾀｰを介して駆動するﾓｰﾀ四輪駆動車におい

て､走行状態に応じた駆動

力を発生させるようﾓｰﾀｰ

を駆動制御するﾓｰﾀ駆動制

御手段と､ﾓｰﾀｰと駆動輪と

の間を断接可能なｸﾗｯﾁを

設け､ﾓｰﾀｰを停止し､ﾓｰﾀｰ

と駆動輪とを切り離す際

に､所定時間だけﾓｰﾀｰの駆

動電流を残すﾓｰﾀﾄﾙｸ残留

制御手段を備える事によ

り､切り替え時の走行ﾌｨｰﾘ

ﾝｸﾞを向上させる｡ 

  特開2005-121147 

03.10.17 

F16F15/30 

内燃機関の振動低減装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

信頼性・耐久性の

向上 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-143243 

(審査請求中) 

03.11.07 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

  システム安全性の

マネジメント 

特許3573146 

02.09.03 

B60K6/04,550 

車両の駆動制御装置 

ﾓｰﾀｰと後輪との間に設けた制御ｸﾗｯﾁと､ｸﾗｯﾁ駆

動を制御する駆動制御手段とを有した車両の駆

動制御装置において､非ﾓｰﾀｰ駆動状態で車体速

度検出手段で検出

される車体速度が､

ﾓｰﾀｰが過回転とな

らない速度以下の

時に､ｸﾗｯﾁのｵﾝ･ｵﾌ

制御を行なってそ

の作動の可否を診

断することにより､

ｸﾗｯﾁ故障を速やか

に検知対処する｡ 

   特開2005-121090 

03.10.15 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ回転数制御装置 

  トルク 特開2004-147491 

02.08.26(優先権) 

B60L11/14 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の振動抑制装置および振動抑制方

法 

  フェイルセーフ 特許3671946 

02.08.26 

B60L15/20 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の駆動制御装置 

一方の駆動軸をｴﾝｼﾞﾝで駆動し､他方の駆動軸を

ｴﾝｼﾞﾝで発電される電気ｴﾈﾙ

ｷﾞｰによって駆動されるﾓｰ

ﾀｰを介して駆動するﾓｰﾀ四

輪駆動車において､ｱｸｾﾙ開

度に応じた駆動力を発生さ

せるようﾓｰﾀｰを駆動制御す

るﾓｰﾀ駆動制御手段と断接ｸ

ﾗｯﾁ機構を設け､ｸﾗｯﾁ切り離

し時に､所定時間間隔毎に

一時的にﾓｰﾀｰを回転駆動す

るﾌﾚｯﾃｨﾝｸﾞ抑制制御手段と

を備える｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(45/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

信頼性・耐久性の

向上 

フェイルセーフ 特開2004-100724 

02.09.05 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力のマネジメン

ト 

特許3594024 

02.08.27 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

走行中にﾓｰﾀｰ出力ﾄﾙｸが減少中と判定すると､当

該出力ﾄﾙｸが後輪から伝

達されるﾄﾙｸ相当となっ

た時にｸﾗｯﾁを解放する｡

この時､ﾓｰﾀｰを駆動する

発電機の発電能力の低下

を検出すると､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ指

令値を制限して､当該ﾄﾙｸ

指令値の減少率を早める

ことにより､ﾓｰﾀｰ電力供

給限界が変動にも容易に

対応可能な駆動力制御装

置｡ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 システム安全性の

マネジメント 

特開2004-159393 

02.11.05 

B60L11/14 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑの駆動源異常検知装置 

   特開2005-145245 

(審査請求中) 

03.11.14 

B60K17/356 

車両の駆動力制御装置 

   特開2005-153780 

(特許3747935) 

03.11.27 

B60K17/356 

四輪駆動車両 

  フェイルセーフ 特開2004-138158 

02.10.17 

F16H61/12 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の異常時制御方法 

  回転数 特開2004-176623 

02.11.27 

F02D45/00,312 

ｴﾝｼﾞﾝの動力伝達部材の異常判定装置 

  電力供給制御など 特開2005-137169 

(審査請求中) 

03.10.31 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

  クラッチ過渡制御 特許3714345 

(登録) 

03.10.15 

B60L15/20 

車両の駆動力制御装置 

ﾓｰﾀｰで駆動される後輪と､ﾓｰﾀｰから後輪への動

力伝達経路に介装されたｸﾗｯﾁとを備えた車両の

駆動力制御装置であり､電磁ｸﾗｯﾁによる操作制

御によってﾒｶﾆｶﾙ機構でｸﾗｯﾁの接続･切断が行わ

れ､電磁ｸﾗｯﾁによる外輪部材に保持器を固定状

態から解放状態への変

更を､上記ﾓｰﾀ側の回転

軸の加速度が車輪側回

転軸の加速度以上の加

速度状態となっている

ときに行い､その後にﾓｰ

ﾀｰ出力ﾄﾙｸを徐徐に低減

していく操作を行うこ

とにより､ﾓｰﾀｰ停止時の

にｸﾗｯﾁ制御ｵﾌ後のｸﾗｯﾁ

締結ﾛｯｸ状態を回避す

る｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(46/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

クラッチ過渡制御 特開2005-127406 

03.10.23 

F16D48/02 

駆動ｼｽﾃﾑの回転電機保護制御装置 

  特開2005-127485 

03.10.27 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機のｴﾝｼﾞﾝ回転数制御装置 

 切り替えタイミン

グ 

特開2005-127505 

03.09.29(優先権) 

F16D48/02 

車両の駆動装置 

 フェイルセーフ 特開2004-100724 

02.09.05 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  特開2004-132285 

02.10.11 

F02D29/00 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-159412 

02.11.06 

B60L11/14 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑのﾌｴｲﾙ対応制御装置 

   特開2005-001633 

03.06.16 

B60K17/35 

ﾓ-ﾀ式四輪駆動車 

  発電機制御の改良 特開2005-119399 

(審査請求中) 

03.10.15 

B60K17/35 

車両の駆動力制御装置 

 コスト低減 電力のマネジメン

ト 

特許3641245 

02.03.13 

B60K41/14 

ルノ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

算出部で求めた目標駆動力に車速と定数を掛け

て求めたｴﾝｼﾞﾝ目標出力に､補機電力推定値と､

差動装置損失分と､ﾓｰﾀ損失演算部で求めたﾓｰﾀ

損失分とを加算してｴﾝｼﾞﾝ要求出力を求め､さら

に､ｴﾝｼﾞﾝ要求出力を車速不変のまま最低燃費で

達成するための低温時目標ｴﾝｼﾞﾝ回転速度を演

算し､さらにMG1,MG2の損失が0になるような態

様で達成するための高温時目標入力(ｴﾝｼﾞﾝ)回

転速度を演算することにより､最適燃費制御時

にMGの銅損で高温になる時に､MGの発生電力が

低下するような制御へ移行する事により､ﾓｰﾀｰ

冷却構造が大がかりになるのを防止する｡ 

  要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-053267 

03.08.06 

B60K41/04 

車両のﾓ-ﾄﾞ制御装置 

  クラッチ過渡制御 特開2005-054938 

(審査請求中) 

03.08.06 

F16H3/089 

車両の変速装置 

   特開2005-161971 

03.12.02 

B60K17/356 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(47/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

コスト低減 切り替えタイミン

グ 

特開2005-145145 

(審査請求中) 

03.11.12 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 
駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2005-155843 

03.11.27 

F16D48/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

車両レイアウトの

改善 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-209302 

01.01.12 

B60L1/00 

電気自動車用電源装置及び該電源装置に用いら

れる直流電圧変換回路 

  特開2002-218606 

(審査請求中) 

01.01.19 

B60L11/18 

移動体用電力管理装置 

 故障頻度低減 特開2002-216846 

01.01.18 

H01M10/40 

ｼ-ﾄ状電池 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置  性能検査システム

など 

特開2005-113760 

03.10.07 

F02D29/02,301 

衝突衝撃軽減装置および衝突衝撃軽減方法 

 機能追加 外部情報との協調 特開2002-315106 

(審査請求中) 

01.04.18 

B60L11/14 

[1] 

車両の四輪駆動装置 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2005-143173 

03.11.05 

B60L11/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  外部情報との協調 特開2004-166392 

(審査請求中) 

02.11.13 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2004-263619 

03.02.28 

F02D29/02,321 

車両用電源制御装置 

  電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2005-143158 

03.11.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-227710 

(審査請求中) 

01.01.31 

F02D45/00,364 

車両の燃費計測方法 

   特開2003-023703 

01.07.05 

B60L11/14 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-176624 

02.11.27 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  充放電量可視化な

ど 

特開2002-300800 

01.03.30 

H02P21/00 

[1] 

電力変換装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(48/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2004-096945 

02.09.03 

B60L11/12 

蓄電ｼｽﾃﾑ制御装置 
バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特許3539406 

01.06.25 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ暖機時に､最大充電電力設定手段､目標ｴﾝ

ｼﾞﾝ回転速度設定手段､目標充電電力算出手段､

目標ｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ設定手段を有し､ﾊﾞｯﾃﾘ暖機時に目

標ｴﾝｼﾞﾝ回転速度になるようにｴﾝｼﾞﾝと発電機の

回転速度を制御し､かつ目標ｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸになるよ

うにｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸを制御する制御手段とを備える事

により､ﾊﾞｯ

ﾃﾘｰ暖機制

御中のｴﾝｼﾞ

ﾝ回転速度

の変動を無

くし､運転

に違和感が

生じるのを

防止する｡ 

   特開2003-346919 

(審査請求中) 

02.05.24 

H01M10/48 

蓄電ｼｽﾃﾑ 

   特開2004-166368 

02.11.12 

H02J7/00 

電池制御装置 

  放電・放電深度の

マネジメント 

特開2003-235169 

(みなし取下) 

02.02.13 

H02J7/00,302 

蓄電ｼｽﾃﾑ及び蓄電ｼｽﾃﾑを備えた車両 

   特開2004-166367 

02.11.12 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の電池制御装置 

 冷却性能の向上 温度等環境条件補

正 

特開2005-158271 

03.11.20 

H01M10/50 

電池冷却系異常検出ｼｽﾃﾑ 

  充放電量可視化な

ど 

特開2003-272596 

(みなし取下) 

02.03.14 

H01M2/20 

二次電池接続構造体 

  冷却系 特開2005-094928 

03.09.17 

B60L11/14 

車両用電池の冷却制御装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

電力のマネジメン

ト 

特許3707543 

01.07.31 

B60L11/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

運転条件に基づいてｴﾝｼﾞﾝの燃料ｶｯﾄ条件を判定

し､この判定結果をﾊﾞｯﾃ

ﾘｰの許容入出力電力に応

じて遅延させた後に､ｴﾝ

ｼﾞﾝへ供給する燃料をｶｯﾄ

して､発電機制御と電動

機制御との間のﾀｲﾐﾝｸﾞず

れによるﾊﾞｯﾃﾘｰへの電力

の入出力ﾚﾍﾞﾙを低下させ

る事により､減速時(燃料

ｶｯﾄ時)のﾊﾞｯﾃﾘへの過大

電力の入出力を抑制す

る｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(49/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリ状態の管

理容易化 

電力のマネジメン

ト 

特開2003-339103 

(みなし取下) 

02.05.21 

B60L11/18 

車両とその制御装置 

  特開2005-151721 

03.11.17 

B60L7/16 

車両の制御装置 

 複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2004-111242 

(審査請求中) 

02.09.19 

H01M10/44 

組電池 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

 電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2004-187399 

02.12.03 

H02J7/02 

組電池の制御装置 

   特開2005-166362 

03.12.01 

H01M10/48 

組電池の特性ばらつき検出方法 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-209301 

01.01.11 

B60L1/00 

電気自動車用ﾊﾞﾂﾃﾘ上がり時のﾊﾞﾂｸｱﾂﾌﾟ装置 

   特許3711881 

01.03.12 

H02J7/10 

充放電制御装置 

放電中に､ﾊﾞｯﾃﾘｰの総電圧および電流値を電圧ｾ

ﾝｻと電流ｾﾝｻによりｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞし､それに基づいて

回帰演算を行い入出力可能電力を算出する計算

を行い､最大内部抵抗を有するｾﾙを求め､入出力

可能電力を補正することにより､単位電池の内

部抵抗を

考慮した

安全な組

電池の充

放電制御

を行う｡ 

   特開2003-032901 

01.07.13 

H02J7/00 

電池暖機装置 

   特開2003-059474 

(審査請求中) 

01.08.09 

H01M2/10 

組電池､組電池構造体､組電池又は組電池構造体

を備えた車両､及び組電池又は組電池構造体の

制御方法 

   特開2003-059541 

01.08.10 

H01M10/44 

組電池､組電池構造体､組電池または組電池構造

体を備えた車両､及び組電池又は組電池構造体

の制御方法 

   特開2003-102133 

01.09.26 

H02J7/04 

2次電池の昇温制御装置 

   特開2003-143703 

(審査請求中) 

01.11.02 

B60L3/00 

車両用ﾊﾞﾂﾃﾘの劣化診断装置 

   特開2003-274565 

(みなし取下) 

02.03.13 

H02J7/00 

蓄電装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(50/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-015866 

(審査請求中) 

02.06.04 

B60L11/14 

充放電制御装置及び方法 

  特開2004-015924 

（みなし取下） 

02.06.07 

H02J7/00,302 

組電池制御装置および制御ｼｽﾃﾑ 

  特開2004-096941 

02.09.03 

B60L11/02 

蓄電装置を備えたﾓ-ﾀ駆動車両の充放電制御装

置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

  特開2004-166389 

02.11.13 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-227995 

03.01.24 

H01M10/44 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の充放電制御装置 

   特開2004-328906 

03.04.24 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の充電制御装置 

   特開2004-328961 

03.04.28 

B60L11/12 

車両の充放電制御装置 

   特開2005-065352 

03.08.11 

H02J7/00 

ﾊﾞﾂﾃﾘ充放電制御装置 

  放電・放電深度の

マネジメント 

特開2003-032804 

01.07.19 

B60L11/14 

2次電池の昇温制御装置 

   特開2004-031013 

（みなし取下） 

02.06.24 

H01M10/44 

組電池の容量調整装置および方法 

  フェイルセーフ 特開2004-072927 

(審査請求中) 

02.08.08 

B60L3/00 

電動車両の制御装置 

   特開2005-160184 

03.11.25 

H02J7/00 

二次電池の入出力制御装置 

  温度等環境条件補

正 

特開2004-281077 

03.03.12 

H01M10/50 

組電池の冷却制御装置 

   特開2004-336832 

03.04.30 

B60L3/00 

ﾊﾞﾂﾃﾘの温度制御装置 

   特開2005-063681 

03.08.11 

H01M10/50 

組電池冷却制御装置および車両 

   特開2005-063682 

03.08.11 

H01M10/50 

ﾊﾞﾂﾃﾘ冷却制御装置 

   特開2005-063689 

03.08.12 

H01M10/50 

ﾊﾞﾂﾃﾘ冷却制御装置 

   特開2005-117723 

03.10.03 

B60L3/00 

車両走行用電池の冷却制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(51/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

バッテリ状態の管

理容易化 

劣化管理 特許3671905 

01.12.17 

B60L3/00 

ﾊﾞﾂﾃﾘ劣化診断装置 

走行経路上で劣化診断のた

めの判定区間を設定し､そ

の区間に達したら､ｴﾝｼﾞﾝ走

行距離の検出を開始する｡

判定区間の走行が終了する

と､その区間に関する道路

情報に基づいてｴﾝｼﾞﾝ走行

距離を補正する｡その結果､

算出された補正走行距離を

基準値と比較し､基準値を

超えている場合には､ｴﾝｼﾞﾝ

への走行依存度が高いとし

て､ﾊﾞｯﾃﾘが劣化していると

の判定を下す事により､融

通性の高いﾊﾞｯﾃﾘの劣化診

断を可能とする｡ 

   特開2005-156351 

03.11.26 

G01R31/36 

ﾊﾞﾂﾃﾘの最大放電電力演算方法 

  充放電量可視化な

ど 

特開2005-086898 

03.09.08 

H02J7/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用蓄電池活性化装置 

  発電機制御の改良 特開2002-345110 

(拒絶査定) 

01.05.15 

B60L11/12 

車両制御装置 

   特開2004-254383 

03.02.18 

B60L3/00 

ﾊﾞﾂﾃﾘの充放電制御装置 

  冷却系 特開2005-088752 

03.09.17 

B60H1/22,671 

駆動用ﾊﾞﾂﾃﾘ冷却制御装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2004-095400 

（みなし取下） 

02.08.30 

H01M10/40 

ﾊﾞｲﾎﾟ-ﾗ電池とその制御方法 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特許3613216 

01.09.18 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

短時間に大きな電力を供給又は回収する必要が

ある場合に､ﾊﾞｯﾃﾘｰのﾏｰｼﾞﾝを小さくして､大電

力を供給又は回収す

るように充放電電流

を大きく設定して要

求を満たし､充放電

継続時間を短かくし

てﾄｰﾀﾙの充放電量が

過大となることを抑

制することにより､

ﾊﾞｯﾃﾘの耐久性を確

保しつつ運転性を十

分に満たすことがで

きるようにする｡ 

  フェイルセーフ 特開2005-061849 

03.08.12 

G01R19/00 

電流ｾﾝｻ-の特性補正装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(52/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

信頼性・耐久性の

向上 

充放電量可視化な

ど 

特開2005-086898 

03.09.08 

H02J7/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用蓄電池活性化装置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力のマネジメン

ト 

特開2005-160194 

03.11.25 

B60L15/20 

車両の駆動ﾄﾙｸ制御装置 

 システム安全性の

マネジメント 

特開2005-098251 

03.09.26 

F02D29/02,321 

車両用制御装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-023949 

(審査請求中) 

02.06.19 

H02J7/00 

組電池の充放電制御装置および充放電制御方法

   特開2004-108226 

02.09.18 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝのｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ装置およびｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ方法

  放電・放電深度の

マネジメント 

特開2004-166367 

02.11.12 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の電池制御装置 

   特開2005-163595 

03.12.01 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ制御装置 

  フェイルセーフ 特開2004-072927 

(審査請求中) 

02.08.08 

B60L3/00 

電動車両の制御装置 

   特開2004-312835 

03.04.04 

H02J7/00 

組電池の充放電制御装置 

   特開2005-100847 

03.09.25 

H01M2/10 

電動車両用電池ｼｽﾃﾑ 

  温度等環境条件補

正 

特開2005-158271 

03.11.20 

H01M10/50 

電池冷却系異常検出ｼｽﾃﾑ 

 コスト低減 フェイルセーフ 特開2004-273295 

(審査請求中) 

03.03.10 

H01M10/30 

密閉型ﾆﾂｹﾙ水素二次電池及びそれを備えたﾊｲﾌﾞ

ﾘｯﾄﾞ電気自動車 

  温度等環境条件補

正 

特開2004-328905 

03.04.24 

B60L3/00 

自動車のﾊﾞﾂﾃﾘ-制御装置 

 その他の課題 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-166368 

02.11.12 

H02J7/00 

電池制御装置 

  性能検査システム

など 

特開2005-113760 

03.10.07 

F02D29/02,301 

衝突衝撃軽減装置および衝突衝撃軽減方法 

車両レイアウトの

改善 

電力のマネジメン

ト 

特開2005-160249 

03.11.27 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 
電
力
制
御  電力制御系の改良

など 

特開2005-176419 

(審査請求中) 

03.12.08 

B60L11/14 

車両の駆動力制御装置 

 機能追加 電力のマネジメン

ト 

特開2005-160249 

03.11.27 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(53/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

機能追加 電力制御系の改良

など 

特開2005-160247 

03.11.27 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 
電
力
制
御 燃費性能の向上 電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2004-064840 

02.07.26 

B60L7/10 

蓄電ｼｽﾃﾑの制御装置 

  トルク 特許3614109 

01.02.08 

H02P15/00 

複合電流駆動回転電機 

複数ﾛｰﾀとと対応する複数ｽﾃｰﾀを有する複合電

流駆動ﾓｰﾀｰにおいて､

複数ｽﾃｰﾀｺｲﾙの各相を

それぞれ並列に接続し

て共通の多相ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

の対応する相に接続し

て､多相ｲﾝﾊﾞｰﾀｰから複

合電流を供給すること

により､第1ﾛｰﾀと第1ｽ

ﾃｰﾀからなる第1MGと第

2ﾛｰﾀと第2ｽﾃｰﾀからな

る第2MGとの間でﾄﾙｸと

電力の授受を行うこと

により､ｲﾝﾊﾞｰﾀｰの損失

を低減する｡ 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-056937 

(審査請求中) 

02.07.22 

H02J7/34 

蓄電ｼｽﾃﾑ 

 走行性能の向上 電力制御系の改良

など 

特開2005-143157 

(審査請求中) 

03.11.04 

H02P7/63 

車両用ﾓ-ﾀ制御装置および車両用ﾓ-ﾀ制御方法 

 冷却性能の向上 発電機制御の改良 特開2003-274509 

(みなし取下) 

02.03.15 

B60L11/12 

電力変換装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2004-166416 

02.11.14 

B60L11/14 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ車両のﾘﾌﾚﾂｼﾕ充電制御装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

電力供給制御など 特開2003-153588 

(みなし取下) 

01.11.09 

H02P7/74 

ﾓ-ﾀ駆動装置 

   特開2005-160185 

03.11.25 

H02P7/74 

ﾓ-ﾀ制御装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-204681 

(みなし取下) 

02.01.09 

H02M7/48 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀの充放電制御回路 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-129463 

(審査請求中) 

02.10.07 

B60L11/18 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ車両用電源制御装置 

  発電機制御の改良 特開2004-147420 

02.10.24 

B60L3/00 

車両の制御装置 

 コスト低減 電力制御系の改良

など 

特開2005-160247 

03.11.27 

B60L11/14 

ﾓ-ﾀ駆動4WD車両の制御装置及び制御方法 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(54/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

電
力

制
御 

その他の課題 劣化管理 特開2003-009541 

01.06.22 

H02M7/48 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置 

車両レイアウトの

改善 

トルク 特開2004-322753 

03.04.23 

B60K23/04 

車両の左右輪駆動装置 
駆
動
方
式  電力供給制御など 特開2004-328991 

03.04.09(優先権) 

B60L9/18 

車両の左右輪駆動装置 

 機能追加 トルク 特開2004-345575 

03.05.26 

B60K17/356 

車輪駆動装置 

 走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2005-073499 

(審査請求中) 

02.09.03(原出願) 

B60L11/14 

電動ﾓ-ﾀ駆動車輪の駆動制御装置 

 その他の課題 電力制御系の改良

など 

特開2005-151623 

03.11.11 

B60L15/00 

電動車両の挙動制御装置 

  トルク 特開2004-312944 

(審査請求中) 

03.04.10 

B60L11/12 

車両の駆動制御装置 

  性能検査システム

など 

特開2005-119548 

03.10.17 

B60G17/015 

電気自動車のｻｽﾍﾟﾝｼﾖﾝ装置 

車両レイアウトの

改善 

冷却系 特開2004-324445 

03.04.22 

F01P3/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用複合冷却ｼｽﾃﾑ 
補
助
装
置  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-011819 

(みなし取下) 

02.06.10 

F16H61/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の油圧供給装置 

 燃費性能の向上 回生効率の改良 特開2004-155403 

02.09.13(優先権) 

B60T8/00 

複合ﾌﾞﾚ-ｷの協調制御装置 

  電力制御系の改良

など 

特開2003-320929 

(審査請求中) 

02.04.30 

B60T8/00 

制動制御装置 

  トルク 特開2004-282903 

03.03.17 

B60L15/20 

車両のｸﾘ-ﾌﾟﾄﾙｸ制御装置 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-052728 

(審査請求中) 

02.07.24 

F02D29/04 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

  ブレーキ負圧の発

生、ペダル 

特開2004-210205 

03.01.08 

B60T13/74 

車両のﾌﾞﾚ-ｷ制御装置 

 走行性能の向上 車両速度のマネジ

メント 

特開2004-328884 

03.04.24 

B60L7/24 

複合ﾌﾞﾚ-ｷの協調制御装置 

  回生効率の改良 特開2004-161230 

(審査請求中) 

02.01.15(優先権) 

B60T8/58 

制動制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(55/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 トルク 特開2004-058885 

(みなし取下) 

02.07.30 

B60K31/00 

走行速度制御装置 
補
助
装
置 

 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-052728 

(審査請求中) 

02.07.24 

F02D29/04 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

 冷却性能の向上 冷却系 特開2004-112855 

(審査請求中) 

02.09.13 

B60L11/12 

車両の制御装置 

 振動抑制 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-170518 

02.11.18 

G10L15/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2003-341335 

(みなし取下) 

02.05.27 

B60H1/00,101 

車両用空調装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2004-132207 

(審査請求中) 

02.10.09 

F02D29/02,321 

車両の制御装置 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特許3551953 

01.12.07 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ制御装置 

ﾜﾝｳｪｲｸﾗｯﾁを介してｴﾝｼﾞﾝと連結されるMG1､MG3

と､MG3に連結される補機とを備え､ｴﾝｼﾞﾝがｱｲﾄﾞ

ﾙｽﾄｯﾌﾟしてからMG3の回転速度が目標回転速度

に到達して安定するまでの間は､ﾓｰﾀｰｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰ

MG1とMG3とにより補機

を駆動し､MG3の回転速

度が安定した後に､MG1

の駆動力を0まで徐々に

低減させながらMG1と

MG3とにより補機駆動を

行う事により､ｱｲﾄﾞﾙｽﾄｯ

ﾌﾟ時の補機駆動の安定

性を向上させる｡ 

  放電・放電深度の

マネジメント 

特開2002-362187 

(審査請求中) 

01.06.05 

B60K35/00 

容量表示装置 

  変速機構の制御な

ど 

特許3578150 

02.04.01 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の油圧供給装置 

機械式第1油圧ﾎﾟﾝﾌﾟはｸﾗｯﾁの出力軸側に配置さ

れ､ﾓｰﾀｰ走行であってもCVTの入力軸と一体に回

転する｡車両の低速走行時には､電動式第2油圧

ﾎﾟﾝﾌﾟが駆動され､双方

のﾎﾟﾝﾌﾟによって､CVT変

速作動部へ油圧が供給

される｡走行中に第2油

圧ﾎﾟﾝﾌﾟの回転数が異常

に低下した時には､CVT

の変速比を大きくし､第

1油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの油圧を高

め､油圧低下によるCVT

ﾍﾞﾙﾄの滑りを回避する

と共に､走行用MGとｴﾝｼﾞ

ﾝのﾄﾙｸﾀﾞｳﾝを実行し､車

両の軸ﾄﾙｸを維持する制御を行う｡ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許(56/56) 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

信頼性・耐久性の

向上 

性能検査システム

など 

特開2003-237556 

(審査請求中) 

02.02.19 

B60T8/32 

制動制御装置 
補
助
装
置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2004-092885 

02.09.04 

F16H61/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の油圧供給装置 

   特開2004-132207 

(審査請求中) 

02.10.09 

F02D29/02,321 

車両の制御装置 

  トルク 特開2003-134605 

(みなし取下) 

01.10.16 

B60L11/12 

ﾓ-ﾀ制御装置 

  性能検査システム

など 

特開2004-159440 

02.11.07 

B60L7/12 

車両の回生制御装置 

   特開2005-023881 

03.07.04 

F02M25/08,301 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 コスト低減 システム安全性の

マネジメント 

特開2004-092885 

02.09.04 

F16H61/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の油圧供給装置 

  電力制御系の改良

など 

特開2005-151751 

03.11.18 

B60L11/14 

車載ｼｽﾃﾑの動作ﾓ-ﾄﾞ選択装置 

  トルク 特開2004-096970 

02.09.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  ブレーキ負圧の発

生、ペダル 

特開2004-322810 

03.04.24 

B60T8/00 

車両の制動装置 

  性能検査システム

など 

特開2004-100725 

02.09.05 

F16H61/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の油圧供給装置 

 その他の課題 外部情報との協調 特開2004-098726 

(審査請求中) 

02.09.05 

B60K35/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  電力制御系の改良

など 

特開2003-327104 

(審査請求中) 

02.05.15 

B60T8/00 

制動制御装置 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2005-132201 

03.10.30 

B62D5/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両におけるﾊﾟﾜ-ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ装置 

  操作系・表示系 特開2004-306806 

03.04.08 

B62D6/00 

電動ﾊﾟﾜ-ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ装置 
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2.3.1 企業の概要 

商号 本田技研工業株式会社 

本社所在地 〒107-8556 東京都港区南青山 2-1-1  

設立年 1948 年（ 昭和 23 年）  

資本金 860 億 67 百万円（2005 年 10 月）  

従業員数 27,045 名（2005 年 10 月）（連結：137,827 名）  

事業内容 
二輪車、四輪車、汎用製品（農機具、発電機、汎用エンジン等）の製造・

販売  

 

本田技研工業におけるハイブリッド車の開発は、「ホンダIMA」と呼ばれるモーターア

シスト方式のハイブリッドシステムであり、基本的には、エンジンを停止することなく、

必要な時に、エンジンクランクシャフトと同軸配置された低出力モーターによりトルクア

シストすることにより、燃費と走行性を両立させたシステムであり、システムの単純化と

パワートレインの小型軽量化により低コスト化に対応しやすいものといわれてきた。 

2005年９月にシビックがフルモデルチェンジされたのに伴い、シビックハイブリッドも

２世代目のモデルに進化した。1.3lガソリンエンジンを電気モーターでアシストする

「IMA」システムは基本的に変わらないが、モーター走行だけのモードを設定するなど、

シリーズ・パラレル式ハイブリッドに近い仕様に変わったのが特徴である。 

技術的には、知能化された可変バルブタイミング・リフト(VTEC)機構により、低回転・

高回転・気筒休止の３段階でバルブ制御を行う「３ステージ i-VTEC」エンジンと、大幅

に小型高効率化した「IMA」システムを組み合わせたハイブリッドシステムであり、エン

ジンの知能化制御と「IMA」システムの高効率化により、システム出力を従来に比べて約

20％高め、1.8lエンジンクラスの走行性能を実現しながら、燃費を５％以上向上するとと

もに、システムサイズの５％の小型化や排出ガスクリーン化を達成したシステムとなって

いる。 

「３ステージ i-VTEC」エンジンは、３系統の油路で５つのロッカーアームの連結と解

除を行い、走行状況に合わせて３段階でバルブを制御し、応答性と低燃費を両立させたエ

ンジンである。さらに減速時などの気筒休止では、４気筒すべての燃焼を休止させてシリ

ンダー内を密閉化して吸排気に伴うポンピングロスを低減し、減速エネルギー回生量を従

来モデルに比べて約10％向上させている。 

さらに、ホンダ独自開発のモーターは、コイル巻き線の高密度化や高性能磁石の採用な

どにより、従来モデルと同じサイズで出力を約1.5倍に向上しており、インバータも独自

開発生産し、より高精度のデジタル制御を実現する事により、モーターの効率を高め一層

の低燃費化を実現している。 

また、ブレーキペダルの踏み込み量に合わせたなめらかな減速と最大限の減速エネル

ギー回生を可能にするため、減速エネルギー回生量に見合ったブレーキ油圧制御を行う協

調回生ブレーキを採用している。さらに、エンジンとモーターで駆動するハイブリッドコ

ンプレッサエアコンディショナを搭載し、アイドルストップ時にはエアコン操作条件に対

2.3 本田技研工業 
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応した細かい制御を行う。 

(出典：本田技研工業のホームページ http://www.honda.co.jp) 

 

2.3.2 製品例 

現在、本田技研工業が、国内外で市販している乗用車は、インサイト、シビックハイブ

リッドおよびアコードハイブリッドの３車種である。このうち、シビックハイブリッドは、

日本を始め、北米、欧州、アジア大洋州地域の19ヶ国で販売されているが、アコードハイ

ブリッドは米国地域だけの販売となっている。インサイトは1999年に発売開始された２人

乗りのパーソナルカーであり、その燃費性能は36km/l(5速MT仕様)の燃費を維持している。 

表2.3.2-1に、本田技研工業が、最近、販売を開始した２車種の仕様を示す。トヨタハ

イブリッド車と比較してモーターパワーは小さいが、それを、低燃費エンジンと組合せ、

きめ細かなアシスト操作を行わせることにより、燃費や走行性能の向上を実現したハイブ

リッド車となっている。 

2005年５月のプレス発表によれば、ホンダハイブリッド車の世界販売台数は、2005年４

月段階で累積10万台（参考 主要地域：米国約89,000台、日本約5,900台、欧州約3,800台、

カナダ約1,500台）を達成したとしている。 

現在、本田技研工業は、ハイブリッド車生産を、鈴鹿製作所（インサイト、シビック 

ハイブリッド）、埼玉製作所（アコード ハイブリッド）に集中しており、米国市場だけ

で、年間各2万台を売り上げている。 
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表2.3.2-1 本田技研工業によるハイブリッド市販車の仕様(2003年以降) 

車種名 ｼﾋﾞｯｸﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ(ﾌﾙﾓﾃﾞﾙﾁｪﾝｼﾞ) ｱｺｰﾄﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ(米国のみで販売） 

車両重量(kg) 1260-1300 1590 

乗車定員(人) 5 5 

車両総重量(kg) - - 

搭載ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 1.3L3Stage i-VTEC+IMA 3.0LSOHCi-VTEC+IMA。240hp 

ｼｽﾃﾑ型式 PHEV PHEV 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑの概要 

可変ﾊﾞﾙﾌﾞﾀｲﾐﾝｸﾞｴﾝｼﾞﾝ、IMA ﾊｲﾌﾞ

ﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ、CVT､ｱｲﾄﾞﾙｽﾄｯﾌﾟの組合

せでｴﾝｼﾞﾝとﾓ-ﾀｰの組合せで最大

95+20 馬力の出力が可能 

可変ｼﾘﾝﾀﾞｰｼｽｴﾑを採用した V6-3 ﾘｯﾀｰｴ

ﾝｼﾞﾝと IMA を組合わせたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ

(IMA)を搭載。V6 ｴﾝｼﾞﾝは片側３気筒が

休止するｼｽﾃﾑを採用。ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀｰの

組合せで最大 240+15 馬力の出力が可

能 

燃費(10･15 ﾓｰﾄﾞ走行時

(km/l)) 
28.5 

(米国 City 基準:12.3, US Hwy 基準：

15.6) 

駆動方式 前輪駆動 前輪駆動 

ｴﾝｼﾞﾝ容量 

(CC/気筒数) 
1,340/4V 3,000/V6 

ｴﾝｼﾞﾝ最大ﾄﾙｸ(Nm/rpm) 123/4,600 287/5,000 

ﾓｰﾀｰ種 交流同期式 交流同期式(IPM) 

ﾓｰﾀｰ最大ﾄﾙｸ(Nm/rpm) 103/0～1,160 140/0～1,160 

蓄電池種(ﾒｰｶｰ) Ni-H 電池(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ EV ｴﾅｼﾞｰ製) Ni-H 電池(三洋電機製) 

電池容量(Ah-Hr) 5.5 6.0 

電池個数(cell)、総電圧 11, - 11,  144V 

変速機 自動無段変速機(ﾎﾝﾀﾞﾏﾙﾁﾏﾁｯｸ S) 
5-SPEED AT(電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ,ﾛｯｸｱｯﾌﾟｸﾗｯ

ﾁ付) 

発売開始年 2005.11 2004.12 

価格(千円,$) ￥2,195-2,363 $30,140 

(出典：本田技研工業のホームページ http://www.honda.com/ など) 

 

 

2.3.3 技術開発拠点と研究者 

図2.3.3-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する本田技研工業の出願件数と

発明者数を、H14年度テーマのデータと併せて示す。1998年以降、人的資源を集中投入し、

インサイト(1999年販売開始)、シビック(2001年販売開始)およびその後のより完成度の高

いハイブリッドシステム「IMA」の開発に注力してきた状況がうかがえる。 

出願件数は、1998年以降、年間40～70件で推移してきているが、2001～03年の累積出願

197件中で登録特許は60件と対出願登録率は30％と高く、早期権利化に注力している状況

が伺える。 

 

本田技研工業の技術開発拠点：埼玉県和光市中央一丁目4-1 本田技研研究所内 

 

 



257 

図2.3.3-1 本田技研工業のハイブリッド電気自動車の制御技術の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.3.4-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術における本田技研工業が出願した197

件について課題と解決手段Ⅰの分布を、図2.3.4-2に課題と解決手段Ⅰを細分化した解決

手段Ⅱとの分布を示す。 

 「燃費性能の向上」や｢走行性能の向上」課題に対して、「システムマネジメントの改

良」、｢エンジン／モーター協調制御の改良」、「エンジン制御の改良」、「モーター制御の改

良」、「動力合成機構制御の改良」に出願が分散しているが、パワートレイン系の個別制御

よりもシステムの複合制御に関する出願比率が増えてきている。 

 その他には、「バッテリー状態の管理容易化｣課題に対する「バッテリー制御の改良」に

関する出願が多い。 

 

0

20

40

60

80

100

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

出願年

出
願

件

数

・

発

明
者

数

出願件数 発明者数



258 

図2.3.4-1 本田技研工業のハイブリッド電気自動車の制御技術の課題と解決手段Ⅰ 
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図2.3.4-2 本田技研工業のハイブリッド電気自動車の制御技術の課題と解決手段Ⅱ 
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表2.3.4-1に、本田技研工業のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対

応特許を示す。 

 

表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（1/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

機能追加 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3701649 

02.11.15 

F02D17/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動力制御装置 

【課題】車両の走行状態に応じて駆動源の出力

を制御することで車両の走行安定性の保持を図

るﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置を提供する｡

【解決手段】前後輪8,9の一方を車両の運転状

態に応じて休筒可能な気筒休止ｴﾝｼﾞﾝ2及び第1

電動機3にて駆動し､前後輪8,9の他方を第2電動

機4で駆動するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動力制御装置

であって､車両の運転状態により要求駆動力を

算出する手段と､車両の運転状態により第1及び

第2電動機の駆動力を算出する手段と､前記ｴﾝｼﾞ

ﾝ2の休筒状態にお

ける要求駆動力が

第1及び第2の電動

機3,4の駆動力の和

以上の場合､前記ｴﾝ

ｼﾞﾝ2を休筒状態か

ら駆動状態に切り

換えるｴﾝｼﾞﾝ制御手

段とを備えた｡【選

択図】 図1 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特許3537810 

02.03.28 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

ｴﾝｼﾞﾝ走行で必要とされる燃料消費量を算出す

る第1の算出手段と､

ﾓｰﾀ走行で必要とされ

る燃料消費量を算出

する第2の算出手段

と､ﾓｰﾀｱｼｽﾄ走行で必

要とされる燃料消費

量を算出する第3の算

出手段と､第1から第3

の算出手段により得

られた燃料消費量に

基づいて車両の動力

源を選択する動力源

選択手段とを備え､最

適動力源を選択利用

する｡ 

  要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-041959 

(審査請求中) 

01.08.01 

F02D17/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2003-191762 

(みなし取下) 

01.12.28 

B60K17/04 

車両駆動装置 

  車両速度のマネジ

メント 

特開2005-042608 

03.07.28 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（2/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

燃費性能の向上 外部情報との協調 特許3700974 

02.11.18 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

ECU自動停止再始動制御手段は､路面勾配や路面

抵抗といった路面状態を推定する路面状態推定

手段､路面状態に応じてｴﾝｼﾞﾝの自動停止および

再始動を制御する判定を行う際に用いる判定係

数を設定する係数設定手段､ﾌﾞﾚｰｷ油圧の変化を

調べる圧力取得手段､ｴﾝｼﾞﾝの自動停止および再

始動の許可ﾌﾗｸﾞを設定する判定手段として機能

し､上り坂でｴﾝｼﾞﾝが自動停止している時はﾌﾞﾚｰ

ｷ油圧変化量に応じて､ｴﾝｼﾞﾝ再始動を指示する

ようにする｡ 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2002-315107 

01.04.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特許3607269 

02.08.08 

F02D13/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

部分気筒休止可能なｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀとを動力源とし

て備え､これらの少なくとも一方の動力を車輪

に伝達して走行可能なHEVにおいて､要求出力ま

たはﾄﾙｸが､部分気筒休止ｴﾝｼﾞﾝの出力またはﾄﾙｸ

より大きく､かつ､該ｴﾝｼﾞﾝ出力またはﾄﾙｸと､ﾓｰﾀ

で調整可能な出力またはﾄﾙｸとを合わせたもの

より小さい場合には､ｴﾝｼﾞﾝを部分気筒休止する

とともに､部分気筒休止したｴﾝｼﾞﾝの出力または

ﾄﾙｸと､要求出力またはﾄﾙｸとの差分をﾓｰﾀにより

調整する制

御を行い､部

分気筒休止

運転可能な

領域を拡大

し燃費を向

上させる｡ 

   特開2005-006470 

03.06.13 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2005-057824 

03.08.01 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（3/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

燃費性能の向上 応答性の改良 特許3706846 

02.09.13 

F02D13/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

電動走行からｴﾝｼﾞﾝ走行切り替え時に､休筒によ

りﾎﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞﾛｽを低減可能なｴﾝｼﾞﾝを第1MG､ｸﾗｯﾁ

とﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝを介して前輪に接続するとともに､

第2MGを後輪に接続する｡車両運転状態に応じ

て､休筒状態にしたｴﾝｼﾞﾝを第1MGで空転させる

休筒空転運転を行いながら､第2MGで車両を走行

させる｡これにより､ｴﾝｼﾞﾝのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ運転を不

要にして燃料消費量を削減できるだけでなく､ｴ

ﾝｼﾞﾝの休筒空転運転中の第1MGの負荷を低減し

て消費電力を最小限に押さえながら､休筒空転

運転中のｴﾝｼﾞﾝに対する燃料供給および点火制

御を再開して第1MGを

駆動させることに予

知することで､最小限

の消費電力でｴﾝｼﾞﾝE

を速やかにかつ確実

に始動することがで

きる｡電動走行からｴﾝ

ｼﾞﾝ走行へのｽﾑｰｽﾞな

移行を可能にしなが

ら､燃料消費量および

電力消費量を最小限

に抑える｡ 

  エンジン始動性の

改良など 

特開2004-027884 

（みなし取下） 

02.06.21 

F02D17/00 

車両用駆動装置の制御装置 

  回生効率の改良 特開2002-364419 

(審査請求中) 

01.06.11 

F02D41/12,315 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2002-242717 

01.02.20 

F02D17/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特許3701567 

01.02.20 

F02D17/02 

[2] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

全気筒休止の実施可否を判別する全気筒休止ｽﾀ

ﾝﾊﾞｲﾌﾗｸﾞと､ｴﾝｼﾞﾝの全休筒運転中に気筒休止の

解除条件の成立可否を判別する全気筒休止解除

条件成立ﾌﾗｸﾞと､全気筒休止ｽﾀﾝﾊﾞｲﾌﾗｸﾞにより

気筒休止が判別された場合に､ｽﾌﾟｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞを作

動させる全気筒休

止用ｿﾚﾉｲﾄﾞﾌﾗｸﾞと､

全気筒休止用ｿﾚﾉｲ

ﾄﾞﾌﾗｸﾞによるｽﾌﾟｰﾙ

ﾊﾞﾙﾌﾞの作動可否を

判別するｽﾃｯﾌﾟと､

全気筒休止ｽﾀﾝﾊﾞｲﾌ

ﾗｸﾞ､全気筒休止解

除条件成立ﾌﾗｸﾞ､全

気筒休止用ｿﾚﾉｲﾄﾞﾌ

ﾗｸﾞと前記判定ｽﾃｯ

ﾌﾟに基づきｴﾝｼﾞﾝの

休筒を行う全気筒

休止実施ﾌﾗｸﾞを備

えることにより､燃

費を向上させる｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（4/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2002-242719 

01.02.20 

F02D17/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 
エ
ン
ジ
ン   特許3694011 

02.06.19(原出願) 

B60L7/24 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

MGに電気ｴﾈﾙｷﾞｰを供給可能なﾊﾞｯﾃﾘｰと､その残

容量を検出する残容量検出手段と､ｴﾝｼﾞﾝの少な

くとも一部の気筒を吸気ﾊﾞﾙﾌﾞおよび排気ﾊﾞﾙﾌﾞ

を閉止して休止する吸排気制御手段とを備え､

車両減速時にMGにより回生を行う際に､ﾊﾞｯﾃﾘｰ

残容量が閾値以下の場合には吸排気制御手段に

より気筒休止を行

い､ﾊﾞｯﾃﾘｰ残容量が

閾値より大きい場合

には､吸排気制御手

段による気筒休止を

禁止することによ

り､HEVの回生動作時

の車両減速度の低下

を抑制する｡ 

  点火時期 特許3673200 

01.09.14 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを駆動源とするﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御

装置において､ｴﾝｼﾞﾝ冷却水温に応じて点火時期

を制御するｴﾝｼﾞﾝと､ﾊﾞｯﾃﾘｰ残容量に応じてﾓｰﾀ

による発電を行うﾓｰﾀとにより､発電量に応じた

点火時期補正処理を行うことにより､暖機運転

を促進させ

る｡ 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2003-120281 

01.10.10 

F01N5/02 

ﾗﾝｷﾝｻｲｸﾙ装置付き車両 

   特許3607261 

02.05.23 

F01L13/00,303 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両における動弁機構の油圧供給装置

吸排気弁を閉作動させて気筒休止可能な気筒列

のﾛｯｶｰｼｬﾌﾄを複数に分割構成し､各ﾛｯｶｰｼｬﾌに個

別に油圧を作用させるための気筒休止側通路､

気筒休止解除側通路を設け､気筒休止解除側通

路に油圧を検出するPOILｾﾝｻを設けて､気筒休止

側通路､気筒休止解除側通路を介して各ﾛｯｶｰｼｬﾌ

ﾄに各々油圧を作用させる事により､気筒休止･

休止解除制御を行うことにより､燃費向上効果

を最大限に発揮させると共に一部の気筒や油圧

系に故障が発生

した場合でも走

行に支障をきた

さないようにす

る｡ 
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2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（5/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

燃費性能の向上 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特許3594954 

03.06.12 

F02D45/00,368 

ﾚｿﾞﾙﾊﾞを用いた失火検知装置 

ﾓｰﾀがｴﾝｼﾞﾝとﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝとの間に挟み込まれ､ﾓｰ

ﾀ回転子とｴﾝｼﾞﾝｸﾗﾝｸ軸とが連結された構造のﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両に適用されるﾚｿﾞﾙﾊﾞ式失火検知装置

であり､ｴﾝｼﾞﾝ動作を検出する検出手段により検

知されたﾊﾟﾙｽ間経

過時間と､ｴﾝｼﾞﾝと

ﾓｰﾀ間に設けられ

たﾚｿﾞﾙﾊﾞからの信

号に基づいたﾊﾟﾙｽ

間経過時間とを

各々連続的に検出

してｴﾝｼﾞﾝ失火を

判定する｡ 

  トルク 特開2003-083148 

(特許3701592) 

01.09.14 

F02D17/02 

減速休筒ｴﾝｼﾞﾝ車両におけるﾓ-ﾀ制御装置 

  回転数 特開2002-247709 

(審査請求中) 

01.02.20 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3455202 

01.12.03 

B60K41/00,301 

動力伝達機構 

ｴﾝｼﾞﾝが停止され､ﾒｲﾝｸﾗｯﾁによりｴﾝｼﾞﾝと変速機

とが分離された状態で､EV走行ﾓｰﾄﾞか否か､車速

がｴﾝｼﾞﾝを所定の始動可能回転数以上で始動可

能な1速領域~5速領域の何れであるかを組合せ

判定して､各領域に対応するｷﾞｱ対を選択して変

速機の入力軸と出力軸とを接続し､さらに､要求

出力が､ﾓｰﾀが出力可能な出力制限値以下か否か

を判定するｽﾃｯﾌﾟ､ﾊﾞｯﾃﾘの残容量SOCが､即時発

電要求領域外であるか否かを判定するｽﾃｯﾌﾟを

経て､ﾒｲﾝｸﾗｯﾁ

の連結を指令

する事により､

走行中におい

て停止状態の

内燃機関を迅

速に始動させ

る｡ 

   特許3652692 

03.07.04 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ回転数に応じて変化する最大吸入空気体

積流量に大気圧､温度(例えば､ｴﾝｼﾞﾝ吸気温)に

応じた環境補正を実行した後に､最大吸入空気

質量流量を算出し､P/Pﾄﾙｸへ変換する｡P/Pﾄﾙｸに

ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝでの点火ﾀｲﾐﾝｸﾞや空燃比の補正を行

い､ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ全開時目標ﾄﾙｸを算出し､車速に応

じて変化する車体の走行抵抗とｼﾌﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾝ毎の

ｴﾝｼﾞﾝ回転数(又は車速)に応じて変化する目標

減速度とﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝの伝達効率および変速比等

に基づいて､ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ全閉時目標ﾄﾙｸを算出制

御することにより､車両の乗員が予期しないﾄﾙｸ

変動の発

生を抑制

する｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（6/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

走行性能の向上 車両速度のマネジ

メント 

特許3701660 

03.07.04(優先権) 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

車両の速度を所定の目標速度に追従させるｸﾙｰ

ｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ時の休筒運転状態で､ﾊﾟﾜｰﾌﾟﾗﾝﾄ要求ﾄﾙ

ｸの加算側の更新を規制し､ﾊﾟﾜｰﾌﾟﾗﾝﾄ要求ﾄﾙｸを

休筒上限ﾄﾙｸに係る所定ﾄﾙｸ値に保持することを

示すﾄﾙｸﾎｰﾙﾄﾞ制御を行ない､車速が､ｸﾙｰｽﾞｺﾝﾄﾛｰ

ﾙ時の目標車速から所定車速より所定速度低下

した時に､内燃機関を休筒運転から全筒運転へ

切り換える事

により､乗員

の走行違和感

を抑制すると

共に燃費を向

上させる｡ 

  回転数と慣性力補

正 

特開2002-349309 

01.05.18 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動制御装置 

   特開2002-349310 

01.05.18 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の駆動制御装置 

   特許3453132 

01.12.10 

B60K41/02 

車両用動力伝達制御装置 

燃料供給停止制御が可能なｴﾝｼﾞﾝからの回転駆

動力を無段変速機を介して車輪に伝達する構成

のHEVの発進ｸﾗｯﾁの係合伝達制御において､減速

走行の開始から所定時間をおいてｴﾝｼﾞﾝの燃料

供給停止制御を行う際に､ｽﾛｯﾄﾙが閉止されたこ

とを検出した時に発進

ｸﾗｯﾁを係合直前状態ま

で解放するようにｸﾗｯﾁ

係合力を設定し､その

後､ｴﾝｼﾞﾝの燃料供給停

止制御が開始された時

からこの係合力を緩や

かに上昇させて発進ｸ

ﾗｯﾁを徐々に係合させ

る制御を行う事によ

り､燃費向上と変速ｼｮｯ

ｸを解消する｡ 

   特開2003-200758 

(みなし取下) 

01.12.28 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（7/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

走行性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特許3712670 

02.01.09 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用動力伝達装置 

停止状態のｴﾝｼﾞﾝと変速機とがﾒｲﾝｸﾗｯﾁにより分

離され､ﾓｰﾀの駆動力が駆動輪に伝達されている

EV走行状態において､ｴﾝｼﾞﾝを始動させる際に､ｸ

ﾗｯﾁ油圧指令値に基づいてﾒｲﾝｸﾗｯﾁの係合状態を

制御すると共に､推定ｸﾗｯﾁﾄﾙｸに基づいてﾓｰﾀ出

力を補正するﾓｰﾀﾄﾙｸ補正値を設定する｡ﾒｲﾝｸﾗｯﾁ

が完全係合状態となる際に､ｸﾗｯﾁ油圧指令値を

低減させ､ﾒｲﾝｸﾗｯﾁを介

してｴﾝｼﾞﾝへ伝達される

伝達ﾄﾙｸを低減する｡ｴﾝ

ｼﾞﾝ停止時でのﾓｰﾀによ

る走行駆動状態におい

て､ｴﾝｼﾞﾝをﾓｰﾀ出力によ

り始動させる際に､車両

に意図しない衝撃が発

生することを抑制する｡ 

  応答性の改良 特許3706846 

02.09.13 

F02D13/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

電動走行からｴﾝｼﾞﾝ走行切り替え時に､休筒によ

りﾎﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞﾛｽを低減可能なｴﾝｼﾞﾝを第1MG､ｸﾗｯﾁ

とﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝを介して前輪に接続するとともに､

第2MGを後輪に接続する｡車両運転状態に応じ

て､休筒状態にしたｴﾝｼﾞﾝを第1MGで空転させる

休筒空転運転を行いながら､第2MGで車両を走行

させる｡これにより､ｴﾝｼﾞﾝのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ運転を不

要にして燃料消費量を削減できるだけでなく､ｴ

ﾝｼﾞﾝの休筒空転運転中の第1MGの負荷を低減し

て消費電力を最小限に押さえながら､休筒空転

運転中のｴﾝｼﾞﾝに対する燃料供給および点火制

御を再開して第1MGを駆動させることに予知す

ることで､最小限の消費電力でｴﾝｼﾞﾝEを速やか

にかつ確実に始動することができる｡電動走行

からｴﾝｼﾞﾝ走行へのｽﾑｰｽﾞな移行を可能にしなが

ら､燃料消費量お

よび電力消費量を

最小限に抑える｡ 

  回生効率の改良 特開2003-061211 

01.08.20 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（8/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

走行性能の向上 燃料噴射量・燃料

カット 

特許3653028 

01.10.17 

F02D29/02,321 

車両用動力伝達制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ出力を車輪に伝達する無段変速機CVTと､

駆動伝達制御を行う発進ｸﾗｯﾁと､ｴﾝｼﾞﾝ駆動をｱｼ

ｽﾄ可能なﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀと､ｴﾝｼﾞﾝ出力軸に繋がって

配設された油圧ﾎﾟﾝﾌﾟとを備えたHEVの動力伝達

制御装置において､車両停止時にｴﾝｼﾞﾝがｱｲﾄﾞﾙ

運転停止制御されている状態から車両を発進さ

せる際に､ｴﾝｼﾞﾝへの燃料供給を停止させた状態

でﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀによりｴﾝｼﾞﾝ出力軸を駆動させて

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟを駆動し､油圧ﾎﾟﾝﾌﾟからの油圧供給

により発進ｸﾗｯﾁが係合作動を開始した時にｴﾝｼﾞ

ﾝ始動制御を行う事に

より､ ｱｲﾄﾞﾙ運転停止

状態からの車両の発

進を､ｴﾝｼﾞﾝ回転の吹

き上がりなく､ｽﾑｰｽﾞ

に行わせる｡ 

   特開2005-023887 

03.07.04 

F02D41/06,325 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  点火時期 特許3571014 

01.08.30 

F02D29/02,321 

内燃機関の自動停止始動制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ停止条件が成立した時は､所定時間経過後

の燃料噴射ﾀｲﾐﾝｸﾞで燃料噴射を実行する事によ

り､ｴﾝｼﾞﾝ停止中圧縮行程にある気筒への燃料供

給が行われ､ｴﾝｼﾞﾝ再始動条件が成立した時点

で､全気筒に対する斉時噴射を実行する事によ

り､ｴﾝｼﾞﾝ停止中圧縮行程にあった気筒から点火

が開始され､より迅速にｴﾝｼﾞﾝ再始動を行うこと

ができる｡ 

   特開2003-314320 

(審査請求中) 

02.04.23 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

  トルク 特開2002-332937 

01.05.09 

F02N7/08 

内燃機関の始動装置 

   特開2003-201942 

(拒絶査定) 

01.12.28 

F02N11/08 

車両駆動装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（9/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

走行性能の向上 回転数 特許3499852 

01.12.03 

B60K17/04 

動力伝達機構 

ｴﾝｼﾞﾝが停止され､ﾒｲﾝｸﾗｯﾁにより内燃機関と変

速機とが分離された状態で車両がﾓｰﾀ走行駆動

されているEV走行ﾓｰﾄﾞか否かを判定して､EV走

行ﾓｰﾄﾞの場合に車速が所定速度未満か否かを判

定し､ﾆｭｰﾄﾗﾙ始動ﾓｰﾄﾞあるいはｽﾀﾝﾊﾞｲ始動ﾓｰﾄﾞ

を選択し､ｽﾀﾝﾊﾞｲ始動ﾓｰﾄﾞでは､車速に基づいて

ｷﾞｱ対を選択して入力

軸と出力軸とを接続

する操作を行ない､

ﾆｭｰﾄﾗﾙ始動ﾓｰﾄﾞでは､

ﾓｰﾀの回転軸を入力軸

に接続し駆動用ｸﾗｯﾁ

を滑らせて駆動輪に

伝達されるﾓｰﾀの駆動

力を変化させずにﾓｰﾀ

回転数を増大させる

操作を行う事により､

走行中の停止ｴﾝｼﾞﾝを

確実に再始動させる｡ 

  電力供給制御など 特許3701568 

01.02.20 

B60L11/14 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両におけるｱｼｽﾄ制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝとｴﾝｼﾞﾝの駆動補助を行うﾓｰﾀとを備えたﾊ

ｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両におけるｱｼｽﾄ制御装置において､休

筒制御式ｴﾝｼﾞﾝが､気筒休止運転から通常運転へ

移行する場合にﾓｰﾀによるｴﾝｼﾞﾝの駆動補助の可

否を判定する気筒休止復帰ｱｼｽﾄ判定を行ない､ｽ

ﾛｯﾄﾙ開度が

所定以上と

判定した場

合にﾓｰﾀに

よりｴﾝｼﾞﾝ

を駆動補助

させる全気

筒休止型の

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

両のｱｼｽﾄ制

御装置｡ 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特許3669696 

02.04.18 

F16H7/12 

ｴﾝｼﾞﾝのｵ-ﾄﾃﾝｼﾖﾅ装置 

ｴﾝｼﾞﾝｱｲﾄﾞﾙ停止後に､ｽﾀｰﾀﾓｰﾀでﾍﾞﾙﾄを介してｸﾗ

ﾝｸｼｬﾌﾄをｸﾗﾝｷﾝｸﾞしてｴﾝｼﾞﾝを再始動する際に､ｸ

ﾗﾝｸｼｬﾌﾄの回転数およびｽﾀｰﾀﾓｰﾀの回転数が共に

ｾﾞﾛになってﾍﾞﾙﾄが移動を停止し､かつﾍﾞﾙﾄに張

力を付与するｵｰﾄﾃﾝｼｮﾅの伸縮位置がﾆｭｰﾄﾗﾙにな

るのを待った後に､ｿﾚﾉｲﾄﾞを励磁してｵｰﾄﾃﾝｼｮﾅ

を収縮不能にﾛｯｸする｡これにより､ｽﾀｰﾀﾓｰﾀを駆

動する瞬間のﾍﾞﾙﾄの張力を適切な初期張力に調

整して､ﾍﾞﾙﾄに

過剰な荷重が

作用したりﾍﾞﾙ

ﾄがｽﾘｯﾌﾟした

りするのを防

止することが

でき､ｽﾀｰﾀﾓｰﾀ

によるｴﾝｼﾞﾝの

再始動を確実

に行える｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（10/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

排気性能の向上 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2002-213268 

(審査請求中) 

01.01.19 

F02D29/02,321 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止･始動制御装置 

冷却性能の向上 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-257511 

03.02.27 

F16H63/42 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

バッテリ状態の管

理容易化 

燃料噴射量・燃料

カット 

特開2005-036700 

03.07.18 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

振動抑制 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3537809 

02.03.08(優先権) 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

EV走行ﾓｰﾄﾞの場合にはｴﾝｼﾞﾝ回転数が再始動目

標回転数以下となるように制御するとともに､

EV走行ﾓｰﾄﾞからｴﾝｼﾞﾝ走行ﾓｰﾄﾞに移行する際に

はｴﾝｼﾞﾝ回転数に応じて､自動変速機のｼﾌﾄﾀﾞｳﾝ

によりｴﾝｼﾞﾝを再始動目標回転数より上の回転

数にして燃料噴射を開始し､ﾓｰﾀによりｴﾝｼﾞﾝ回

転数をｴﾝｼﾞﾝ走行ﾓｰﾄﾞ目標回転数より上に引き

上げるように制御す

る事により､移行時の

騒音の発生を抑制す

る｡ 

  回転数と慣性力補

正 

特許3712684 

01.06.01(優先権) 

B60K41/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀｷﾞﾔ式変速機構と変速段を設定する変

速ｸﾗｯﾁ群と､出力回転を駆動輪に伝達する駆動

力伝達系と､駆動輪を駆動可能な第2MGからなる

HEVにおいて､ｽﾛｯﾄﾙ制御装置と､変速制御ﾊﾞﾙﾌﾞ

とを備え､ﾓｰﾀ駆動走行からｴﾝｼﾞﾝ駆動走行に切

り換える時に､目標変速段を設定し､現在の駆動

輪の回転がこの目標変速段で速度比が1.0のﾄﾙｸ

ｺﾝﾊﾞｰﾀを介して伝達された時にｴﾝｼﾞﾝ出力軸に

生じる車速対応回転数を算出して､ｴﾝｼﾞﾝ出力回

転数が車速対応回転数に近づくようにｴﾝｼﾞﾝの

回転制御を行い､ｴﾝｼﾞﾝの出力回転数と車速対応

回転数との偏差が所

定時間継続的に所定

値以下となったとき

に目標変速段を設定

する摩擦係合手段を

係合させる制御を行

い､ ﾓｰﾀ駆動走行から

ｴﾝｼﾞﾝ駆動走行への切

換をｽﾑｰｽﾞに行う｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（11/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

振動抑制 回生効率の改良 特許3540297 

01.08.29 

F02D17/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

車両減速時に少なくとも一部の気筒を休止させ

ﾓｰﾀ回生を行うHEVｴﾝｼﾞﾝ制御装置において､ｴﾝｼﾞ

ﾝ回転数が気筒休止の基準となる気筒休止継続

実行下限ｴﾝｼﾞﾝ回転数まで低下した場合にｴﾝｼﾞﾝ

を気筒休止から復帰させる気筒休止復帰判別手

段と､ﾌﾞﾚｰｷの作動を検出するﾌﾞﾚｰｷｽｲｯﾁとを備

え､気筒休止復帰判別手段には､ﾌﾞﾚｰｷｽｲｯﾁによ

り検出されたﾌﾞﾚｰｷ作動の有無に応じて前記気

筒休止継続実行下限ｴﾝｼﾞﾝ回転数を変更する気

筒休止判別変

更手段が設け

られているこ

とを特徴とす

る制御装置で

あり､気筒休止

から全気筒運

転へのｽﾑｰｽﾞな

移行を可能と

する｡ 

  触媒の流量・排気

還流 

特開2005-054725 

03.08.06 

F02D29/02 

内燃機関の制御装置 

  トルク 特開2002-332937 

01.05.09 

F02N7/08 

内燃機関の始動装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

回生効率の改良 特開2003-083148 

01.09.14 

F02D45/00,345 

減速休筒ｴﾝｼﾞﾝ車両における故障検知装置 

 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特許3481226 

01.12.12 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両における異常検知方法 

吸･排気ﾊﾞﾙﾌﾞのﾘﾌﾄ量をｾﾞﾛにする休筒運転が可

能なｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀおよびｼﾞｪﾈﾚｰﾀとして機能する

MGとを備え､ｴﾝｼﾞﾝまたはMGの少なくとも一方の

動力で走行するとともに､減速時にｴﾝｼﾞﾝを休筒

運転してMGにより回生制動を行うHEVにおいて､

ｴﾝｼﾞﾝの吸気負圧に基づいて吸気負圧ｾﾝｻあるい

はEGR制御ﾊﾞﾙﾌﾞの異常検知を行う際には､減速

時であってもｴﾝｼﾞﾝの休筒運転を禁止して吸気

負圧を発生させ､異常

検知を支障なく行え

るようにする｡ 

 



271 

表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（12/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特許3607246 

01.11.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

減速状態に応じて､全気筒運転と少なくとも1つ

以上の気筒を休止する気筒休止運転とを切替自

在な休筒ｴﾝｼﾞﾝへの燃料供給を停止させてｴﾝｼﾞﾝ

のﾎﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞﾛｽを低減しﾓｰﾀによる回生効率を向

上させるHEV制御装置

において､休筒ｴﾝｼﾞﾝ

の異常を検出する異

常検出手段により休

筒ｴﾝｼﾞﾝの異常を検出

した場合には､ﾓｰﾀの

出力制限を行うﾓｰﾀ出

力制限手段を設けて､

減速休筒ｼｽﾃﾑが作動

できないような故障

発生時にﾊﾞｯﾃﾘなどが

放電傾向となるのを

防止する｡ 

 その他の課題 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3701649 

02.11.15 

F02D17/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動力制御装置 

【課題】車両の走行状態に応じて駆動源の出力

を制御することで車両の走行安定性の保持を図

るﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置を提供する｡

【解決手段】前後輪8,9の一方を車両の運転状

態に応じて休筒可能な気筒休止ｴﾝｼﾞﾝ2及び第1

電動機3にて駆動し､前後輪8,9の他方を第2電動

機4で駆動するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動力制御装置

であって､車両の運転状態により要求駆動力を

算出する手段と､車両の運転状態により第1及び

第2電動機の駆動力を算出する手段と､前記ｴﾝｼﾞ

ﾝ2の休筒状態にお

ける要求駆動力が

第1及び第2の電動

機3,4の駆動力の和

以上の場合､前記ｴﾝ

ｼﾞﾝ2を休筒状態か

ら駆動状態に切り

換えるｴﾝｼﾞﾝ制御手

段とを備えた｡【選

択図】 図1 

  電力供給制御など 特開2004-232560 

03.01.30 

F02B67/06 

内燃機関用補機駆動装置 

   特開2004-239155 

03.02.05 

F02B67/06 

内燃機関用補機駆動装置 

車両レイアウトの

改善 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-006469 

03.06.13 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 
モ
ー
タ
ー 

 電力制御系の改良

など 

特開2003-116205 

(みなし取下) 

01.10.05 

B60L11/14 

車両用駆動装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（13/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

車両レイアウトの

改善 

エンジン運転モー

ド切替制御など 

特許3574120 

02.05.23 

F02D17/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

ｴﾝｼﾞﾝと発電可能なMGを動力源として備え､ｴﾝｼﾞ

ﾝとMGの少なくとも一方の動力を出力軸に伝達

して車両の推進力とするHEVにおいて､ｴﾝｼﾞﾝ始

動時にｴﾝｼﾞﾝ気筒の少なくとも一部の気筒を吸

排気ﾊﾞﾙﾌﾞを閉止した状態で休止する気筒休止

装置を備える事により､ｴﾝｼﾞﾝ始動に使用される

電動機を

小型軽量

化できる｡ 

  トルク 特開2005-065408 

03.08.12 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両の制御装置 

  変速機構の制御な

ど 

特開2004-254468 

03.02.21 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

 機能追加 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-151633 

03.11.12 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-030230 

03.07.08 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2004-208477 

(審査請求中) 

02.12.26 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 

   特開2005-039886 

03.07.15 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  要求トルクのマネ

ジメント 

特許3455203 

01.12.03 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

第2駆動力伝達部を､ﾓｰﾀ回転軸に対する減速比

が第1駆動力伝達部よりも大きくなるように設

定した車両駆動装置において､車速が所定の第1

下限速度以上で第1上限速度以下の場合に､ﾒｲﾝｸ

ﾗｯﾁによりｴﾝｼﾞﾝと変速機を接続し､第1ｸﾗｯﾁによ

り第1駆動軸ｷﾞｱを回転軸に接続し､第2ｸﾗｯﾁによ

り第2駆動軸ｷﾞｱを駆動軸Pに対して分離する｡さ

らに､車速が所定の第2下限速度以上で第2上限

速度以下の場合に､ﾒｲﾝｸﾗｯﾁによりｴﾝｼﾞﾝと変速

機を分離し､第1ｸﾗｯﾁにより回転軸を入力軸と一

体化し､第2ｸ

ﾗｯﾁにより第

2駆動軸ｷﾞｱ

を回転軸に

接続する操

作を行うこ

とにより､ﾓｰ

ﾀ走行ﾓｰﾄﾞを

選択可能な

速度領域を

拡大する｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（14/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3547735 

01.11.22(優先権) 

F02B67/04 

ｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑとその運転方法およびｴﾝｼﾞﾝ始動装置

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀと補機とを備えるとともに､ｴﾝｼﾞﾝの

出力軸､ﾓｰﾀの出力軸または補機の駆動軸のいず

れかをそれぞれ接続したｻﾝｷﾞﾔ､ｷｬﾘｱ7およびﾘﾝ

ｸﾞｷﾞﾔからなる3つの要素を有するﾌﾟﾗﾈﾀﾘ機構

と､その2つ以上の要素を一体化可能な結合手段

と､補機駆動軸の回転方向を一方向に規制する

回転方向規制手段とを備えたｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑであり､

ｴﾝｼﾞﾝ停止中

の補機駆動や

ｴﾝｼﾞﾝ始動及

びﾊﾞｯﾃﾘｰの充

電操作等を､

単一のﾓｰﾀと

簡易な構成と

制御で達成す

る｡ 

   特許3670253 

02.06.14 

B60K17/04 

ｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑとその運転方法およびｴﾝｼﾞﾝ始動装置

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀと補機とを備えるとともに､ｴﾝｼﾞﾝ出

力軸､ﾓｰﾀ出力軸または補機駆動軸のいずれかを

それぞれ接続したｻﾝｷﾞﾔ､ｷｬﾘｱおよびﾘﾝｸﾞｷﾞﾔか

らなる3つの要素を有するﾌﾟﾗﾈﾀﾘ機構と､その2

つ以上の要素を一体化可能なｸﾗｯﾁと､補機駆動

軸の回転方向を一方向に規制する回転方向規制

手段とを備え､前記ｸﾗｯﾁを開放した状態で､ﾓｰﾀ

の駆動制御を可能とするｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑであり､ｴﾝｼﾞ

ﾝ停止中における補機駆動やｴﾝｼﾞﾝ始動および

ﾊﾞｯﾃﾘの充電

等を､単一の

ﾓｰﾀと簡易な

構成と制御に

より達成す

る｡ 

   特許3662904 

02.11.21 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御ｼｽﾃﾑ 

ﾓｰﾀｱｼｽﾄ用駆動力配分比ﾏｯﾌﾟには､ﾓｰﾀの電力消

費量に対するｴﾝｼﾞﾝの燃料節約量の比である第1

燃費向上寄与度が最大となるようにﾓｰﾀｱｼｽﾄ用

駆動力配分比が記録されている｡発電走行用駆

動力配分比ﾏｯﾌﾟには､ﾊﾞｯﾃﾘｰ電力充電量に対す

るｴﾝｼﾞﾝの燃料消費増加量の比である第2燃費向

上寄与度が最大となるように発電走行用駆動力

配分比が記録されている｡駆動力配分ﾍﾞｰｽﾏｯﾌﾟ

には､第1燃費向上寄与

度と第2燃費向上寄与

度の大小関係に基づ

き､ﾓｰﾀｱｼｽﾄ用駆動力配

分比と発電走行用駆動

力配分比とが選択的に

記録されている｡この

ようなﾏｯﾌﾟを用いて､

HEVの走行に必要な駆

動力をｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀとに

適切に配分するととも

に､ﾊﾞｯﾃﾘへの充電を適

切に行い､燃費と効率

を向上させる｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（15/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-151633 

03.11.12 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 
モ
ー
タ
ー  車両速度のマネジ

メント 

特許3568941 

02.06.19 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝとMGを動力源として備え､その少なくとも

一方の動力を出力軸に伝達して車両の推進力と

するHEV制御装置において､ﾊﾞｯﾃﾘｰ残容量を検出

する残容量検出手段と､車速が予め設定された

ﾓｰﾀ走行許可車速以下の時にｴﾝｼﾞﾝを停止した状

態でMG動力走行する

ﾓｰﾀｸﾙｰｽﾞﾓｰﾄﾞを備え､

ﾊﾞｯﾃﾘｰ残容量が所定

値以上の場合に前記

ﾓｰﾀ走行許可車速を引

き上げるように制御

する事により､ﾓｰﾀｸﾙｰ

ｽﾞ領域を拡大し､回生

ｴﾈﾙｷﾞｰの回収を増大

させる｡ 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2003-343303 

(拒絶査定) 

02.05.29 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

   特開2005-027465 

03.07.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特許3665060 

(登録) 

03.07.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

車両の減速回生時に得られたｴﾈﾙｷﾞｰ量の積算値

である回生/ｱｼｽﾄ積算残容量の増大に応じて増

大傾向に変化する休筒拡大ｱｼｽﾄ時ﾓｰﾀ充放電ﾄﾙｸ

ﾘﾐｯﾄ補正係数､つまりﾓｰﾀによりｴﾝｼﾞﾝ出力をｱｼｽ

ﾄする際に､例えば高圧電装系のｴﾈﾙｷﾞｰ状態や車

両の運転状態等に応じて設定されるﾓｰﾀﾄﾙｸの上

限値であるｴﾈﾏﾈ放電ﾄ

ﾙｸﾘﾐｯﾄを低減させる

ように補正する補正

係数を算出し､ｴﾈﾏﾈ放

電ﾄﾙｸﾘﾐｯﾄを補正して

得た値を､休筒拡大ｱｼ

ｽﾄ用ｴﾈﾏﾈ放電ﾄﾙｸﾘﾐｯﾄ

に設定し､休筒上限ｴﾝ

ｼﾞﾝﾄﾙｸを加算するこ

とで休筒上限ﾄﾙｸを算

出制御し､燃費を改善

する｡ 

   特開2005-027468 

(特許3746775) 

03.07.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  回生効率の改良 特開2003-278910 

02.03.27 

F16H61/14,601 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（16/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 回生効率の改良 特開2004-166363 

(審査請求中) 

02.11.12 

B60L7/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

 電力制御系の改良

など 

特開2004-011596 

(審査請求中) 

02.06.11 

F02N15/02 

ｽﾀ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ装置 

モ
ー
タ
ー 

  特許3588090 

02.06.27 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝとMGを動力源として備え､ｴﾝｼﾞﾝとMGの少

なくとも一方の動力を変速機を介してｱｸｽﾙｼｬﾌﾄ

に伝達して車両の推進力とするﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両1

の制御装置において､MG走行時に際しては､MG効

率､ｴﾝｼﾞﾝﾌﾘ

ｸｼｮﾝ､変速

機伝達効率

に基づいて

変速機の変

速比を選択

する事によ

り､効率の

良い運転点

で走行を可

能とする｡ 

  トルク 特開2003-209905 

(審査請求中) 

02.01.15 

B60L7/16 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-346834 

03.05.22 

F02N11/08 

ｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

  クラッチ過渡制御 特許3515561 

02.01.15 

F16H61/14,602 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

直列に直結されたｴﾝｼﾞﾝ､ﾓｰﾀと､その回転軸に接

続され､ﾛｯｸｱｯﾌﾟｸﾗｯﾁを有するﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀ､ﾄﾗﾝｽﾐｯ

ｼｮﾝと､変速機駆動制御用機械式ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟと､ﾛｯｸ

ｱｯﾌﾟｸﾗｯﾁを駆動制御用電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟとそれらを

制御するECUで構成され､車両減速状態に応じて

電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟを作動させ､ﾛｯｸｱｯﾌﾟｸﾗｯﾁを係合状

態に設定

する事に

より､車両

減速時に､

ｴﾝｼﾞﾝ回転

数が低下

した状態

でも回生

効率の低

下を防止

する｡ 

  発電機制御の改良 特開2004-187331 

(審査請求中) 

02.11.29 

B60L7/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動力制御装置 

 走行性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2005-039886 

03.07.15 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（17/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2003-343304 

(拒絶査定) 

02.05.29 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  特開2005-051947 

03.07.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両 

モ
ー
タ
ー 

 回生効率の改良 特許3547734 

02.03.27 

F16H61/14,601 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

ｴﾝｼﾞﾝとMGの少なくとも一方の動力をﾛｯｸｱｯﾌﾟｸ

ﾗｯﾁ付きﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀ変速機を介して出力軸に伝達

して車両の推進力とし､車輪から入力される動

力をﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀ変速機を介してMGに伝達し､MGに

より回生動作を行って減速ｴﾈﾙｷﾞｰを回生ｴﾈﾙｷﾞｰ

に変換するｼｽﾃﾑにおいて､回生動作の許可･不許

可を判断する回生許可判断手段と､ﾛｯｸｱｯﾌﾟｸﾗｯﾁ

の伝達ﾄﾙｸ容量算出手段と､回生許可判断手段に

より回生許可と判断された場合に前記伝達ﾄﾙｸ

容量算出手段で算出

された伝達ﾄﾙｸ容量を

MG回生ﾄﾙｸ指令値の上

限値に制御する回生ﾄ

ﾙｸ指令上限値制御手

段とを備え制御する

事により､回生動作中

の予期しないｼｮｯｸを

防止する｡ 

  トルク 特開2002-291105 

01.03.28 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2003-138958 

(審査前置) 

01.11.05 

F02D29/06 

[1] 

車両駆動装置 

   特開2003-189413 

(審査請求中) 

01.12.12 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のﾓ-ﾀ出力制御装置 

  回転数 特開2002-303234 

01.04.04 

F02N11/08 

[1] 

ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置 

  クラッチ過渡制御 特開2003-212003 

(審査中) 

02.01.22 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

   特開2004-230955 

03.01.28 

B60K17/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2003-054279 

(審査請求中) 

01.08.10 

B60K17/356 

前後輪駆動車両の制御装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

トルク 特開2005-065409 

03.08.12 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両の制御装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（18/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

振動抑制 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3535140 

02.05.23 

F16D48/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

ｴﾝｼﾞﾝとMGを動力源として備え､ｴﾝｼﾞﾝとMGとの

少なくとも一方の動力を出力軸に伝達して車両

の推進力とすると共に､ｴﾝｼﾞﾝ動力で走行するｴﾝ

ｼﾞﾝｸﾙｰｽﾞとMG動力で走行するﾓｰﾀｸﾙｰｽﾞとを切り

替え可能なｼｽﾃﾑにおいて､ｴﾝｼﾞﾝ､MG､出力軸間で

動力を切断可能にする発進ｸﾗｯﾁを備え､ｸﾙｰｽﾞ条

件を切り替える際に､発進ｸﾗｯﾁの締結度を一旦

緩めた後に､徐々に強めて復帰させるように制

御すること

により､ｸﾗｯ

ﾁ切り替え

ｼｮｯｸを防止

する｡ 

  トルク 特開2003-284207 

(審査請求中) 

02.03.25 

B60L11/14 

ﾄﾙｸ変動制御装置及びﾄﾙｸ変動制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   特開2003-348710 

(拒絶査定) 

02.05.28 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-065408 

03.08.12 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両の制御装置 

   特開2005-065409 

03.08.12 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両の制御装置 

  センサレス 特許3485905 

01.04.26 

H02P6/16 

ﾓ-ﾀ制御装置 

所定制御ｻｲｸﾙ時に､ｾﾝｻｰ補間検知部により検知

されたﾛｰﾀ角度をﾓｰﾀｰﾛｰﾀ角度の推定値とし､次

の制御ｻｲｸﾙ以降においては､前回の制御ｻｲｸﾙに

おけるﾛｰﾀ角度とﾛｰﾀ角速度推定値を算出ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

とし､前回の制御ｻｲｸﾙにおいて算出された位相

差を解消するように､前記算出ﾊﾟﾗﾒｰﾀを更新し

て現在の制御ｻｲｸﾙにおけるﾓｰﾀｰのﾛｰﾀ角度の推

定値を算出することにより､ｾﾝｻｰを用いたﾛｰﾀ角

度の検知からｾﾝｻｰﾚｽによるﾛｰﾀ角度の検知に移

行する際のﾓｰﾀｰ挙動の不安定性を解消する｡ 

 信頼性・耐久性の

向上 

切り替えタイミン

グ・条件 

特開2002-234356 

01.02.07 

B60K17/356 

前後輪駆動車両の制御装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（19/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

信頼性・耐久性の

向上 

回転数 特許3549873 

02.06.27 

F16H61/14,601 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

ｴﾝｼﾞﾝとMGを動力源として備え､ｴﾝｼﾞﾝとMGの少

なくとも一方の動力を変速機を介してｱｸｽﾙｼｬﾌﾄ

に伝達し車両の推進力とするﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両にお

いて､ﾓｰﾀｰ温度ｾﾝｻｰで検出したMG温度に応じて､

変速機の変速比を変更してMGの回転数を変更

し､その運転

点を高回転低

ﾄﾙｸ側に制御

することによ

り､ﾓｰﾀｰ過熱

を防止する｡ 

  温度 特開2002-369578 

(審査請求中) 

01.04.04(優先権) 

H02P7/00 

[1] 

電動ﾓ-ﾀの制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装

置 

  センサレス 特許3688673 

02.10.01 

H02P6/18 

永久磁石式回転電機の制御装置 

永久磁石式ﾓｰﾀｰの回転子が回転しており､且つ

電機子電流が略零となっている状態で､回転子

の界磁方向をﾍﾞｸﾄﾙ制御処理して求められるd軸

電圧指令値が略零になるように､磁極位置検出

器により検出される磁極位置を補正した磁極位

置を用いて電機子電圧の位相を操作することに

より､永久磁石式ﾓｰﾀｰの高効率運転制御を行う｡

  切り替えタイミン

グ 

特開2003-054278 

01.08.09 

B60K17/356 

前後輪駆動車両の制御装置 

   特開2003-172443 

(拒絶査定) 

01.12.10 

F16H61/02 

車両用動力伝達制御装置 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2002-240585 

01.02.19 

B60K17/356 

前後輪駆動車両の制御装置 

   特開2005-080437 

03.09.01 

B60L3/00 

車両用ﾓ-ﾀ駆動装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（20/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

センサレス 特許3688673 

02.10.01 

H02P6/18 

永久磁石式回転電機の制御装置 

永久磁石式ﾓｰﾀｰの回転子が回転しており､且つ

電機子電流が略零となっている状態で､回転子

の界磁方向をﾍﾞｸﾄﾙ制御処理して求められるd軸

電圧指令値が略零になるように､磁極位置検出

器により検出される磁極位置を補正した磁極位

置を用いて電機子電圧の位相を操作することに

より､永久

磁石式ﾓｰ

ﾀｰの高効

率運転制

御を行う｡ 

  電力供給制御など 特開2005-027379 

(審査請求中) 

03.06.30 

H02P7/63,302 

ﾓ-ﾀ駆動装置 

 コスト低減 エンジン始動性の

改良など 

特開2004-242398 

03.02.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

車両レイアウトの

改善 

トルク 特開2004-278367 

03.03.13 

F02N15/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用内燃機関制御ｼｽﾃﾑ 

燃費性能の向上 外気温など外部環

境への対応 

特開2005-086988 

03.09.11 

B60L1/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

コスト低減 外気温など外部環

境への対応 

特開2005-086988 

03.09.11 

B60L1/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

発
電
機 

 発電機制御の改良 特開2005-094922 

03.09.17 

B60L1/00 

電源供給ｼｽﾃﾑ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

車両レイアウトの

改善 

切り替えタイミン

グ・条件 

特許3585916 

03.06.12 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の動力伝達装置 

ｴﾝｼﾞﾝから回転駆動力を伝達される複数の動力

分配器において､一方の動力分配器の入力軸とｴ

ﾝｼﾞﾝ出力軸との間の断接ｸﾗｯﾁと､他方の動力分

配器の2つの出力軸のうちの一方の出力軸と動

力出力軸との間の回転伝達を断接するｸﾗｯﾁと､

他方の動力分配器の入力軸の回転および他方の

動力分配器の出力軸の回転をそれぞれ適宜阻止

する回転規制手段とを備える｡動力分配器の出

力軸と他方の動

力分配器の出力

軸にはそれぞれ

MG1､MG2からﾄﾙｸ

が付与されるこ

とにより､種々の

形態でのﾊｲﾌﾞﾘｯ

ﾄﾞ走行を可能と

する｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（21/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

トルク 特開2004-112956 

(審査請求中) 

02.09.20 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 
駆
動
力
合
成
変
速
機 

 回転数 特許3588356 

03.06.18 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の動力伝達装置 

ｴﾝｼﾞﾝから動力分配器を経由して動力出力軸に

至る第1回転伝達系の減速比とｴﾝｼﾞﾝから動力分

配器を経由して動力出力軸に至る第2回転伝達

系の減速比とが異なるように構成されている動

力伝達装置において､車両の変速走行中にｴﾝｼﾞﾝ

が非作動状態になった時､低減速比側の第2回転

伝達系の動力分配器に接続されたﾓｰﾀｰの回転軸

の回転方向が変速走行中に逆方向に変化するの

を回転規制手段(ﾜﾝ

ｳｪｲｸﾗｯﾁ)により阻

止することにより､

高減速比側の第1回

転伝達系の動力分

配器に接続された

ﾓｰﾀｰの回転速度が

過剰に高速になる

のを防止する｡ 

  クラッチ過渡制御 特開2004-156774 

02.09.13(優先権) 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  フェイルセーフ 特許3640954 

03.06.12 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の動力伝達装置 

ｴﾝｼﾞﾝから各動力分配器の第1出力軸までの減速

比を互いに異なる値になるように構成された動

力伝達装置において､第1動力分配器第1出力軸

と､車両駆動輪に連接する動力出力軸との間に

多段減速用変速機を備え､第2動力分配器第1出

力軸から動力出力軸への回転伝達を､ｷﾞﾔまたは

回転伝達機構を介して複数段減速比で行わせ､

第1動力分配器第2出力軸と第2動力分配器第2出

力軸とにそれぞれ併設されたﾓｰﾀｰから駆動ﾄﾙｸ

や回生ﾄﾙｸを付与しつつｴﾝｼﾞﾝ出力により車両の

変速走行を行う構

成とすることによ

り､ｴﾝｼﾞﾝと動力出

力軸との間の減速

比の変化幅を大き

くできると共に､

装置構成の小型化

や経費節減を実現

できる｡ 

  変速機構の制御な

ど 

特開2005-001586 

03.06.13 

B60K17/04 

車両用駆動装置 

  性能検査システム

など 

特開2004-068858 

(みなし取下) 

02.08.02 

F16D48/02 

自動変速機のｸﾗﾂﾁ制御装置 

 機能追加 トルク 特開2004-112956 

(審査請求中) 

02.09.20 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（22/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

機能追加 トルク 特開2004-222413 

03.01.15 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-138692 

03.11.06 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の動力伝達装置 

 システム安全性の

マネジメント 

特開2005-172101 

03.12.10 

F16H61/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の変速制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3466600 

02.07.16 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

部分気筒休止可能なｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀｰの少なくとも

一方の動力を前輪に伝達して走行可能なﾊｲﾌﾞﾘｯ

ﾄﾞ車両の制御装置において､ﾊﾞｯﾃﾘｰ温度が所定

温度以下の場合に､ｴﾝ

ｼﾞﾝ駆動状態に基づい

て部分気筒休止可能

か否かを判断して､部

分気筒休止可能であ

る場合には､ｴﾝｼﾞﾝの

振動を抑制するよう

にﾓｰﾀを駆動させて

ﾊﾞｯﾃﾘｰ加温制御を同

時に行う｡ 

  クラッチ過渡制御 特開2003-111205 

01.09.28 

B60L11/14 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両の駆動力制御装置 

   特許3547732 

02.03.15 

F16H61/14,601 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動力制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝとMGとを動力源とし､これらと駆動輪との

間にﾛｯｸｱｯﾌﾟｸﾗｯﾁを備えたﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀを介して自

動変速機が配設され､車両動力源の切り替えお

よびﾛｯｸｱｯﾌﾟｸﾗｯﾁの係合度を制御する装置を備

えた駆動力制御装置であり､回生量決定情報に

より検索される目標回生量に見合ったﾛｯｸｱｯﾌﾟｸ

ﾗｯﾁの滑り率をﾌﾘｸｼｮﾝﾄﾙｸ情報からﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞ

制御により算出して､実滑り率との差分をﾌｨｰﾄﾞ

ﾊﾞｯｸ制御し

て､実際の滑

り率を調整

して､回生効

率を向上さ

せる｡ 

   特開2005-024049 

03.07.04 

F16H61/14,601 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-039884 

03.07.15 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-106266 

03.09.11(優先権) 

F16H57/02,302 

車両用駆動装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（23/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 車両速度のマネジ

メント 

特開2004-208445 

(審査請求中) 

02.12.26 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 

 システム安全性の

マネジメント 

特開2005-172101 

03.12.10 

F16H61/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の変速制御装置 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-024048 

03.07.04 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 回転数と慣性力補

正 

特許3549876 

02.08.21 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

変速機の各ｼﾝｸﾛｸﾗｯﾁの係合度合いを指示するｸ

ﾗｯﾁ油圧指令値に応じて､各ｼﾝｸﾛｸﾗｯﾁの油圧ｱｸﾁｭ

ｴｰﾀの駆動および変速機の変速動作を制御する

と共に､予め設定された各ｼﾝｸﾛｸﾗｯﾁの応答特性

に基づき､各ｼﾝｸﾛｸﾗｯﾁの作動状態の変化に応じ

て発生する駆動輪でのﾄﾙｸ変動を抑制するよう

に制御して､ﾊﾞｯﾃﾘｰ残容量に応じて､ﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰ

ﾄﾞ制御によ

りﾓｰﾀｰの駆

動ﾄﾙｸと回転

数をﾌｨｰﾄﾞ

ﾊﾞｯｸ制御を

行い､変速

ｼｮｯｸの発生

を防止する｡ 

  クラッチ過渡制御 特開2004-169782 

(審査請求中) 

02.11.19 

F16D48/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｸﾗﾂﾁ制御装置 

   特開2005-039884 

03.07.15 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-057825 

03.08.01 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  変速機構の制御な

ど 

特許3588091 

02.08.22 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の油圧制御装置 

車両の駆動力源としてのｴﾝｼﾞﾝ､MG､TC-ATと､所

定の条件下でｴﾝｼﾞﾝを自動停止始動するｴﾝｼﾞﾝ自

動停止始動手段と､変速機に油圧を供給する電

動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟと､ﾌﾞﾚｰｷｽｲｯﾁ､ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙｾﾝｻｰ､ｴﾝｼﾞﾝ

回転数ｾﾝｻｰとを備えた油圧制御装置において､ｴ

ﾝｼﾞﾝ自動停止中は変速機のｸﾗｯﾁ油圧をｸﾘｰﾌﾟ相

当圧に制御し､ﾌﾞﾚｰｷｽｲｯﾁがOFFとなりｴﾝｼﾞﾝが自

動始動された場合に､ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙが踏み込まれ

ず､ｴﾝｼﾞﾝ回転数がｱｲﾄﾞﾙ回転数以下の時には､ｸ

ﾗｯﾁ油圧をｸ

ﾘｰﾌﾟ相当圧

に保持して､

ｴﾝｼﾞﾝ再始動

時の変速機ﾄ

ﾙｸ伝達を円

滑にする｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（24/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 性能検査システム

など 

特開2004-068858 

(審査請求中) 

02.08.02 

F16D48/02 

自動変速機のｸﾗﾂﾁ制御装置 
駆
動
力
合
成
変
速
機 

振動抑制 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3466600 

02.07.16 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

部分気筒休止可能なｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀｰの少なくとも

一方の動力を前輪に伝達して走行可能なﾊｲﾌﾞﾘｯ

ﾄﾞ車両の制御装置に

おいて､ﾊﾞｯﾃﾘｰ温度が

所定温度以下の場合

に､ｴﾝｼﾞﾝ駆動状態に

基づいて部分気筒休

止可能か否かを判断

して､部分気筒休止可

能である場合には､ｴﾝ

ｼﾞﾝの振動を抑制する

ようにﾓｰﾀを駆動させ

てﾊﾞｯﾃﾘｰ加温制御を

同時に行う｡ 

  切り替えタイミン

グ 

特開2003-072403 

01.08.31 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両の動力伝達装置及びその制御方

法 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

要求トルクのマネ

ジメント 

特許3652693 

03.07.04 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ開度に対して1対1に対応し､滑らかに

変化するように設定されたﾄﾙｸ目標値を正規化

したﾊﾟｰｾﾝﾄ表示で示す目標ﾄﾙｸ割合(%)の所定の

ｴﾝｼﾞﾝ回転数毎のﾏｯﾌﾟ

を､ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ開度やｴ

ﾝｼﾞﾝ回転数に基づき

検索し､目標ﾄﾙｸ割合

(%)を取得して､目標ﾄ

ﾙｸ割合(%)に対して線

形的に対応する目標ﾄ

ﾙｸを算出制御するこ

とにより､乗員の予期

しないﾄﾙｸ変動の発生

を抑制し､応答性に優

れたﾄﾙｸを出力させ

る｡ 

   特開2005-138692 

03.11.06 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の動力伝達装置 

  クラッチ過渡制御 特開2004-129411 

(審査請求中) 

02.10.03 

B60L3/06 

電動車両の駆動力制御装置 

  フェイルセーフ 特開2005-036908 

03.07.16 

F16H48/30 

車両の駆動力配分装置 

 コスト低減 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-001532 

03.06.12 

B60K17/04 

駆動装置 

  クラッチ過渡制御 特開2004-122977 

(審査請求中) 

02.10.03 

B60H1/32,613 

車両の駆動装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（25/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

コスト低減 クラッチ過渡制御 特開2004-122978 

02.10.03 

B60K6/04,151 

車両の駆動装置 

  特開2004-156774 

02.09.13(優先権) 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

 フェイルセーフ 特開2004-122979 

02.10.03 

B60K17/04 

車両の駆動装置 

  特開2004-122980 

02.10.03 

B60K17/04 

車両の駆動装置 

  特開2005-059787 

03.08.18 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  特開2005-059788 

03.08.18 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

その他の課題 フェイルセーフ 特開2005-036908 

03.07.16 

F16H48/30 

車両の駆動力配分装置 

車両レイアウトの

改善 

複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2004-116296 

02.09.24 

F02N11/08 

車両用電源装置 
バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

 電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特許3676336 

02.10.02 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の出力制御装置 

【課題】内燃機関と走行用のﾓｰﾀとを備えるﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､蓄電装置を大型化する必

要無しに所望のﾓｰﾀ出力を得る｡【解決手段】前

輪Wf,Wfに直列に直結した内燃機関11及びﾌﾛﾝﾄ

ﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ12及びﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ13と､後輪Wr,Wrにﾘ

ｱﾃﾞﾌｧﾚﾝｼｬﾙDRを介して接続したﾘｱﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ14

とを備えてﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両1を構成した｡ﾒｲﾝﾊﾞｯﾃﾘ

のBATT出力制限値B_LimPowからﾌﾛﾝﾄﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ

12のﾌﾛﾝﾄ側出力F_POWERおよび補機出力

DV_POWERを減算して得た値を､ﾘｱ出力制限値

R_LimPowとして設定する｡車両の運転状態等に

応じて設定したﾘｱ駆動指令値R_PowCmdと､ﾘｱ出

力制限値R_LimPowとのうち､何れか小さい方の

値を､新たに､ﾘｱ駆動指令値R_PowCmdとして設定

する｡【選択図】

図1 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（26/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

機能追加 電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特許3676336 

02.10.02 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の出力制御装置 

【課題】内燃機関と走行用のﾓｰﾀとを備えるﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､蓄電装置を大型化する必

要無しに所望のﾓｰﾀ出力を得る｡【解決手段】前

輪Wf,Wfに直列に直結した内燃機関11及びﾌﾛﾝﾄ

ﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ12及びﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ13と､後輪Wr,Wrにﾘ

ｱﾃﾞﾌｧﾚﾝｼｬﾙDRを介して接続したﾘｱﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ14

とを備えてﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両1を構成した｡ﾒｲﾝﾊﾞｯﾃﾘ

のBATT出力制限値B_LimPowからﾌﾛﾝﾄﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ

12のﾌﾛﾝﾄ側出力F_POWERおよび補機出力

DV_POWERを減算して得た値を､ﾘｱ出力制限値

R_LimPowとして設定する｡車両の運転状態等に

応じて設定したﾘｱ駆動指令値R_PowCmdと､ﾘｱ出

力制限値

R_LimPowとのう

ち､何れか小さい

方の値を､新た

に､ﾘｱ駆動指令値

R_PowCmdとして

設定する｡【選択

図】図1 

 燃費性能の向上 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-104938 

02.09.11 

B60L11/18 

車両用充電制御装置 

  フェイルセーフ 特開2004-084484 

（みなし取下） 

02.08.23 

F02D29/02,321 

車両用制御装置 

 走行性能の向上 温度のマネジメン

ト 

特開2005-176484 

03.12.10 

B60L3/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特許3676336 

02.10.02 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の出力制御装置 

【課題】内燃機関と走行用のﾓｰﾀとを備えるﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､蓄電装置を大型化する必

要無しに所望のﾓｰﾀ出力を得る｡【解決手段】前

輪Wf,Wfに直列に直結した内燃機関11及びﾌﾛﾝﾄ

ﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ12及びﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ13と､後輪Wr,Wrにﾘ

ｱﾃﾞﾌｧﾚﾝｼｬﾙDRを介して接続したﾘｱﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ14

とを備えてﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両1を構成した｡ﾒｲﾝﾊﾞｯﾃﾘ

のBATT出力制限値B_LimPowからﾌﾛﾝﾄﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ

12のﾌﾛﾝﾄ側出力F_POWERおよび補機出力

DV_POWERを減算して得た値を､ﾘｱ出力制限値

R_LimPowとして設定する｡車両の運転状態等に

応じて設定したﾘｱ駆動指令値R_PowCmdと､ﾘｱ出

力制限値

R_LimPowとのう

ち､何れか小さい

方の値を､新た

に､ﾘｱ駆動指令値

R_PowCmdとして

設定する｡【選択

図】図1 

   特開2004-180394 

(審査請求中) 

02.11.26 

B60L7/14 

車載ﾓ-ﾀの回生制御装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（27/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 放電・放電深度の

マネジメント 

特開2005-176483 

03.12.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 温度等環境条件補

正 

特開2004-104937 

02.09.11 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

冷却性能の向上 温度等環境条件補

正 

特許3638263 

01.09.10 

B60L3/00 

車両駆動装置 

高圧ﾊﾞｯﾃﾘｰから電源供給を受けて駆動されるMG

により走行駆動するか､またはｴﾝｼﾞﾝ走行駆動を

補助する車両駆動装置において､ﾊﾞｯﾃﾘｰ温度が

所定温度以上の時に､ﾊﾞｯﾃﾘｰ温度と許容上限温

度との差に応じて入

出力許容電流値を設

定し､その移動平均値

が許容電流値以上の

時には､MG出力指令値

を徐々に小さくする

制御を行うことによ

り､高圧ﾊﾞｯﾃﾘｰの温度

上昇を防止する｡ 

 バッテリ状態の管

理容易化 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-102109 

(審査請求中) 

01.09.21 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  温度のマネジメン

ト 

特開2005-045857 

03.07.22 

B60L11/18 

蓄電装置の出力制御装置 

   特開2005-045858 

03.07.22 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-176484 

03.12.10 

B60L3/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2004-056962 

(審査請求中) 

02.07.23 

H02J7/00 

二次電池の充放電制御装置 

   特開2004-080909 

(審査請求中) 

02.08.19 

B60L3/00 

組電池の残容量均等化装置 

  回転数 特開2005-039887 

03.07.15 

H02P5/41,303 

ﾓ-ﾀ駆動装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-180003 

(みなし取下) 

01.12.07 

B60L3/00 

電動車両の制御装置 

   特開2003-206777 

(審査請求中) 

02.01.16 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-104938 

02.09.11 

B60L11/18 

車両用充電制御装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（28/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-229394 

(審査請求中) 

03.01.22 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  特開2004-236381 

03.01.28 

H02J7/00 

蓄電池の充放電制御装置および車両用蓄電池の

充放電制御装置 

  特開2005-045883 

03.07.24 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置  放電・放電深度の

マネジメント 

特開2003-217677 

(みなし取下) 

02.01.17 

H01M10/44 

ﾆﾂｹﾙ水素電池の充放電制御装置 

   特開2005-176483 

03.12.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  フェイルセーフ 特開2004-084484 

02.08.23 

F02D29/02,321 

車両用制御装置 

  温度等環境条件補

正 

特開2003-197269 

(みなし取下) 

01.12.25 

H01M10/42 

蓄電池の温度制御装置及び車両駆動装置 

  劣化管理 特開2003-189490 

(みなし取下) 

01.12.14 

H02J7/00,302 

蓄電装置の残容量均等化装置 

   特開2003-297435 

(審査請求中) 

02.03.29 

H01M10/48 

蓄電池の寿命予測装置および蓄電池の制御装置

  冷却系 特開2005-047489 

03.07.15(優先権) 

B60K1/04 

車両用電装ﾕﾆﾂﾄの加温冷却装置およびﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

車両 

 信頼性・耐久性の

向上 

電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2005-160271 

03.11.28 

B60L11/18 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電源装置およびﾓ-ﾀ駆動装置および車

両 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特許3567437 

02.03.28 

B60L11/14 

車両駆動装置の給電装置 

ﾒｲﾝﾊﾞｯﾃﾘ､ｻﾌﾞﾊﾞｯﾃﾘｰ､ﾊﾟﾜｰﾄﾞﾗｲﾌﾞﾕﾆｯﾄ､ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ､

ｺﾝﾀｸﾀｰおよびｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄで構成される給電装置

であり､ﾌﾟﾘﾁｬｰｼﾞｺﾝﾀｸﾀｰを閉じることでｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

電圧が所定値以上になるように駆動ｺｲﾙに駆動

電圧を供給する初期充電手段と､所定供給時間

経過後にｺﾝﾃﾞﾝｻｰ電圧が所定値未満でｻﾌﾞﾊﾞｯﾃﾘｰ

電圧が所定値以下の場合に､所定時間後に初期

充電を再実行する初期充電再実行手段とを備え

た制御を行うことにより､ｴﾝｼﾞﾝ始動時のﾌﾟﾘﾁｬｰ

ｼﾞｺﾝﾀｸﾀｰの故障

の誤判定を防止

する｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（29/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

信頼性・耐久性の

向上 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-134129 

02.10.08 

H01M10/44 

蓄電池の充放電制御装置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

回転数 特開2005-039887 

03.07.15 

H02P5/41,303 

ﾓ-ﾀ駆動装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電 

力
蓄
積
装
置 

コスト低減 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-247711 

01.02.20 

B60L11/18 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

冷却性能の向上 冷却系 特開2005-188333 

03.12.24 

F01P3/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の冷却装置 
電
力
制
御 バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-199201 

(審査請求中) 

01.12.27 

B60L1/00 

車両用電源装置 

  充放電量可視化な

ど 

特許3566252 

01.12.12 

B60L1/00 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両及びその制御方法 

ｴﾝｼﾞﾝがｱｲﾄﾞﾙ状態でMG発電量が少なく､高電圧

ﾊﾞｯﾃﾘｰの温度が規定下限温度以下である場合

に､出力可変DC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀｰを低電圧ﾓｰﾄﾞで起動

し､ｴﾝｼﾞﾝのｱｲﾄﾞﾙ回転に影響を与えない速度で

徐々に発電量を増加させるように制御し､その

後十分な発電電力が確保できた段階で､出力可

変DC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀｰの動作ﾓｰﾄﾞを低電圧ﾓｰﾄﾞから高

電圧ﾓｰﾄﾞへ切り替える操作を行うことにより､ｴ

ﾝｼﾞﾝのｱｲﾄﾞﾙ回

転の安定化と､

低温下におけ

るDC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀ

起動時の蓄電

池からの放電

を抑制する｡ 

   特開2004-104936 

(審査請求中) 

02.09.11 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

フェイルセーフ 特許3623496 

03.06.27 

B60L11/14 

車両用制御装置 

ﾓｰﾀｰ用ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ､ｴｱｺﾝ用ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ回路で構成され

る電力制御装置において､ﾓｰﾀｰ用ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ端子電

圧､蓄電装置の端子電圧､ｴｱｺﾝ用ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ端子電

圧を検出し､これら

複数の検出値のうち

で､2つの検出値の差

分値をそれぞれ算出

して､各差分値を予

め設定した閾値とそ

れぞれ比較して､閾

値を超える原因と

なった電圧検出手段

を故障と判定･特定

することにより､信

頼性を向上する｡ 

   特開2005-020960 

(特許3737495) 

03.06.27 

B60L1/00 

車両用制御装置 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（30/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力制御系の改良

など 

特開2004-072804 

(みなし取下) 

02.06.14(優先権) 

B60L11/14 

車両用ｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置 
電
力
制
御 

 フェイルセーフ 特開2004-104876 

(審査請求中) 

02.09.06 

H02P7/63,302 

ﾓ-ﾀ駆動装置 

   特許3720338 

03.06.12 

B60L3/00 

車両用制御装置 

走行用ﾓｰﾀｰを駆動するためのPDU､DC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀｰ

がﾒｲﾝｺﾝﾀｸﾀｰを介して高電圧ﾊﾞｯﾃﾘに接続された

車両の制御装置であり､走行用ﾓｰﾀの実回転数の

目標回転数よりの偏差状況により､高電圧ﾊﾞｯﾃﾘ

とDC/DCｺﾝﾊﾞｰ

ﾀへの電力供

給とPDUのｽｲｯ

ﾁﾝｸﾞｵﾝｵﾌの順

番を制御する

ことにより､ｺ

ﾝﾀｸﾀｰの劣化

防止を図る｡ 

  充放電量可視化な

ど 

特開2004-104936 

(審査請求中) 

02.09.11 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御装置 

 コスト低減 電力制御系の改良

など 

特開2004-072804 

(審査請求中) 

02.06.14(優先権) 

B60L11/14 

車両用ｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置 

   特開2004-129354 

(審査請求中) 

02.10.01 

B60L1/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特許3625789 

01.08.10 

B60L11/14 

車両の電源装置 

主ﾊﾞｯﾃﾘ､低電圧補機ﾊﾞｯﾃﾘと､主ﾊﾞｯﾃﾘからの電

圧をﾒｲﾝｺﾝﾀｸﾀを介して入力するｲﾝﾊﾞｰﾀｰ回路と､

主ﾊﾞｯﾃﾘとｲﾝﾊﾞｰﾀ回路との間に並列に設けられ

た平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻと､平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻと補機ﾊﾞｯﾃﾘ間に設

けられ､主ﾊﾞｯﾃﾘ又は平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻに蓄えられた電

気ｴﾈﾙｷﾞｰを電圧変換して補機ﾊﾞｯﾃﾘに供給し､且

つ補機ﾊﾞｯﾃﾘに蓄えられた電気ｴﾈﾙｷﾞｰを電圧変

換して平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻに供給するDC-DCｺﾝﾊﾞｰﾀと､ｲﾝ

ﾊﾞｰﾀ回路への通電を開始する前に､DC-DCｺﾝﾊﾞｰﾀ

を制御して､主ﾊﾞｯﾃﾘの蓄電電圧から所定の許容

電圧範囲の電圧になるまで平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻを充電し

た後､開閉ｽｲｯﾁを閉成させる電子制御型電力制

御装置｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（31/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

電
力 

制
御 

その他の課題 充放電量可視化な

ど 

特開2003-180002 

(審査請求中) 

01.12.10 

B60L3/00 

車両用電源装置 

車両レイアウトの

改善 

電力制御系の改良

など 

特開2005-027467 

03.07.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 
補
助
装
置  性能検査システム

など 

特開2005-069136 

03.08.26 

F02D29/02,321 

内燃機関自動始動停止制御装置 

 燃費性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3574121 

02.08.07 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ停止始動制御装置 

【課題】変速機の油圧回路のﾗｲﾝ圧を正常値に

維持することができるようにする｡【解決手

段】車両の駆動力源としてのｴﾝｼﾞﾝ2およびﾓｰﾀ･

ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ3と､変速機6と､所定の条件下でｴﾝｼﾞﾝ2

を自動停止始動するｴﾝｼﾞﾝ自動停止始動手段と､

ｴﾝｼﾞﾝ2とﾓｰﾀ･ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ3の少なくともいずれか一

方の駆動力により作動せしめられて変速機6に

油圧を供給する機械式ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ11と､ｴﾝｼﾞﾝ2の

自動停止条件が満たされたときに作動せしめら

れて変速機6に油圧を供給する電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ12

とを備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両1のｴﾝｼﾞﾝ停止始動制御

装置において､ｴﾝｼﾞﾝ運転中に､機械式ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ

11から変速機6

に油圧を供給

する油圧回路

のﾗｲﾝ圧が所定

値以下となっ

た場合には､ｴﾝ

ｼﾞﾝ1の自動停

止を禁止する｡

【選択図】図1 

  触媒の温度管理・

過熱 

特開2005-022584 

03.07.04 

B60H1/22,671 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 冷却性能の向上 冷却系 特開2004-278522 

(特許3756502) 

03.02.24(優先権) 

F01P3/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の冷却装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

放電・放電深度の

マネジメント 

特開2005-039885 

03.07.15 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両の制御装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

トルク 特許3696571 

02.04.26 

F02D29/02,321 

ｵ-ﾄﾃﾝｼﾖﾅ装置における張力制御方法 

ｴﾝｼﾞﾝのｱｲﾄﾞﾙｽﾄｯﾌﾟ条件の成立時にMGに一時的

に逆ﾄﾙｸを発生させて､ﾍﾞﾙﾄを緩めてｵｰﾄﾃﾝｼｮﾅを

伸長させた状態で制御弁ｿﾚﾉｲﾄﾞを励磁し､ｵｰﾄﾃﾝ

ｼｮﾅを収縮不能にﾛｯｸし､この状態でMGをｽﾀｰﾀﾓｰﾀ

として駆動してｴ

ﾝｼﾞﾝを始動させ

て､ﾍﾞﾙﾄｽﾘｯﾌﾟを

防止し確実な始

動を行わせる｡ｴﾝ

ｼﾞﾝ始動後はｿﾚﾉｲ

ﾄﾞを消磁してｵｰﾄ

ﾃﾝｼｮﾅを伸縮自在

にさせて､ﾍﾞﾙﾄの

耐久性の保持す

る｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（32/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

補
助
装
置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

切り替えタイミン

グ・条件 

特許3574121 

02.08.07 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ停止始動制御装置 

【課題】変速機の油圧回路のﾗｲﾝ圧を正常値に

維持することができるようにする｡【解決手

段】車両の駆動力源としてのｴﾝｼﾞﾝ2およびﾓｰﾀ･

ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ3と､変速機6と､所定の条件下でｴﾝｼﾞﾝ2

を自動停止始動するｴﾝｼﾞﾝ自動停止始動手段と､

ｴﾝｼﾞﾝ2とﾓｰﾀ･ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ3の少なくともいずれか一

方の駆動力により作動せしめられて変速機6に

油圧を供給する機械式ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ11と､ｴﾝｼﾞﾝ2の

自動停止条件が満たされたときに作動せしめら

れて変速機6に油圧を供給する電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ12

とを備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両1のｴﾝｼﾞﾝ停止始動制御

装置において､ｴﾝｼﾞﾝ運転中に､機械式ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ

11から変速機6

に油圧を供給

する油圧回路

のﾗｲﾝ圧が所定

値以下となっ

た場合には､ｴﾝ

ｼﾞﾝ1の自動停

止を禁止する｡

【選択図】図1 

  フェイルセーフ 特開2003-322229 

(審査請求中) 

02.04.26 

F16H7/12 

ﾍﾞﾙﾄ機構の異常検出装置 

  回転数 特開2003-314415 

(みなし取下) 

02.04.23 

F02N11/04 

ﾍﾞﾙﾄ機構の異常検出装置 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-168176 

02.11.20 

B60H1/32,623 

前後輪駆動車両の制御装置 

   特開2004-278390 

(審査請求中) 

03.03.14 

F04C23/02 

サンデン 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ圧縮機 

  ブレーキ負圧の発

生、ペダル 

特開2005-033866 

03.07.08 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

  性能検査システム

など 

特許3691469 

02.08.07 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の油圧回路 

変速機に油圧を供給する油圧回路において､ｴﾝ

ｼﾞﾝとﾓｰﾀｰのいずれかの駆動力により作動され

る機械式ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟと､所定の条件下で作動され

る電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟと､変

速機に油圧を供給す

る油圧制御回路と､こ

れらｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟから油

圧制御回路に油圧を

供給可能にする吐出

管と逆止弁で構成さ

れ､ｴﾝｼﾞﾝ停止中の変

速機作動油圧を安定

確保する｡ 
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表2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（33/33） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

性能検査システム

など 

特開2005-069136 

03.08.26 

F02D29/02,321 

内燃機関自動始動停止制御装置 
補
助
装
置 コスト低減 電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特許3708533 

03.07.24(優先権) 

B60L1/00 

車両の制御装置 

走行用ﾓｰﾀｰやDC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀｰ､車両補機類に電力

を供給する高電圧ﾊﾞｯﾃﾘｰと､高電圧ﾊﾞｯﾃﾘｰと走

行用ﾓｰﾀｰ間に設けられたPDUと､電力供給断続用

ﾒｲﾝｺﾝﾀｸﾀｰと､ﾒｲﾝｺﾝﾀｸﾀｰ切断時にPDU入出力電圧

に基づいて走行用ﾓｰﾀｰの回転数を制御する手段

を設置｡ 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2005-014820 

(審査請求中) 

03.06.27 

B60H1/32,623 

車両用制御装置 

 その他の課題 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-203256 

(特許3731884) 

02.12.26 

B60H1/32,623 

車両の空調ｼｽﾃﾑ 
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2.4.1 企業の概要 

商号 株式会社 日立製作所 

本社所在地 〒101-8010 東京都千代田区神田駿河台4-6 

〒100-8280 東京都千代田区丸の内1-6-6 

設立年 1920 年（大正9 年） 

資本金 2,820 億33 百万円（2005 年3 月末） 

従業員数 41,069 名（2005 年3 月末）（連結：347,424 名） 

事業内容 総合電機（情報・通信システム、電子デバイス、電力・産業システム、デ

ジタルメディア、民生機器等の製造・販売・サービス） 

世界的な自動車用総合部品メーカーである日立製作所は、ここ数年にわたって自動車部

品事業を再編・集中化している。2002年に、日産系列であった旧ユニシアジェックスを買

収し日立ユニシアオートモーティブと改称し、翌年には、日立ユニシアとトキコを本体に

吸収し、「オートモティブシステムグループ」を立ち上げ、自動車部品事業を拡大してき

た。日立製作所は、総合電機メーカーとしての経験を自動車技術に集結して、長期的に

ITS統合制御技術の実現を掲げ、自動車システム事業として、環境分野に関わるエンジン

マネジメントシステムとエレクトリックパワートレインシステム、安全分野に関わるバ

イ・ワイヤー(By-Wire)技術やセンサー技術の活用できめ細かな制御を可能にする走行制

御システム、情報分野に関わる高速・大容量データを自在に活用して利便性を高める車載

情報システムの４重点開発に取り組んでいる。 

ハイブリッド車関連事業としては、2000年に関連システムの販売を開始し、2002年には

世界初のバッテリーレスモーター４WDシステム(e-4WD)の量産を開始した。また、2004年

には、新神戸電機、日立マクセルと合弁でハイブリッド車用等のマンガン・リチウムイオ

ン二次電池や高回生能Pd電池および制御装置のマーケティング・開発・製造を行う新会社

として、「日立ビークルエナジー」を設立した。2005年６月には、小型高性能で低コスト

の高耐圧絶縁レス通信回路からなる車載リチウムイオン二次電池システムを開発しサンプ

ル出荷に踏み切っている。 

日立製作所は、ハイブリッド駆動システムサプライヤであり、インバーター等のパワー

デバイスやIGBT等のエレクトロニクス製品やバッテリー、ネオジウム系高性能モーター部

品等をトヨタ自動車や本田技研工業などに供給すると共に、トータル駆動システムサプラ

イヤとして最適なシステム構成および総合制御を提供している。 

(出典：日立製作所のホームページ http://www.hitachi.co.jp) 

 

2.4.2 製品 

 日立製作所は、焼結拡散接合法を応用したモーターロータコア製造技術を開発し、「IPM

焼結ロータ」として、本田技研工業の「シビック」搭載モーターの基幹部品に使用されて

きた。本部品は機械的強度を必要とするインナーが Fe-Cu-Ni-C 系圧粉体で、軟質磁気特

性を必要とするアウターが純鉄圧粉体で構成され、粉末焼結法により成形・拡散接合され、

2.4 日立製作所 
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接合強度を向上させたものである。さらに、2005 年には、トヨタ自動車の「ハリアーハ

イブリッド」などのリアモーター用部品の供給を開始している。 

 日立製作所におけるハイブリッド関連部品やシステムに関わる詳細仕様は公表されてい

ない。 

 

2.4.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.4.3-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する日立製作所の出願件数と発

明者数の推移を、H14 年度テーマの結果と併せて示す。出願年により上がり下がりはある

が、1990 年代後半から 2001 年にかけて、発明者数、出願件数も増加傾向にある。 

 

 日立製作所の技術開発拠点：〒319-1292 茨城県日立市大みか町７丁目１－１  

                        日立製作所日立研究所 

 

 

図2.4.3-1 日立製作所の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.4.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術における日立製作所が出願した 99

件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.4.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化した

解決手段Ⅱとの分布を示す。 

 課題が広く分布しているが、重点技術分野は、「システムマネジメントの改良」、｢エン

ジン／モーター協調制御の改良」、「モーター制御の改良」、「動力合成機構制御の改良」お

よび「バッテリー制御の改良」であり、特にパワーエレクトロニクスに関わる個別制御や

システム制御に関する出願が主体を占めている。   
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図2.4.4-1 日立製作所のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.4.4-2 日立製作所のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.4.4-1に、日立製作所のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応

特許を示す。 

 

表2.4.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（1/10） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2002-213265 

01.01.15 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  特開2002-256918 

01.02.27 

F02D29/02 

車両の駆動制御装置 

 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-251221 

(特許3746768) 

03.02.21 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

 トルク 特開2004-229408 

03.01.23 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 走行性能の向上 応答性の改良 特許3688227 

01.08.01 

F02D29/02,321 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ始動時間経過後のﾓｰﾀｰ回転速度とｽｲｯﾁﾝｸﾞ

素子のｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ温度とを常に予測推定し､これ

ら推定値に基づいてｴﾝｼﾞﾝ始動時間経過後にﾓｰ

ﾀｰがﾛｯｸ状態にあって､且つ､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ制限が必要

と判定されると､直ちにｴﾝｼﾞﾝを始動するように

制御することにより､ﾓｰﾀｰがﾛｯｸ状態にあってﾄﾙ

ｸ制限が必要となる時点ではｴﾝｼﾞﾝ始動を完了し

直ちにﾄﾙｸを発生することができる｡その結果､

ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ制限にともなって不足する車両駆動ﾄﾙｸ

をｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸで直ちに補うことができ､ﾓｰﾀｰがﾛｯｸ

状態に

なった

時の車

両駆動

ﾄﾙｸの

低下を

防止で

きる｡ 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2003-106194 

01.09.28 

F02D41/06,335 

車両用の内燃機関の制御装置 

   特開2004-218555 

03.01.16 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 排気性能の向上 排気のマネジメン

ト 

特許3721088 

01.03.01 

F02D29/02 

日立カ－エンジニア

リング 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀ兼発電機とを動力源に備えるﾊｲﾌﾞﾘｯ

ﾄﾞ車両の制御装置において､ｴﾝｼﾞﾝ吸気管､ｼﾘﾝﾀﾞ

内､排気管及び触媒の中に残留するｶﾞｽの浄化を

行う残留排気浄化手段を備え､例えば､ｱｸｾﾙ開度

判定手段の出力信号に基づいてｴﾝｼﾞﾝ吸気管､ｼﾘ

ﾝﾀﾞ内､排気管､触媒に

残留している排ｶﾞｽを

浄化して､ｱｲﾄﾞﾙｽﾄｯﾌﾟ

時におけるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

特有の排気悪化の改善

を図る｡ 
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表2.4.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（2/10） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

排気性能の向上 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2003-003888 

(審査請求中) 

01.06.22 

F02D41/06,335 

車両の制御装置 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-101449 

02.09.12 

G01F1/68 

発熱抵抗体式気体流量測定装置の計測誤差補正

方法および診断方法 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-262410 

01.03.02 

B60L11/14 

車両の制御装置 

振動抑制 エンジン始動性の

改良など 

特開2004-251222 

03.02.21 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の始動制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-218555 

03.01.16 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2002-256913 

(審査中) 

01.02.28 

F02D13/02 

車両駆動装置 

  トルク 特開2003-209906 

(みなし取下) 

02.01.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特許3694682 

02.07.03 

B60K41/00,301 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の制御装置 

有段歯車式の変速機を有するHEVにおいて､気筒

間やｻｲｸﾙ間の着火ばらつきの大きい圧縮着火燃

焼ﾓｰﾄﾞ時､燃焼ﾓｰﾄﾞ切換え時､変速切換え時等で

ｴﾝｼﾞﾝ出力軸ﾄﾙｸを適宜検出し､車両の駆動力変

動分を推定する｡この駆動力変動分をﾓｰﾀなどの

駆動力補正手段

によって補正す

ることで､効率

が良く､かつ車

両の乗り心地や

駆動力性能に優

れた車両走行を

行う｡ 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-101449 

02.09.12 

G01F1/68 

発熱抵抗体式気体流量測定装置の計測誤差補正

方法および診断方法 

 その他の課題 トルク 特開2003-231419 

(審査請求中) 

02.02.08 

B60K17/04 

車両駆動制動ｼｽﾃﾑ 

  発電機制御の改良 特開2003-274511 

(みなし取下) 

02.03.15 

B60L11/14 

車両用発電機の制御装置 
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表2.4.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（3/10） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

車両レイアウトの

改善 

要求トルクのマネ

ジメント 

特許3621916 

01.06.19(優先権) 

B60L11/14 

自動車の動力伝達装置 

歯車式変速機は､ｴﾝｼﾞﾝから第1摩擦ｸﾗｯﾁを介し

て動力が伝達される第1入力軸と､ｴﾝｼﾞﾝから第2

摩擦ｸﾗｯﾁを介して動力が伝達される第2入力軸

と､第1入力軸と出力軸との間及び第2入力軸と

出力軸との間に複数の歯車列を有する｡第1入力

軸と第2入力軸にはそれぞれ第1ﾓｰﾀと第2ﾓｰﾀが

接続されており､これら2つのﾓｰﾀから複数の歯

車列を介して出力軸に動力が伝達される｡これ

ら構成により､歯車

列に設けられた噛み

合いｸﾗｯﾁを切り換え

る際に要求されるﾓｰ

ﾀの最大ﾄﾙｸを小さく

することができ､ﾓｰﾀ

の小型化と燃費低減

と運転性能の両立を

図る｡ 

 燃費性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3651847 

01.07.09 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の動力伝達装置 

ｴﾝｼﾞﾝ､MG､差動歯車装置と変速装置とを備え､差

動歯車装置の第1軸をMG出力軸に､第2軸をﾌﾞﾚｰｷ

を介してｹｰｽ(固定体)に､第3軸を第1ｸﾗｯﾁを介し

てｴﾝｼﾞﾝと第2ｸﾗｯﾁを介して変速装置に接続し､ｴ

ﾝｼﾞﾝとMGとを第3ｸﾗｯﾁを介して接続した駆動力

合成変速ｼｽﾃﾑであり､運転条件に応じてこれら

締結要素の締結状態を切り換えることにより､

良好な運

転性能を

得る｡ 

  電力供給制御など 特許3695342 

01.04.11 

H02P6/18 

電動機の制御装置 

ｲﾝﾊﾞｰﾀから同期電動機に印加される電圧をPWM

信号によって制御する制御装置に､PWM搬送波に

同期して検出される同期電動機の電流検出値に

基づいて磁極位置を推定する搬送波同期型磁極

位置推定手段と､同期電動機の同電位状態を利

用した磁極位置推定手段と､前記2種類の磁極位

置推定手段を切換える磁極位置切換手段とを備

えた高応答,高精度,高効率に電動機の回転子磁

極位置を推定

することがで

きる電動機制

御装置｡ 
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表2.4.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（4/10） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 電力供給制御など 特開2003-033075 

01.07.10 

H02P6/18 

同期ﾓ-ﾀ制御装置および電気自動車 

  特開2004-229395 

(審査請求中) 

03.01.22 

H02P6/24 

ﾓ-ﾀ/ｼﾞｴﾈﾚ-ﾀの制御装置および制御方法 

モ
ー
タ
ー 

 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-161364 

01.11.27 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2003-220841 

(審査請求中) 

02.01.28 

B60K17/04 

[1] 

四輪駆動制御装置 

 走行性能の向上 エンジン始動性の

改良など 

特開2005-184944 

03.12.18 

B60L11/14 

車両用制御装置及び車両用制御方法 

  トルク 特開2003-164008 

(特許3726051) 

01.11.28 

B60L11/14 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2004-023887 

(審査請求中) 

02.06.17 

B60L11/14 

車輪駆動制御装置 

   特開2004-254375 

03.02.18 

B60L15/20 

車両の駆動力制御装置 

 排気性能の向上 トルク 特開2003-199208 

(みなし取下) 

01.12.25 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-161364 

01.11.27 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 冷却性能の向上 温度 特開2004-166415 

02.11.14 

H02P6/08 

日産自動車 

ﾓ-ﾀ-駆動制御装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

発電機制御の改良 特開2004-229354 

03.01.20 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 振動抑制 トルク 特許3626432 

(登録) 

01.08.01 

B60L9/18 

日立カ－エンジニア

リング,日産自動車 

車両用ﾓ-ﾀ制御装置および車両用ﾓ-ﾀ制御装置の

診断方法 

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ､MG､ﾓｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾗから

なるﾓｰﾀｰ制御系において､ﾓｰ

ﾀｰ最大駆動周波数以上の周

波数領域のﾓｰﾀ制御指令値を

用いてﾄﾙｸ比較機能の診断を

行うことにより､d軸に電流

が流れてもﾓｰﾀｰが駆動する

ことはないので､車両挙動へ

の影響を防止しつつ､ﾄﾙｸ比

較機能の診断制御を行える｡ 
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表2.4.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（5/10） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

振動抑制 トルク 特開2003-088152 

(審査請求中) 

01.09.12 

H02P5/00 

日産自動車 

車両の制御装置 

  特開2003-219514 

(審査請求中) 

02.01.21 

B60L15/20 

日産自動車 

電気自動車の制御装置 

モ
ー
タ
ー 

 電力供給制御など 特開2005-130556 

03.10.21 

H02K23/40 

日立カ－エンジニア

リング 

直流電動機およびそれを用いた電動車両 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-359904 

01.05.31 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置および制御方法 

 信頼性・耐久性の

向上 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2002-262534 

(審査請求中) 

01.02.28 

H02K21/16 

回転電機及びそれを搭載した車両 

  センサレス 特開2003-023800 

01.07.06 

H02P21/00 

ﾓ-ﾀ制御装置及びﾓ-ﾀの制御方法 

  電力供給制御など 特開2003-061210 

(審査中) 

01.08.20 

B60L11/14 

日立カ－エンジニア

リング,日産自動車 

車両駆動ｱｼｽﾄ制御装置及びそれを備えた電動車

両 

   特開2005-065349 

03.08.11 

H02P6/16日産自動車

同期ﾓ-ﾀ制御装置 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力のマネジメン

ト 

特開2003-348709 

(特許3744882) 

02.05.24 

B60L11/14 

[1] 

車輪駆動制御装置 

  フェイルセーフ 特開2003-153401 

(審査請求中) 

01.11.07 

B60L3/00 

日立カ－エンジニア

リング 

電気車の制御装置及び制御方法 

 コスト低減 センサレス 特開2003-037990 

(審査中) 

01.07.24 

H02P6/16 

ﾓ-ﾀ制御装置 

  電力供給制御など 特開2002-325493 

(審査請求中) 

01.04.27 

H02P7/63,303 

日立カ－エンジニア

リング 

ﾓ-ﾀ制御装置 

 その他の課題 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-011686 

01.07.02 

B60K17/356 

車両の駆動制御装置 
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表2.4.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（6/10） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

その他の課題 トルク 特開2004-254374 

03.02.18 

B60L11/14 

4輪駆動車の制御装置 
モ
ー
タ
ー 

  特開2005-186756 

03.12.25 

B60K17/35 

4輪駆動装置 

発
電
機 

機能追加 応答性の改良 特許3591532 

02.12.20 

B60K17/35 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車及びその駆動装置 

前後輪の一方を回転駆動するｴﾝｼﾞﾝによって回

転駆動される第2発電機とその出力を直接受け

て回転駆動され､前後輪の他方を回転駆動する

ﾓｰﾀｰと,電気的に第2発電機とﾓｰﾀｰの回転駆動を

制御する四輪駆動制御装置からなる駆動系にお

いて､ｴﾝｼﾞﾝが過負荷状態の場合に､四輪駆動制

御装置で第2発電機の出力を制限させることに

より､4

輪駆動

車の走

行性能

を向上

させる｡ 

  発電機制御の改良 特開2004-096932 

(審査請求中) 

02.09.03 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

   特開2004-262345 

03.03.03 

B60K17/356 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の駆動制御装置 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2005-184869 

03.12.16 

B60L1/00 

車両用電源ｼｽﾃﾑ,車両の電源制御装置及び車両

の電源制御方法 

 コスト低減 電力制御系の改良

など 

特開2003-139026 

(審査請求中) 

01.11.05 

F02N11/04 

[2] 

電動発電装置およびこれを搭載した自動車 

 その他の課題 発電機制御の改良 特開2004-096932 

(審査請求中) 

02.09.03 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

車両レイアウトの

改善 

クラッチ過渡制御 特開2003-113932 

(みなし取下) 

01.10.09 

F16H61/02 

自動変速機,制御方法,自動車 

 フェイルセーフ 特開2005-125920 

03.10.23 

B60K17/04 

車両用出力伝達装置及びそれを用いた車両駆動

用電機ｼｽﾃﾑ 

  特開2005-125921 

03.10.23 

B60K17/04 

車両用動力伝達装置及びそれを用いた車両駆動

用電機ｼｽﾃﾑ 

 発電機制御の改良 特開2004-312854 

03.04.04 

B60L11/14 

車両用電動駆動装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

機能追加 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-266959 

03.03.03 

B60L11/14 

車両の駆動装置 
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表2.4.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（7/10） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

機能追加 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-266960 

03.03.03 

B60L11/14 

車両の駆動装置 

  特開2004-266975 

03.03.04 

B60L11/14 

車両の駆動装置 

  特開2004-297844 

03.03.25 

B60L11/14 

車両の駆動装置 

 回転数と慣性力補

正 

特開2004-274917 

03.03.10 

B60L11/14 

車両の駆動装置 

 切り替えタイミン

グ 

特開2004-266958 

03.03.03 

B60L11/14 

車両の駆動制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 変速機構の制御な

ど 

特開2004-218487 

03.01.10 

F02D29/02 

4輪駆動制御装置 

 燃費性能の向上 電力供給制御など 特許3651846 

01.07.05 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の動力伝達装置 

ｴﾝｼﾞﾝ出力軸を遊星歯車機構のﾘﾝｸﾞｷﾞｱ､MG出力

軸をｻﾝｷﾞｱ､変速装置出力軸をﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷｬﾘｱにそれ

ぞれ接続し､ｴﾝｼﾞﾝとMGの出力軸間を断続する第

1ｸﾗｯﾁ､MG出力軸とｻﾝｷﾞｱ間を断続する第2ｸﾗｯﾁ

と､ｻﾝｷﾞｱとｹｰｽ間に配置したﾌﾞﾚｰｷとを備え､運

転条件に応じ

てこれら締結

要素の締結状

態を切り換え

ることにより

運転性能を向

上する｡ 

  変速機構の制御な

ど 

特開2005-076875 

03.09.04 

F16H3/097 

日立カ－エンジニア

リング 

ｱｸﾃｲﾌﾞｼﾌﾄ変速機,変速機制御装置､および自動

車 

   特開2005-155508 

03.11.27 

F02D29/02 

日立カ－エンジニア

リング 

自動車､及びその制御装置､並びにその駆動力伝

達装置 

 走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-159967 

(みなし取下) 

01.11.28 

B60K41/28 

車両用制御装置,車両の制御方法,車両の動力伝

達装置 

   特開2004-270593 

03.03.10 

F02D29/06 

車両の駆動装置 

  回転数と慣性力補

正 

特開2004-225563 

03.01.20 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  応答性の改良 特開2004-304971 

03.04.01 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ四輪駆動車の制御装置およびﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

四輪駆動車 

  回生効率の改良 特開2003-074685 

01.09.05 

F16H61/02 

補助駆動装置およびこれを搭載した自動車 
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表2.4.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（8/10） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

  特開2004-225564 

03.01.20 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 クラッチ過渡制御 特開2004-182101 

(取下) 

02.12.04 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の制御装置および制御方法 

  特開2004-293584 

03.03.25 

F16D47/04 

ｸﾗﾂﾁ及びそのｸﾗﾂﾁを備えたﾓ-ﾀ四輪駆動車 

  特開2004-293795 

02.12.09(原出願) 

F16H61/04 

日立カ－エンジニア

リング 

自動変速ｼｽﾃﾑおよび自動車 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-254450 

03.02.21 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 排気性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特開2004-225563 

03.01.20 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 振動抑制 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3638876 

01.03.01 

B60K6/04,110 

[5] 

車両の駆動装置及び車両 

自動MTに遊星歯車と2個の

MGを配して､各変速段の間

を無段変速することによ

り､ｴﾝｼﾞﾝ出力を用いて､変

速時のﾄﾙｸ中断を埋合わせ

ることを可能とし､変速

ｼｮｯｸの低減とﾓｰﾀｰの小型

化が可能となる｡ 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

切り替えタイミン

グ・条件 

特開2002-321542 

(審査請求中) 

01.04.25 

B60K17/356 

車両の駆動制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2003-097693 

01.09.26 

F16H61/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 コスト低減 応答性の改良 特開2005-014797 

03.06.27 

B60K41/28 

日立カ－エンジニア

リング 

変速機の制御装置,変速機､および自動車 

  変速機構の制御な

ど 

特開2005-076875 

03.09.04 

F16H3/097 

日立カ－エンジニア

リング 

ｱｸﾃｲﾌﾞｼﾌﾄ変速機,変速機制御装置､および自動

車 

   特開2005-155508 

03.11.27 

F02D29/02 

日立カ－エンジニア

リング 

自動車､及びその制御装置､並びにその駆動力伝

達装置 

 その他の課題 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-262305 

03.02.28 

B60K41/02 

車両の駆動装置 
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表2.4.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（9/10） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

電力のマネジメン

ト 

特開2003-259549 

(審査請求中) 

02.02.28 

H02J3/00 

車両 

冷却性能の向上 温度等環境条件補

正 

特開2002-262582 

01.02.28 

H02M7/48 

電力変換装置の冷却方法および装置とその冷却

装置を備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

バッテリ状態の管

理容易化 

フェイルセーフ 特開2004-215459 

(審査請求中) 

03.01.08 

H02J7/02 

電源制御装置 

  劣化管理 特開2004-138586 

(審査請求中) 

02.10.21 

G01R31/36 

新神戸電機 

二次電池評価方法および蓄電装置 

   特開2004-271410 

(審査請求中) 

03.03.11 

G01R31/36 

電気車のﾊﾞﾂﾃﾘ制御装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

放電・放電深度の

マネジメント 

特開2003-070179 

01.08.29 

H02J7/02 

新神戸電機 

蓄電装置及びその制御方法 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-215459 

(審査請求中) 

03.01.08 

H02J7/02 

電源制御装置 

 コスト低減 電力のマネジメン

ト 

特開2004-320995 

(審査請求中) 

03.04.04(優先権) 

B60L11/14 

日立カ－エンジニア

リング 

車両用電動駆動装置及びｴﾝｼﾞﾝ･ﾓ-ﾀ複合型の四

輪駆動装置 

  回生効率の改良 特開2004-312853 

(審査請求中) 

03.04.04 

B60L11/14 

車両駆動ﾕﾆﾂﾄ及び車両駆動装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-222433 

03.01.16 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  放電・放電深度の

マネジメント 

特開2003-070179 

01.08.29 

H02J7/02 

新神戸電機 

蓄電装置及びその制御方法 

電力

制御 

車両レイアウトの

改善 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-070260 

01.08.28 

H02M7/48 

日立カ－エンジニア

リング 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀ回路 

 信頼性・耐久性の

向上 

回転数 特開2003-180095 

(審査請求中) 

01.12.07 

H02P7/63,302 

電圧駆動型PWMｲﾝﾊﾞ-ﾀの制御装置 
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表2.4.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（10/10） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

温度のマネジメン

ト 

特開2005-184977 

(審査請求中) 

03.12.19 

H02M7/48 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置およびこれを用いた車両 
電
力
制
御 

 フェイルセーフ 特開2005-006464 

(審査請求中) 

03.06.13 

H02H7/20 

電力制御用半導体素子の保護装置及びそれを備

えた電力変換装置 

車両レイアウトの

改善 

トルク 特開2004-262346 

03.03.03 

B60K17/35 

ﾓ-ﾀ四輪駆動車の駆動制御装置 
駆
動
方
式 機能追加 フェイルセーフ 特開2004-262372 

03.03.03 

B60K41/02 

車両の駆動装置 

 走行性能の向上 フェイルセーフ 特開2004-262373 

03.03.03 

B60K17/356 

車両の駆動装置 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-094865 

(審査請求中) 

03.09.16 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両及びそのｼｽﾃﾑ 
補
助
装
置 

排気性能の向上 冷却系 特開2004-218600 

03.01.17 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の冷却装置 
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2.5.1 企業の概要 

商号 アイシン・エィ・ダブリュ 株式会社 

本社所在地 〒444-1192 愛知県安城市藤井町高根10番地 

設立年 1969年（昭和44年） 

資本金 264 億 80 百万円（2005 年 3 月）  

従業員数 9,979 名（2004 年 12 月）  

事業内容 オートマチック・トランスミッションおよびカーナビの製造・販売 

 

アイシン・エィ・ダブリュはアイシン精機グループに属し、オートマチック・トランス

ミッションのサプライヤーである。2002年には、コンパクトタイプの６速ATを発表し、FF、

FRともそのシリーズ化を図り、トヨタ自動車を始めとして世界中のカーメーカーへ供給し

てきている。さらに、同社は､子会社のR&D会社であるエクォス・リサーチを開発拠点とし

て、カーナビゲーションの開発に取り組んできており、1992年には、世界初のボイスナビ

ゲーションシステムを発表し、その後そのシステムを取り込んだITSカーナビゲーション

システムを製品化し、世界的に事業展開している。 

同社のハイブリッド車関連製品としては、FF車向けの２モーターハイブリッドシステム

がある。２モーターハイブリッドシステムは、シリーズハイブリッドとパラレルハイブ

リッドの長所を融合した新しい方式のハイブリッドシステムであり、駆動用(65kw)と発電

用(28kw)の２個のモーターとインバーターとをトランスアクスル内に一体的にパッケージ

したものである。本システムは「HD-10」と呼ばれ、アイシン・エィ・ダブリュが86年以

降開発を進め、2004年にフォードが「Escape Hybrid」に搭載し発売したものである。 

「HD-10」は２個のモーターを使い、遊星歯車機構でエンジンとモーターの駆動力を組

み合わせるという点ではトヨタ自動車の「THSⅡ」と同様であるが、エンジン、発電機、

モーターを同軸上に配置する「THSⅡ」とは異なり、駆動用モーターをディファレンシャ

ルギア側に配置し、３軸FF用変速機のようなレイアウトにしてあるのが特徴であり、既存

車両を大きく変更せずにハイブリッドシステムを搭載可能であるといわれている。遊星ギ

アはサンギアを発電機に、キャリアをエンジン、リングギアを駆動用モーターに接続した

方式である。 

アイシン・エィ・ダブリュは、コミューターなどの電気自動車向けにも、EV駆動システ

ム、超小型車用ホイールモーターシステムや20kWコミュータ車用ドライブシステム(モー

ター、減速機、差動装置、パーキング機構をコンパクトに一体化したEV駆動システム）等

を提供している。 

(出典：アイシン・エィ・ダブリュのホームページ http://www.aisin-aw.co.jp/index.html) 

 

2.5 アイシン・エィ・ダブリュ



308 

2.5.2 製品例 

表2.5.2-1に、アイシン・エィ・ダブリュが開発した２モーターハイブリッドシステム

「HD-10」の基本仕様を示す。 

 

表2.5.2-1 アイシン・エィ・ダブリュが開発した２モーターハイブリッドシステム仕様 

 駆動モーター 発電機モーター 

種類 永久磁石型同期電動機 

最大出力（kW） 65 28 

冷却方式 油冷（内部循環）＋ 水冷 

(出典：アイシン・エィ・ダブリュのホームページ http://www.aisin-aw.co.jp/index.html) 

 

 

2.5.3 研究開発拠点と研究者 

図2.5.3-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するアイシン・エィ・ダブリュ

の出願件数と発明者数の推移を、H14年度本テーマのデータと併せて示す。2001年以降、

研究者を投入し、ハイブリッドシステム「HD-10」の開発と実車搭載化に注力してきた状

況がうかがえる。2001年には、年間40件を超える出願を行っているが、その主体は、走行

性能向上のためのモーター制御の改良に関する出願である。 

 

 アイシン・エィ・ダブリュの技術開発拠点：〒444-1192 愛知県安城市藤井町 

              高根 10 番地 アイシン・エィ・ダブリュ本社内 

 

 

図2.5.3-1 アイシン・エィ・ダブリュの出願件数と発明者数 
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2.5.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.5.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術におけるアイシン・エィ・ダブリュ

が出願した 90 件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.5.4-2 に課題Ⅰと解決手段

Ⅰを細分化した解決手段Ⅱとの分布を示す。 

｢走行性能の向上｣課題に対する、｢エンジン／モーター協調制御の改良｣と「モーター制

御の改良」に関する出願が多く、ついで、「振動抑制」、｢信頼性・耐久性の向上｣や

「フェイルセーフ・安全性の向上」課題に対応する「モーター制御の改良」に関する出願

が多い。同社におけるハイブリッドシステムの開発においては、モーター制御に関わる技

術開発が最重要と認識され開発されてきた経緯がうかがえる。 

 

 

 

 

図2.5.4-1 アイシン・エィ・ダブリュのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する 

課題と解決手段Ⅰ 
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図2.5.4-2 アイシン・エィ・ダブリュのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する 

課題と解決手段Ⅱ 
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表2.5.4-1に、アイシン・エィ・ダブリュのハイブリッド電気自動車の制御技術の技術

要素別課題対応特許を示す。 

 

表2.5.4-1 アイシン・エィ・ダブリュの技術要素別課題対応特許（1/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 外部情報との協調 特開2004-248455 

03.02.14 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動制御ｼｽﾃﾑ 

 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2002-295283 

01.03.30 

F02D41/04,310 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両用駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車

両用駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 点火時期 特開2004-204682 

02.12.20 

F02D29/02 

車輌の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2005-016505 

03.06.06(優先権) 

F02D29/02,321 

車両駆動制御装置､車両駆動制御方法及びその

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特許3703409 

01.07.06 

B60L11/14 

ダイハツ工業 

自走車両の運転制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝで駆動される発電機とﾊﾞｯﾃﾘｰ電力で走行

用ﾓｰﾀや補助機器を駆動するHEVｼｽﾃﾑにおいて､

ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電状態検出値が閾値を下回ると､その

検出値が低いほど大きくなるように充電用必要

動力を求め､その情報に基づいてｴﾝｼﾞﾝ作動を制

御し充電制御を行うことにより､ｴﾝｼﾞﾝに対して

充電用必要

動力を要求

する状態が

不必要に長

く継続する

ことを防止する｡ 

 走行性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2004-211575 

02.12.27 

F02D29/02,321 

車輌の制御装置 

  フェイルセーフ 特開2005-117779 

03.10.07 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2002-295280 

(拒絶査定) 

01.03.30 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両用駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車

両用駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   特開2002-305805 

(拒絶査定) 

01.03.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両用駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車

両用駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  トルク 特開2002-335604 

(審査請求中) 

01.03.08(優先権) 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動装置の制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 振動抑制 フェイルセーフ 特開2005-117779 

03.10.07 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-111206 

(審査請求中) 

01.10.01 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-360608 

03.06.05 

F02D45/00,345 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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表2.5.4-1 アイシン・エィ・ダブリュの技術要素別課題対応特許（2/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

電力供給制御など 特開2005-065362 

03.08.12 

H02K11/00 

電動駆動装置､電動駆動制御装置及び電動駆動

制御方法 

燃費性能の向上 電力供給制御など 特開2003-018704 

01.06.29 

B60L9/18 

電動機械駆動制御装置､電動機械駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

モ
ー
タ
ー 

走行性能の向上 外部情報との協調 特開2002-305806 

(拒絶査定) 

01.03.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両用駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車

両用駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-211600 

02.12.27 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

  トルク 特開2002-247707 

01.02.20 

B60L11/14 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2002-300702 

01.03.29 

B60L11/18 

電動車両用駆動装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両用駆動

装置 

   特開2002-305804 

(拒絶査定) 

01.03.30 

B60L11/14 

電動車両用駆動制御装置､電動車両用駆動制御

方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   特開2002-364401 

01.06.06 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2002-369313 

01.06.11 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動装置及びその制御方法 

   特開2002-369314 

01.06.11 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2003-254110 

(審査請求中) 

01.12.26(優先権) 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   特開2004-211605 

02.12.27 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

  回転数 特開2004-076592 

(審査請求中) 

02.08.09 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用の制御装置 

  発電機制御の改良 特開2004-316693 

03.04.11 

F16H3/72 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 冷却性能の向上 冷却系 特開2004-215432 

03.01.07 

H02K9/19 

トヨタ自動車 

ﾓ-ﾀ冷却ｼｽﾃﾑ及び発電機冷却ｼｽﾃﾑ 

 バッテリ状態の管

理容易化 

温度 特開2004-320881 

03.04.15 

B60L11/14 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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表2.5.4-1 アイシン・エィ・ダブリュの技術要素別課題対応特許（3/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

振動抑制 トルク 特開2002-309982 

01.04.11 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  特開2003-018706 

01.06.29 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  特開2003-182405 

(審査請求中) 

01.12.19 

B60K41/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

モ
ー
タ
ー 

  特開2004-211605 

02.12.27 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

  回転数 特開2003-169404 

(審査請求中) 

01.11.30 

B60L11/14 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  放電・放電深度の

マネジメント 

特開2003-250290 

(審査請求中) 

02.02.22 

H02P6/08 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 信頼性・耐久性の

向上 

トルク 特開2003-199206 

(みなし取下) 

01.12.25 

B60L9/18 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   特開2003-199207 

(みなし取下) 

01.12.26 

B60L11/14 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   特開2003-259509 

(審査請求中) 

02.02.28 

B60L11/18 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  回転数 特開2003-092802 

01.09.18 

B60L9/18 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   特開2003-143707 

(みなし取下) 

01.10.31 

B60L11/14 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  電力供給制御など 特開2003-164010 

(審査請求中) 

01.11.26 

B60L11/18 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-215390 

02.12.27 

B60L3/00 

電動駆動制御装置､電動駆動制御方法及びその

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  センサレス 特開2004-112942 

(審査請求中) 

02.09.19 

H02P6/12 

電動機械制御装置､電動機械制御方法及びその

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  電力供給制御など 特開2003-047107 

01.08.01 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  冷却系 特開2004-215432 

03.01.07 

H02K9/19 

トヨタ自動車 

ﾓ-ﾀ冷却ｼｽﾃﾑ及び発電機冷却ｼｽﾃﾑ 
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表2.5.4-1 アイシン・エィ・ダブリュの技術要素別課題対応特許（4/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

コスト低減 電力供給制御など 特開2005-065362 

03.08.12 

H02K11/00 

電動駆動装置､電動駆動制御装置及び電動駆動

制御方法 
モ
ー
タ
ー 

  特開2005-186733 

03.12.25 

B60K6/04,100 

車両駆動装置及びその駆動方法 

振動抑制 発電機制御の改良 特開2004-080849 

(審査請求中) 

02.08.09 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

信頼性・耐久性の

向上 

発電機制御の改良 特開2003-061206 

01.08.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  特開2004-080849 

(審査請求中) 

02.08.09 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

発
電
機 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2002-271911 

01.03.08 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両及びその制御方法 

車両レイアウトの

改善 

車両速度のマネジ

メント 

特開2005-132365 

(審査請求中) 

02.08.02(原出願) 

B60K17/04 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置並びにそれを搭載した自動車

 トルク 特開2004-330847 

03.05.06 

B60K17/04 

ｽﾌﾟﾘﾂﾄ形駆動装置 

 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

WO2003/053734 

01.12.21(優先権) 

B60L15/20 

電動車両駆動制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 切り替えタイミン

グ 

特許3650089 

02.08.02 

B60K17/04 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置並びにそれを搭載した自動車

ｴﾝｼﾞﾝ出力を､制御用ﾓｰﾀｰを制御することにより

動力分配用ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔで無段変速して出力軸に

伝達する駆動装置において､駆動用ﾓｰﾀｰMGの出

力を､自動変速装置により2段の減速回転に変速

して出力軸に入

力させる事によ

り､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ及び

回転数を小型ﾓｰ

ﾀｰで対応可能な

範囲に制御で

き､小型化が可

能となる｡ 

  フェイルセーフ 特開2004-353781 

03.05.29 

F16H61/02 

トヨタ自動車 

車輌用駆動装置 

   特開2005-090667 

03.09.18 

F16H61/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の変速制御装置 

   特開2005-170227 

03.12.10 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置 

 機能追加 性能検査システム

など 

特開2005-162002 

03.12.02 

B60K17/344 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置､及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置を搭

載した自動車 
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表2.5.4-1 アイシン・エィ・ダブリュの技術要素別課題対応特許（5/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2005-006377 

03.06.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車

両駆動制御方法 

 回転数と慣性力補

正 

特開2004-353782 

03.05.29 

F16H61/02 

トヨタ自動車 

車輌用駆動装置 

 フェイルセーフ 特開2005-090667 

03.09.18 

F16H61/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の変速制御装置 

  特開2005-170227 

03.12.10 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置 

 変速機構の制御な

ど 

特開2003-165359 

(審査請求中) 

01.11.30 

B60K41/14 

自動変速機制御装置､自動変速機制御方法及び

そのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

走行性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-215396 

02.12.27 

B60L11/14 

車輌の制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特開2004-215402 

02.12.27 

B60L11/14 

車輌の制御装置 

   特開2005-061224 

03.08.08 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

  応答性の改良 特開2004-364454 

03.06.06 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車

両駆動制御方法 

  トルク 特開2004-215404 

02.12.27 

B60L11/14 

車輌の制御装置 

   特開2004-330848 

03.05.06 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置 

   特開2004-364453 

03.06.06 

B60L15/20 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  クラッチ過渡制御 特開2003-074683 

01.08.31 

F16H61/02 

車輌の制御装置 

   特開2003-074688 

01.08.31 

F16H61/06 

車輌の制御装置 

   特開2003-074689 

01.08.31 

F16H61/06 

車輌の制御装置 
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表2.5.4-1 アイシン・エィ・ダブリュの技術要素別課題対応特許（6/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 切り替えタイミン

グ 

特許3650089 

02.08.02 

B60K17/04 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置並びにそれを搭載した自動車

ｴﾝｼﾞﾝ出力を､制御用ﾓｰﾀｰを制御することにより

動力分配用ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔで無段変速して出力軸に

伝達する駆動装置において､駆動用ﾓｰﾀｰMGの出

力を､自動変速装置により2段の減速回転に変速

して出力軸に入力させる事により､ﾓｰﾀｰﾄﾙｸ及び

回転数を小型ﾓｰ

ﾀｰで対応可能な

範囲に制御でき､

小型化が可能と

なる｡ 

振動抑制 性能検査システム

など 

特開2005-162002 

03.12.02 

B60K17/344 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置､及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動装置を搭

載した自動車 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-312935 

03.04.09 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 クラッチ過渡制御 特開2003-130209 

(審査請求中) 

01.10.24 

F16H61/18 

車両のﾚﾝｼﾞ切り替え装置 

   特開2004-210123 

02.12.27 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌の制御装置 

  フェイルセーフ 特開2005-105957 

03.09.30 

F02D29/02 

電動車両駆動制御装置及び電動車両駆動制御方

法 

  操作系・表示系 特開2003-130210 

(審査請求中) 

01.10.25 

F16H61/18 

車両のﾚﾝｼﾞ切り替え装置 

 その他の課題 外部情報との協調 特開2002-310274 

(審査請求中) 

01.04.11 

F16H61/02 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝ用電子制御装置の補給ｼｽﾃﾑ､ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝ

用電子制御装置､ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽｻ-ﾊﾞ及び端末 

燃費性能の向上 トルク 特開2003-035361 

(審査請求中) 

01.04.26(優先権) 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-056867 

02.07.17 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両制御ｼｽﾃﾑ 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

信頼性・耐久性の

向上 

外気温など外部環

境への対応 

特開2004-135417 

02.10.09 

B60L15/20 

車輌の制御装置 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

回転数 特開2003-199212 

(審査請求中) 

01.12.26 

B60L11/18 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  フェイルセーフ 特開2003-257552 

(審査請求中) 

02.02.28 

H01R13/64 

ｺﾈｸﾀ誤挿し検出装置､ｺﾈｸﾀ誤挿し検出方法及び

そのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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表2.5.4-1 アイシン・エィ・ダブリュの技術要素別課題対応特許（7/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

コスト低減 電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2003-299210 

(審査請求中) 

02.03.29 

B60L11/18 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動装置の制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
バ
ッ
テ
リ
ー
等
電

力
蓄
積
装
置 その他の課題 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-056867 

02.07.17 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両制御ｼｽﾃﾑ 

信頼性・耐久性の

向上 

エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2003-193878 

(審査請求中) 

01.12.26 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両駆動制御装置､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両

駆動制御方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
電
力
制
御 

 トルク 特開2003-061203 

01.08.10 

B60L3/00 

電動車両駆動制御装置､電動車両駆動制御方法

及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2005-057817 

03.08.01 

H02P6/16 

電動駆動制御装置､電動駆動制御方法及びその

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   特開2005-057818 

03.08.01 

H02P6/12 

電動駆動制御装置､電動駆動制御方法及びその

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 その他の課題 充放電量可視化な

ど 

特開2005-012908 

03.06.18 

H02M7/48 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀﾉｲｽﾞ除去装置 

車両レイアウトの

改善 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2003-240110 

(審査請求中) 

02.02.18 

F16H61/02 

車輌の制御装置 
補
助
装
置 

走行性能の向上 エアコン・灯火類

等車両補機 

特許3700776 

01.12.07 

F02D29/02,321 

車両の駆動制御装置 

作動油の油温により､

ｴﾝｼﾞﾝ自動停止時の電

動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟとMG駆動

による機械式ｵｲﾙﾎﾟﾝ

ﾌﾟの駆動条件を指示

し､駆動油圧を所定油

圧以上に維持する事

により､ﾎﾟﾝﾌﾟ系のｻｲ

ｽﾞｱｯﾌﾟをしなくても

安定して摩擦係合要

素の係合によるｼｮｯｸ

の発生を防止できる｡ 

   特開2003-172444 

(審査請求中) 

01.12.07 

F16H61/02 

車両の駆動制御装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

性能検査システム

など 

特開2003-263333 

(審査請求中) 

02.03.08 

G06F11/18,310 

演算部監視ｼｽﾃﾑ､演算部監視方法及びそのﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑ 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

性能検査システム

など 

特開2005-121067 

03.10.15 

F16H61/12 

電動車両駆動制御装置及び電動車両駆動制御方

法 

 コスト低減 性能検査システム

など 

特開2004-201421 

02.12.19 

B60L11/14 

車両駆動制御装置､車両駆動制御方法及びその

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 



318 

 

 

 

2.6.1 企業の概要 

商号 株式会社 デンソー 

本社所在地 〒448-8661 愛知県刈谷市昭和町1-1 

設立年 1949年（昭和24年） 

資本金 1,874億円（2005年3月末） 

従業員数 33,310名（2005年3月末）（連結：104,183名） 

事業内容 各種自動車部品（空調・エンジン関係等）、ITS関連機器・システム、住

宅・工業用空調機器、FA関連製品等の製造・販売 

デンソーは、トヨタグループ自動車用電装部品メーカーの中核企業であり、パワートレ

イン機器、電気機器､電子機器、熱機器(エアコン等）、ITS、電装用小型モーターなどの

自動車用機器とシステム製品を世界的規模で事業展開している。 

デンソーは1997年に発売されたトヨタプリウス以降、トヨタ自動車に対して量産ハイブ

リッド車の部品を提供してきている。2003年に発売された第二代新型プリウス用として、

世界で初めて開発した電動コンプレッサを供給しており、この他、電流センサーや電池冷

却ファン、電動ウォーターポンプなどの電装部品を数多く提供してきている。 

さらに2005年には、大型ハイブリッド車用を対象として、ハイブリッドコントロールコ

ンピュータシステム、電池監視ユニット、DC-DCコンバータ、電動コンプレッサ等を開発

し製品化した。これらは、車両の大型化やハイブリッドシステムの高出力化に対応した製

品で、トヨタハリアーハイブリッドやクルーガーハイブリッドに実装されている。 

ハイブリッドコントロールコンピュータシステムは、エンジン制御、高電圧電池制御、

ハイブリッドシステム制御を一体化したものであり、ハイブリッドシステムの動力全体を

制御するユニットである。本ユニットはトヨタ自動車と共同開発したものであり、従来の

電池ユニットが備えていた高電圧電池の電圧、電流、温度センシング機能を有する電池監

視ユニットを電池近傍に配置することにより制御ユニットを小型化したものである。 

DC-DCコンバータは、ハイブリッド車の動力源用主電池の高電圧(288V)を低電圧に変換

して補機電池(12V)を充電するとともに12V系負荷のライト、ワイパー、ホーンなどを動作

させるためのもので、開発したDC-DCコンバータは、車両の大型化に伴い出力電流を従来

の100Aから120Aに高出力化したにもかかわらず、約10％の小型化に成功している。 

電動コンプレッサは内蔵モーターで駆動させることによりエンジン停止中でもエアコン

を作動することができ、ハイブリッド車のようにアイドリングストップ機能を持つ車に対

して快適な空調と省燃費性の両立を可能にした装置である。開発した電動コンプレッサは、

内蔵モーターを駆動するインバータを一体化しており、従来コンプレッサと比較して体積

を約60％減少している。本コンプレッサは豊田自動織機と共同開発したものであり、イン

バータの一体化や回路の簡素化や高密度実装（３次元配線など）によるインバータの小型

化、従来水冷していたパワー素子をエアコン用冷凍サイクルの低温冷媒によって冷却する

放熱方法の簡略化、内蔵モーター等の個別部品の小型化によって大幅な小型化を達成でき

たとしている。       (出典：デンソーのホームページ http://www.denso.co.jp) 

2.6 デンソー
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2.6.2 製品 

 デンソーのハイブリッド車向け製品の詳細仕様に関する公開情報は無い。 

 

 

2.6.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.6.3-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するデンソーの出願件数と発明

者数の推移を、14 年度本テーマと併せて示す。1990 年代後半から、発明者数も 1999 年を

除いて増加しており、ハイブリッド車の制御技術の開発が進められ、現在まで続いている。 

 

 デンソーの技術開発拠点：〒448-8661 愛知県刈谷市昭和町 1-1 デンソー本社内 

 

 

図2.6.3-1 デンソーの出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.6.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術におけるデンソーが出願した 68 件

について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.6.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化した解

決手段Ⅱとの分布を示す。 

 「燃費性能の向上」課題に対する「システムマネジメントの改良」や「その他の要素の

制御の改良」に関する出願が多いが、全てエアコンを主体とした補機制御に関連したもの

である。また、「冷却性能向上」や「コスト低減」課題に対応した「その他の要素の制御

の改良」に関する出願の主体も､補機冷却やエアコン制御に関わるものである。 

 

0

10

20

30

40

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

出願年

出
願

件

数

・

発

明
者

数

出願件数 発明者数



320 

図2.6.4-1 デンソーのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.6.4-2 デンソーのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.6.4-1に、デンソーのハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特

許を示す。 

 

表2.6.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（1/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-084514 

（みなし取下） 

02.08.26 

F02D29/02,341 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

  特開2004-137905 

02.10.15 

F02D45/00,395 

車両用制御装置 

 トルク 特開2003-301725 

(審査請求中) 

02.02.06(優先権) 

F02B37/10 

ｴﾝｼﾞﾝ複合回転電機 

走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2002-303169 

01.04.04 

F02D29/00 

内燃機関の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-084514 

02.08.26 

F02D29/02,341 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

  回転数 特開2002-213592 

01.01.12 

F16H61/02 

トヨタ自動車 

[3] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の機関回転速度制御装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-269213 

(審査請求中) 

02.03.15 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝ自動停止再始動装置 

 排気性能の向上 排気のマネジメン

ト 

特開2003-148206 

(審査請求中) 

01.11.15 

F02D41/14,310 

内燃機関の制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2003-148201 

(審査請求中) 

01.11.12 

F02D41/06,330 

内燃機関の排気浄化装置 

 冷却性能の向上 冷却系 特開2002-276362 

01.03.19 

F01P3/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶ-のｴﾝｼﾞﾝ冷却装置 

   特開2002-276364 

01.03.14 

F01P7/14 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車の冷却装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

排気のマネジメン

ト 

特開2003-148206 

(審査請求中) 

01.11.15 

F02D41/14,310 

内燃機関の制御装置 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2002-332910 

01.05.02 

F02D45/00,380 

自動車用制御装置間の通信ｼｽﾃﾑ 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2002-285905 

01.03.27 

F02D45/00,374 

車両制御ｼｽﾃﾑ 
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表2.6.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（2/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2002-291296 

01.03.28 

H02P9/08 

車両用内燃機関始動装置 

燃費性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2003-341336 

(審査請求中) 

02.05.29 

B60H1/00,101 

車両用空調装置 

 電力制御系の改良

など 

特開2002-356151 

(審査請求中) 

01.05.30 

B60T8/00 

トヨタ自動車 

車輌の制動力制御装置 

モ
ー
タ
ー 

 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-239859 

(みなし取下) 

02.02.15 

F04B35/00 

日本自動車部品総合

研究所 

圧縮機のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ 

  発電機制御の改良 特開2004-336885 

03.05.07 

H02P7/63,303 

トヨタ自動車 

動力出力装置､ﾓ-ﾀ駆動方法およびﾓ-ﾀの駆動制

御をｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀに実行させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録

したｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ読取り可能な記録媒体 

 走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-047396 

03.07.29 

B60K6/04,553 

車両用変速装置 

  トルク 特開2002-204503 

01.01.09 

B60L11/14 

トヨタ自動車 

車両用動力装置の制御装置 

   特開2004-236462 

03.01.31 

B60L11/14 

車両の制御装置 

 振動抑制 回転数 特開2003-079197 

01.08.30 

H02P9/30 

車両用回転電機装置 

  電力供給制御など 特開2005-117876 

02.10.17(優先権) 

H02P7/63,302 

交流回転電機装置 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

回転数 特開2003-009573 

01.06.20 

H02P6/12 

車両用同期機の制御装置 

燃費性能の向上 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-147460 

(審査請求中) 

02.10.25 

H02J7/14 

車両用電源制御装置 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-147460 

(審査請求中) 

02.10.25 

H02J7/14 

車両用電源制御装置 

発
電
機 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力制御系の改良

など 

特開2004-124914 

(審査請求中) 

02.10.07 

F02D29/02,321 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟｼｽﾃﾑ 

 コスト低減 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-345415 

(審査請求中) 

03.05.20 

B60K25/06 

自動車の補機駆動装置 
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表2.6.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（3/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2003-214464 

(審査請求中) 

02.01.17 

F16D48/02 

トヨタ自動車 

車両の制御装置 

車両レイアウトの

改善 

複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2004-194475 

(審査請求中) 

02.12.13 

H02M7/48 

トヨタ自動車 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置 

 放電・放電深度の

マネジメント 

特開2003-079059 

01.08.30 

H02J7/00 

車載組電池制御装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2004-260908 

(審査請求中) 

03.02.25 

B60L11/14 

車両用電気系の管理方法 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-249900 

(審査請求中) 

03.02.21 

B60R16/02,670 

車両用電源装置 

  冷却系 特許3695438 

02.10.15 

B60K6/04,130 

移動体の冷却ｼｽﾃﾑ 

ｴﾝｼﾞﾝ廃熱で稼動する

冷凍機でﾊﾞｯﾃﾘｰを冷

却する｡ｴﾝｼﾞﾝから吸

熱し､その吸熱した熱

により可動する冷凍

機によってﾊﾞｯﾃﾘｰを

冷却する｡これによ

り､空調風を用いて

ﾊﾞｯﾃﾘｰを冷却する場

合に比べて､ﾊﾞｯﾃﾘｰ冷

却ｼｽﾃﾑを稼動させる

に必要なｴﾈﾙｷﾞｰを大

幅に低減できる｡ 

 冷却性能の向上 冷却系 特許3695438 

02.10.15 

B60K6/04,130 

移動体の冷却ｼｽﾃﾑ 

ｴﾝｼﾞﾝ廃熱で稼動する冷凍機でﾊﾞｯﾃﾘｰを冷却す

る｡ｴﾝｼﾞﾝから吸熱

し､その吸熱した

熱により可動する

冷凍機によって

ﾊﾞｯﾃﾘｰを冷却す

る｡これにより､空

調風を用いてﾊﾞｯﾃ

ﾘｰを冷却する場合

に比べて､ﾊﾞｯﾃﾘｰ

冷却ｼｽﾃﾑを稼動さ

せるに必要なｴﾈﾙ

ｷﾞｰを大幅に低減

できる｡ 
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表2.6.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（4/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

冷却性能の向上 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2005-053369 

(審査請求中) 

03.08.05 

B60H1/32,623 

車両用ﾊﾞﾂﾃﾘ冷却ｼｽﾃﾑ 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-238106 

01.02.14 

B60L11/14 

日本自動車部品総合

研究所 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の電池状態制御方法 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置   特開2002-281687 

01.03.21 

H02J7/02 

トヨタ自動車 

充電状態制御方法及び装置 

   特開2002-315211 

01.04.10 

H02J7/02 

日本自動車部品総合

研究所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用組電池状態制御方法 

   特開2003-070178 

01.08.27 

H02J7/02 

充電状態調整装置及び充電状態検出装置 

 信頼性・耐久性の

向上 

劣化管理 特開2003-092840 

01.09.18 

H02J7/02 

組電池制御装置 

 その他の課題 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-023939 

（みなし取下） 

02.06.19 

B60L3/00 

車載用表示機器制御装置 

電
力
制
御 

機能追加 トルク 特開2004-242371 

(審査請求中) 

03.02.03 

B60L11/14 

トヨタ自動車 

前後輪駆動装置 

車両レイアウトの

改善 

冷却系 特開2005-113831 

03.10.09 

F01P7/16,501 

日本自動車部品総合

研究所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車用冷却ｼｽﾃﾑ 
補
助
装
置 

 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-124707 

(審査請求中) 

01.11.30(優先権) 

F04B49/06,341 

日本自動車部品総合

研究所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｺﾝﾌﾟﾚﾂｻ装置 

 機能追加 電力制御系の改良

など 

特開2002-356157 

(審査請求中) 

01.05.30 

B60T8/58 

トヨタ自動車 

車輌用制動制御装置 

 燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2004-147379 

(審査請求中) 

02.10.22 

B60L1/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用空調装置 

   特開2004-155264 

(審査請求中) 

02.11.05 

B60H1/32,622 

車両用空調装置 
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表2.6.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（5/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 温度のマネジメン

ト 

特開2005-138635 

03.11.04 

B60H1/22 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車用空調装置 
補
助
装
置  外部情報との協調 特開2005-030369 

(審査請求中) 

03.07.11 

F02D29/06 

環境保全貢献ｼｽﾃﾑ､車載装置､回生電力活用ｼｽﾃ

ﾑ､および回生発電の価値還元方法 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-017666 

(審査請求中) 

02.06.12 

B60H1/22,671 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｺﾝﾌﾟﾚﾂｻ装置およびﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｺﾝﾌﾟﾚﾂｻの

制御方法 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-003407 

(審査請求中) 

02.04.26(優先権) 

F04B27/14 

日本自動車部品総合

研究所 

車両用複合型補機およびその制御装置 

   特開2004-136699 

(審査請求中) 

02.10.15 

B60H1/32,623 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用空調装置 

   特開2004-278459 

(審査請求中) 

03.03.18 

F04B35/00 

日本自動車部品総合

研究所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動補機およびその制御装置 

   特開2005-067306 

03.08.21 

B60H1/22,671 

車両用空調装置 

 排気性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2004-147379 

(審査請求中) 

02.10.22 

B60L1/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用空調装置 

 冷却性能の向上 温度のマネジメン

ト 

特開2004-203280 

(審査請求中) 

02.12.26 

B60H1/32,623 

車両用空調装置 

  冷却系 特開2004-345606 

(審査請求中) 

03.05.26 

B60K11/04 

車両用冷却ｼｽﾃﾑ 

   特開2004-346831 

(審査請求中) 

03.05.22 

F01P3/20 

車両用冷却ｼｽﾃﾑ 

 バッテリ状態の管

理容易化 

電力のマネジメン

ト 

特開2004-155264 

(審査請求中) 

02.11.05 

B60H1/32,622 

車両用空調装置 

 振動抑制 回転数 特開2003-165330 

(審査請求中) 

01.11.28 

B60H1/32,623 

自動車用補機駆動装置 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-068668 

(審査請求中) 

02.08.05 

F04B49/06,341 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用ｺﾝﾌﾟﾚﾂｻ制御装置 
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表2.6.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（6/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

信頼性・耐久性の

向上 

性能検査システム

など 

特開2003-214905 

(審査請求中) 

02.01.23 

G01D52/45,102 

回転検出装置 
補
助
装
置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2005-140084 

03.11.10 

F02D29/02 

車両の制御装置 

  性能検査システム

など 

特開2002-206457 

01.01.12 

F02D45/00,376 

車両制御装置 

   特許3722107 

02.10.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型車両 

ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ装置が､車両現在位置がｴﾝｼﾞﾝ駆動を

規制する道路上又はｴﾘｱ内､規制時間帯である場

合と判断した場合､制御装置と擬音発生装置を

介して､ｴﾝｼﾞﾝ作

動擬音がｽﾋﾟｰｶｰ

から車両外部に

出力され､歩行者

や軽車両の乗員

等がﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型

車両の接近に気

付きにくくなら

ないようにする｡ 

 コスト低減 冷却系 特開2005-113831 

03.10.09 

F01P7/16,501 

日本自動車部品総合

研究所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車用冷却ｼｽﾃﾑ 

  エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2004-084659 

(審査請求中) 

02.07.04(優先権) 

F02D29/06 

日本自動車部品総合

研究所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ駆動補機ｼｽﾃﾑの制御装置 

   特開2004-124707 

(審査請求中) 

01.11.30(優先権) 

F04B49/06,341 

日本自動車部品総合

研究所 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｺﾝﾌﾟﾚﾂｻ装置 

   特開2004-276908 

03.02.28(優先権) 

B60H1/32,622 

車両用空調装置の圧縮機制御ｼｽﾃﾑ 

 その他の課題 温度のマネジメン

ト 

特開2005-059797 

03.08.19 

B60H1/08,621 

車両用空調装置 

  外部情報との協調 特開2005-030369 

(審査請求中) 

03.07.11 

F02D29/06 

環境保全貢献ｼｽﾃﾑ､車載装置､回生電力活用ｼｽﾃ

ﾑ､および回生発電の価値還元方法 

  電力制御系の改良

など 

特開2005-165422 

03.11.28 

G08G1/16 

衝突可能性判定装置 
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表2.6.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（7/7） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

補
助
装
置 

その他の課題 エアコン・灯火類

等車両補機 

特許3633482 

01.01.16 

F02D29/04 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両およびその空調装置 

車両窓ｶﾞﾗｽの防曇制

御をｴﾝｼﾞﾝ駆動空調装

置が実行中には､空調

装置以外の車両の状

況にかかわらずｴﾝｼﾞﾝ

を運転させ､防曇制御

を実行していない時

には､停車時にｱｲﾄﾞﾘﾝ

ｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実行し省燃

費化を図る｡ 

   特開2004-203147 

(審査請求中) 

02.12.24 

B60H1/32,623 

日本自動車部品総合

研究所 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｺﾝﾌﾟﾚﾂｻ装置 

   特開2005-082126 

03.09.11 

B60K17/04 

自動車の補機駆動装置 
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2.7.1 企業の概要 

商号 三菱自動車工業 株式会社 

本社所在地 〒108-8410 東京都港区港南2-16-4 

設立年 1970年（昭和45年） 

資本金 6,423 億円（2005 年 11 月）  

従業員数 12,094 名（2005 年 11 月）（ 連結：36,970 名）  

事業内容 乗用車および関連部品の開発・製造・販売 

（トラック、バスは2003年1月より三菱ふそうトラック・バス株式会社として分社化） 

  

三菱自動車は、1970年に三菱重工業から独立した自動車製造メーカーである。 

2003年にトラックやバスなど大型車事業を分社化して、三菱ふそうトラック・バスを設

立した。ドイツのダイムラー・クライスラー社と資本提携関係にあったが､最近解消され

た。しかし、技術提携関係は現在も継続されている。 

三菱自動車におけるハイブリッド開発の歴史は古く、1990年代初頭からシリーズ型ハイ

ブリッド車に的を絞った開発が進められた。その後、一時、パラレル型ハイブリッド乗用

車の開発も手掛けたが､その後、開発の軸足をシリーズ型トラックやバスの実用車の市販

化に変更した。これらの技術は、三菱ふそうトラック・バスに受け継がれ､実用化されて

いる。なお、三菱自動車は並行して、リチウムイオン電池の開発も手掛け、実車搭載によ

る実用性能試験を行っており、具体的には、インホイールモーターとリチウムイオン電池

をコア技術とした次世代型電気自動車の開発(三菱自動車はこれらを総称して「MIEV」と

呼んでいる)を目指している。電力供給形態として、燃焼エンジンを使用するハイブリッ

ド車、外部からのバッテリー充電を利用する電気自動車、燃料電池車とあるが、それらに

共通のコア技術である電力～駆動系技術として、車両レイアウトの自由度の大きいイン

ナーローター式やアウターローター式のインホイールモーターとエネルギー密度などの性

能面で有利なリチウムイオン電池の組合せ技術の開発にポイントを置いている。 

インホイールモーターを４輪に搭載することにより、複雑な機械駆動系(トランスミッ

ション、ドライブシャフト、デファレンシャルギヤ等)を必要としない４輪駆動システム

が可能になり、各輪の駆動力や制動力を高度に独立制御することができるため、高い運動

性能を得ることができるとしている。 

三菱自動車は、後輪インホイールモーター駆動実験車「コルトEV」や４輪駆動アウター

ローター式の「ランサーエボリューションMIEV」を試作し走行試験を行っており、実用性

評価データを蓄積している。 

(出典：三菱自動車のホームページ http://www.mitsubishi-motors.co.jp/) 

 

2.7.2 製品例 

 現在のところ､製品化されたものはない。 

2.7 三菱自動車 
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2.7.3 技術開発拠点と研究者 

図2.7.3-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する三菱自動車の出願件数と発

明者数の推移を、H14年度テーマの結果と併せて示す。 

1999年をピークに、出願件数や発明者数が減少しており、当面の実車化目標が無い現状

を反映した状況になっている。 

 

 三菱自動車の技術開発拠点：〒108-8410 東京都港区港南二丁目 16 番 4 号 三菱自動車 

              本社内 

 

図2.7.3-1 三菱自動車の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.7.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.7.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術における三菱自動車が出願した 43

件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.7.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化した

解決手段Ⅱとの分布を示す。 

「燃費性能の向上」や｢走行性能の向上」および｢排気性能向上」課題に対して、「シス

テムマネジメントの改良」、｢その他のシステム制御の改良」、「エンジン制御の改良」

および「モーター制御の改良」に関する出願が多い。 
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図2.7.4-1 三菱自動車工業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段 
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図2.7.4-2 三菱自動車工業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電力のマネジメント

要求トルクのマネジメント

車両速度のマネジメント

温度のマネジメント

排気のマネジメント

システム安全性のマネジメント

外気温など外部環境への対応

外部情報との協調

切り替えタイミング・条件

回転数と慣性力補正

応答性の改良

フェイルセーフ

エンジン始動性の改良など

複数電力蓄積デバイスの選択使用･協調制御

電力蓄積デバイス間の収支マネジメント

回生効率の改良

電力制御系の改良など

燃料噴射量・燃料カット

点火時期

触媒の温度管理・過熱

触媒の流量・排気還流

エンジン運転モード切替制御など

トルク

回転数

温度

フェイルセーフ

センサレス

電力供給制御など

充電のマネジメント(含むSOC)

放電・放電深度のマネジメント

フェイルセーフ

故障頻度低減

温度等環境条件補正

劣化管理

充放電量可視化など

クラッチ過渡制御

切り替えタイミング

フェイルセーフ

変速機構の制御など

発電機制御の改良

冷却系

エアコン・灯火類等車両補機

ブレーキ負圧の発生、ペダル

操作系・表示系

性能検査システムなど

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善

機
能
追
加

燃
費
性
能
向
上

走
行
性
能
向
上

排
気
性
能
向
上

冷
却
性
能
向
上

バ
ッ

テ
リ
状
態
の

管
理
容
易
化

振
動
抑
制

信
頼
性
・
耐
久
性
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・

安
全
性
の
向
上

コ
ス
ト
低
減

そ
の
他
の
課
題

モーター制御
の改良

バッテリー制御
の改良

動力合成機構制御
の改良

その他の要素の
制御の改良

システムマネジメ
ントの改良

エンジン／モータ
協調制御の改良

その他のシステム
制御の改良

エンジン制御
の改良

解決手段Ⅰ/Ⅱ

課
題
Ⅰ

1 1

2 2

1

1 2

1 1

3 1 1 1

1 1

2 1 1

1

1

1

1 3

1

1 1 1

1 2 1

1 1 1

1 1

1

1

1

1 1

1
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表2.7.4-1に、三菱自動車工業のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題

対応特許を示す。 

 

表2.7.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（1/5） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 応答性の改良 特開2004-092456 

(審査請求中) 

02.08.30 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の出力制御装置 

 回生効率の改良 特開2003-083112 

01.09.06 

F02D29/02,341 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-092455 

(審査請求中) 

02.08.30 

F02B37/18 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の出力制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

走行性能の向上 排気のマネジメン

ト 

特開2005-113709 

03.10.03 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-113710 

03.10.03 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  応答性の改良 特開2004-092456 

(審査請求中) 

02.08.30 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の出力制御装置 

  回生効率の改良 特開2003-083112 

01.09.06 

F02D29/02,341 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2002-339774 

01.05.18 

F02D29/02,341 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特許3705361 

02.01.31 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

加熱触媒が低温の場合に電気ﾋｰﾀに通電して加

熱触媒を昇温させるとともに､ﾓｰﾀによってｴﾝｼﾞ

ﾝを回転させ､加熱触媒が昇温された時点で燃料

を供給してｴﾝｼﾞﾝを作

動させる事により､､

加熱触媒を搭載したﾊ

ｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の冷態始

動時の運転者の違和

感を解消する｡ 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特許3458850 

01.09.06 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

車両減速時に自動変速機の変速ﾚﾝｼﾞが所定の自

動変速ﾚﾝｼﾞ(Dﾚﾝｼﾞ)あるいは所定の自動変速ﾚﾝ

ｼﾞよりもﾊｲ側の変速ﾚﾝｼﾞにある時には､ｴﾝｼﾞﾝへ

の吸入空気量を増大方向に制御し､所定の自動

変速ﾚﾝｼﾞよりもﾛｰ側の変速ﾚﾝｼﾞ(Dsﾚﾝｼﾞ､Lﾚﾝｼﾞ)

にある時には､所定の自動変速ﾚﾝｼﾞにあるとき

よりもｴﾝｼﾞﾝへの吸入空気量を少量にするよう

に制御する事によ

り､車両減速時の

ﾓｰﾀ回生効率の向

上とｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷを

利かせたきびきび

した走りを両立さ

せる｡ 
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表2.7.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（2/5） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-011552 

(審査請求中) 

02.06.07 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの始動装置 

  特開2004-332564 

(審査請求中) 

03.04.30 

F02D41/06,310 

ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置 

排気性能の向上 排気のマネジメン

ト 

特開2005-113709 

03.10.03 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

  特開2005-113710 

03.10.03 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  回生効率の改良 特開2004-245135 

(審査請求中) 

03.02.14 

F01N3/02,341 

車両用の電力制御装置 

  電力制御系の改良

など 

特開2002-285883 

01.03.27 

F02D29/06 

三菱自動車エンジニ

アリング 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2003-343253 

(審査請求中) 

02.05.28 

F01N3/24 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の排気浄化装置 

  触媒の温度管理・

過熱 

特開2005-120887 

03.10.16 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

  触媒の流量・排気

還流 

特開2005-120889 

03.10.16 

F02D29/02 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

 振動抑制 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-245045 

(審査請求中) 

03.02.10 

F02D9/02,315 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

機能追加 点火時期 特開2004-300956 

03.03.28 

F02D29/06 

ｴﾝｼﾞﾝのｱｲﾄﾞﾙ制御装置 

 回転数 特開2004-300957 

(審査請求中) 

03.03.28 

F02D41/16 

ｴﾝｼﾞﾝのｱｲﾄﾞﾙ制御装置 

モ
ー
タ
ー 

燃費性能の向上 回生効率の改良 特開2003-299205 

(審査請求中) 

02.03.29 

B60L7/14 

[2] 

電気自動車の回生制御装置 

  トルク 特開2004-009887 

(審査請求中) 

02.06.06 

B60H1/32,623 

車両用ｺﾝﾌﾟﾚﾂｻ駆動装置 
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表2.7.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（3/5） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 回転数 特開2004-248382 

(審査請求中) 

03.02.12 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

 電力供給制御など 特開2004-243838 

(審査請求中) 

03.02.12 

B60K6/04,120 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

モ
ー
タ
ー 

  特開2004-243839 

(審査請求中) 

03.02.12 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

  クラッチ過渡制御 特開2004-249937 

(審査請求中) 

03.02.21 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

  性能検査システム

など 

特開2003-087904 

01.09.07 

B60L7/24 

三菱自動車エンジニ

アリング 

電気自動車の制御装置 

 走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2004-324574 

(審査請求中) 

03.04.25 

F02D29/02,341 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の制御装置 

 振動抑制 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3711927 

01.12.12 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

走行用動力源としてｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀｰを備えたﾊｲﾌﾞ

ﾘｯﾄﾞ車両において､加速時に駆動系の共振が発

生するような運転

状態が成立した場

合に､共振を抑制

すべく制御応答性

や正確性の高いﾓｰ

ﾀｰﾄﾙｸを複数段ﾉｽ

ﾃｯﾌﾟ状に可変制御

することにより､

加速性を損なうこ

となく共振ﾚﾍﾞﾙを

低減する｡ 

  切り替えタイミン

グ・条件 

特開2003-083106 

01.09.06 

F02D29/02 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  発電機制御の改良 特開2004-104900 

(審査請求中) 

02.09.09 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のﾊﾟﾜ-ﾌﾟﾗﾝﾄ制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

車両レイアウトの

改善 

回転数 特開2004-125114 

(審査請求中) 

02.10.04 

F16D23/10 

車両のﾏﾆﾕｱﾙ変速装置 
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表2.7.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（4/5） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 冷却系 特開2002-204550 

(審査請求中) 

01.01.09 

H02K9/19 

ﾓ-ﾀの冷却装置 

走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2002-271912 

01.03.09 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の出力制御装置 

 応答性の改良 特開2004-304934 

(審査請求中) 

03.03.31 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 切り替えタイミン

グ 

特許3649201 

02.03.19 

F16H61/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ､自動変速機､終変速機に接続されたﾓｰﾀｰ､

ﾓｰﾀｰが発生可能な出力に相関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ値を検

出する駆動系ECU(電動機出力能力検出手段)､発

進変速比を制御する駆動系ECU(制御手段)とを

備え､発進

時の加速性

とｴﾝｼﾞﾝの

過回転を防

止し燃費悪

化を防止で

きる変速比

制御装置｡ 

 

燃費性能の向上 電力制御系の改良

など 

特開2005-198360 

03.12.26 

B60L11/12 

ｼｽﾃﾑ効率算出装置及びｼｽﾃﾑ効率向上装置 

走行性能の向上 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-291106 

01.03.29 

B60L11/14 

電気自動車のﾊﾞﾂﾃﾘ充電装置 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-272712 

(審査請求中) 

02.03.18 

H01M10/44 

ﾊﾞﾂﾃﾘ制御装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

 操作系・表示系 特開2002-262404 

(審査請求中) 

01.03.05 

B60L3/00 

電気自動車 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-098921 

(審査請求中) 

02.09.11 

B60R16/02,645 

車両の電源管理装置 

車両レイアウトの

改善 

複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2004-135390 

(審査請求中) 

02.10.08 

B60L11/12 

電気自動車用電源装置 
電
力
制
御 

冷却性能の向上 複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2004-135390 

(審査請求中) 

02.10.08 

B60L11/12 

電気自動車用電源装置 

駆
動
方
式 

車両レイアウトの

改善 

電力供給制御など 特開2004-129390 

(審査請求中) 

02.10.02 

B60L15/20 

電気自動車 
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表2.7.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（5/5） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

駆
動
方
式 

走行性能の向上 電力供給制御など 特開2004-129390 

(審査請求中) 

02.10.02 

B60L15/20 

電気自動車 

燃費性能の向上 回生効率の改良 特開2005-039908 

03.07.17 

B60L7/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の回生制動制御装置 
補
助
装
置 その他の課題 回生効率の改良 特開2005-039908 

03.07.17 

B60L7/10 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の回生制動制御装置 

  操作系・表示系 特開2002-274219 

01.03.21 

B60K35/00 

車両の走行状態表示装置 
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2.8.1 企業の概要 

商号 富士重工業 株式会社 

本社所在地 〒160-8316 東京都新宿区西新宿1-7-2 

設立年 1953年（昭和28年） 

資本金 1,537 億 95 百万円（2005 年 11 月）  

従業員数 12,703 名（2005 年 11 月）（連結：26,989 名）  

事業内容 各種車両（自動車､鉄道車両、産業車両）、航空機、宇宙関連機器、各種

産業機械（発動機、農業機械等）および関連部品の製造・販売・修理、他

 

富士重工業は、1992～93年頃より､小型乗用車用ハイブリッドシステムの開発に乗り出

し、2001年には、４人乗りセダンの「スバルHM-01」を試作発表している。「HM-01」は、

ガソリンエンジンと高性能CVT-４WDの組合せによる４WDパラレルハイブリッドパワートレ

インと、リアモーターによる後輪アシスト機能を組み合わせた複合ハイブリッド駆動車で

ある。その間、GMとの資本関係を含む包括提携関係にあったが、2005年10月に解消し、新

たにトヨタ自動車との業務提携に踏み切っている。 

富士重工業のハイブリッド開発事業は、その後も地道ではあるが、継続的に推進されて

きている。2002年には、日本電気と富士重工業の共同出資による自動車用マンガン・リチ

ウムイオン電池（キャパシター）開発事業化会社として、NECラミリオンエナジーを設立

した。 

2002年以降、富士重工業のハイブリッド車実用化の動きは一時停滞したが、2005年10月

の東京モーターショーに、同社は、２リットル水平対向ターボと電動モーターを組み合わ

せたハイブリッドカー「B5-TPH」を出品した。 

開発された「ターボパラレルハイブリッド（TPH)」システムは、エンジンとオートマ

チックトランスミッションの間に、薄型で最大駆動出力10 kWのモーター・ジェネレー

ターを挟み込んだ構造となっており、水平対向ターボエンジンとモーターとを組み合わせ

ることで、ターボの過給域でもある中速以上の動力性能は従来通りの力強い運転を確保で

きると同時に、エンジン低回転域でのトルク低下をモーターアシストで補い、低速時に従

来性能以上のトルクを発生させることで、全域にわたり加速性能と燃費性能を両立させた

システムになっている。 

富士重工業は、2007 年に「TPH」システムと前記NECラミリオネナジーが開発した高性

能リチウムイオン電池を搭載したハイブリッド車の試験的市場導入を予定している。 

 (出典：スバルのホームページ http://www.subaru.co.jp) 

 

2.8.2 製品例 

 該当する製品例は無い。 

 

 

2.8 富士重工業 
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2.8.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.8.3-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する富士重工業の出願件数と発

明者数の推移を、H14 年度テーマの結果と併せて示す。1998 年以降 2000 年にかけて、人

員を投入し開発･試作を進めた。2001 年以降、一時停滞したが、2003 年には再び、出願件

数、発明者数が増加傾向に転じてきている。 

 

 富士重工業の技術開発拠点：東京都新宿区西新宿一丁目 7 番 2 号 富士重工業本社内 

 

 

図2.8.3-1 富士重工業の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.8.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術における富士重工業が出願した 34

件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.8.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化した

解決手段Ⅱとの分布を示す。 

 ｢機能追加」、「走行性能向上」や「フェイルセーフ・安全性の確保」課題に対して、「シ

ステムマネジメントの改良」、「動力合成機構制御の改良」というパワートレインの個別制

御やシステム制御に関する出願が主体を占める。 
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図2.8.4-1 富士重工業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.8.4-2 富士重工業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.8.4-1に、富士重工業のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応

特許を示す。 

 

表2.8.4-1 富士重工業の技術要素別課題対応特許（1/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

性能検査システム

など 

特開2004-058701 

（みなし取下） 

02.07.24 

B60K17/04 

電気自動車用駆動装置 

燃費性能の向上 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-257368 

03.02.27 

F02D29/02 

車両の燃料ｶﾂﾄ制御装置 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2003-328836 

(審査請求中) 

02.05.14 

F02D45/00,326 

圧縮自着火ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

走行性能の向上 フェイルセーフ 特開2004-204712 

02.12.24 

F02D29/02,321 

車両制御装置 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2003-328757 

(審査請求中) 

02.05.14 

F02B11/00 

筒内噴射ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

 排気性能の向上 触媒の温度管理・

過熱 

特開2004-092428 

(審査請求中) 

02.08.29 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

燃費性能の向上 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-248408 

03.02.13 

B60L7/10 

車両のﾊﾞﾂﾃﾘ管理装置 

走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-174702 

(審査請求中) 

01.12.04 

B60L7/14 

電気自動車の制御装置 

モ
ー
タ
ー 

振動抑制 トルク 特開2003-102105 

01.09.21 

B60L9/18 

電気自動車の制御装置 

   特開2003-169402 

(特許3742581) 

01.11.30 

B60L9/18 

電気自動車の制御装置 

 その他の課題 トルク 特許3686626 

02.04.19 

B60L9/18 

車両用電動機の制御装置 

ﾓｰﾀｰ出力を､差動装置により後輪左右駆動輪に

差動分配して伝達する駆動伝達系において､車

輪速度ｾﾝｻｰで検出された左右の駆動輪の回転速

度とｱｸｾﾙ開度ｾﾝｻｰで検出された必要駆動力値を

用いて､左右駆動輪の回転差が規定値以下の時

には､必要駆動力値に基づいてﾓｰﾀｰ出力を制御

する一方で､回転数差が規定値以上の時には､ﾓｰ

ﾀｰ出力を制限することにより､差動制限装置を

用いることなく車両の走行性を向上できる｡ 
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表2.8.4-1 富士重工業の技術要素別課題対応特許（2/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

発
電
機 

走行性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-023862 

03.07.03 

F02D29/06 

車両の自動停止再始動制御装置 

車両レイアウトの

改善 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-222435 

03.01.16 

B60L11/14 

電気自動車の駆動装置 

 クラッチ過渡制御 特開2004-129469 

02.10.07 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車の動力伝達装置 

 切り替えタイミン

グ 

特開2004-123060 

02.10.07 

B60K17/04 

電気自動車の駆動装置 

機能追加 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-124267 

03.10.14 

B60L11/14 

[1] 

4輪駆動車の制御装置 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-001567 

03.06.12 

B60K31/00 

車両用走行装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 クラッチ過渡制御 特開2005-145334 

03.11.18 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動力制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2004-306827 

03.04.08 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

  フェイルセーフ 特開2004-338460 

03.05.13 

B60K17/356 

4輪駆動車の駆動力制御装置 

 走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-222435 

03.01.16 

B60L11/14 

電気自動車の駆動装置 

  回転数と慣性力補

正 

特開2005-130564 

03.10.22 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  クラッチ過渡制御 特開2005-059683 

03.08.08 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の動力伝達装置 

  変速機構の制御な

ど 

特開2004-306826 

03.04.08 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

 冷却性能の向上 冷却系 特開2005-110451 

03.10.01 

H02K5/20 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の駆動装置 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-142599 

02.10.24 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の動力伝達装置 

   特開2005-028968 

03.07.10 

B60K20/02 

車両用走行装置 

 コスト低減 クラッチ過渡制御 特開2004-129469 

02.10.07 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車の動力伝達装置 
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表2.8.4-1 富士重工業の技術要素別課題対応特許（3/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 回生効率の改良 特開2003-143708 

(みなし取下) 

01.11.02 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

バッテリ状態の管

理容易化 

放電・放電深度の

マネジメント 

特開2004-248405 

03.02.13 

H02J7/34 

車両のﾊﾞﾂﾃﾘ管理装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

コスト低減 フェイルセーフ 特開2005-027451 

03.07.03 

H02J7/16 

車両の充電制御装置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2005-065390 

03.08.08 

B60L3/00 

車両の充電制御装置 

  特開2005-065392 

03.08.08 

B60L3/00 

車両の充電制御装置 

電
力
制
御 

  特開2005-065403 

03.08.11 

B60L11/14 

車両用電源ｼｽﾃﾑ 

駆
動
方
式 

信頼性・耐久性の

向上 

トルク 特開2003-182396 

(審査請求中) 

01.12.25 

B60K17/356 

自動車の差動機構 

補
助
装
置 

バッテリ状態の管

理容易化 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2002-283841 

(審査請求中) 

01.03.28 

B60H1/32,624 

三洋電機,三洋コマ－

シャルサ－ビス 

自動車用空調ｼｽﾃﾑ 
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2.9.1 企業の概要 

  

商号 マツダ 株式会社 

本社所在地 〒730-8670 広島県安芸郡府中町新地3-1 

設立年 1920年（大正9年） 

資本金 1,428 億 50 百万円（2006 年 1 月現在）  

従業員数 20,121 名（2005 年 4 月現在）  

事業内容 乗用車・トラックおよび関連部品の製造・販売 

 

マツダは、1990年代前半から、クリーンエネルギー車開発の一環として、電気自動車や

燃料電池車の開発に注力してきたが、ハイブリッド電気自動車の開発実績はほとんど無

かった。 

2000年に、前輪駆動型２リッター-ＶＴ直噴ガソリンエンジン-ＣＶＴパワートレインと、

後輪モーター駆動によるパラレルハイブリッド４輪駆動システムを搭載した「マツダＭＸ

スポーツツアラー」を発表したが、その後はフォードとの連携によりハイブリッド車の早

期商品化のための開発を進めてきた。 

マツダは、2005年10月の東京モーターショーに、多目的ＳＵＶの「トリビュート・ハイ

ブリッド」を出展し、米国での販売を予告している。「トリビュート・ハイブリッド」の

基本仕様は、すでにフォードが2004年秋から商品化している「エスケープ ハイブリッ

ド」と共通であり、アトキンソンサイクルを採用した排気量2.3リッターのＶ4エンジンと、

出力70ＫＷの交流同期モーターとを組み合わせた駆動システムである。システム本体はア

イシン・エィ・ダブリュ製であり、遊星歯車機構によりエンジンとモータの駆動力配分を

変えて変速するコンパクトタイプとなっている。本ハイブリッド車は、フォード「エス

ケープ ハイブリッド」と同様に、フォードのカンサスシティ工場で生産される予定と

なっている。 

なお、マツダは、2005年東京モーターショーに、水素とガソリンのいずれも使用可能な

デュアルフュエルシステムを搭載した直噴型ロータリーエンジンとモーターとを組合わせ

たハイブリッド車を出品している。マツダでは、本ハイブリッドシステムを搭載した「プ

レマシー ハイドロジェンＲＥハイブリッド」を、2008年までに発売する方針であること

を明らかにしている。 

本システムは、水素でもガソリンでも燃料にできる直噴ロータリーエンジンを採用し、

さらに、発進時と加速時にモーターがアシストするパワーアシスト型パラレルハイブリッ

ド車である。減速時には、モーターが発電機として働き、バッテリーを充電するほかに、

信号待ちなど停車する際にエンジンを自動停止するアイドルストップ機構も備えている。 

 (出典：マツダのホームページ http://www.mazda.co.jp) 

 

 

2.9 マツダ 
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2.9.2 製品例 

該当する製品例は無い。 

 

 

2.9.3 技術開発拠点と研究者 

図2.9.3-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するマツダの出願件数と発明者

数の推移を、14年度テーマの結果と併せて示す。1998年に、発明者数､出願件数共に急増

し、実用化に向けた開発がスタートした。1999年以降、出願件数は６～20件／年、発明者

数は８～20人の範囲で推移しており、継続的な開発を維持してきている。 

 

 マツダの技術開発拠点：〒730-8670 広島県安芸郡府中町新地 3-1 マツダ本社内 

 

 

図2.9.3-1 マツダの出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.9.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術におけるマツダが出願した 33 件に

ついて課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.9.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化した解決

手段Ⅱとの分布を示す。 

｢排気性能向上」や「走行性能向上」課題に対する「システムマネジメントの改良」と

「エンジン制御の改良」の個別制御やシステム制御に関する出願が主体を占めている。 
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図2.9.4-1 マツダのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.9.4-2 マツダのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.9.4-1に、マツダのハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許

を示す。 

 

表2.9.4-1 マツダの技術要素別課題対応特許（1/4） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-061361 

03.08.19 

F02B39/10 

電動過給機付ｴﾝｼﾞﾝを備えた車両の制御装置 

機能追加 電力のマネジメン

ト 

特開2005-054751 

03.08.07 

F02D29/06 

電動過給機付ｴﾝｼﾞﾝを備えた車両の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特許3700171 

01.09.27 

B60L11/14 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

ﾊﾞｯﾃﾘの蓄電量低下時や走行用ﾓｰﾀ作動時にｸﾗｯﾁ

を締結させて発電機を作動させﾊﾞｯﾃﾘを充電す

る充電手段と､走行用ﾓｰﾀ作動時にｴﾝｼﾞﾝの回転

数を増加させて発電機の発電量を増大させ､走

行用ﾓｰﾀに電力を直接供給させる発電増大手段

と､走行用ﾓｰﾀ作動時

の車輪のｽﾘｯﾌﾟを発電

機に吸収させﾊﾞｯﾃﾘの

充電率が所定値以上

の場合には､ｽﾘｯﾌﾟに

よって発電された電

力を走行用ﾓｰﾀに直接

供給するｽﾘｯﾌﾟ吸収手

段とを備えた電力不

足が起こりにくいﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車｡ 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-052656 

(みなし取下) 

02.07.19 

F02D41/18 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

 走行性能の向上 排気のマネジメン

ト 

特開2005-036659 

03.07.15 

F02D41/38 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  応答性の改良 特開2005-171842 

03.12.10 

F02D23/00 

電動過給機を備えたﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-027962 

(審査請求中) 

02.06.25 

F02D29/02,321 

火花点火式4ｻｲｸﾙｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

   特開2004-036490 

（みなし取下） 

02.07.03 

F02D41/06,325 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

   特開2004-204746 

02.12.25 

F02D41/04,310 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止･始動制御装置 

  トルク 特開2003-293814 

(特許3729147) 

02.03.29 

F02D29/02 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 
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表2.9.4-1 マツダの技術要素別課題対応特許（2/4） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

排気性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3722083 

02.03.29 

F02P5/15 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽを浄化する排気ｶﾞｽ浄化触媒と､

ｴﾝｼﾞﾝにﾄﾙｸを付与してﾄﾙｸｱｼｽﾄを行うｴﾝｼﾞﾝ駆動

手段とを備えたﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝの制御装置において､ｴ

ﾝｼﾞﾝ始動後の所定期間内におけるｱｲﾄﾞﾙ運転時

に､ｴﾝｼﾞﾝ駆動手段にｴﾝｼﾞﾝのﾄﾙｸｱｼｽﾄを実行させ

るﾄﾙｸｱｼｽﾄ制御手段

と､ｴﾝｼﾞﾝ始動後の所

定期間内におけるｱｲ

ﾄﾞﾙ運転時に､点火時

期をﾘﾀｰﾄﾞさせる点火

時期制御手段とを備

え､ｴﾝｼﾞﾝが非ｱｲﾄﾞﾙ運

転状態となった時に､

点火時期制御手段が､

点火時期を所定量以

上ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ側にｼﾞｬﾝﾌﾟ

させるようになって

いることを特徴とし

たﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ制御装置 

  排気のマネジメン

ト 

特開2005-036659 

03.07.15 

F02D41/38 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-048618 

03.07.30 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-048630 

03.07.31 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-051893 

03.07.31 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-197708 

02.12.20 

F02D17/00 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止･始動制御装置 

  触媒の温度管理・

過熱 

特開2004-197707 

02.12.20 

F01N3/24 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止･始動制御装置 

  触媒の流量・排気

還流 

特開2005-048620 

(審査請求中) 

03.07.31 

F01N3/02,321 

車両の制御装置 

   特開2005-048623 

03.07.31 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

   特開2005-051872 

03.07.31 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  発電機制御の改良 特開2005-048617 

03.07.30 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

電力のマネジメン

ト 

特開2005-054751 

03.08.07 

F02D29/06 

電動過給機付ｴﾝｼﾞﾝを備えた車両の制御装置 

  複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2005-061272 

03.08.08 

F02D29/02 

電動過給機付ｴﾝｼﾞﾝを備えた車両の制御装置 
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表2.9.4-1 マツダの技術要素別課題対応特許（3/4） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

振動抑制 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-061361 

03.08.19 

F02B39/10 

電動過給機付ｴﾝｼﾞﾝを備えた車両の制御装置 
エ
ン
ジ
ン 

 発電機制御の改良 特開2005-048617 

03.07.30 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

モ
ー
タ
ー 

燃費性能の向上 回生効率の改良 特許3689908 

01.09.26 

B60L11/14 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

ｴﾝｼﾞﾝとﾊﾞｯﾃﾘｰにより駆動される駆動用ﾓｰﾀから

なる４WD-HEVにおいて､路面摩擦係数が低いと

きにはｸﾗｯﾁを常時締結させてﾊﾞｯﾃﾘを充電する

充電手段と､減速時に回生制動を行ってﾊﾞｯﾃﾘを

充電するｴﾈﾙｷﾞ回収手

段と､路面摩擦係数が

所定値より低いとき

には回生制動を抑制

する回生制御手段と

を備える事により､回

生制動中止に伴う制

動感触の変化を抑制

する｡ 

 走行性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2005-178485 

03.12.17 

B60K41/04 

電動過給機を備えたﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

   特開2005-180254 

03.12.17 

F02D29/02 

電動過給機を備えたﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2005-180255 

03.12.17 

F02D29/02 

電動過給機を備えたﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

 振動抑制 回転数と慣性力補

正 

特許3646305 

01.09.26 

F16D28/00 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ電力により駆動力を発生する走行用ﾓｰﾀｰ

と､ｴﾝｼﾞﾝとを併用して走行するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車にお

いて､走行用ﾓｰﾀｰと駆

動輪との間に配置さ

れたｸﾗｯﾁで構成され､

走行用ﾓｰﾀｰの回転数

が車輪の回転数以上

になった時にｸﾗｯﾁを

締結して､走行用ﾓｰﾀ

で車輪を駆動させるｸ

ﾗｯﾁ制御手段とを備え

ることにより､ﾓｰﾀ切

り替えあるいはｱｼｽﾄ

時のﾄﾙｸｼｮｯｸを抑制す

る｡ 

  トルク 特開2002-354607 

01.05.22 

B60L11/14 

車両用制御装置 

   特開2002-364407 

01.06.01 

F02D29/06 

車両用制御装置 
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表2.9.4-1 マツダの技術要素別課題対応特許（4/4） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

クラッチ過渡制御 特開2004-122879 

(審査請求中) 

02.10.01 

B60K17/04 

車両用ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝ構造 

機能追加 トルク 特開2005-151723 

03.11.17 

B60L11/14 

車両の駆動制御装置 

走行性能の向上 トルク 特開2005-151723 

03.11.17 

B60L11/14 

車両の駆動制御装置 

コスト低減 クラッチ過渡制御 特開2004-122879 

(審査請求中) 

02.10.01 

B60K17/04 

車両用ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝ構造 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

その他の課題 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2003-278906 

(審査請求中) 

02.03.25 

F16H61/02 

自動変速機のｵｲﾙ供給制御装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

バッテリ状態の管

理容易化 

電力のマネジメン

ト 

特許3612706 

01.09.26 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

ｴﾝｼﾞﾝにより2つの車輪が常時駆動されるととも

に､所定条件下でﾊﾞｯﾃﾘｰにより駆動される走行

用ﾓｰﾀにより他の2つの車輪を駆動し四輪駆動と

されるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車であって､ｴﾝｼﾞﾝにｸﾗｯﾁを

介して連結された発電機を作動させてﾊﾞｯﾃﾘを

充電する充電手段を有し､ﾊﾞｯﾃﾘ蓄電量低下時や

走行用ﾓｰﾀ作動時にｸ

ﾗｯﾁを締結してﾊﾞｯﾃﾘ

を充電する充電手段

と､走行用ﾓｰﾀ作動時

に発電機の発電量を

増大させる発電量制

御手段とを備える事

により､ﾊﾞｯﾃﾘ電力不

足を解消する｡ 

補
助
装
置 

その他の課題 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2003-278905 

(審査請求中) 

02.03.25 

F16H61/02 

自動変速機のｵｲﾙ供給制御装置 
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2.10.1 企業の概要 

商号 日産ディーゼル工業 株式会社  

本社所在地 〒362-0046 埼玉県上尾市大字 1－1 

設立年 1950 年（ 昭和 25 年）  

資本金 136 億 3 百万円（2002 年 3 月末）  

従業員数 2,918 名（2005 年 11 月）（連結：8,886 名）  

事業内容 トラック、バス、ディーゼルエンジン、自動車用部品の製造・販売  

  

日産ディーゼル工業は、大型～小型にいたるトラック・バスおよびディーゼルエンジン

や自動車用部品の製造販売を行う専業メーカーである。 

同社は1990年代中頃から、キャパシターの制動エネルギー回収効率の高さと長寿命化に

着目し、小型高性能で高エネルギー密度充電が可能なキャパシターを開発し、2002年に、

５トン中型トラックに新開発スーパーパワーキャパシターを搭載したデイーゼルエンジン

パラレルハイブリッド車「ニッサンディーゼル・コンドル・ハイブリッド」を販売開始し

た。 

本システムは､回収ブレーキエネルギーをモーターによる発進・加速に利用することで

エンジン負荷を軽減し、燃費を向上させるとともに排ガスを低減させる効果がある。キャ

パシターSOCが規定電圧以下になるとエンジン走行に移行することで、動力性能はベース

ディーゼル車と同等である。同型ディーゼル車との比較では、M15モードにおいてリッ

ター当たりの走行距離は1.5倍、CO2排出は33%減を達成したとしている。さらに、ガス排

出量の多い発進や加速時にモータアシストすることで、NOx排出を44%削減し、さらに酸化

触媒を標準装備することでPM（粒子状物質）排出を66%低減している。 

日産ディーゼル工業は、日本電子及び日本電子子会社のアドバンスト・キャパシタ・テ

クノロジーズ(ACT)と、15～30Wh/kgレベルの大容量キャパシターモジュールシステムを共

同事業化し、キャパシター用途の拡大によるコストダウンを目的として、新規事業（風力

発電電力貯蔵装置用キャパシターモジュール等）を展開した。これを足掛かりに、今後、

一般低公害車との価格差を縮小し、ハイブリッド車の普及拡大を目指している。 

(出典：日産ディーゼルのホームページ http://www.nissandiesel.co.jp) 

 

2.10 日産ディーゼル工業
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2.10.2  製品例 

H14年度テーマ「ハイブリッド電気自動車の制御技術」を参照されたい。 

 

 

2.10.3 技術開発拠点と研究者 

図2.10.3-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する日産ディーゼル工業の出願

件数と発明者数の推移を、H14年度本テーマの結果と併せて示す。2001年以降、ハイブ

リッド車開発に対しては、小グループによる特定開発テーマの開発に特化した小規模体制

で開発を進めている。 

 

 日産ディーゼル工業の技術開発拠点：埼玉県上尾市大字１丁目 1 番地 日産ディーゼル 

                  工業本社内 

 

 

図2.10.3-1 日産ディーゼル工業の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.10.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.10.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術における日産ディーゼル工業が出

願した 28 件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.10.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを

細分化した解決手段Ⅱとの分布を示す。 

 ｢バッテリー状態の管理容易化」課題に対する「バッテリー制御の改良」の出願が多い

傾向が認められる。 
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図2.10.4-1 日産ディーゼル工業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する 

課題と解決手段Ⅰ 
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図2.10.4-2 日産ディーゼル工業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する 

課題と解決手段Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電力のマネジメント

要求トルクのマネジメント

車両速度のマネジメント

温度のマネジメント

排気のマネジメント

システム安全性のマネジメント

外気温など外部環境への対応

外部情報との協調

切り替えタイミング・条件

回転数と慣性力補正

応答性の改良

フェイルセーフ

エンジン始動性の改良など

複数電力蓄積デバイスの選択使用･協調制御

電力蓄積デバイス間の収支マネジメント

回生効率の改良

電力制御系の改良など

燃料噴射量・燃料カット

点火時期

触媒の温度管理・過熱

触媒の流量・排気還流

エンジン運転モード切替制御など

トルク

回転数

温度

フェイルセーフ

センサレス

電力供給制御など

充電のマネジメント(含むSOC)

放電・放電深度のマネジメント

フェイルセーフ

故障頻度低減

温度等環境条件補正

劣化管理

充放電量可視化など

クラッチ過渡制御

切り替えタイミング

フェイルセーフ

変速機構の制御など

発電機制御の改良

冷却系

エアコン・灯火類等車両補機

ブレーキ負圧の発生、ペダル

操作系・表示系

性能検査システムなど

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善

機
能
追
加

燃
費
性
能
向
上

走
行
性
能
向
上

排
気
性
能
向
上

冷
却
性
能
向
上

バ
ッ

テ
リ
状
態
の

管
理
容
易
化

振
動
抑
制

信
頼
性
・
耐
久
性
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・

安
全
性
の
向
上

コ
ス
ト
低
減

そ
の
他
の
課
題

モーター制御
の改良

バッテリー制御
の改良

動力合成機構制御
の改良

その他の要素の
制御の改良

システムマネジメ
ントの改良

エンジン／モータ
協調制御の改良

その他のシステム
制御の改良

エンジン制御
の改良

解決手段Ⅰ/Ⅱ

課
題
Ⅰ

1

1

2 2

1 1 1 1 2

1 1 1

1

3

1

1 1

2

1

1

1

1



357 

表2.10.4-1に、日産ディーゼル工業のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別

課題対応特許を示す。 

 

表2.10.4-1 日産ディーゼル工業の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 発電機制御の改良 特開2003-235110 

(審査請求中) 

02.02.13 

B60L11/14 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

走行性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2003-269496 

(審査請求中) 

02.03.15 

F16D48/02 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

エ
ン
ジ
ン 

その他の課題 電力制御系の改良

など 

特開2003-284204 

(審査請求中) 

02.03.20 

B60L7/24 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

燃費性能の向上 車両速度のマネジ

メント 

特開2002-291109 

01.03.29 

B60L11/14 

富士電機 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の駆動方法 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2003-237383 

(審査請求中) 

02.02.13 

B60K6/04,530 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

モ
ー
タ
ー 

  特開2003-269207 

(特許3745697) 

02.03.15 

F02D29/02 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

 走行性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2004-017919 

(審査請求中) 

02.06.20 

B60K41/02 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

  クラッチ過渡制御 特開2003-274512 

(審査請求中) 

02.03.15 

B60L11/14 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

 振動抑制 トルク 特開2004-023985 

(特許3739728) 

02.06.20 

B60L11/14 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

 その他の課題 電力制御系の改良

など 

特開2003-284203 

(審査請求中) 

02.03.20 

B60L7/24 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

機能追加 トルク 特開2004-284560 

(審査請求中) 

03.03.25 

B60K41/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の変速制御装置 

 クラッチ過渡制御 特開2005-016532 

03.06.23 

F16H61/10 

車両の走行制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 フェイルセーフ 特開2004-353763 

03.05.29 

F16H61/02 

車両の走行制御装置 
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表2.10.4-1 日産ディーゼル工業の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-285671 

(審査請求中) 

02.03.29 

B60K41/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

 電力制御系の改良

など 

特開2003-274510 

(審査請求中) 

02.03.12 

B60L11/14 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

走行性能の向上 トルク 特開2004-320852 

03.04.14 

B60L9/18 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

 切り替えタイミン

グ 

特開2004-019786 

(審査請求中) 

02.06.17 

F16H61/02 

車両の発進制御装置 

  特開2004-346967 

03.05.20 

F16D48/02 

ｸﾗﾂﾁ制御装置 

振動抑制 電力制御系の改良

など 

特開2003-276478 

(特許3753671) 

02.03.20 

B60K41/02 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

信頼性・耐久性の

向上 

電力供給制御など 特開2003-260942 

(みなし取下) 

02.03.12 

B60K6/04,320 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の潤滑装置 

燃費性能の向上 変速機構の制御な

ど 

特開2002-295656 

01.03.29 

F16H61/02 

富士電機 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の駆動ｼｽﾃﾑ 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-284205 

(審査請求中) 

02.03.20 

B60L11/14 

車両のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

  特開2004-032836 

(審査請求中) 

02.06.21 

B60L11/18 

車両の蓄電制御装置 

   特開2004-343958 

03.05.19 

B60L11/14 

充電制御装置 

  温度等環境条件補

正 

特開2004-254385 

(審査請求中) 

03.02.18 

H02J7/02 

蓄電装置 

駆
動

方
式

機能追加 性能検査システム

など 

特開2004-345446 

03.05.21 

B60G17/01 

車両の走行制御装置 

走行性能の向上 電力制御系の改良

など 

特開2003-276585 

(審査請求中) 

02.03.20 

B60T8/00 

車両のﾌﾞﾚ-ｷｼｽﾃﾑ 
補
助
装
置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力制御系の改良

など 

特開2003-276588 

(審査請求中) 

02.03.20 

B60T8/92 

車両のﾌﾞﾚ-ｷｼｽﾃﾑ 
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2.11.1 企業の概要 

 

商号 ルノー ＳＡＳ (Renault SAS) 

本社所在地 13-15, Quai Alphonse Le Gallo 92100 BOULOGNE BILLANCOURT France 

設立年 2002 年 

資本金 4,876 億 20 百万円(2004 年 12 月) 

従業員数 連結：130,573 名 

事業内容 自動車等の車両および部品の製造・販売 

 

ルノーは、フランスに根拠を置く乗用車、商用車を製造する自動車メーカーである。1999

年に日産自動車と資本参加を含む自動車事業全般にわたる提携契約を締結し、プラット

フォームやパワートレインの共用化など生産面での提携強化と共に、中長期の戦略的技術開

発(例えば、燃料電池車の開発)でも結びつきを強めてきている。ルノーおよび日産自動車を

併せた2004年の生産実績は、551万台とトヨタ自動車に次ぐ４位を確保している。 

ルノーと日産自動車は、相互出向を含めた人材交流を推進しており、上記戦略技術開発以

外のプラットフォームやパワートレインの共同技術開発プロジェクトでも共同開発を行って

いる。 

ルノー単独で、ハイブリッド電気自動車の開発を行っているという情報は無く、ルノーが

2001～03年に出願した28件のうちで、ルノーがフランスを優先権国として､日本に出願した

特許は２件のみであり、残り26件は､日産自動車が主出願人となっている共同出願である。

上記中長期戦略テーマ共同実施の成果として、ルノーのハイブリッド電気自動車の出願増に

結びついている。 

 (出典：ルノーのホームページ http://www.renault.com) 

 

2.11.2 製品例 

該当する製品例は無い。 

 

2.11.3 技術開発拠点と研究者 

図2.11.3-1に、ハイブリッド電気自動車制御技術のルノーの出願件数と発明者数の推移を

示す。2001年～2003年に出願された28件中26件が、日産自動車を主出願人とする共同出願で

ある。2001年の出願４件中の２件はルノー社単独出願であるが、2002年出願の24件は日産自

動車を主出願人とする共同出願となっている。 

 

ルノー社の開発拠点： 13-15, Quai Alphonse Le Gallo 92100 BOULOGNE BILLANCOURT   

  France:ルノーフランス本社内および 

 〒220-8623 神奈川県横浜市神奈川区宝町2番地 日産自動車本店内 

  

2.11 ルノー 



360 

図2.2.3-1 ハイブリッド電気自動車制御技術のルノーの出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.11.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.11.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術におけるルノーが出願した 28 件

について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.11.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化した

解決手段Ⅱとの分布を示す。 

 出願件数の最も多い「走行性能の向上｣課題に対する解決手段として「動力合成機構制

御の改良」に関する出願が主体である。 

 

図2.11.4-1 ルノーのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.11.4-2 ルノーのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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回転数と慣性力補正

応答性の改良

フェイルセーフ

エンジン始動性の改良など

複数電力蓄積デバイスの選択使用･協調制御

電力蓄積デバイス間の収支マネジメント

回生効率の改良

電力制御系の改良など

燃料噴射量・燃料カット

点火時期

触媒の温度管理・過熱

触媒の流量・排気還流

エンジン運転モード切替制御など

トルク

回転数

温度

フェイルセーフ

センサレス

電力供給制御など

充電のマネジメント(含むSOC)

放電・放電深度のマネジメント

フェイルセーフ

故障頻度低減

温度等環境条件補正

劣化管理

充放電量可視化など

クラッチ過渡制御

切り替えタイミング

フェイルセーフ

変速機構の制御など

発電機制御の改良

冷却系

エアコン・灯火類等車両補機

ブレーキ負圧の発生、ペダル

操作系・表示系

性能検査システムなど

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善

機
能
追
加

燃
費
性
能
向
上

走
行
性
能
向
上

排
気
性
能
向
上

冷
却
性
能
向
上

バ
ッ

テ
リ
状
態
の

管
理
容
易
化

振
動
抑
制

信
頼
性
・
耐
久
性
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・

安
全
性
の
向
上

コ
ス
ト
低
減

そ
の
他
の
課
題

システムマネジメ
ントの改良

エンジン／モータ
協調制御の改良

その他のシステム
制御の改良

エンジン制御
の改良

モーター制御
の改良

バッテリー制御
の改良

動力合成機構制御
の改良

その他の要素の
制御の改良

解決手段Ⅰ/Ⅱ

課
題
Ⅰ

1 1

2 1 2 1 1

1

1

1

1 1

2

2

1 1

1 1 2

1 4

1
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表2.11.4-1に、ルノーのハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を

示す。 

 

表2.11.4-1 ルノーの技術要素別課題対応特許（1/5） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-129876 

（みなし取下） 

01.07.12 

F02D29/00 

車両の動力装置の作動点の制御装置 
エ
ン
ジ
ン 

走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3641244 

02.03.13 

F02D29/02 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変

速制御装置 

目標駆動力が大きく

なる場合にも､ﾓｰﾀの

駆動をﾊﾞｯﾃﾘｰ電力の

持ち出しが必要でな

いﾀﾞｲﾚｸﾄ配電用のﾓｰﾀ

/ｼﾞｪﾈﾚｰﾀの動作点を

決定し､発電力のみで

行い得る変速制御を

行うことにより､走行

性能を向上させると

共にﾊﾞｯﾃﾘ容量の小型

化を可能とする｡ 

  変速機構の制御な

ど 

特許3614409 

02.03.25 

F16H3/72 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

共線図上においてｴﾝｼﾞﾝENGおよび出力Outが隣

り合うように､またこれらの外側にﾓｰﾀｼﾞｪﾈﾚｰﾀ

MG1､MG2が位置するよう配置してﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速

機を構成し､ﾚﾊﾞｰ重心がOut上に位置するよう､

ENG､Out､およびMG1,MG2に係わるｲﾅｰｼｬと､ﾚﾊﾞｰ

比α,βを決定する｡実線のﾚﾊﾞｰは､ｴﾝｼﾞﾝ回転速

度Ne=0の電動走行を示し､MG2がﾓｰﾀ動作を行い､

MG1が発電機として動作する｡この電動走行中に

ｴﾝｼﾞﾝENGを始動させるのには､実線ﾚﾊﾞｰ状態を

例えば破線のﾚﾊﾞｰ状態にしてNeを上昇させる｡

つまり､MG1をｴﾝｼﾞﾝと逆方向の回転速度がｾﾞﾛに

向け低下するよう動作させてその発電量を増加

し､Neの上昇でｴﾝｼﾞﾝ始動を可能にする｡電動走

行中のｴﾝｼﾞﾝ始動時に出力回転が低下しないよ

うにし､当

該低下を補

償する電力

を不要と

し､電動走

行性能を維

持する｡ 

モ
ー
タ
ー 

走行性能の向上 フェイルセーフ 特開2004-052851 

(審査請求中) 

02.07.18 

F16H61/02 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 
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表2.11.4-1 ルノーの技術要素別課題対応特許（2/5） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

走行性能の向上 切り替えタイミン

グ 

特許3699694 

02.05.31 

F16H3/72 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

ﾗﾋﾞﾆｮｵ型ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔｾｯﾄの回転ﾒﾝﾊﾞに､ｻﾝｷﾞﾔ､ﾘﾝ

ｸﾞｷﾞﾔ､ｷｬﾘｱ､ｻﾝｷﾞﾔの順に､MG2､車輪駆動系への

出力､ｴﾝｼﾞﾝからの入力､MG1を結合し､ｷｬﾘｱには

ﾌﾞﾚｰｷを結合する｡前発進時はｷｬﾘｱを固定した状

態でMG2を正回転駆動し､

MG1を逆回転駆動して出力

の正回転を生起させ､後発

進時には､ｷｬﾘｱを固定した

状態でMG2を逆回転駆動す

ると共にMG1を正回転駆動

して出力の逆回転を生起

させることにより､

MG1,MG2の大型化を不要と

する｡ 

車両レイアウトの

改善 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-067011 

(審査請求中) 

02.08.08 

B60K17/04 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 フェイルセーフ 特開2004-150627 

02.09.04(優先権) 

F16H3/72 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2003-336700 

(みなし取下) 

02.05.21 

F16H3/72 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 回転数 特開2004-034892 

02.07.05 

B60K17/04 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

   特開2004-153946 

02.10.31 

B60L11/14 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のﾓ-ﾀ過回転防止制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特許3626151 

02.06.17 

F16H3/72 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

ﾗﾋﾞﾆｮｵ型ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔｾｯﾄの5個の回転ﾒﾝﾊﾞｰに､ｻﾝ

ｷﾞﾔ､ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔ､ｷｬﾘｱ､ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔ､ｻﾝｷﾞﾔの順で､MG1､

ｵｰﾊﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾞﾌﾞﾚｰｷ､ｴﾝｼﾞﾝ入力､車輪駆動系出力､

MG2を配置させ､発進時はMG1.MG2の少なくとも

一方を正回転出力方向に駆動して出力の正回転

を生起させ､ｴﾝｼﾞﾝ再始動時後にｴﾝｼﾞﾝによって

も車輪の駆動を可能と

する｡ｵｰﾊﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾞ選択

時はOD/Bを締結してﾘﾝ

ｸﾞｷﾞﾔを固定すると共に

MG1を正回転出力状態か

ら逆回転出力状態に切

り替えることで､入力回

転よりも出力回転が高

いｵｰﾊﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾞ変速比を

実現する｡ 
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表2.11.4-1 ルノーの技術要素別課題対応特許（3/5） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 変速機構の制御な

ど 

特許3578451 

01.07.23 

F16H3/72 

日産自動車 

[8] 

駆動装置 

共線図上にｻﾝｷﾞﾔ,ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔ,ｷｬﾘｱ,ｻﾝｷﾞﾔの4つの

入出力要素が配列される4要素2自由度の遊星歯

車機構を構成し､内側に配列される2つの要素の

一方にｴﾝｼﾞﾝ入力を､他

方に駆動系統への出力

をそれぞれ割り当てる

と共に､両外側の2つの

要素にそれぞれMG1､

MG2を連結する｡これに

よりｴﾝｼﾞﾝ出力に対し

てMG側が負担するﾄﾙｸ

をより小さくして､ﾓｰ

ﾀｰの小型化と伝達効率

のよい駆動装置とす

る｡ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 発電機制御の改良 特開2004-068852 

(審査請求中) 

02.08.02 

F16H3/72 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

 走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-067011 

(審査請求中) 

02.08.08 

B60K17/04 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

  回転数と慣性力補

正 

特開2004-066840 

(審査請求中) 

02.08.01 

B60K41/04 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

  フェイルセーフ 特許3586697 

02.11.26 

H02P5/46 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の制御装置 

2個のMGの一方をﾄﾙｸ制御､他方を回転数制御す

る際に､回転数制御されている第2MGのﾄﾙｸが上

下限値間の値から外れた飽和状態になったと判

定した場合に､第1MGをﾄﾙｸ制御から回転数制御

に切り替えて､飽和状

態を回避させると共

に､第2MGを回転数制

御からﾄﾙｸ制御に切り

替えることにより､ﾄﾙ

ｸ飽和や回転数飽和に

よる予期せぬ変速が

生じるのを防止する｡ 

   特開2004-132421 

02.10.09 

F16H3/72 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の制御方法 
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表2.11.4-1 ルノーの技術要素別課題対応特許（4/5） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 変速機構の制御な

ど 

特許3578212 

01.07.23 

B60K17/04 

日産自動車 

[10] 

駆動装置 

4個以上の入出力要素を有する2自由度の差動装

置を備え､前記要素にｴﾝｼﾞﾝからの入力､駆動系

統への出力､2つのMG

を個々に割り当てる

と共に､前記出力を割

り当てた要素以外の

要素にﾌﾞﾚｰｷを設け､

ﾌﾞﾚｰｷにより出力以外

の要素を制動するこ

とにより､入力と出力

との間に大きな減速

比を設定することに

より､MG容量を大きく

することなく発進性

を向上させることが

できる｡ 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

  特許3641243 

02.02.26 

F16H3/72 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機 

ｼﾝｸﾞﾙﾋﾟﾆｵﾝおよびﾀﾞﾌﾞﾙﾋﾟﾆｵﾝ遊星歯車組からな

り､ｻﾝｷﾞﾔ､ｻﾝｷﾞﾔ､ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔ､ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔおよびｷｬﾘｱを

回転ﾒﾝﾊﾞとするﾗﾋﾞﾆｮｵ型ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔｾｯﾄに対し､

前進または後進で差動装置がｴﾝｼﾞﾝやﾓｰﾀｰから

の出力を

増幅して

出力し得

るように

し､発進性

能を向上

させたり､

ﾓｰﾀｰの小

型化を可

能にする｡ 

 バッテリ状態の管

理容易化 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-015982 

02.06.11 

B60L11/14 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

 振動抑制 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-326992 

(みなし取下) 

02.05.14 

B60K17/04 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

  トルク 特開2004-147491 

02.08.26(優先権) 

B60L11/14 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の振動抑制装置および振動抑制方

法 

 信頼性・耐久性の

向上 

トルク 特開2004-147491 

02.08.26(優先権) 

B60L11/14 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の振動抑制装置および振動抑制方

法 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2004-159393 

02.11.05 

B60L11/14 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑの駆動源異常検知装置 

  フェイルセーフ 特開2004-138158 

02.10.17 

F16H61/12 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の異常時制御方法 
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表2.11.4-1 ルノーの技術要素別課題対応特許（5/5） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-132285 

02.10.11 

F02D29/00 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

  特開2004-159412 

02.11.06 

B60L11/14 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑのﾌｴｲﾙ対応制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

コスト低減 電力のマネジメン

ト 

特許3641245 

02.03.13 

B60K41/14 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ変速機の変速制御装置 

算出部で求めた目標駆動力に車速と定数を掛け

て求めたｴﾝｼﾞﾝ目標出力に､補機電力推定値と､

差動装置損失分と､ﾓｰﾀ損失演算部で求めたﾓｰﾀ

損失分とを加算してｴﾝｼﾞﾝ要求出力を求め､さら

に､ｴﾝｼﾞﾝ要求出力を車速不変のまま最低燃費で

達成するための低温時目標ｴﾝｼﾞﾝ回転速度を演

算し､さらにMG1,MG2の損失が0になるような態

様で達成するための高温時目標入力(ｴﾝｼﾞﾝ)回

転速度を演算することにより､最適燃費制御時

にMGの銅損で高温になる時に､MGの発生電力が

低下するような制御へ移行する事により､ﾓｰﾀｰ

冷却構造

が大がか

りになる

のを防止

する｡ 
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2.12.1 企業の概要 

商号 日野自動車 株式会社 

本社所在地 〒191-0003東京都日野市日野台3-1-1 

設立年 1942年（昭和17年） 

資本金 727億17百万円（2005年3月末） 

従業員数 9,030名（2005年3月）（連結：21,285名） 

事業内容 
トラック・バス、各種エンジン、補給部品の製造・販売。小型商業

車・乗用車の受託生産（トヨタ自動車㈱より受託） 

  

日野自動車は、国内大型・中型トラック市場において30年連続のシェアNo.1企業であり、

北米や中国などのグローバル市場での市場開拓に乗り出している。また、環境対策技術に

おいて、ハイブリッド技術の導入を推進している。 

日野自動車におけるパラレルハイブリッド車開発の歴史は古く、1990年代初めには、す

でに大型バス用パラレルハイブリッドシステム「HIMR」を完成させ、それを搭載したハイ

ブリッドバスを実用化した。その後も､着実に本システムの信頼性と低コスト化のための

改良を進め、2000年には、中小型トラックや大型バスでハイブリッドを４車種ライン・

アップさせるに至っている。 

その後も、環境保全の社会的要請の高まりと共に地方自治体などでの採用が進み、2005

年には、ハイブリッド中型トラック「日野レンジャー」は上半期で94台、ハイブリッド小

型トラック「日野デュトロ」は577台と販売実績を大幅に伸ばしてきている。2006年には、

ハイブリッドシステムをよりコンパクトにし、価格も低く設定した改良型ハイブリッド車

を市場投入する予定であり、低公害商用車の分野での位置を確固たるものにしようとの戦

略を描いている。 

日野自動車のハイブリッドシステム「HIMR」は、ディーゼルエンジンとトランスミッ

ションの間に薄型三相交流モーター・ジェネレーター(MG)を設置し、コンピューターによ

るインバーター制御によりスターター、モーター、発電、エネルギー回生、リターダーな

どの複合機能を持たせ、減速時の制動エネルギーをMGにより電気エネルギーに変換して

Ni-Hバッテリーに蓄え、発進・加速時にこの電気を用いてMGを駆動し、発進･加速時のト

ルクアシストを行うシステムであり、従来困難とされていたNOxと黒煙の抑制を同時に実

現するとともに低燃費・低騒音にも有効なシステムである。 

本システムは､日野自動車のクリーンディーゼルエンジン(コモンレール式燃料噴射シス

テム、クールEGR、DPRクリーナー等）システムとの組合せにより、国土交通省低排出ガス

車認定制度「優－低排出ガス車」、八都県市低公害車認定制度「優低公害車」、国土交通

省低排出ガス車認定制度「超低PM排出ディーゼル車」などに適合した超低公害システムと

して認定されている。 

 (出典：日野自動車のホームページ http://www.hino.co.jp) 

 

2.12.2 製品例 

2.12 日野自動車 
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表2.12.2-1に、日野自動車が販売している４車種のうちの中型ハイブリッドトラック

「日野レンジャー・ハイブリッド」の仕様を示す。 

  

表2.12.2-1 日野自動車のハイブリッド車仕様例 

エンジン型式 J05D-TI<J5-IA> 

シリンダー配置 直列 4 気筒・ 

ターボインタークーラー 

使用燃料 低硫黄軽油（S-50ppm 軽油） 

弁機構 

（噴射システム） 
コモンレール 

排出ガス低減装置 可変ノズルターボ 

クール EGR 

DPR-クリーナー 

内径ｘ行程 (mm) 112x120 

総排気量 (L) 4.728 

圧縮比 18.0 

最高出力（ネット）

(kW(PS)/rpm) 
132(180)/2,600 

エンジン 

最大トルク（ネッ

ト） 

(N・m(kg・m)/rpm)

588(60.0)/1,600 

種類 三相交流誘導機 モーター 

出力（kW） 23 

種類 密閉式ニッケル水素電池 動力用 

主電池 容量（Ah） 6.5 

(出典：日野自動車のホームページ http://www.hino.co.jp) 
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2.12.3 技術開発拠点と研究者 

図2.12.3-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する日野自動車の出願件数と発

明者数の推移を、平成14年度テーマの結果と併せて示す。過去10数年を通じて、小規模で

はあるが定常的な体制で地道に開発･実用化を行ってきている状況がうかがえる。 

 

 日野自動車の技術開発拠点：〒191-8660 東京都日野市日野台 3 丁目 1 番地 1 日野自  

 動車本社内 

 

 

 

図2.12.3-1 日野自動車の出願件数と発明者数 
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2.12.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.12.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術における日野自動車が出願した 25

件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.12.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化し

た解決手段Ⅱとの分布を示す。 

 出願の主体は｢燃費性能向上」課題の、「エンジン制御の改良」や「動力合成機構制御の

改良」および「システム制御の改良」等に広く分布している。 

 

図2.12.4-1 日野自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.12.4-2 日野自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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 表 2.12.4-1 に、日野自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対

応特許を示す。 

 

表2.12.4-1 日野自動車の技術要素別課題対応特許（1/4） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3699404 

02.02.07 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

車両減速時に､ｴﾝｼﾞﾝに供給する燃料を遮断する

際に､No1-MGを電動機として制御することによ

りｴﾝｼﾞﾝを回転駆動して､ｴﾝｼﾞﾝに定常的に連結

されている油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ､ｵﾙﾀﾈｰﾀなどの補機を駆動

回転させ

ることに

より､車両

減速時に

発生する

余剰の電

気ｴﾈﾙｷﾞを

有効に利

用する｡ 

エ
ン
ジ
ン 

 燃料噴射量・燃料

カット 

特許3585895 

02.03.08 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

排ｶﾞｽ浄化装置のためにｴﾝｼﾞﾝの制御ﾓｰﾄﾞが燃料

ﾘｯﾁに転換した時､一時的に最適なｴﾝｼﾞﾝの動作ﾗ

ｲﾝから､回転速度が所定量小さい第二の動作ﾗｲﾝ

に変更する制御ﾓｰﾄﾞを設け､ｴﾝｼﾞﾝ制御ﾓｰﾄﾞがﾘｰ

ﾝに復帰した時

に､元の動作ﾗｲﾝ

による制御に復

帰させる事によ

り､車速変動に伴

う燃料効率の低

下などの状況を

防止する｡ 

  触媒の温度管理・

過熱 

特許3722769 

02.03.19 

F01N3/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑの後処理制御装置 

駆動軸の負荷を検出する負荷ｾﾝｻの検出出力に

基づいてｺﾝﾄﾛｰﾗがｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを制御するｼｽﾃﾑに

おいて､ｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ中の有害物質を除去する排

ｶﾞｽ浄化手段がｴﾝｼﾞﾝ排気通路に設けられ､排気

通路を通る排ｶﾞｽの温度を検出する排ｶﾞｽ温度ｾﾝ

ｻと､排ｶﾞｽ浄化手段に所定量以上の有害物質が

堆積したこ

とを検出す

る堆積ｾﾝｻ

の各検出出

力に基づい

て､ｴﾝｼﾞﾝ運

転を最適制

御する｡ 

 走行性能の向上 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-040872 

(審査請求中) 

02.07.01 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

 排気性能の向上 触媒の温度管理・

過熱 

特開2004-285908 

(審査請求中) 

03.03.20 

F02D41/04,380 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑのﾊﾟﾃｲｷﾕﾚ-ﾄﾌｲﾙﾀ床温制御方法 
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表2.12.4-1 日野自動車の技術要素別課題対応特許（2/4） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

冷却性能の向上 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2003-269209 

(みなし取下) 

02.03.19 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑ 
エ
ン
ジ
ン 

振動抑制 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2002-252904 

01.02.26 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ動力装置 

車両レイアウトの

改善 

クラッチ過渡制御 特開2002-262406 

(拒絶査定) 

01.02.28 

B60L11/08 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

燃費性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2005-163587 

03.12.01 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

モ
ー
タ
ー 

 回生効率の改良 特許3490420 

01.11.15 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

ｴﾝｼﾞﾝの回転軸に直

結する第二のMGを設

け､これを始動電動

機として利用すると

ともに､これを第一

のMGと組合わせて制

御することによりｴﾝ

ｼﾞﾝを燃料効率の高

い動作点で動作させ

る事により､燃費を

向上する｡ 

   特開2003-264904 

(審査請求中) 

02.03.08 

B60L11/14 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

   特開2004-254402 

(審査請求中) 

03.02.19 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

  クラッチ過渡制御 特開2004-017942 

(審査中) 

02.06.20 

B60K17/04 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

切り替えタイミン

グ・条件 

特開2002-271910 

01.03.06 

B60L11/14 

トヨタ自動車 

[1] 

動力伝達制御装置 

燃費性能の向上 温度 特開2005-143270 

03.11.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 
発
電
機 

コスト低減 温度 特開2005-143270 

03.11.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 
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表2.12.4-1 日野自動車の技術要素別課題対応特許（3/4） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-255973 

(審査請求中) 

03.02.25 

B60K41/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

  特開2005-088746 

03.09.17 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-060498 

02.07.26 

F02D15/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ動力ｼｽﾃﾑ 

 切り替えタイミン

グ 

特開2004-352042 

03.05.28 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

 フェイルセーフ 特開2004-155388 

(審査請求中) 

02.11.08 

B60K41/28 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

走行性能の向上 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-060498 

02.07.26 

F02D15/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ動力ｼｽﾃﾑ 

 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

冷却性能の向上 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特許3576976 

01.01.12 

B60L11/18 

高圧電池の冷却装置 

高圧電池の冷却扇を充電装置の低圧電源出力に

より駆動する際に､充電装置の出力ﾌﾟﾗｸﾞが車両

のﾚｾﾌﾟﾀｸﾙに接続された時､あるいは車両の低圧

電池の開閉回路がｵﾌになった時に､ﾘﾚｰを作動さ

せて高圧回路の共通電位と低圧回路の共通電位

を接続する事により､｡搭載高圧電池を外部の充

電装置から充電する場合でも､搭載低圧電池を

利用することなく､高圧電池の冷却扇を駆動さ

せるとともに､高圧回路の共通電位(300Vﾏｲﾅｽ

側)と低圧回路の共通電位(24Vﾏｲﾅｽ側)が切り離

されている場合にも､高圧電源と低圧電源の共

通電位が接続

されている充

電装置を利用

して高圧電池

の充電ができ

るようにする｡ 

 バッテリ状態の管

理容易化 

劣化管理 特開2005-140080 

03.11.10 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

電
力
制
御 

振動抑制 充放電量可視化な

ど 

特開2004-088951 

（みなし取下） 

02.08.28 

B60L9/18 

東芝 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用ｲﾝﾊﾞ-ﾀｼｽﾃﾑ 

補
助
装
置 

燃費性能の向上 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2003-239778 

(審査請求中) 

02.02.20 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 
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表2.12.4-1 日野自動車の技術要素別課題対応特許（4/4） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

補
助
装
置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

性能検査システム

など 

特許3700941 

02.08.29 

B62D5/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の操舵装置 

油圧式ﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞ装置に併設して､ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ･ｼｬ

ﾌﾄにｱｼｽﾄ･ﾓｰﾀによる補助ﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞ設置し､油

圧が供給されない時に自動的に作動状態となる

ように制御する事により､操舵の安全性を確保

する｡ 
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2.13.1 企業の概要 

商号 アイシン精機 株式会社 

本社所在地 〒448-8650 愛知県刈谷市朝日町2-1 

設立年 1949年（昭和24年） 

資本金 450億49百万円（2005年3月末） 

従業員数 10,456名（2005年3月末）（連結：53,237名） 

事業内容 各種自動車部品および住生活・エネルギー関連機器（ガスヒートポンプエ

アコン等）の製造・販売 

 

アイシン精機はトヨタグループ傘下のアイシングループの中核企業として、トヨタ自動

車を始めとする国内外の自動車メーカーに自動車部品を提供する総合部品メーカーである。 

最近では、自動車用部品やIT応用事業だけでなく、住生活関連機器(GHP等)等にも事業

を拡大している。 

アイシン精機を中核とするアイシングループの自動車用機器は多岐に亘っている。オー

トマチックトランスミッション、オートメーテッド・マニュアルトランスミッション、マ

ニュルアルトランスミッション、クラッチ、フライホイールなどのドライブトレイン関連

製品、ブレーキやサスペンション、ステアリングなどのシャシー関連部品、パワースライ

ドドア、パワーシート、ドアロック、サンルーフ、ドアビーム、制振材などのボディ関連

部品、ウォーターポンプ、オイルポンプ、可変バルブタイミング、エキゾーストマニホー

ルド、クーリングファンなどのエンジン用部品の製造やモジュール化など幅広い分野の自

動車用部品を提供すると共に、最近では、インテリジェント・パーキング・アシストシス

テム、フロント・サイドモニター、ナビゲーションシステムなどITS（高度道路情報シス

テム）をサポートする製品も提供している。 

ハイブリッド車関連部品としては、グループのアイシン・エィ・ダブリュが、ハイブ

リッド駆動ユニット「HD-10」(詳細は2.5参照)を､フォードに供給している。また、ハイ

ブリッド車用回生ブレーキ協調先進システムの開発にも取り組んでいる。 

(出典：アイシン精機のホームページ http://www.aisin.co.jp) 

 

2.13.2 製品例 

2.5項参照。 

 

2.13.3 技術開発拠点と研究者 

図2.13.3-1に、2001～03年におけるハイブリッド電気自動車の制御技術に関するアイシ

ン精機の出願件数と発明者数の推移を示す。2002～03年にかけて、出願件数、発明者数が

増加している傾向がみられるが、23件中20件がトヨタ自動車あるいはアイシングループ他

社との共願であり、単独出願は３件(エンジン制御の１件とモーター制御２件)のみである。 

  

2.13 アイシン精機 
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アイシン精機の技術開発拠点：〒448-8650 愛知県刈谷市朝日町 2 丁目 1 番地 アイシ  

 ン精機本社内 

 

図2.13.3-1 アイシン精機の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.13.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.13.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術におけるアイシン精機が出願した

23 件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.13.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化

した解決手段Ⅱとの分布を示す。 

｢燃費性能の向上」や「走行性能の向上」課題に対する「動力合成機構制御の改良」に

関する出願が多い。 
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図2.13.4-1 アイシン精機のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.13.4-2 アイシン精機のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.13.4-1に、アイシン精機のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対

応特許を示す。 

 

表2.13.4-1 アイシン精機の技術要素別課題対応特許（1/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 変速機構の制御な

ど 

特開2005-054823 

03.08.06 

F16H61/02 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の変速制御方法 

走行性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特開2005-048622 

(審査請求中) 

03.07.31 

F02D29/02 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御方法 

 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2002-256910 

01.02.23 

F02D13/02 

弁開閉時期制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

排気性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特開2005-048622 

(審査請求中) 

03.07.31 

F02D29/02 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御方法 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2005-194885 

03.12.26 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両における排気浄化装置の

再生制御方法 

   特開2005-194886 

03.12.26 

F02D29/02 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御方法 

 振動抑制 排気のマネジメン

ト 

特開2004-204778 

02.12.25 

F02D29/02 

トヨタ自動車 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-032934 

02.06.27 

B60L11/14 

トヨタ自動車 

多層電動機およびこれを備える動力出力装置並

びに自動車 

走行性能の向上 トルク 特開2004-034727 

(審査請求中) 

02.06.28 

B60K17/02 

アイシン・エ－アイ

車両用動力伝達装置 

モ
ー
タ
ー 

  特開2004-282852 

03.03.13 

B60L11/14 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両用動力源の制御装置 
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表2.13.4-1 アイシン精機の技術要素別課題対応特許（2/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー
タ
ー 

振動抑制 電力供給制御など 特許3701655 

03.01.22 

H02P6/18 

トヨタ自動車 

電動機の制御装置 

ﾓｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾙ回路に､ｲﾝﾊﾞｰﾀｰを介さずにﾓｰﾀｰ各相

ｺｲﾙに生ずる逆起電圧を取得させ､ﾛｰﾀ位置を取

得させる｡そしてｺﾝ

ﾄﾛｰﾙ回路は､ｲﾝﾊﾞｰ

ﾀｰが備える複数のｽ

ｲｯﾁﾝｸﾞ素子に供給

するｹﾞｰﾄ信号を､検

知したﾛｰﾀｰ位置に

応じて､ﾛｰﾀが回転

するように制御す

ることにより､空転

状態にある同期型

ﾓｰﾀｰの円滑な駆動

開始を制御する｡ 

車両レイアウトの

改善 

発電機制御の改良 特許3715272 

02.11.21 

B60L11/14 

トヨタ自動車 

車両の動力伝達装置 

駆動力源の動力が､ｸﾗｯﾁおよび変速機を経由し

て車輪に伝達される構成の車両の動力伝達装置

において､ｸﾗｯﾁのﾄﾙｸ容量を低下させて変速機で

変速を実行するとともに､ﾓｰﾀｰ動力を車輪に伝

達する場合に､ｴﾝｼﾞﾝ動力により発電をおこな

い､発生した電

力をﾓｰﾀｰに接

続された電気

回路に供給す

る発電手段を

備えることに

より､ﾓｰﾀｰ供給

電源の小型を

図れる｡ 

燃費性能の向上 トルク 特開2005-186740 

03.12.25 

B60K41/28 

車両の変速制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 クラッチ過渡制御 特開2003-237393 

(拒絶査定) 

02.02.12 

B60K17/04 

アイシン・エ－アイ

動力源を備えた変速装置 

   特開2004-176811 

02.11.27 

F16H61/00 

トヨタ自動車 

車両用動力伝達装置 

 走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-316747 

03.04.15 

F16H61/20 

トヨタ自動車 

内燃機関の停止及び始動制御ｼｽﾃﾑ 

  トルク 特開2004-169842 

02.11.21 

F16H57/12 

トヨタ自動車 

車両の動力伝達装置 

  クラッチ過渡制御 特開2004-190498 

(審査請求中) 

02.12.06 

F02D29/02 

トヨタ自動車 

車両用内燃機関の制御装置 
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表2.13.4-1 アイシン精機の技術要素別課題対応特許（3/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

駆動

力合

成変

速機 

走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2004-208421 

02.12.25 

B60L15/20 

トヨタ自動車 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

  切り替えタイミン

グ 

特開2005-155862 

03.11.28 

F16H61/02 

複数の駆動源を備えた車両用変速制御装置 

  フェイルセーフ 特開2004-176810 

02.11.27 

F16H61/02 

トヨタ自動車 

車両用ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの制御装置 

 振動抑制 トルク 特開2004-169842 

02.11.21 

F16H57/12 

トヨタ自動車 

車両の動力伝達装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2004-138030 

02.10.21 

F02D29/02 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 

その他の課題 操作系・表示系 特開2005-008013 

(審査請求中) 

03.06.18 

B62D6/00 

トヨタ自動車 

車両用走行支援装置 
補
助
装
置 

  特開2005-080324 

03.08.29 

B60L3/00 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 
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2.14.1 企業の概要 

商号 株式会社 ジェイテクト 

本社所在地 〒448-8652 愛知県刈谷市朝日町１－１ 

〒542-8502 大阪府大阪市中央区南船場３－５－８ 

設立年 2006 年(平成 18 年） 

資本金 350 億 10 百万円(2005 年 9 月) 

従業員数 9,872 人(2005 年 9 月） 

事業内容 ステアリングシステム、駆動系部品、軸受、工作機械、電子制御機

器、住宅付属設備品などの製造・販売 

 

2006年1月に、豊田工機と光洋精工が合併し、株式会社ジェイテクトとして新たにス

タートした。旧豊田工機は、トヨタグループ唯一の工作機械メーカーとして、研削盤やマ

シニングセンタ等自動車用エンジン部品等の加工用工作機械の製造、ＦＡロボット、レー

ザー加工機、センサーなどのメカトロ製品、及び電動･油圧式パワーステアリングシステ

ム、世界的に圧倒的シェアを有する電子制御４輪駆動カップリングやトルク感応型フルタ

イム４輪駆動等のカップリング関連部品の製造を行う自動車部品メーカーである。一方、

旧光洋精工も、トヨタ系の軸受大手企業であり、軸受の他に自動車用電動パワーステアリ

ングを供給してきている。 

ハイブリッド車用部品として､特定したものは無く、また、ジェイテクト自体がハイブ

リッド車部品開発を行っているという情報も無い。 

 

 

2.14.2 製品例 

該当する製品は無い。 

 

 

2.14 ジェイテクト 
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2.14.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.14.3-1 に、2001～03 年におけるハイブリッド電気自動車の制御技術に関するジェ

イテクトの出願件数と発明者数の推移を示す。ジェイテクト全 22 件中の 18 件は 2002 年

に単独出願されている。その主体は、クラッチを利用した動力合成変速機とモーターとの

組合せ制御に関するものである。 

 

 

 ジェイテクトの技術開発拠点：〒448-8652 愛知県刈谷市朝日町 1－１  

                    ジェイテクト名古屋本社内 

               〒542-8502 大阪府大阪市中央区南船場３－５－８    

                    ジェイテクト大阪本社内 

 

 

         

図2.14.3-1 ジェイテクトの出願件数と発明者数 
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2.14.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.14.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術におけるジェイテクトが出願した

22 件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.14.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化

した解決手段Ⅱとの分布を示す。 

｢燃費性能向上」課題に対する「モーター制御の改良」と「動力合成機構制御の改良」

に関する出願が比較的多い。 

 

 

図2.14.4-1 ジェイテクトのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.14.4-2 ジェイテクトのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.14.4-1に、ジェイテクトのハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対

応特許を示す。 

 

表2.14.4-1 ジェイテクトの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン

ジ
ン 

走行性能の向上 フェイルセーフ 特開2004-096954 

02.09.03 

B60L15/20 

車両用駆動装置 

機能追加 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-357375 

(審査請求中) 

03.05.28 

B60L7/24 

駆動力配分装置の制御方法および制御装置 

 変速機構の制御な

ど 

特開2003-335143 

(審査請求中) 

02.05.20 

B60K17/04 

ｱｸﾃｲﾌﾞ四輪駆動装置 

モ
ー
タ
ー 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2003-326991 

(審査請求中) 

02.05.13 

B60K17/04 

前後輪駆動車用の駆動装置 

  回転数 特開2004-034929 

(審査請求中) 

02.07.08 

B60K17/04 

動力伝達装置､及び四輪駆動車 

 走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2003-326997 

(みなし取下) 

02.05.16 

B60K17/04 

前後輪駆動車用の駆動装置 

燃費性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2003-335142 

(審査請求中) 

02.05.17 

B60K17/04 

前後輪駆動車用の駆動装置 
発
電
機 

コスト低減 電力供給制御など 特開2003-291672 

(審査中) 

02.04.05 

B60K17/04 

[1] 

前後輪駆動車用の駆動装置 

   特開2003-291676 

(審査中) 

02.04.05 

B60K17/356 

前後輪駆動車用の駆動装置 

機能追加 車両速度のマネジ

メント 

特開2005-067559 

(審査請求中) 

03.08.28 

B60K17/04 

補助駆動装置及び四輪駆動車両 

 温度 特開2004-074851 

（みなし取下） 

02.08.12 

B60K17/04 

車両用駆動装置 

 クラッチ過渡制御 特開2004-106578 

(審査請求中) 

02.09.13 

B60K17/04 

車両用駆動装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

燃費性能の向上 回転数 特開2004-066950 

(審査請求中) 

02.08.06 

B60K17/04 

前後輪駆動車 
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表2.14.4-1 ジェイテクトの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 温度 特開2004-074851 

02.08.12 

B60K17/04 

車両用駆動装置 

 クラッチ過渡制御 特開2003-312279 

(審査請求中) 

02.04.23 

B60K17/04 

前後輪駆動車用の駆動装置 

  特開2003-326996 

(みなし取下) 

02.05.13 

B60K17/04 

前後輪駆動車用の駆動装置 

 車両速度のマネジ

メント 

特開2002-286125 

01.03.26 

F16H61/02 

制動力制御方法 

走行性能の向上 車両速度のマネジ

メント 

特開2005-067559 

(審査請求中) 

03.08.28 

B60K17/04 

補助駆動装置及び四輪駆動車両 

 クラッチ過渡制御 特開2004-106578 

(審査請求中) 

02.09.13 

B60K17/04 

車両用駆動装置 

振動抑制 クラッチ過渡制御 特開2003-312283 

(審査請求中) 

02.04.24 

B60K17/04 

前後輪駆動車用の駆動装置 

  特開2003-326995 

(みなし取下) 

02.05.13 

B60K17/04 

前後輪駆動車用の駆動装置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

クラッチ過渡制御 特開2004-036815 

（みなし取下） 

02.07.05 

F16D7/10 

駆動装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

その他の課題 変速機構の制御な

ど 

特開2003-312280 

(審査請求中) 

02.04.25 

B60K17/04 

前後輪駆動車用の駆動装置 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

燃費性能の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-357443 

03.05.30 

B60L7/12 

蓄電手段回生回路､車両駆動回生装置及び車両

駆
動
方
式 

車両レイアウトの

改善 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2004-019632 

（みなし取下） 

02.06.20 

F02D29/00 

車両の制御装置 
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2.15.1 企業の概要 

商号 松下電器産業 株式会社 

本社所在地 〒571-8501 大阪府門真市大字門真1006 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 2,587億40百万円（2005年3月末） 

従業員数 47,867名（2005年3月末）（連結：334,752名） 

事業内容 電気機械器具の製造・販売・サービス（映像・音響機器、情報通信機器、

家庭電化・住宅設備機器、産業機器、電子部品） 

 

松下電器産業は我が国屈指の総合エレクトロニクスメーカーであるが、その中で、自動

車向け電装品を主管するセグメントは、AVCネットワークのカーエレクトロニクス事業ド

メイン（カーナビ等の自動車用AVC関連機器、交通関連機器）とデバイス分野の電池、

モーター事業ドメインである。そして、社内分社化組織として、2003年に設立された電

装・カーエレクトロニクス製品を製造するパナソニックオートモーティブシステムズがあ

る。開発の主体は、パナソニックオートモーティブシステムズと本社R&D部門の先行デバ

イス開発センター、カーエレクトロニクス開発センター、デバイス開発センター、電池開

発センターなどで実施している。 

ハイブリッド車関連の分野では、Ni-H電池がある。松下電器とグループ企業の松下電池

工業は、トヨタ自動車と共同出資でハイブリッド車用電池のR&Dおよび製造会社として、

パナソニックEVエナジーを設立し、1997年には円筒形ニッケル水素電池を開発し、その量

産体制を確立しトヨタ・プリウス向けに供給を開始した。その後、更に高出力・小型のハ

イブリッド車用角形Ni-H電池を開発し、2000年以降のトヨタハイブリッド車への実装化に

繋げている。その他、電気自動車やハイブリッド車用の鉛蓄電池やキャパシターをはじめ、

電装用モーターやエアコン、制御システム等の各種コンポーネントを広く開発している。 

2005年になって、トヨタ自動車はパナソニックEVエナジーの子会社化（出資比率60％）

に踏み切り、ハイブリッド電気自動車用バッテリーの増産体制を整備した。 

  (出典：松下電器産業のホームページ http://panasonic.co.jp) 

 

2.15.2 製品例 

ハイブリッド車用角形Ni-H電池(X型)があるが、詳細仕様は不明である。 

 

2.15 松下電器産業 
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2.15.3 技術開発拠点と研究者 

図2.15.3-1に、2001～03年におけるハイブリッド電気自動車の制御技術に関する松下電

器産業の出願件数と発明者数の推移を示す。Ni-H電池に特化した開発が古くから行われて

きている状況が伺える。 

 

 松下電器産業の技術開発拠点：〒571-8501 大阪府門真市大字門真 1006 番地松下電器  

 産業本社内 

図2.15.3-1 松下電器産業の出願件数と発明者数 
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2.15.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.15.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術における松下電器産業が出願した

21 件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.15.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化

した解決手段Ⅱとの分布を示す。 

｢バッテリー状態の管理容易化」課題に対する「バッテリー制御の改良」に関する出願

が主体を占める。 

 

図2.15.4-1 松下電器産業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.15.4-2 松下電器産業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.15.4-1に、松下電器産業のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対

応特許を示す。 

 

表2.15.4-1 松下電器産業の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

フェイルセーフ 特開2005-073450 

03.08.27 

H02K21/48 

ﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ 

 電力供給制御など 特開2004-320972 

03.03.28(優先権) 

H02P9/48 

永久磁石回転電機､永久磁石回転電機の制御方

法､車両､風力発電機ｼｽﾃﾑ､及びｴﾝｼﾞﾝ発電機 

機能追加 トルク 特開2004-364352 

03.06.02 

H02P7/63,303 

電動機とその駆動方法及び自動車 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-350496 

03.04.30(優先権) 

H02P6/18 

ﾓ-ﾀ駆動装置 

モ
ー
タ
ー 

コスト低減 フェイルセーフ 特開2005-073450 

03.08.27 

H02K21/48 

ﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ 

信頼性・耐久性の

向上 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-201411 

(審査請求中) 

02.12.18 

H02J7/16 

電源制御装置及びその制御方法 
駆
動
力
合
成
変
速
機 

コスト低減 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-201411 

(審査請求中) 

02.12.18 

H02J7/16 

電源制御装置及びその制御方法 

車両レイアウトの

改善 

電力のマネジメン

ト 

特開2005-073443 

03.08.27 

B60L9/18 

電気自動車ｼｽﾃﾑ 

 電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2005-073467 

03.08.27 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ移動体ｼｽﾃﾑ 

走行性能の向上 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2004-022384 

(審査請求中) 

02.06.18 

H01M10/44,101 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

バッテリ状態の管

理容易化 

電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2002-247846 

01.02.19 

H02M3/28 

電源装置とそれを用いた自動車 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-369391 

(審査請求中) 

01.06.07 

H02J7/00 

トヨタ自動車 

二次電池の残存容量制御方法および装置 

   特開2003-087989 

01.09.06 

H02J7/04 

鉛蓄電池の充電制御方法 

   特開2003-219572 

(審査請求中) 

02.01.17 

H02J7/02 

組電池ｼｽﾃﾑ 
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表2.15.4-1 松下電器産業の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-288947 

(審査請求中) 

02.03.27 

H01M10/44 

蓄電池ｼｽﾃﾑ 

  特開2003-346910 

(審査請求中) 

02.05.24 

H01M10/44 

鉛蓄電池の制御方法 

  特開2004-186087 

(審査請求中) 

02.12.05 

H01M10/44 

蓄電池の制御方法 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

 放電・放電深度の

マネジメント 

特開2003-009408 

(審査請求中) 

01.06.20 

H02J7/00 

トヨタ自動車 

ﾒﾓﾘ-効果の検出方法およびその解消方法 

  劣化管理 特開2003-045387 

01.08.02 

H01M2/10 

トヨタ自動車 

電池ﾊﾟﾂｸｼｽﾃﾑおよび電池ﾊﾟﾂｸの劣化判定方法 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力制御系の改良

など 

特開2004-088819 

(審査請求中) 

02.08.22 

B60L3/00 

トヨタ自動車 

電動車両の漏電検出装置および方法 

 コスト低減 電力のマネジメン

ト 

特開2005-073443 

03.08.27 

B60L9/18 

電気自動車ｼｽﾃﾑ 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-354702 

(審査請求中) 

01.05.28 

H02J7/10 

トヨタ自動車 

電池ﾊﾟﾂｸｼｽﾃﾑ 

   特開2003-346909 

(審査請求中) 

02.05.30 

H01M10/42 

トヨタ自動車 

二次電池の交換方法 

燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特開2005-069200 

03.08.27 

F04B49/06,331 

電動圧縮機の駆動ｼｽﾃﾑおよび移動体 
電
力
制
御 コスト低減 電力のマネジメン

ト 

特開2005-069200 

03.08.27 

F04B49/06,331 

電動圧縮機の駆動ｼｽﾃﾑおよび移動体 

 

 



395 

 

 

 

2.16.1 企業の概要 

商号 スズキ 株式会社 

本社所在地 〒432-8611 静岡県浜松市高塚町 300  

設立年 1920 年（ 大正 9 年）  

資本金 1,202 億 10 百万円（2005 年 3 月末）  

従業員数 13,760 名（2005 年 4 月）  

事業内容 二輪車、四輪車、船外機、発電機、汎用エンジン、住宅等の製造・販売 

 

スズキは二輪車、四輪軽自動車等を製造する総合自動車メーカーであり、1981年からGM

と業務提携している。 

スズキは、LNG車や電気自動車の開発実車化を古くから進めてきたが、ハイブリッド車

開発の実績は無かった。2000年になって、スズキは、リーンバーンガソリンエンジンと

CVT変速装置を搭載した２人乗りパラレルハイブリッド軽乗用車「スズキPu３コミュー

ター」を発表した。さらに、GMがEV実車（EV-1等）に搭載したNi-H電池と永久磁石式同期

モーターを組み合わせたパワーユニットを組み込み、バッテリー放電時には搭載した小型

非常用エンジンで走行も可能とした試作EV車である「スズキEV-スポーツ」も発表してい

る。 

スズキは、2003年１月には、経済的・実用的な２シーター軽乗用ハイブリッド車「ツイ

ン」を発売開始した。本車は、市販軽四輪車初のハイブリッドシステム搭載市販車である。 

「ツイン」に搭載されたハイブリッドシステムは、エンジンとオートマチックトランス

ミッションの間に薄型モーターを配した軽自動車に相応したコンパクトハイブリッドシス

テムであり、「Pu3コミューター」をベースとしたものである。 

スズキは、03年以降ハイブリッド車に関する新情報は公表していない。 

 (出典：スズキのホームページ http://www.suzuki.co.jp) 

 

2.16.2 製品例 

ツインの仕様は、平成14年度テーマ「ハイブリッド電気自動車の制御技術」を参照され

たい。 

 

2.16 スズキ 
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2.16.3 技術開発拠点と研究者 

図2.16.3-1に、1990～2003年におけるハイブリッド電気自動車の制御技術に関するスズ

キの出願件数と発明者数の推移をH14年度テーマの結果と併せて示す。1999年～2001年に

かけて、出願件数、発明者数ともに伸びており、この間に軽乗用ハイブリッド車の開発が

集中的に行われた事を示唆している。その後は、いずれも減少したが、2003年には再び増

加傾向に転じている。 

 

 スズキの技術開発拠点：〒432-8611 静岡県浜松市高塚町 300 スズキ本社内 

 

図2.16.3-1 スズキの出願件数と発明者数 
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2.16.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.16.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術におけるスズキが出願した 21 件に

ついて課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.16.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化した解

決手段Ⅱとの分布を示す。 

｢燃費性能の向上」課題に対する「システムマネジメントの改良」、「その他のシステ

ム制御の改良」や「走行性能向上」課題に対する「エンジン／モーター協調制御の改良」

に関する出願が比較的多い。 

 

図2.16.4-1 スズキのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムマネジメントの
改良

エンジン／モータ協調制御の
改良

その他のシステム制御の
改良

エンジン制御の改良

モーター制御の改良

バッテリー制御の改良

動力合成機構制御の改良

発電機制御の改良

その他の要素の制御の改良

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善

機
能
追
加

燃
費
性
能
向
上

走
行
性
能
向
上

排
気
性
能
向
上

冷
却
性
能
向
上

バ
ッ

テ
リ
状
態
の

管
理
容
易
化

振
動
抑
制

信
頼
性
・
耐
久
性
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・

安
全
性
の
向
上

コ
ス
ト
低
減

そ
の
他
の
課
題

シ
ス
テ
ム
制
御

要
素
制
御

2 1 1 1

1 3

2 1

1 1

1 2

1 1 1

1 1

課
題
Ⅰ

解決手段Ⅰ



398 

図2.16.4-2 スズキのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.16.4-1に、スズキのハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許

を示す。 

 

表2.16.4-1 スズキの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2002-281607 

01.03.21 

B60L11/14 

[6] 

動力入出力装置 

 切り替えタイミン

グ・条件 

特開2002-276406 

(審査請求中) 

01.03.21 

F02D29/02 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 回生効率の改良 特開2004-229373 

03.01.21 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

走行性能の向上 応答性の改良 特開2002-364452 

01.06.05 

F02D45/00,372 

駆動用電子制御装置､駆動制御方法､記録媒体及

びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2004-225576 

03.01.21 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止始動制御装置 

 その他の課題 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2005-171918 

03.12.12 

F02D29/02 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止始動制御装置 

走行性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特開2004-225574 

03.01.21 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止始動制御装置 
モ
ー
タ
ー 

振動抑制 電力制御系の改良

など 

特開2004-042734 

(審査請求中) 

02.07.10 

B60K41/28 

車両の制御装置 

燃費性能の向上 複数電力蓄積デバ

イスの選択使用･協

調制御 

特開2002-238103 

(審査請求中) 

01.02.14 

B60L7/14 

[1] 

車両用発電制御装置 
発
電
機 

信頼性・耐久性の

向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2005-155582 

03.11.28 

F02N11/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の始動制御装置 

燃費性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-176541 

03.12.12 

B60L7/16 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-224110 

03.01.21 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の回生発電制御装置 

走行性能の向上 回転数と慣性力補

正 

特開2004-225573 

03.01.21 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止始動制御装置 

 燃料噴射量・燃料

カット 

特開2004-224110 

03.01.21 

B60K41/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の回生発電制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

信頼性・耐久性の

向上 

トルク 特開2004-229371 

03.01.21 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 
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表2.16.4-1 スズキの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

信頼性・耐久性の

向上 

トルク 特開2004-229372 

03.01.21 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

走行性能の向上 トルク 特開2002-369305 

01.06.08 

B60L7/12 

電気自動車用回生制御装置 

バッテリ状態の管

理容易化 

放電・放電深度の

マネジメント 

特開2003-257501 

(みなし取下) 

02.02.27 

H01M10/48 

二次電池の残存容量計 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

信頼性・耐久性の

向上 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-102101 

01.09.25 

B60L3/00 

電気自動車用電源制御装置 

燃費性能の向上 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-092807 

01.09.18 

B60L11/18 

電気自動車用電源制御装置 
電
力
制
御 冷却性能の向上 冷却系 特開2002-310018 

01.04.17 

F02M35/10,311 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車のｲﾝﾊﾞ-ﾀ冷却装置 

補
助
装
置 

走行性能の向上 温度のマネジメン

ト 

特開2004-225575 

03.01.21 

F02D29/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止始動制御装置 
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2.17.1 企業の概要 

商号 ダイハツ工業 株式会社 

本社所在地 〒563-0044 大阪府池田市ダイハツ町 1-1  

設立年 1907 年（ 明治 40 年）  

資本金 284 億円（2005 年 3 月末）  

従業員数 10,906 名（2005 年 4 月）  

事業内容 自動車および汎用エンジンの製造・販売 

 

ダイハツ工業は、軽自動車、小型自動車、低公害車をラインアップしたトヨタ系の総合

自動車メーカーである。 

ダイハツ工業は古くよりハイブリッド車の開発を手がけてきている(平成14年度テーマ

「ハイブリッド電気自動車の制御技術」参照)。2005年の東京モーターショーに、当社は、

「UFE-Ⅲ」と「HVS」を出品した。 

「UFE-Ⅲ」は３人乗りのハイブリッド軽自動車で、徹底したボディの軽量化と走行抵抗

の軽減により、ガソリン１リットル当たり72kmの低燃費である。また「HVS」はハイブ

リッドシステムを搭載した1,500CCスポーツタイプ車で、リッター35kmの低燃費を達成で

きるとしている。 

また、ダイハツ工業は、2005年に軽商用車初のハイブリッド車として「ハイゼット・

カーゴ・ハイブリッド」を発売開始した。1モーター方式のコンパクトな「ダイハツ・ハ

イゼット・ハイブリッドシステム」を採用し、走行性能と燃費・低排出ガス性能を両立さ

せながら、ベース車と同様に４名乗車、広い荷室といった商用機能を実現させている。 

エンジン走行を主体に、減速・制動・下坂時の放出エネルギーをモーターで回収して発

進や加速時のアシストに使用すると共に、アイドルストップシステムの採用により、市街

地での燃費性能向上とインテリジェント触媒の採用などによる排出ガスの大幅な低減を実

現している。 

(出典：ダイハツ工業のホームページ http://www.daihatsu.co.jp) 

 

2.17.2 製品例 

2003年に発売開始した「ハイゼット・カーゴ・ハイブリッド」の仕様を、表2.17.2-1に

示す。薄型モーターを660CCツインカムDVVT３気筒12バルブエンジン（EF-VE型）と電子制

御式４速ATの間に配置したパワーアシスト式のコンパクトハイブリッドシステムである。 

 

 

 

 

 

 

 

2.17 ダイハツ工業 
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表2.17.2-1「ハイゼット・カーゴ・ハイブリッド」の仕様 

車種名 車名・型式 ダイハツ LE-S320V 改 

全長/全幅/全高 3,395/1,475/1,875mm 

車両重量 1,010[1,020]kg 

乗車定員 2(4)人 

車両 

最大積載量 350(250)kg 

型式 EF-VE 

排気量 659cc 

最高出力 37kW/5,900rpm 

エンジン 

最大トルク 63N･m/4,000rpm 

種類 交流同期電動機 

最高出力 9.4kW/3,000rpm 

モーター 

最大トルク 46N･m/1,000rpm 

種類及び型式 ニッケル水素電池 

個数 30 個 

動力用主電池 

容量 6.5Ah 

トランスミッション 種類 電子制御式 4 速オートマチック 

(出典：ダイハツ工業のホームページ http://www.daihatsu.co.jp) 
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2.17.3 技術開発拠点と研究者 

図2.17.3-1に、1990～2003年におけるハイブリッド電気自動車の制御技術に関するダイ

ハツ工業の出願件数と発明者数の推移をH14年度テーマの結果と併せて示す。1998年以降

現在に至るまで、出願件数、発明者数はそれなりの数を維持してきており、この間にハイ

ブリッド車の開発が継続的に行われてきた事を示唆している。 

 

 ダイハツ工業の技術開発拠点：〒563-0044 大阪府池田市ダイハツ町 1-1 ダイハツ工業  

 本社内 

 

図2.17.3-1 ダイハツ工業の出願件数と発明者数 
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2.17.4 技術開発課題対応特許の概要 

図 2.17.4-1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術におけるダイハツ工業が出願した

19 件について課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図 2.17.4-2 に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化

した解決手段Ⅱとの分布を示す。 

｢走行性能の向上」、「燃費性能の向上」課題に対する「モーター制御の改良」、「動

力合成機構制御の改良」に関する出願が多く、駆動ユニットの開発に重点が置かれている。 

 

 

図2.17.4-1 ダイハツ工業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.17.4-2 ダイハツ工業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.17.4-1に、ダイハツ工業のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対

応特許を示す。 

 

表2.17.4-1 ダイハツ工業の技術要素別課題対応特許（1/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2004-183519 

(審査請求中) 

02.12.02 

F02D29/02,321 

自動車のｴﾝｼﾞﾝ停止制御装置 

  特開2005-042566 

03.07.23 

F02D29/02,321 

車両の動力制御方法 

エ
ン
ジ
ン 

 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特許3703409 

01.07.06 

B60L11/14 

アイシン・エィ・ダ

ブリュ 

自走車両の運転制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝで駆動される発電機とﾊﾞｯﾃﾘｰ電力で走行

用ﾓｰﾀや補助機器を駆動するHEVｼｽﾃﾑにおいて､

ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電状態検出値が閾値を下回ると､その

検出値が低いほど大きくなるように充電用必要

動力を求め､その情報に基づいてｴﾝｼﾞﾝ作動を制

御し充電制御を行うことにより､ｴﾝｼﾞﾝに対して

充電用必要動力を要求する状態が不必要に長く

継続することを防止する｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 走行性能の向上 要求トルクのマネ

ジメント 

特許3609040 

01.06.13 

B60L11/14 

自走車両の走行駆動制御装置 

ｱｸｾﾙ開度及び進行方向指示情報を含む走行駆動

力調整情報に基づいて求めた目標走行駆動力に

応じて､走行駆動手段Kにて実際に出力させる実

目標走行駆動力を､その変化を低く規制する形

態で求めて出力させるように構成され､目標走

行駆動力が設定値よりも大であれば単位時間当

たりの変化量を大駆動力用の規制値以下に規制

する形態で､目標走行駆動力が設定値以下であ

れば単位時間当たりの変化量を大駆動力用の規

制値よりも大き

い小駆動力用の

規制値以下に規

制する形態で､実

目標走行駆動力

を制御する事に

より､登坂路発進

時の逆走状態を

回避する｡ 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特開2005-042566 

03.07.23 

F02D29/02,321 

車両の動力制御方法 

モ
ー
タ
ー 

燃費性能の向上 トルク 特開2004-088813 

(審査請求中) 

02.08.22 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 
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表2.17.4-1 ダイハツ工業の技術要素別課題対応特許（2/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モ
ー

タ
ー 

燃費性能の向上 発電機制御の改良 特開2004-120865 

(審査請求中) 

02.09.25 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の走行駆動制御装置 

 走行性能の向上 回転数 特開2004-108327 

(審査請求中) 

02.09.20 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ始動装置 

走行性能の向上 電力供給制御など 特開2002-345107 

(審査請求中) 

01.05.18 

B60L7/24 

自走車両 

 発電機制御の改良 特開2004-120865 

(審査請求中) 

02.09.25 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の走行駆動制御装置 

モ
ー
タ
ー 

信頼性・耐久性の

向上 

電力供給制御など 特開2004-159400 

(審査請求中) 

02.11.05 

H02P6/16 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両における磁束検出装置 

発
電
機 

信頼性・耐久性の

向上 

切り替えタイミン

グ・条件 

特許3659905 

01.08.01 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の走行制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ､走行装置に連係されたMGと発電機の夫々

が遊星歯車機構を介して互いに接続されｴﾝｼﾞﾝ

とMG出力を協調制御運転を行う走行制御装置に

おいて､発電機の回転を阻止自在な制動手段を

備え､発電機回転方向が

発電用回転方向であれば

発電機回転速度を発電機

目標速度になるように制

御し､回転方向が反対方

向であれば､制動手段を

作用状態に切り換えて発

電機運転制御を停止する

操作を行うことにより､

必要発電量が得られない

ような事態を回避しつ

つ､発電機の無駄なｴﾈﾙ

ｷﾞｰﾛｽを回避する｡ 

燃費性能の向上 トルク 特開2004-136778 

(審査請求中) 

02.10.17 

B60K41/22 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

 回転数 特開2004-060522 

(審査請求中) 

02.07.29 

F02N11/08 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

走行性能の向上 回転数 特開2004-060522 

(審査請求中) 

02.07.29 

F02N11/08 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

 フェイルセーフ 特開2004-153939 

(審査請求中) 

02.10.31 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

 クラッチ過渡制御 特開2004-084475 

(審査請求中) 

02.08.22 

F02D29/02,321 

自動車の走行駆動制御装置 
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表2.17.4-1 ダイハツ工業の技術要素別課題対応特許（3/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能の向上 切り替えタイミン

グ 

特開2004-142632 

(審査請求中) 

02.10.25 

B60K41/04 

自動車の制御方法 

  特開2005-155876 

03.11.28 

F16H61/02 

車両用自動変速機の制御方法 

走行性能の向上 フェイルセーフ 特開2004-150549 

(審査請求中) 

02.10.31 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の変速制御方法 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-150549 

(審査請求中) 

02.10.31 

F16H61/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の変速制御方法 

電
力
制
御 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2004-159401 

(審査請求中) 

02.11.05 

B60L11/14 

車両の制御装置 

補
助
装
置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

システム安全性の

マネジメント 

特開2004-208368 

(審査請求中) 

02.12.24 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 
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2.18.1 企業の概要 

  

商号 三洋電機 株式会社 

本社所在地 〒570-8677 大阪府守口市京阪本通2-5-5 

設立年 1950年（昭和25年） 

資本金 1,722億42百万円（2005年3月末） 

従業員数 15,687名（2005年3月末）（連結：96,023名） 

事業内容 音響・映像・情報通信機器、電化機器、産業機器、電子デバイス等の製

造・販売・保守・サービス、他 

 

三洋電機は、パワーグループの中に、モバイルエナジーカンパニーとオートモーティブ

カンパニーを設け、自動車向け電装品事業（二次電池、コンデンサー等）を展開している。 

ハイブリッド車の関連については、Ni-H電池を、フォードのハイブリッド車向けに供給

してきたが、2004年に米国で発売された本田技研工業のアコードハイブリットにも搭載さ

れている。 

三洋電機では、現在、ニッケル水素（Ni-H）電池に対して、より出力密度が高いリチウ

ムイオン電池の開発が進められており、安全性やコストの課題などが解決されれば、比較

的早い段階でNi-H電池に変わる小型軽量化高性能二次電池として実用化が期待されている。 

なお、同社は、2005年の東京モーターショーで、円筒形と角形の２種類のハイブリッド

車用リチウムイオン電池を展示したが、電池性能は、出力密度が3500W/kg、エネルギ密度

が90Wh/kgと、いずれも同社のNi-H電池の2.3倍になっており、ハイブリッド車用としての

高出力密度タイプとして小型高性能化されている。 

(出典：三洋電機のホームページ http://www.sanyo.co.jp) 

 

 

2.18.2 製品例 

ハイブリッド車アコードに搭載されたNi-H電池の詳細仕様は不明である。 

 

 

2.18 三洋電機 
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2.18.3 技術開発拠点と発明者 

図2.18.3-1に、2001～03年におけるハイブリッド電気自動車の制御技術に関する三洋電

機の出願件数と発明者数の推移を示す。 

 

 三洋電機の技術開発拠点：〒570-8677 大阪府守口市京阪本通 2-5-5 三洋電機本社内 

 

図2.18.3-1 三洋電機の出願件数と発明者数 
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2.18.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.18.4-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術における三洋電機が出願した17件に

ついて課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図2.18.4-2に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化した解決

手段Ⅱとの分布を示す。 

「バッテリー状態の管理容易化」を主体とする多種の課題に対する「バッテリー制御技

術の改良」に開発の重点が置かれている。 

 

 

図2.18.4-1 三洋電機のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.18.4-2 三洋電機のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.18.4-1に、三洋電機のハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特

許を示す。 

 

表2.18.4-1 三洋電機の技術要素別課題対応特許（1/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

燃費性能の向上 電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特許3706565 

01.09.20 

B60L11/18 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶ-用の電源装置 

走行用ﾓｰﾀｰを駆動する駆動用二次電池と､電装

用二次電池と､駆動用二次電池の出力電圧を電

装用二次電池を充電する電圧に変換する降圧回

路と､電装用二次電池の出力電圧を駆動用二次

電池を充電する電圧に変換する昇圧回路を有す

る電源装置において､電池制御回路が降圧回路

と昇圧回路を制御

して､駆動用二次電

池と電装用二次電

池間で相互に充放

電を行わせる事に

より､駆動用二次電

池と電装用二次電

池をより理想に近

い状態で使用でき

るようにする｡ 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-323838 

(みなし取下) 

02.04.30 

H01H47/08 

車両用ﾊﾞﾂﾃﾘ-ｼｽﾃﾑの電流遮断装置 

 走行性能の向上 放電・放電深度の

マネジメント 

特許3505517 

01.03.23 

B60L11/12 

電動車両のﾊﾞﾂﾃﾘ-制御装置 

ﾊﾞｯﾃﾘｰの充放電を制限すべき残存容量や温度が

制限値を越えない様に､充放電状態を制御する

制御装置において､ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ角度検出装置によ

り､ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ角度とその変化速度を検出し､加

速操作が行なわれたかどうかを判断し､加速操

作が行われた場

合にはﾊﾞｯﾃﾘｰ残

存容量や温度に

よる放電の制限

を緩和する事に

より､加速ｱｸｾﾙ

操作時のﾓｰﾀｰ出

力の低下を回避

する｡ 

 

 バッテリ状態の管

理容易化 

電力蓄積デバイス

間の収支マネジメ

ント 

特開2003-259508 

(審査請求中) 

02.02.26 

B60L11/18 

電気自動車用の電源装置 
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表2.18.4-1 三洋電機の技術要素別課題対応特許（2/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

バッテリ状態の管

理容易化 

放電・放電深度の

マネジメント 

特許3615500 

01.06.22 

H02J7/00,302 

組電池の充電率調整回路 

各電池ﾓｼﾞｭｰﾙの両極から引き出された一対の放

電線路と､両放電線路間に介在する放電抵抗と

開閉ｽｲｯﾁ､開閉ｽｲｯﾁｹﾞｰﾄに制御信号を供給する

CR回路からなる時限保持回路､放電指令に応じ

て時限保持回路に保持動作を開始させるﾌｫﾄｶﾌﾟ

ﾗｰとを具えている組電池充電率調整回路におい

て､複数の単電池からなる電池ﾓｼﾞｭｰﾙを直列に

接続して構成された組電池を対象として､各電

池ﾓｼﾞｭｰﾙの充電率を均一化する調整時に､電池ﾓ

ｼﾞｭｰﾙ容量がほぼｾﾞﾛとなるまで放電が継続され

ることを防止する｡ 

 

  温度等環境条件補

正 

特開2005-183241 

03.12.22 

H01M10/50 

車両用の電源装置 

   特開2005-184979 

03.12.19 

B60L11/18 

車両用の電源装置およびﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶ-の電源装置

  劣化管理 特開2003-264906 

(審査請求中) 

02.03.11 

B60L11/18 

自動車用電池管理ｼｽﾃﾑ 

  操作系・表示系 特許3706585 

02.02.19 

B60L3/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶ-のﾊﾞﾂﾃﾘ状態表示方法とﾊﾞﾂﾃﾘ状態表

示装置 

充放電しているﾊﾞｯﾃﾘｰの第1の状態と第2の状態

から電圧と電流の変化値であるΔV/ΔIを検出

する｡ﾊﾞｯﾃﾘ状態表示方法は､ΔV/ΔIからﾊﾞｯﾃﾘ

保護状態で充放電されているかどうかを判定し

て､保護状態で充放電されている時にﾊﾞｯﾃﾘ保護

状態にあること

を表示すること

により､ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

が電池寿命を意

識しながら運転

できるようにす

る｡ 

 

 信頼性・耐久性の

向上 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-111204 

(審査中) 

01.09.28 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶ-の電源装置の充放電制御方法 

  充放電量可視化な

ど 

特開2005-129382 

03.10.24 

H01M4/32 

ﾆﾂｹﾙ･水素蓄電池及びﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

フェイルセーフ 特開2004-215366 

(審査請求中) 

02.12.27 

B60L3/04 

電気自動車のﾊﾞﾂﾃﾘ制御装置 
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表2.18.4-1 三洋電機の技術要素別課題対応特許（3/3） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

コスト低減 放電・放電深度の

マネジメント 

特許3615507 

01.09.28 

H02J7/00,302 

組電池の充電率調整回路 

複数電池ﾌﾞﾛｯｸを接続する直列線路に設けた第1

ｽｲｯﾁと､複数電池ﾌﾞﾛｯｸの対応する複数の並列接

続点を接続する複数並列線路に設けた第2ｽｲｯﾁ

と､各電池ﾓｼﾞｭｰﾙの両極に接続された放電回路

と､ﾓｼﾞｭｰﾙ両端電圧計測回路とからなる充電率

制御回路において､通常動作時､充電率調整時

に､各ｽｲｯﾁのｵﾝｵﾌ状態を制御すると共に､電圧計

測回路検出結果に基づいて放電回路の放電動作

をｵﾝｵﾌ制

御する｡ 

 

 その他の課題 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-235106 

(審査中) 

02.02.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶ-のﾊﾞﾂﾃﾘ制御方法 

電
力
制
御 

信頼性・耐久性の

向上 

電力供給制御など 特開2003-333866 

(みなし取下) 

02.05.15 

H02M7/48 

三洋電機空調 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀ制御装置および電源変換装置 

燃費性能の向上 充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2003-111201 

(審査中) 

01.09.28 

B60L1/00 

自動車用制御ｼｽﾃﾑ 
補
助
装
置 

バッテリ状態の管

理容易化 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2002-283841 

(審査請求中) 

01.03.28 

B60H1/32,624 

三洋コマ－シャルサ

－ビス,富士重工業 

自動車用空調ｼｽﾃﾑ 
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2.19.1 企業の概要 

商号 三菱ふそうトラック・バス株式会社 

本社所在地 東京都港区港南二丁目 16 番 4 号(〒108-8285) 

設立年 2003 年(平成 15 年) 

資本金 200 億円 

従業員数 約 16,000 人(連結) 

事業内容 トラック・バス、産業エンジンなどの開発、設計、製造販売 

 

2003年に、三菱自動車工業の、トラック、バスおよびディーゼルエンジン製造部門が分

社化して設立された。ダイムラークライスラー社の資本参加(85%)により、子会社化され

た。 

ハイブリッド車の開発は、大型から中型・小型までの各種のトラック、バスとディーゼ

ルエンジンを生産している川崎製作所と併設の技術センターで行われている。 

ダイムラー・クライスラー(DC)社は、商用車部門強化の一環としてハイブリッド車開発

のためハイブリッド技術研究拠点を三菱ふそうトラック・バスの喜連川研究所（栃木県さ

くら市）に設置した。 

三菱ふそうトラック・バスは、旧三菱自動車工業の時代から、シリーズ式ハイブリッド

バスの開発を行ってきており、2000年にはエンジンで発電しモーターで走行する大型路線

バス用電気ハイブリッド駆動システムを搭載した「エアロスター・ノンステップHEV」を

開発し、2002年から試験運行を開始、2004年からは一般販売を開始している。 

さらに、トラック分野では、2006年春には小型トラック「キャンターHEV」の販売を開

始する予定である。 

 (出典：三菱ふそうトラック・バスのホームページ http://www.mitsubishi-fuso.com/jp) 

 

 

2.19.2 製品例 

表2.19.2-1に、三菱ふそうトラック･バスで市販化している「エアロスター・ノンス

テップHEV」バスの仕様を示す。 

 

表2.19.2-1 三菱ふそうトラック・バスの「エアロスター・ノンステップHEV」の基本仕様 

車種 型式 定員 ｴﾝｼﾞﾝ排気量 駆動方式/変速機 ﾊﾞｯﾃﾘｰ 

ｴｱﾛﾉﾝｽﾃｯﾌﾟ HEV KL-MP37JM 改 68 人 6061CC ｼﾘｰｽﾞ式ﾓｰﾀｰ駆動による無段

変速 

Li ｲｵﾝ電池 

(出典：三菱ふそうトラック・バスのホームページ http://www.mitsubishi-fuso.com/jp) 

 

 

 

2.19 三菱ふそうトラック・バス
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2.19.3 技術開発拠点と研究者 

図2.19.3-1に、2001～03年におけるハイブリッド電気自動車の制御技術に関する三菱ふ

そうトラック・バスの出願件数と発明者数の推移を示す。 

 

 三菱ふそうトラック・バスの技術開発拠点：〒211-8522神奈川県川崎市中原区大倉町10 

 番地 川崎製作所/技術センター内 および 栃木県さくら市鷲宿 喜連川研究所内 

 

 

図2.19.3-1 三菱ふそうトラック・バスの出願件数と発明者数 
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2.19.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.19.4-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術における三菱ふそうトラック・バス

が出願した17件について課題と解決手段Ⅰの分布を、図2.19.4-2に課題と解決手段Ⅰを細

分化した解決手段Ⅱとの分布を示す。特に､注力している分野は特定できない。 

 

 

図2.19.4-1 三菱ふそうトラック・バスのハイブリッド電気自動車の 

制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.19.4-2 三菱ふそうトラック・バスのハイブリッド電気自動車の 

制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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フェイルセーフ

エンジン始動性の改良など

複数電力蓄積デバイスの選択使用･協調制御

電力蓄積デバイス間の収支マネジメント

回生効率の改良

電力制御系の改良など

燃料噴射量・燃料カット

点火時期

触媒の温度管理・過熱

触媒の流量・排気還流

エンジン運転モード切替制御など

トルク

回転数

温度

フェイルセーフ

センサレス

電力供給制御など

充電のマネジメント(含むSOC)

放電・放電深度のマネジメント

フェイルセーフ

故障頻度低減

温度等環境条件補正

劣化管理

充放電量可視化など

クラッチ過渡制御

切り替えタイミング

フェイルセーフ

変速機構の制御など

発電機制御の改良

冷却系

エアコン・灯火類等車両補機

ブレーキ負圧の発生、ペダル

操作系・表示系

性能検査システムなど

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善

機
能
追
加

燃
費
性
能
向
上

走
行
性
能
向
上

排
気
性
能
向
上

冷
却
性
能
向
上

バ
ッ

テ
リ
状
態
の

管
理
容
易
化

振
動
抑
制

信
頼
性
・
耐
久
性
向
上

フ
ェ

イ
ル
セ
ー

フ
・

安
全
性
の
向
上

コ
ス
ト
低
減

そ
の
他
の
課
題

システムマネジメ
ントの改良

エンジン／モータ
協調制御の改良

その他のシステム
制御の改良

エンジン制御
の改良

モーター制御
の改良

バッテリー制御
の改良

動力合成機構制御
の改良

その他の要素の
制御の改良

解決手段Ⅰ/Ⅱ

課
題
Ⅰ

1 1 1

2

1

1

2

1

1

1

1 1

1

1

1 1
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表2.19.4-1に、三菱ふそうトラック・バスのハイブリッド電気自動車の制御技術の技術

要素別課題対応特許を示す。 

 

表2.19.4-1 三菱ふそうトラック・バスの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

燃費性能の向上 電力のマネジメン

ト 

特許3654196 

(登録) 

01.02.06 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車 

ﾓｰﾀ出力に応じてｴﾝｼﾞﾝ始動､停止を行うと共に､

ｼﾞｪﾈﾚｰﾀの発電

出力がﾓｰﾀ出力

を超えないよ

うにｴﾝｼﾞﾝ出力

を制御する制

御手段を備え

ることにより､

電力系のｴﾈﾙｷﾞ

ﾛｽを低減する｡ 

  エンジン運転モー

ド切替制御など 

特許3719393 

(登録) 

01.04.06 

F02D29/06 

[2] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑの制御装置 

運転者が要求する出力に応じてｴﾝｼﾞﾝを運転し､

その出力で発電機から駆動用ﾓｰﾀ4に給電する一

方で､DPF再生時にはｴﾝｼﾞﾝの負荷を一時的に低

下させて､その間に排気の酸素濃度を高めてDPF

に酸素を供給する低負荷運転をDPF再生中にｽﾊﾟ

ｲｸ状に行い､

高い酸素濃度

の排気によっ

てﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

の燃焼を促進

する事によ

り､DPF再生時

間の短縮化や

燃費の低減を

図る｡ 

 排気性能の向上 排気のマネジメン

ト 

特開2004-116362 

(審査請求中) 

02.09.25 

F02D29/02 

ﾊﾟﾗﾚﾙ式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車の動力制御装置 

   特開2004-116363 

(審査請求中) 

02.09.25 

F02D29/02 

ﾊﾟﾗﾚﾙ式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車の動力制御装置 

  充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2002-242721 

(特許3755406) 

01.02.15 

F02D29/02 

[10] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

燃費性能の向上 回生効率の改良 特開2002-315104 

01.04.12 

B60L7/24 

車両のﾌﾞﾚ-ｷ制御装置 

走行性能の向上 トルク 特開2003-061205 

(審査請求中) 

01.08.10 

B60L9/18 

電気自動車のﾓ-ﾀ制御装置 

モ
ー
タ
ー 

  特開2003-070107 

(審査請求中) 

01.08.27 

B60L15/20 

電気自動車のﾓ-ﾀ制御装置 
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表2.19.4-1 三菱ふそうトラック・バスの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

電力のマネジメン

ト 

特開2004-092569 

(審査請求中) 

02.09.02 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の補機駆動制御装置 
モ
ー
タ 

その他の課題 電力のマネジメン

ト 

特開2004-092569 

(審査請求中) 

02.09.02 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の補機駆動制御装置 

発
電
機 

燃費性能の向上 発電機制御の改良 特許3726885 

(登録) 

01.06.25 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両のｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2004-150450 

(審査請求中) 

02.10.28 

F16H61/04 

[1] 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車の変速制御装置 

車両レイアウトの

改善 

発電機制御の改良 特開2002-271907 

(拒絶査定) 

01.03.12 

B60L11/12 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車の制御装置 
バ
ッ
テ
リ
ー
等 

 性能検査システム

など 

特開2004-066889 

02.08.02 

B60K1/04 

ﾊﾞﾂﾃﾘﾕﾆﾂﾄ搭載構造 

電
力
制
御 

信頼性・耐久性の

向上 

充放電量可視化な

ど 

特開2004-120866 

(審査請求中) 

02.09.25 

B60L1/00 

電気自動車の電力制御装置 

冷却性能の向上 冷却系 特許3707455 

02.08.08 

B60L3/00 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の冷却装置 

複数のMGの冷却性能を考慮して発熱量の大きい

回転電機から順に冷却水を循環させるよう構成

された第1冷却系統と､複数のｲﾝﾊﾞｰﾀの作業性を

考慮して搭載位置の低いｲﾝﾊﾞｰﾀから順に冷却水

を循環させるよう構成された第2冷却系統にお

いて､第2冷却系

の最高位置のｲﾝ

ﾊﾞｰﾀの直下流近

傍にｴｱ抜き用部

位を設ける事に

より､冷却能力

と作業性を確保

する｡ 

補
助
装
置 

フェイルセーフ・

安全性の向上 

性能検査システム

など 

特開2005-047395 

03.07.29 

B60T8/00 

車両用ﾌﾞﾚ-ｷ制御装置 

 その他の課題 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開2003-312500 

(拒絶査定) 

02.04.17 

B62D5/07 

ｼﾘ-ｽﾞ方式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車用ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 
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2.20.1 企業の概要 

 

商号 ジヤトコ株式会社 

本社所在地 〒417-0001 静岡県富士市今泉 700-1  

設立年 1999 年（ 平成 11 年）  

資本金 299 億 35 百万円(2005 年 9 月末) 

従業員数 7,667 名(2005 年 9 月末）  

事業内容 変速機及び自動車部品の開発、製造及び販売  

 

ジヤトコは、日産自動車・マツダ・フォードの合弁により発足したジヤトコ(旧日本自

動変速機)が前身であり、1999年に日産自動車AT・CVT部門が分社化して設立されたトラン

ステクノロジーと合併した。 

2000～01年にかけて、ダブルキャビティ方式トロイダルCVT、ハーフトロイダル式無段

変速機(CVT)等を開発し事業化した。 

2002年に、「ジヤトコ」へ社名変更し、さらに、三菱自動車工業AT・CVT部門を吸収合

併し現在に至っている。 

2004年には、3.5リッターエンジンに対応した高トルク容量ベルトCVTを開発し、元来、

FF､FR小型車用に使用されてきたCVTを3.5リッタークラスの大排気量車用までフルライン

ナップし､事業基盤を強化し現在に至っている。 

ハイブリッド車用変速機として、同社は、日産ティーノ・ハイブリッド車向けに、FF車

用駆動モータを内蔵し電磁クラッチや電動式オイルポンプと組み合わせた「CVTハイブ

リッドシステム」を開発している。 

さらに、FR車用ハイブリッドシステムとして、スタートクラッチやトルクコンバーター

不要の遊星歯車方式と高電圧式小型モーターとの組合せで、従来型ATとほぼ同じスペース

の中に収納可能な、エネルギー回生機能付きハイブリッドATを実用化している。 

(出典：ジヤトコのホームページ http://www.jatco.co.jp) 

 

2.20.2 製品例 

FF車用CVTハイブリッドシステムを一時期限定製造したが、現在のところ、市販車に搭

載された実績は無い。 

 

2.20.3 技術開発拠点と研究者 

図2.20.3-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するジヤトコの出願件数と発明

者数を平成14年度テーマの結果と併せて示す。 

2000年以降現在に至るまで、出願件数、発明者数ともに一定数を維持してきており、こ

の間にハイブリッド車の開発が継続的に行われてきている事を示唆している。 

 

 ジヤトコの技術開発拠点：〒417-0001 静岡県富士市今泉 700-1 ジヤトコ本社内 

2.20 ジヤトコ 
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図2.20.3-1 ジヤトコの出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.20.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.20.4-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術におけるジヤトコが出願した15件に

ついて課題Ⅰと解決手段Ⅰの分布を、図2.20.4-2に課題Ⅰと解決手段Ⅰを細分化した解決

手段Ⅱとの分布を示す。 

  

図2.20.4-1 ジヤトコのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅰ 
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図2.20.4-2 ジヤトコのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する課題と解決手段Ⅱ 
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表2.20.4-1に、ジヤトコのハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特

許を示す。 

 

表2.20.4-1 ジヤトコの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

車両レイアウトの

改善 

性能検査システム

など 

特開2002-283857 

01.03.23 

B60K17/04 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車輌駆動装置 

走行性能の向上 トルク 特開2002-262408 

(審査請求中) 

01.02.28 

B60L11/14 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

エ
ン
ジ
ン 

振動抑制 トルク 特開2003-294123 

(みなし取下) 

02.03.29 

F16H61/02 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

燃費性能の向上 温度 特開2004-320939 

(特許3744916) 

03.04.18 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の電動機制御方法及びその装置

走行性能の向上 電力供給制御など 特開2005-110395 

(審査請求中) 

03.09.30 

B60L9/18 

電動機制御装置 

モ
ー
タ
ー 

振動抑制 トルク 特開2003-052102 

01.08.07 

B60L11/14 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

 フェイルセーフ・

安全性の向上 

要求トルクのマネ

ジメント 

特開2005-185064 

03.12.22 

B60L11/14 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

車両レイアウトの

改善 

電力供給制御など 特許3682964 

02.09.24 

B60K17/04 

車両用駆動装置 

ｴﾝｼﾞﾝを駆動するｽﾀｰﾀｰとして作用するとともに

発電可能なMG1と､一端をｴﾝｼﾞﾝ出力軸と接続し､

弾性体を介して他端をMG1を支持する入力軸と

接続するﾀﾞﾝﾊﾟ部と､入力軸から入力された回転

を変速し駆動輪に出力する変速機と､MG1と変速

機間に配置されて駆動力を断接するｸﾗｯﾁと､MG1

の駆動状態,ﾊﾞｯﾃﾘｰの充電状態,ｸﾗｯﾁの締結状態

や自動変速

機の変速状

態を制御す

る車両用駆

動制御手段

で構成した

低ｺｽﾄでｺﾝﾊﾟ

ｸﾄな駆動制

御装置｡ 

 燃費性能の向上 クラッチ過渡制御 特開2005-132181 

03.10.29 

B60K41/28 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 

 走行性能の向上 エンジン始動性の

改良など 

特開2005-132147 

03.10.28 

B60K41/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

 バッテリ状態の管

理容易化 

クラッチ過渡制御 特開2005-176481 

03.12.10 

B60L11/14 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 
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表2.20.4-1 ジヤトコの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技術

要素

Ⅰ 

課題Ⅰ 解決手段Ⅱ 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

振動抑制 エンジン始動性の

改良など 

特開2005-132147 

03.10.28 

B60K41/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

振動抑制 発電機制御の改良 特開2004-312857 

(審査請求中) 

03.04.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の制御方法及び制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

信頼性・耐久性の

向上 

クラッチ過渡制御 特許3700855 

03.09.30 

F16H57/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両の制御装置 

自動変速装置と直結ｸﾗｯﾁの潤滑流量切換機構と

して､大径ｵﾘﾌｨｽを有する第1油路と小径ｵﾘﾌｨｽを

有する第2油路と､小径ｵﾘﾌｨｽを有する第3油路と

大径ｵﾘﾌｨｽを有する第4油路と､これらを切り換

える直結ｸﾗｯﾁ潤滑切換弁を設け､車両の発進時

に､直結ｸﾗｯﾁが締結するまでの間に変速装置潤

滑油路として第2油路を選択し､直結ｸﾗｯﾁ潤滑油

路として第4油路を選択し､直結ｸﾗｯﾁ潤滑流量を

変速装置

潤滑流量

よりも多

く制御す

ることに

より､直

結ｸﾗｯﾁの

耐久性向

上を図

る｡ 

 コスト低減 電力供給制御など 特許3682964 

02.09.24 

B60K17/04 

車両用駆動装置 

ｴﾝｼﾞﾝを駆動するｽﾀｰﾀｰとして作用するとともに

発電可能なMG1と､一端をｴﾝｼﾞﾝ出力軸と接続し､

弾性体を介して他端をMG1を支持する入力軸と

接続するﾀﾞﾝﾊﾟ部と､入力軸から入力された回転

を変速し駆動輪に出力する変速機と､MG1と変速

機間に配置されて駆動力を断接するｸﾗｯﾁと､MG1

の駆動状態,ﾊﾞｯﾃﾘｰの充電状態,ｸﾗｯﾁの締結状態

や自動変速

機の変速状

態を制御す

る車両用駆

動制御手段

で構成した

低ｺｽﾄでｺﾝﾊﾟ

ｸﾄな駆動制

御装置｡ 

バ
ッ
テ
リ
ー
等

電
力
蓄
積
装
置

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特開2005-160142 

03.11.20 

B60L3/00 

電動車両の制御装置 

補
助
装
置 

車両レイアウトの

改善 

クラッチ過渡制御 特開2004-009970 

(審査請求中) 

02.06.11 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両 
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表2.21-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について大学・公的研究機関が出願した

３件の技術要素別課題対応特許リストを示す。 

 

表 2.21-1 大学・公的研究機関からの技術要素別課題対応特許 

技術

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

燃費性能の向

上 

切り替えタイミ

ング・条件 

特表2004-527193 

(審査請求中) 

01.01.03(優先権)

B60L11/14 

ユニバ－シティ 

オブ カリフォル

ニア 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車の動作特性の制御方法 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

燃費性能の向

上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充電のマネジメ

ント(含むSOC) 

特開2002-281609 

01.03.21 

B60L11/18 

服部 正行, 

東北リコ－ 

複合2次電池回路および回生制御ｼｽﾃﾑ 

電
力
制
御 

フェイルセー

フ・安全性の

向上 

放電・放電深度の

マネジメント 

特開2005-033984 

(審査請求中) 

03.07.04(優先権)

H02P21/00 

現代自動車, 

浦項工科大学校 

誘導電動機用ﾍﾞｸﾄﾙ制御型ﾃﾞﾕｱﾙｲﾝﾊﾞ-ﾀｼｽﾃﾑ 

 

2.21 大学・公的研究機関からの出願
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表2.22-1に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について主要企業等以外が出願した247

件のうち、登録されている特許15件の技術要素別課題対応特許リストを示す。 

 

表 2.22-1 主要企業等以外の技術要素別課題対応特許（1/3） 

技術

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ン
ジ
ン 

走行性能の向上 応答性の改良 特許3708925 

(登録) 

03.02.25 

F02D29/02 

ヤンマ－ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑにおいて､ｴﾝｼﾞﾝ駆動力を､ﾓｰﾀ駆動力

によりｱｼｽﾄして動力伝達装置を駆動して加速ｱｼｽﾄ

による航走を行う場合には､操作ﾚﾊﾞｰの操作速度

と､ｴﾝｼﾞﾝｽﾛｯﾄﾙ開度速度と､操作ﾚﾊﾞｰ操作時間と､ｴ

ﾝｼﾞﾝ回転変動時間とに基づいて､ﾓｰﾀ出力を調節す

る事により､ﾓｰﾀｰによるｴﾝｼﾞﾝｱｼｽﾄを追従性よく行

う｡ 

燃費性能の向上 切り替えタイミン

グ・条件 

特許3679335 

(登録) 

01.02.06 

B60K17/04 

ＮＴＮ 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車における動力伝達装置 

ｴﾝｼﾞﾝの回転をｱｼｽﾄするﾓｰﾀとの間に第1ｸﾗｯﾁを組

込み､その第1ｸﾗｯﾁをﾊﾟｳﾀﾞｸﾗｯﾁと一方向ｸﾗｯﾁの複

合ｸﾗｯﾁとし､発進時にﾊﾟｳﾀﾞｸﾗｯﾁを結合状態として

ｽﾑｰｽﾞな発進が得られるようにする｡さらに､ﾊﾟｳﾀﾞ

ｸﾗｯﾁの結合により入力軸と出力軸とが同期回転す

ると､一方向ｸﾗｯﾁを結合状態とし､その結合後にﾊﾟ

ｳﾀﾞｸﾗｯﾁを結合解除状態として､入力軸の回転を一

方向ｸﾗｯﾁを介して出力軸に伝達し､制動時のﾓｰﾀ回

生運動時に､一方向ﾛｰﾗｸﾗｯﾁを瞬時に結合解除させ

て車輪からの逆入力ﾄﾙｸがｴﾝｼﾞﾝに伝達されるのを

防止する制御を行ない､ｽﾑｰｽﾞな発進と効率のよい

回生運動を行なわせる｡ 

 発電機制御の改良 特許3691769 

(登録) 

01.07.24 

H02K21/14 

河村 英男 

磁束制御装置を備えた永久磁石式発電･電動機 

磁束制御ﾘﾝｸﾞは,周方向に隔置してｽﾛｯﾄ部の幅よ

り小さい幅を有する透磁性体と透磁性体間に配置

された非透磁性体とを周方向に交互に積層して全

体としてﾘﾝｸﾞ状に形成されており､透磁性体は外

周面が半径方向に対して斜めに角度を持った斜面

に形成され,櫛部は内周面が斜面に合口となる斜

面に形成されている｡ｺﾝﾄﾛｰﾗは,斜面と合口のｸﾘｱﾗ

ﾝｽ量を制御して櫛部を通る磁束を制御し,所定の

定電圧発電制御を行う｡ 

信頼性・耐久性の向

上 

電力供給制御など 特許3700774 

(登録) 

01.10.25 

F16H13/04 

日本精工 

動力伝達装置､自動車､自転車及び摩擦ﾛ-ﾗ式変速

機付きﾓ-ﾀの制御方法 

ﾓｰﾀｰｼｬﾌﾄから摩擦ﾛｰﾗ式変速機を介して回転動力

を伝達する動力伝達系において､少なくとも摩擦ﾛ

ｰﾗ式変速機側からﾓｰﾀｰのｼｬﾌﾄを連れ回そうとする

ﾄﾙｸが作用する際に､ﾓｰﾀｰのﾘｰﾄﾞ線を短絡するよう

に切り替るｽｲｯﾁﾝｸﾞ手段を設けることにより､ﾓｰﾀｰ

ｼｬﾌﾄの連れ回しを確実に防止しうるﾓｰﾀｰ制御方

法｡ 

モ
ー
タ
ー 

  特許3700773 

(登録) 

01.10.24 

B60L15/20 

日本精工 

動力伝達装置､自動車､自転車及び一方向ｸﾗﾂﾁ付

きﾓ-ﾀの制御方法 

ﾓｰﾀｰｼｬﾌﾄから一方向ｸﾗｯﾁを介して回転動力を伝達

する動力伝津系において､少なくとも一方向ｸﾗｯﾁ

側からﾓｰﾀｰｼｬﾌﾄを連れ回そうとするﾄﾙｸが作用す

る際に､ﾓｰﾀｰのﾘｰﾄﾞ線を短絡するよう切り替るｽｲｯ

ﾁﾝｸﾞ手段を備えることにより､ﾓｰﾀｰｼｬﾌﾄの連れ回

しを防止する｡ 

 

2.22 主要企業等以外の特許番号一覧
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表 2.22-1 主要企業等以外の技術要素別課題対応特許（2/3） 

技術

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能の向上 発電機制御の改良 特許3676262 

(登録) 

01.06.05 

H02K21/48 

河村 英男 

複数系統の電力発電特性を持つ発電機 

巻線ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎の端子のそれぞれの結線を切り換え

るｽｲｯﾁﾝｸﾞ装置とﾛｰﾀからｽﾃｰﾀｺｱの櫛部への磁束密

度を変換するｽﾃｰﾀｺｱに対して相対移動可能な磁束

制御ﾘﾝｸﾞを有する発電機において､ﾛｰﾀの回転速度

に応答してｽｲｯﾁﾝｸﾞ装置の切り換え制御と磁束制

御ﾘﾝｸﾞの相対移動によって磁束密度変換制御とを

行って予め決められた所定の一定電圧を発電させ

る制御を行い,車両用の直流の小電圧や交流の中

電圧と大電圧とを発電させる制御を行うことがで

きる｡ 

発
電
機 

振動抑制 発電機制御の改良 特許3741637 

（登録） 

01.10.24 

B60L11/12  

ヤマハ発動機 

電動車両における発電機の駆動制御装置 

駆
動
力
合
成
変
速
機 

車両レイアウトの

改善 

クラッチ過渡制御 特許3586225 

(登録) 

01.07.19 

B60K17/04 

日立ユニシアオ－ト

モティブ 

動力伝達ﾕﾆﾂﾄ 

ｴﾝｼﾞﾝからﾄﾙｸ伝達される入力軸とﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝに向

けてﾄﾙｸ出力する出力軸と､入出力軸とを接続およ

び切断可能な第1電磁ｸﾗｯﾁと､発電機および電動機

として作動可能な発電電動機MGに､入力軸の回転

を減速して伝達可能な第1遊星歯車と､入力軸の回

転を減速して出力軸に伝達可能な第2遊星歯車と､

第2遊星歯車と出力軸とを接続および切断する第2

電磁ｸﾗｯﾁと､第1遊星歯車のﾘﾝｸﾞｷﾞﾔを固定あるい

は固定解除するﾌﾞﾚｰｷとを設けた車載性に優れた

動力伝達ﾕﾆｯﾄ｡ 

 

走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特許3721352 

(登録) 

02.09.25 

B60K41/06 

モト－ル自動車 

複合型原動機の内部動力制御装置 

駆動力伝達方向の前側にｴﾝｼﾞﾝ､後側にﾓｰﾀｰを配設

すると共に､ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀｰとの間に､中立位置及び

複数の変速位置に切り換え可能な機械式変速機

と､ｴﾝｼﾞﾝからﾓｰﾀｰ方向への駆動力を伝達し逆方向

の駆動力伝達を遮断する一方向ｸﾗｯﾁとを直列に連

結して､要求運転状態に応じてｴﾝｼﾞﾝ､ﾓｰﾀｰ､機械式

変速機を制御する複合型原動機の動力制御装置｡

駆
動
力
合
成
変
速
機 

走行性能の向上 クラッチ過渡制御 特許3719442 

(登録) 

03.07.07(優先権) 

B60L11/14 

現代自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気車両の動力伝達ｼｽﾃﾑ 

ｴﾝｼﾞﾝ､ｸﾗｯﾁ､ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾓｰﾀ､自動変速機､ｾｶﾝﾄﾞﾘｰﾓｰﾀ､

差動ｷﾞﾔ､変速制御装置からなる動力伝達ｼｽﾃﾑであ

り､ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾓｰﾀｰは､ｸﾗｯﾁ出力軸と自動変速機入力

軸との間に介在され､ｾｶﾝﾄﾞﾘｰﾓｰﾀｰは､自動変速機

出力軸と差動ｷﾞﾔ入力軸との間に結合される｡変速

制御装置はﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾓｰﾀｰとｾｶﾝﾄﾞﾘｰﾓｰﾀｰを制御し

て､自動変速機入力軸と差動ｷﾞﾔの回転数を変速時

のｸﾗｯﾁ結合に最適な回転数に制御する｡ 

燃費性能の向上 バッテリー制御の

改良 

特許3749143 

（登録） 

01.06.14 

B60L11/12 

矢崎総業 

車両用電源装置 
バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

バッテリ状態の管

理容易化 

トルク 特許3687628 

(登録) 

02.05.28 

B60L11/12 

新神戸電機 

充電状態検知ｼｽﾃﾑ及び該ｼｽﾃﾑを備えた自動車 

ｾﾙﾓｰﾀｰに流れる電流値Iが所定電流値以上かを判

定し､否定判定のときは､電流特性曲線の傾きが大

きいため精度が低くなるため､内部抵抗値からの

充電状態演算は行わずに精度の良い内部抵抗値と

充電状態との関係を利用してﾊﾞｯﾃﾘの充電状態を

演算し､鉛電池の充電状態を高精度で検知する充

電状態検知ｼｽﾃﾑであり､充電不足でｱｲﾄﾞﾙｽﾄｯﾌﾟ･ｽﾀ

ｰﾄ時にｴﾝｼﾞﾝが始動不能に陥ることを防止する｡ 
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表 2.22-1 主要企業等以外の技術要素別課題対応特許（3/3） 

技術

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリ状態の管

理容易化 

充電のマネジメン

ト(含むSOC) 

特許3711380 

(登録) 

02.06.26(優先権) 

B60L3/00 

現代自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車ﾊﾞﾂﾃﾘ-の最大充電及び最大

放電電流値算出方法 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電状態に基づいてﾊﾞｯﾃﾘｰの定常状態充電

抵抗を算出する段階､ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電状態に基づいて

無負荷充電電圧を算出する段階､ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電状態

での最大臨時充電電流値を算出する段階を経て､

最大充電電流値を算出し､ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電制御を行う

ことにより､ﾊﾞｯﾃﾘｰの長寿命化とﾊﾞｯﾃﾘｰ性能の極

限化を図る｡ 

バ
ッ
テ
リ
ー
等
電
力
蓄
積
装
置 

信頼性・耐久性の向

上 

放電・放電深度のマ

ネジメント 

特許3655277 

(登録) 

01.12.06(優先権) 

H02M3/155 

ゼネラル・モ－タ－ス

電動ﾓ-ﾀ電源管理ｼｽﾃﾑ 

MGに変換電力を提供する少なくとも1つの高電圧ｲ

ﾝﾊﾞｰﾀｰと､それぞれが電池とﾌﾞｰｽﾄ/ﾊﾞｯｸ直流･直流

ｺﾝﾊﾞｰﾀｰを有し､並列に配線され､少なくとも1つの

高電圧ｲﾝﾊﾞｰﾀｰに所定の直流電力を提供できるよ

うに制御された複数の低電圧電池ﾓｼﾞｭｰﾙとを備え

た電源ｽﾃｰｼﾞｼｽﾃﾑ｡ 

駆
動
方
式 

フェイルセーフ・安

全性の向上 

クラッチ過渡制御 特許3699371 

(登録) 

01.07.17 

B60L11/14 

ＮＴＮ 

[1] 

ｲﾝﾎｲ-ﾙﾓ-ﾀ型駆動ﾕﾆﾂﾄおよびﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ 

ｲﾝﾎｲｰﾙ型電気ﾓｰﾀ､その回転を減速する減速機､減

速機の回転を車輪に伝達するﾊﾌﾞ輪､およびこのﾊ

ﾌﾞ輪を支持する転がり軸受を備え､減速機とﾊﾌﾞ輪

との間に､二方向ｸﾗｯﾁを介在させて､電気ﾓｰﾀの回

転を断続可能とすることにより､電気ﾓｰﾀに焼付き

が起きても急激なﾀｲﾔﾛｯｸを生じさせないｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰ

ﾀ型駆動ﾕﾆｯﾄ｡ 
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資料１. ライセンス提供の用意のある特許 

 ハイブリッド電気自動車の制御に関連する技術で、ライセンス提供の用意のある特許

を､特許流通データベース（工業所有権情報・研修館のホームページで無料提供。

URL:http://www.ncipi.go.jp/)による検索に基づき、以下に示す。 

 なお、検索キーワードは、「ハイブリッド」に「車 or 制御」をかけて、ヒットしたも

のから、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関連する技術を選別した。 

 

 

ライセンス提供の用意のある特許リスト 

(2005年12月8日現在) 

特許番号 発明の名称 出願人・特許権者 

特許第 3443778 福祉自動車 六車 義方 

特許第 2732204 ニッカド電池、ニッケル水素電池、リチューム・イオ

ン電池等の二次電池及び鉛電池に対する急

速充電処理システム及び急速充電装置 

ジップチャージ 

特許第 2743155 ニッカド電池、ニッケル水素電池、リチューム・イオ

ン電池等の二次電池及び鉛電池に対する急

速充電及び充電処理システム 

ジップチャージ 

特許第 3392692 自動車用空調制御装置 松下電器産業 

特許第 3390638 自動車用空調制御装置 松下電器産業 

特開平 11-317228 リチウムイオン二次電池用負極材およびその製

造方法 

ジーコン,新越化成,大阪府 

特開 2000-69728 単相可逆電動機 東海大学 

特開 2000-240606 ロータリーベーンアクチュエータの駆動装置 太陽技研 

特開 2003-39940 自動車積載用冷凍装置（カーエアコン等）の補

助動力源を付帯構成したコンプレッサー装置 

齊藤 恒彦 

特開 2003-297415 二次電池 産業技術総合研究所 

特開 2004-31037 二次電池の化成法 産業技術総合研究所 

特開 2004-39295 二次電池用ニッケル極 産業技術総合研究所 
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